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※スケールはA2版出力サイズを示す

図番 図面名称 縮尺 備考 図番 図面名称 縮尺 備考 図番 図面名称 縮尺 備考

01 A-00 表紙（図面目録） - 28 A-27 １階平面図【改修】 S=1/100 55 A-54 建具配置図【改修】

02 A-01 改修特記仕様書（その1） - 29 A-28 2階平面図【改修】 S=1/100 56 A-55 建具表1【改修】

03 A-02 改修特記仕様書（その2） - 30 A-29 屋根伏図【改修】 S=1/100 57 A-56 建具表2【改修】

04 A-03 改修特記仕様書（その3） - 31 A-30 立面図【改修】 S=1/120 58 A-57 建具表3【改修】 S=1/50

05 A-04 改修特記仕様書（その4） - 32 A-31 断面図【改修】 S=1/120 59 A-58 建具表4【改修】 S=1/50

06 A-05 改修特記仕様書（その5） - 33 A-32 矩計図1【改修】 S=1/40 60 A-59 1階床伏図【改修】 S=1/100

07 A-06 改修特記仕様書（その6） - 34 A-33 矩計図2【改修】 S=1/40 61 A-60 2階床伏図【改修】 S=1/100

08 A-07 工事概要、案内図、外部仕上表 - 35 A-34 S=1/40 62 A-61 家具詳細図1 図示

09 A-08 内部仕上表 NO SCALE 36 A-35 屋外階段詳細図【改修】 63 A-62 家具詳細図2 図示

10 A-09 内外装撤去、改修区分図 S=1/200 37 A-36 1階平面詳細図【改修】 S=1/50 A-63 各部詳細図1 図示

11 A-10 求積図 S=1/200 38 A-37 2階平面詳細図【改修】 S=1/50 A-64 各部詳細図2（鉄骨屋根） 1/5

12 A-11 配置図 S=1/600 39 A-38 A-65 各部詳細図3（RC屋根） 1/5

13 A-12 １階平面図（現況、撤去指示図） S=1/100 40 A-39 A-66 構造設計特記仕様書 NO SCALE

14 A-13 2階平面図（現況、撤去指示図） S=1/100 41 A-40 1階付属室展開図1【改修】 A-67 RC標準図（1） NO SCALE

15 A-14 屋根伏図（現況、撤去指示図） S=1/100 42 A-41 1階付属室展開図2【改修】 S=1/50 A-68 RC標準図（2） NO SCALE

16 A-15 立面図（現況、撤去指示図） S=1/120 43 A-42 1階付属室展開図3【改修】 S=1/50 A-69 S構造標準図（1） NO SCALE

17 A-16 断面図（現況、撤去指示図） S=1/120 44 A-43 1階柔道場展開図1【改修】 S=1/50 A-70 S構造標準図（2） NO SCALE

18 A-17 矩計図1（現況、撤去指示図） 45 A-44 S=1/50 A-71 壁軽量鉄骨下地標準詳細図 図示

19 A-18 矩計図2（現況、撤去指示図） S=1/40 46 A-45 2階剣道場展開図1【改修】 S=1/50 73 A-72

20 A-19 矩計図3（玄関ホール現況、撤去指示図） S=1/40 47 A-46 2階剣道場展開図2【改修】 S=1/50 74 A-73

21 A-20 1階柔道場展開図1(現況、撤去指示図) S=1/50 48 A-47 2階付属室展開図【改修】 S=1/50 75 A-74

22 A-21 1階柔道場展開図2(現況、撤去指示図) S=1/50 49 A-48 階段室展開図1【改修】 S=1/50 76 A-75

23 A-22 2階剣道場展開図1（現況、撤去指示図） S=1/50 50 A-49 階段室展開図2【改修】 S=1/50 77 A-76

24 A-23 2階剣道場展開図2（現況、撤去指示図） S=1/50 51 A-50 階段室展開図3【改修】 S=1/50 78 A-77

25 A-24 2階付属室展開図（現況、撤去指示図） S=1/50 52 A-51 1階天井伏せ図【改修】 S=1/100

26 A-25 1階天井伏図（現況、撤去指示図） S=1/100 53 A-52 2階天井伏せ図【改修】 S=1/100

27 A-26 2階天井伏図（現況、撤去指示図） S=1/100 54 A-53 建具配置図（現況）
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断面詳細図2【改修】

図示

断面詳細図1【改修男子便所】

図示

図示

矩計図3【改修】

1階柔道場展開図2【改修】、姿見鏡詳細図

外構平面図（現況） S=1/200

外構平面図【改修】 S=1/200

スロープ断面詳細図【改修新設】 図示

外構各部詳細図 図示

仮設計画図 S=1/20079 A-78

図示鉄骨補強図

S=1/40

S=1/20構造各部詳細図（消火栓基礎、内樋塞ぎ板）

80 A-79

S=1/50

仮設倉庫計画図 図示
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一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号 改修特記仕様書（1）

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) R06.03

-
A-01

　   　　　1.1.2用語の定義の(ｱ)、(ｾ)及び(ﾅ)

　　 項　 　目章

1.本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建

  に記載されていない事項は、「国土交通省大臣官房管庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築

2.改修標仕に用いられている用語を、次のとおり読み替える。

3.次の各号に該当する改修標仕の項目について、改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　3.特記事項の記載の[  .  .  ]内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　特記事項に記載の(　．．　)内表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

Ⅱ　特記仕様

　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

※請負工事費500万円以上の場合、登録する　　　　　　 　　　　　　　  [1.1.4]

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様

１ 工事実績情報

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　　㎡程度を設ける。　 [2.4.1]

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、

　貸与する。

　・保護帽　　ケ　　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・安全帯　　組

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

構内既存の施設　　・利用できない　　　※利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣に基づく足場の設置に当たっては、  [2.2.1]

同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの別紙１「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」

・金属複合板

 (窯業系ﾊﾟﾈﾙ)

・押出成型ｾﾒﾝﾄ板 ※Ⅰ類

・Ⅱ種

※15　×　　

・　　×

※12　×

・無石綿に限る

　　　摘　要寸法(mm)：厚さ×幅

１

２　

仮　

設　

工　

事

密
着
工
法

絶
縁
工
法
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熱
工
法

　

各　

章　

共　

通　

事　

項

　 ｻｰﾋﾞｽ (ＣＯＲＩＮＳ)

　 への登録

１ 騒音・粉じん等の

　 対策

・防音パネル　　・防音シート　　　　　　　　　　　　　　　　　[2.1.3]

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲：

２ 監督員事務所等

３ 工　事　用　水

４ 工 事 用 電 力

５ 仮 設 建 物 等

６ 足 場 

における2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

３ アスファルト防水 乾式保護材の材料　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　[3.3.2]

　　　種　類

ｺﾝｸﾘｰﾄ仕上がりの平たんさ　　・a種　　・b種　　・c種 　　　[3.3.5][表8.1.5]

４ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水 　　　　　　　　　　　　  [3.1.4][表3.1.1][3.4.2][3.4.3][表3.4.1～表3.4.3]

防水改修工法の種類 施工箇所 新規防水層の種別　　　シートの厚さ（mm）

･Ｍ４ＡＳ

･Ｍ３ＡＳ

･Ｐ０ＡＳ

･Ｍ３ＡＳＩ

･Ｍ４ＡＳＩ

･Ｐ０ＡＳＩ

・AS-T1

・AS-T2　

・AS-J2　

下層用　※2.5以上　・　

上層用　※3.0以上　・　

　　　　※4.0以上　・　

　　　　※3.0以上　・　

・AS-T3 下層用　※1.5以上　・　

上層用　※3.0以上　・　

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J3

　　　　※4.0以上　・　

　　　　※1.5以上　・　

　　　　※2.0以上　・　

　　　　※3.0以上　・　

・ASI-T1

・ASI-J1

下層用　※1.5以上　・　

上層用　※3.0以上　・　

下層用　※1.5以上　・　

上層用　※2.0以上　・　

  (1)１章     　　　各章共通事項　１節　共通事項

  築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下「改修標仕」という。）により、改修標仕

  工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）による。

 施 工 箇 所防水改修工法の種類

POS工法

・設ける・設ける

 二重ﾄﾞﾚﾝ

・二重ドレンの設置（P0AS工法及びP0ASI工法の場合）　　　　　 　　　 [3.2.5]

・既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（M4AS工法及びM4ASI工法）　　[3.2.6]

・断熱工法の断熱材　厚さ（mm）・　　　材質　・　　　　　　　　　 　[3.4.2]

・下地に部分的に密着又は接着を行う工法　※製造所の標準仕様　・　 　[3.4.4]

５ 合成高分子系

　 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水   新規防水層の種別

　　（厚さ(mm)）

　　 備　　考

脱気装置

・S-F1(※1.2　・　 )

・S-M1(※1.5　・　 )

・S-M2(※1.5　・　 )

POS工法

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

・S-F2(※1.5　・　 )

　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.1][3.2.5][3.5.2][3.5.3][表3.5.1～表3.5.3]

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・S-F1(※1.2　・　 ) ・設ける

・S-M1(※1.5　・　 )

・S-M2(※1.5　・　 )

・S-F2(※1.5　・　 )

・Ｓ３Ｓ

・Ｍ４Ｓ

断 

熱 

工 

法

POSI工法

・設ける ・設ける

・設ける

・Ｐ０ＳＩ

・Ｓ４ＳＩ

・Ｓ３ＳＩ

・Ｍ４ＳＩ

・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

POSI工法

・SI-F1(※1.2　・　)

・SI-F2(※2.0　・　)

・SI-M1(※1.5　・　)

・SI-M2(※1.5　・　)

・S-C1(※1.0　・　 )

・SI-F2(※1.5　・　)

・Ｐ１Ｓ

※軽量鉄骨

７ 養生 既存部分の養生　　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ、合板等　　　　 　　　　　　        　[2.3.1]

既存家具等の養生　※ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ等　・　　 　　　　　　　　　　      　[2.3.1]

備品等の移動                                                       [2.3.1]

　※監督員の指示による施設内移動とする。(対象備品の移動先は、図示による) 

　・行わない

８ 仮設間仕切り 仮設間仕切り等の種別                                      [2.3.2][表2.3.1]

・A種

※B種

・C種

仮設扉

・木造

　単管

※木製扉

※せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(※9.5　･　　)

・合板(※9　･　　)

防炎シート

合板張り程度

厚さ(　　)

・行う

厚さ(　　)

※無し

※無し

・片面・両面

・片面・両面

 塗 装充墳材(mm)下 地種 別 仕上げ材(厚さmm)

・

下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

　調査範囲

　　屋根、庇等の防水改修工事の対象となる既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

　調査内容

　　ひび割れの幅及び長さを屋根面等に図示する。

　　浮き部分、欠損部を屋根面等に表示する。また、脆弱部を調査する。

　　部分的な水はけ不良部や勾配不良の箇所を屋根面等に表示する。

※防水工事は、新潟県防水工事業協同組合員の施工とし、受注者は新潟県防水工事

　業協同組合と連名の保証書を提出する。ただし、県が認めた場合は、組合員外の

　施工とすることができる。この場合は、受注者と施工者との連名の保証書とする。

１ 施工数量調査

２ 防水の保証等

　　　工 法 種 別 　　　　　施 工 箇 所

・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

 保 証 期 間

１０年間

１０年間

１０年間

※保証書の提出部数　正本　　部　副本　　部

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　 [1.6.2]

３ アスファルト防水 　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.1][3.3.3][表3.3.3～表3.3.10]

露
出
防
水

保
護
防
水

・P1B

・P2AI

・P2A

・M4C

・P0DI

・M3DI

・M4DI

・M3D ・P0D

 ・AI-1 ・AI-2 ・AI-3

 ・B-1  ・B-2

 ・BI-1 ・BI-2

 ・C-1　・C-2

 ・D-1  ・D-2

 ・DI-1 ・DI-2

立上り部の保護工法新規防水工法の種別施 工 箇 所防水改修工法の種類

 仕上げ塗料塗り

　※有（・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ）

 ・A-1　・A-2　・A-3

屋内

防水

・P1E ・P2E  ・E-1  ・E-2

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

 ・保護層を設ける

・P1BI

３

　

防　

水　

改　

修　

工　

事

・断熱材（屋根保護又は露出防水断熱工法）　　　　　　　　　　　 　　[3.3.2]

　　　　　　　　　　　　　　　 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材

　　　　　　　　　　　　　　　 ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

透湿係数を除くJIS A 9521の規格に準ずるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　 ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材（2種1号又は2号の場合、

　　　　　　　　　　　　　　　 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　　材質　屋根露出防水断熱工法 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　　　　　　　　　　　　　　　　（JIS A 9521 建築用断熱材）

　　厚さ（mm）　※25　・　

・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　　厚さ(mm)　※3.0以上　・　 　 　　　　　 　　[3.3.2]

・粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　　厚さ(mm)　※1.5以上　・　　　　 　　[3.3.2]

・既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去（M4C工法、M4DI工法）　　　　[3.2.6]

・二重ドレンの設置（・P0D工法　・P0DI工法）　　　　　　　　　 　　 [3.2.5]

アスファルトの種類　　※３種　・ 　　　　  　　　　　　 　　[3.2.2][3.3.2]

　　材質　屋根保護防水断熱工法 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付)

断熱工法の断熱材　厚さ（mm）・      材質・　　　　　　　　　　　　 [3.5.2]

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　[3.5.4]

　目地処理（接着工法）　　※図示

　入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）　　・行う（幅　　mm程度）

６ 塗膜防水

・Ｐ０Ｘ

・Ｌ４Ｘ

・Ｐ１Ｙ

・Ｐ２Ｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　 [3.1.4][表3.1.1][3.6.3][表3.6.1～表3.6.3]

・平面部脱気型

・立上り部脱気型

・二重ﾄﾞﾚﾝの設置（POX工法の場合）　　　　　　　　　　　　　　　    [3.2.5]

・既存塗膜防水層表面仕上げ塗装の除去（L4X工法の場合）　　　　　　　[3.2.6]

・保護層　・設ける（P1Y、P2Y工法の場合）　　　　 　　　　　　　　　[3.6.3]

７ 脱気装置 　　　　　[3.3.3][表3.3.8][表3.3.9][3.4.3][表3.4.2][表3.4.3][3.5.3][3.6.3]

　　　　種　類 　　　　　仕　様　　　　　　　　　　　材　料

※製造所標準仕様（立上り型）

・

※製造所標準仕様

・

※ｱﾙﾐ鋳造製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・

※設置数量は製造所指定数量による。

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

仕上塗料の使用量は製造所の仕様による

新規防水層の使用分類　                         ※非歩行　・軽歩行

仕上げ塗料塗り（S-F1,SI-F1,S-M1,SI-M1の場合）　・ｼﾙﾊﾞｰ　 ・ｶﾗｰ

仕上げ塗料塗り 

・ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ

 ・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H

 ・X-1 ・X-2 ・X-1H ・X-2H

 ※Y-2

 ※Y-2

防水改修工法の種類 施 工 箇 所  新規防水層の種別

4.改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

  １章　1.1.2　用語の定義の(ﾆ)

　 〃   1.8.2　技術検査　

  (2) 〃   1.4.2材料の品質等の(1)及び(2)

  (3) 〃   1.4.4材料の検査等の(1)

  (4) 〃   1.8.1工事検査の(2)及び(3)

２ 概成工期

３ 内部の工事期間等

※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        [1.2.1]

※着手　令和　　年　月　日　～　終了　令和　　年　月　日までとする。

※工場制作のための現場寸法調査

※外部足場組等の仮設工事

　督員と協議のうえ決定する。

※次の作業は内部工事着手前に行える。ただし、着手日、作業箇所は施設及び監

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

建築基準法に基づき指定する条件                                      [1.2.2]４ 品質計画等

　を開始する。

※部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により、施設内部の使用

　　　　　　　　　　特　　　　記　　　　事　　　　項

令和　　年　　月

  (2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

  (3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

5.設計図書の優先順位は以下のとおりとする。

  (1)　質問回答書

  (2)　工事仕様書

  (3)　特記仕様書

  (4)　設計図

  (5)　標準仕様書

       項　　　目号

別　表（建築改修工事）

1.1.2　用語の定義

　　者をいう。

(ｱ)「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された(1)

　  発注者又は検査職員が行う検査をいい、工事の施工体制、

　  施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

　  (ただし、②に係る検査を除く。)

②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

(ﾅ)「工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

１章　各章共通事項

１節　共通事項

1.4.2材料の品質等

　 契約時の最新版」の名簿に記載されている品目については、当該

　 建築材料等評価名簿（一般社団法人公共建築協会）

 　名簿に記載されている材料又は製造所の製品とするほか、設計図

(1)工事に使用する材料は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

　 書に定める品質及び性能を有するものとし、新品とする。ただし、

   設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

　　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を

   除き、製造後一定期間以内であることを条件とするものではない。

　 の証明となる資料を、監督員に提出する。

　 材料を使用する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたとみなす

　　  に記載されている材料又は製造所の製品（特記で改修標仕及び

　　  標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

(2)使用する材料が設計図書に定める品質及び性能を有すること

　 ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

　 又はＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじめ

　 監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当する

　 ことができる。）は、この限りでない。

　 (ｱ)建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

 　(ｲ)建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

　 (ｳ)特記により指定された材料又は製造者の製品

(2)

1.4.4　材料の検査等

　 監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　  マークを確認できる場合

　　  場合

(1)工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ

　 (ｱ)工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳの

　 (ｲ)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査時

　 　 又は工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認できる

(3)

　 部分等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(2)約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形

　 規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

(4) 1.8.1　工事検査

　　　　　　置 き 換 え 後 の 改 修 標 仕 の 規 定

①工事の完成

③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成

④契約の解除時における出来形部分

⑤必要があると認めたときの臨時検査

(3)(1)の通知又は(2)の請求に基づく検査及び約款に

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２　・　３４

工法による。

改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定

内容は各章による。

・

石工事

ﾌﾞﾛｯｸ､ALCﾊﾟﾈﾙ工事 ・ﾌﾞﾛｯｸ建築　・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ施工

・造園

環境配慮改修工事 ・防水施工(ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業)　・ｶﾞﾗｽ施工

耐震改修工事

・塗装(建築塗装作業)塗装改修工事

・建築大工　・左官　・表装(壁装作業)内装改修工事

建具改修工事

・樹脂接着剤注入施工

外壁改修工事

・左官　・建築板金(内外装板金作業)

防水改修工事

１０追加特記　７「発生材の処理等」による。              　　  　   [1.3.12]

　 方法

目視及び打診(必要に応じて破壊)による調査を行う。調査範囲及び調査    [1.6.2]

とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するもの

 　濃度測定

 　取合い

　印刷物若しくは電子データ（DVD 等のメディア）で提出する。

１０追加特記 ８「化学物質の濃度測定」による。   　　　　            [1.7.9]

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・塗膜防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・左官　・ﾀｲﾙ張り　・塗装(建築塗装作業)

・内装仕上げ施工　(・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　・鋼製下地工事作業)　・ﾀｲﾙ張り

・石材施工(石張り作業)

※実施する（　　　　　　　　　　）　 　　             　　　　　　　[1.7.5]

　・その他監督員が指示した図面

　・仕上表　　・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図　　　　　 [1.9.1～1.9.3]

　提出部数等　(A1　　部　A3　　部　ＣＡＤデータ)

　同一箇所の改修前と改修後が比較出来るようにする。

工事完了後、整理のうえ監督員に提出する。　　　　提出部数　　部

・ｻｯｼ施工　・ｶﾞﾗｽ施工

・とび　・型枠施工　・鉄筋施工

工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認でき

るように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真撮影

要領(平成28年版)による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編(平

成30年版)」を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。

ただし､あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は､撮影計画書の作成を省略できる。

　提出部数　　部

適用工事種別 技 能 検 定 の 職 種

※ これにより難い場合は監督員と協議する。 

※下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は、監督員の指示による。

６ 電気保安技術者

７ 発生材の処理等

８ 特別な材料の工法

９ 施工数量調査の

10 技能士

11 見本施工

12 化学物質の

13 完成図等

14 施工図等の取扱

15 工事完成写真

16 工事施工状況写真

17 設備工事との

※要（　　　　　　　　　　）　　　　　　　 　　　　　 　　 　　　　 [1.3.3]

　　　                                                              [1.7.2]

1 +PDF

18 建築副産物情報

交換システム

（COBRIS)

電気、機械設備図にある工事での関連部分のすべて

※　適用する

2階梁型笠木

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

改修特記仕様書（2）一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) R06.03

-
A-02

　　※行わない

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　

コ
ン
ク
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工
事

・図示

※下表以外は表5.4.2による　　　　　　　　　　　　　　　   [5.4.4][表5.4.2]

外部の下枠、水切り板　

外部に面するスイングドアの建具

中骨

枠類

枠類

戸

８ シーリング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.1.4][表3.1.2][3.7.4～3.7.7]

・ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法

・ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

・ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

１ 施工数量調査

下記の劣化状況調査の結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた

施工数量調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

 調査範囲

  仕上塗材仕上げの下地となる外壁、庇等の躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ面、既存ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ等の面

 調査内容

  ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

  ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

  浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの剥離・剥落など欠陥部分を調査する。

  ｺﾝｸﾘｰﾄの表面の剥がれ及び剥落部を壁面に表示する。

  仕上塗材等の劣化部分、剥落部等を壁面に表示する。

  新規仕上塗材の美観に影響を与えるおそれのある段差部等を壁面に表示する。

窓

出入口

　　　　　　　　　                                                 [1.6.2]

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.2.5]

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.2.8]

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類及び施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　[3.7.2][表3.7.1]

※下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

　　ただし試験成績書を監督員に提出し、承諾を得た場合は試験を省略できる

撤去既存ｼｰﾘﾝｸﾞの処理

　事前調査等　　・行う(下記の要領で分析する)　・行わない

　　現場においてｻﾝﾌﾟﾙを採集し、専門分析機関で分析を行う。

　　　採取個所　　※外壁目地　　・建具周囲目地　　 ・図示

　　　採取個所数　・部材が異なる毎に1箇所　　　　　・図示

　　分析によりPCBの含有が確認された場合は、下記により施工調査等を行い、

　　　調査内容　　ｼｰﾘﾝｸﾞ使用部位及び長さの確認

　　　　　　　　　施工範囲と工事監理区分の確認

　　　　　　　　　仮設計画

　　　　　　　　　廃棄物等の搬出方法

鋼管製といの防露　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.3][表3.8.4]

　※改修標仕表3.8.4による　　・　

板材折曲げ形ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の取付工法

接着性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3.7.8]

　　適切に処理を行う

　　　調査範囲　　※今回改修工事範囲全て　　　・図示

９ とい 材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[3.8.2][表3.8.1]

　・配管用鋼管　※硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

多雪地域の軒どい取付け間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [3.8.2]

　・適用する（0.5m以下）　・適用しない

たてどい受け金物の取付け　※図示　・標仕13.5.3(4)(ｲ)による [3.8.3](13.5.3)

10 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の種類　　　　　　　　　　　　　　 　　[3.9.2][3.9.3][表3.9.1]

　笠木の固定金具は改修標仕3.9.3(2)(ｱ)とし、それ以外の取付方法は図示による

　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

　※改修標仕4.3.6(2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの塗り厚が20㎜を超える場合、または現状成形が不可能な場合は

　監督員と協議すること。

２ 欠損部改修工法

　充填材料

　　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ

　　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

※充填工法　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　 [4.1.4][4.2.4][4.2.8]

　

モ 

ル 

タ 

ル 

塗 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

２ ひび割れ部改修工法 ・既存ﾓﾙﾀﾙ撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は３.欠損部改修工法による）

１ 既存モルタル塗り

　　・行う　　抜取り部の補修方法

　　※行わない

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 [4.2.5][4.3.6]

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）　　 [4.2.8]

　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

水切り　　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.3.5]

　(標準型鋼製建具を

　 含む)

７ 鋼製建具

外部に面する建具の耐風圧性　・S-4　・S-5　・S-6　　[5.4.2][5.4.6][表5.2.1]

改修工法の種類 施 工 箇 所

施 工 箇 所 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号）

区　分 使用箇所

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　・適用しない

鋼板類の厚さ（1枚戸の有効開口幅950mm又は有効高さ2,400mmを超える場合）

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（施工部位　　　　　　　）

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　　　　　　　　　 　  [5.4.2][5.4.6][表5.4.1]

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

２ 下地調整

　

塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修
工
事

・行わない

※行う

（図示）

建築基準法

に基づく指

定する条件

により定め

る・ﾌﾞﾗｯｸ

・ﾌﾞﾗｳﾝ系　

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

1.6以上

1.8以上

2.0以上

・ ・2.0

・

・250形

・300形

・350形

・板材折

　曲げ形

・板材折

　曲げ形

・ ・2.0

・

オ
ー
プ
ン

シ
ー
ル

・ＢＡ－１

・ＢＡ－２

・　

形式 種　類 幅(mm) 板厚(mm) 表面処理・色合い 固定間隔 下地補修

・　

※130　 ・　

※70　　・　

・　

※130

１ ひび割れ部改修工法

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

　　　　　樹脂注入工法

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

※200～300

・　

※50～100

※100～200

※150～250

・　

※40　　・　

　　・　

・樹脂注入工法　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.5]

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.2.4]

注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024)

　　押し込み、周囲と平滑に仕上げる。」と読み替える。

　　改修標仕4.3.6(2)(ｳ)を「ﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布したのち、ｼｰﾙ材をﾊﾟﾃへら等でｸﾗｯｸに

３ 欠損部改修工法

　　充填材料　　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　　　　　　　　　

・充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.8][4.3.5][4.3.9]

　仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　・図示

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

・　

※13

・　

※13

・　

・　 ・　

・　

※20

・　

※20

・　

※12

・　

※12

・　

※20

・　

※20

・　

・　・　

・　・　 ・　

※50

注入口の箇所数(箇所/㎡)

４ 浮き部改修工法

　　・現場調合材料

　　（ｾﾒﾝﾄは本特記仕様書8-1、8-2「セメントの種類」による）

　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡)

※16 ※25

・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.1.4][4.3.5][4.3.10]

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　　・　　　）　　　　　　　 [4.3.5]

ﾓﾙﾀﾙを撤去しない場合　　　[4.1.4][4.3.5][4.3.11～4.3.16][表4.3.3][表4.3.6]

　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.3.5]

　　　　・　

改修工法の種類
一般部 指定部 一般部 指定部

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

※1成分形又は2成分形

※行わない　・行う

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

　　ｼｰﾙ材料

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.2.6][4.3.5][4.3.7]

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　 　　　　　　[4.1.4][4.2.7][4.3.5][4.3.8]

充 填 材 料 種　別

・　

※50～100

※150～250

※100～200

・　

0.2以上～1.0以下

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ

0.2以上～0.3以下

0.3超え～0.5以下

0.5超え～1.0以下

※200～300※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　    [4.1.4][4.2.5][4.3.2][4.3.6]

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

　　・　

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　[4.3.5]

注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ※1成分形又は2成分形

　　　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

※行わない　・行う

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　　　　　　　　　　　  　　      [4.1.4][4.2.4][4.2.6]

　　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　ｼｰﾙ材料

・ｼｰﾙ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.1.4][4.2.4][4.2.7]

充 填 材 料 種　別

　

タ 

イ 

ル 

張 

り 

仕 

上 

げ 

外 

壁 

改 

修 

工 

事

※砂壁状　・着色骨材砂壁状

・複層仕上塗材 ・ゆず肌状　・凸部処理　※凹凸状

耐候性　※耐候形３種　・耐候形２種

上塗材

　溶媒　※水系　・溶剤形

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　外観　※つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

　防水形の増塗材　※行う

３ 仕上げ塗材

※外装薄塗材E

・複層塗材CE

・

・複層塗材E

・複層塗材RE

※防水形複層塗材E

・

・

・

　撤去範囲　※下地ﾓﾙﾀﾙまで　・張付けﾓﾙﾀﾙまで

・外壁ﾀｲﾙ張り全面　・図示の範囲

　　　　　・既存ﾀｲﾙ撤去面（・ｺﾝｸﾘｰﾄ面　・ﾓﾙﾀﾙ面）

１ 既存ﾀｲﾙ張りの撤去

２ ひび割れ部改修工法 改修箇所　※既存ﾀｲﾙ張り面

・薄付け仕上塗材

４ 外壁用塗膜防水材

　 塗り 　仕上げの形状　・　　　　　　　　工法　・　

　　下地挙動緩衝材の適用　・適用する　　・適用しない

　　吹付け工法の模様材の種類　・　　　　　・所要量　　　　[kg/㎡]

　　外壁用仕上塗料の種類　　　・　　　　　・所要量　　　　[kg/㎡]

　ｺﾝｸﾘｰﾄ面のひび割れ部及び欠損部の処理は、本特記仕様書4-2による

　ﾓﾙﾀﾙ面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、本特記仕様書4-3による

　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、本特記仕様書4-5による

種類、仕上げの形状、工法　　　　　　　　　[4.1.5][4.5.2][表4.5.1][表4.5.2]

外壁用塗膜防水塗り　　　　　　　　　　　　　[4.1.5][4.7.2][4.7.3][表4.7.1]

　外壁用仕上塗材の耐候性　・JIS A 6909の耐候形１種相当　・　

　　増塗材　　　※行う

　　※行わない

　　・行う　　抜取り部の補修方法

※100～200

※50～100

・　

※200～300

・　

※40　　・　

※70　　・　

※130　 ・　

・　

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0以下

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

　　　　　樹脂注入工法

・手動式ｴﾎﾟｷｼ

・機械式ｴﾎﾟｷｼ 0.5超え～1.0以下

0.3超え～0.5以下

0.2以上～0.3以下

※130

　　※建築補修用及び建築補強用ｴﾎﾟｷｼ樹脂(JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

　 　 ・ 　

・　

※150～250

・樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　  　  [4.1.4][4.2.5][4.4.2][4.4.6]

　注入材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[4.3.5]

　検査（ｺｱ抜取り）　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [4.2.5][4.4.6]

ガラス　　※複層ガラス　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.3.3]

表面色　　標準色（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)　 　　　　　　　　 [5.3.4]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.1.3]

・撤去工法

※建具表による

※建具表による

２ 見本の製作等

３ 防犯建物部品 ※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　　 　　　　　　　　[5.1.7]

外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.2.2][5.2.4][表5.2.1]

・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ａ－３

・

　Ａ－４

※Ｗ－４

・

※７０

・

表面処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.2.4][表5.2.2]

５

・　

　外部建具

　内部建具

無着色

・ 

無着色

　Ｗ－５

　

建　

具　

改　

修　

工　
事

５ 網戸 防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.2.3]

　形式　・外部可動式　・固定式　・図示

１ 改修工法

・かぶせ工法

４ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

・

・　 ・　

※ＢＢ－１種

・ＢＢ－２種

※ＢＣ－１種

・ＢＣ－２種

標準色（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

標準色（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

　材質　※合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

　線経　※0.25mm以上　・　

　網目　※16～18メッシュ　・　

・Ａ種

６ 樹脂製建具 外部に面する建具の性能等級　　　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.1]

※Ｂ種

・Ｃ種 Ｓ－６

Ｓ－５

Ｓ－４

Ａ－４

※Ｗ－４

・Ｗ－５

・

外部に面する建具の断熱性能等級　　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4][表5.3.2]

注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)

種　類 呼 び 名 仕上げの形状

改修工法 適　用　箇　所

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm)

施工箇所 種　別 色　合　い　等

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm)

防火材料の指定 ・建築基準法に基づく指定又は認定を受けた材料とする。[4.5.2]

・特殊な建具の仮組等　(建具番号　　　　　　　　) 

　　　　　　　　※充填工法（・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

断熱性能

・Ｈ－４

・Ｈ－５

・Ｈ－６

・Ｈ－７

・Ｈ－８

熱貫流率(W/(㎡･K))

1.1以下

1.9以下

2.3以下

2.9以下

施工箇所

遮音性能

・Ｔ－１

・Ｔ－２

施工箇所

　　　※ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

３ 欠損部改修工法

　　　・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

・ﾀｲﾙ部分張替え工法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[4.1.4][4.4.7]

　　接着材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.4.5]

※16

・　

※13

・　

※13

・　 ・　

※20

・　

※20

・　

※25

※25※20※12

※12 ※20

・　

・　

・　・　

・　・　

・　

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

※50

・　 ・　

・　・　

４ 浮き部改修工法

※25

・　

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　　張替え用材料

　　　・接着剤　JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系

　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

　　　・張付けﾓﾙﾀﾙ　（・現場調合材料　　・既調合ﾓﾙﾀﾙ）

・ﾀｲﾙ張替え工法　　　　　　　　　　　　　　 　　　　      　[4.1.4][4.4.8]

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地　　　　　　     　　   [4.4.8][表4.4.2]

ﾀｲﾙを撤去しない場合 [4.1.4][4.4.4][4.4.5][4.4.9～4.4.15][表4.3.5][表4.3.6]

・

・・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

備考欄に記載された商品名等は、品質の程度を示すための参考商品名である。

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

５ ﾀｲﾙ張り ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.5][4.4.7][4.4.8]

　　　　・　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.4.5]

６ 目地改修工法

　外装ﾀｲﾙ　　　　・密着張り　・改良積上げ張り　・改良圧着張り

　ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ　　　　・ﾏｽｸ張り　 ・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

　ﾀｲﾙの見本焼き　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　    　[4.4.8]

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.4.8][表4.4.5]

　ﾀｲﾙの試験張り　※行わない　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　[4.4.8]

・目地ひび割れ部改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　[4.1.4][4.4.16]

１ 既存塗膜等の除去

　 及び下地処理

改修工法の種類
一般部 指定部 一般部 指定部 (mL/箇所)

注入量ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/㎡) 注入口の箇所数(箇所/㎡)

施工場所・用途
形状寸法

(㎜) あり なし 施釉 無釉

うわぐすり耐凍害性 役 物

 あり なし

色

標準 特注
備 考

4-5

外部に面する建具の遮音性能等級　　　　　 　　　　　　　　 　[5.3.2][5.3.4]

・見本の製作　　　　　(建具番号　　　　　　　　) 　　　　　　　　　[5.1.5]

1.5以下

※25

※25

・　

(mL/箇所)

注入量

備　考

・　

※130　 ・　

※70　　・　

※40　　・　

・　

※130

注入量(ml/m)

4-4

備　考

・水洗い工法

※既存仕上げ面全体　・　

・　

・塗膜はく離剤工法

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

※下地調整塗材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [4.5.2][4.5.4]

　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　　・　

・伸縮調整目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [4.1.4][4.4.16]

※既存仕上げ面全体　・　

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

・ひび割れ部改修工法

※既存外装薄塗材仕上げ面 30Mpa　

※既存防水型複層塗材仕上げ面 15Mpa　
※高圧水洗工法

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法　　 　　　　[4.5.4][表4.5.4～表4.5.7]

工　法 処 理 範 囲 下地ひび割れ部等の補修

　　2.3

　　2.3

　　2.3

厚さ(㎜)

施工箇所

施工箇所

外部建具廻り他

外部建具廻り他 MS-2

4-2

　

外　

壁　

改　

修　

工　

事　

共　

通　

事　

項

4-1

・行う（※全面　・図示の範囲）4-3
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上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

改修特記仕様書（3）一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) R06.03

-
A-03

　・Ｓ－４　・Ｓ－５　・Ｓ－６

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　　 　　　  [5.5.2][5.5.6]

　種類及び品質等が確認できる資料を監督員に提出し承諾を受ける。

　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

防蟻処理　・行う(適用範囲                                     )　　[6.5.5]

※2.0　・　

※4.0又は4.5

・　

・　

1.0×10 Ω以下、 又は、
９

漏洩抵抗値(JIS A 1454による)

1.0×10 Ω未満
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　表面処理用木材保存剤を塗布することとする。

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて

鋼板類の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　 [5.5.3]

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能値の適用は建具表による　　  [5.4.2][5.6.2][表5.4.1]

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　  [5.4.2][5.6.2][表5.2.1]

「製材の日本農林規格」による製材　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

防腐処理　※行う(適用範囲　※改修標仕6.5.5(1)による　・図示)   　  [6.5.5]

　防腐・防蟻剤はｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含まない非有機ﾘﾝ系の表面処理用木材保存剤とし、

　薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　[6.8.2]

体積抵抗値(JIS K 6911による)　・亜鉛めっき鋼板　　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　　・ｶﾗｰ鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

下記以外は、建具表による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.14.2]

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５         [5.13.2]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [5.13.2][5.13.3][表5.13.1]

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm)　　　　　　　 [表5.12.2]

　　　　　　形状　※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形　　　　　　　 [5.12.4]

スラット　　厚さ(mm)　・0.5　・0.6　・0.8　・1.0　　　　　　　 [表5.12.2]

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　　 　 [5.12.2]

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　※設ける　・設けない　　　　　　　　　　[5.11.2]

屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止装置

開閉機能　　※上部電動式(手動併用)　・上部手動式　　　 [5.11.2][表5.11.1]

外部に面するｼｬｯﾀｰの耐風圧強度（　　　　　　　　）N/㎡　　　  　　[5.11.2]

※適用する（適用建具及び適用位置は図示による）　　　　　　　　　 [5.10.1]

凍結防止措置　※行わない　　・行う（　　　　　　）　　　　 　　　 [5.9.2]

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ  ・多機能ﾄｲﾚｽｲｯﾁ

・音波ｾﾝｻｰ　 　 ・熱線ｾﾝｻｰ  　・光電ｾﾝｻｰ  　・電波ｾﾝｻｰ

自動ﾄﾞｱの開閉機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [5.9.2][表5.9.4]

ﾏｽﾀｰｷｰ　　　　・製作する(　　　本)　　　※製作しない              [5.8.4]

※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304)

・溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・電動式

・ﾁｪｰﾝ式

※ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ファイバーグラスタイプ

　・設ける（設置箇所：・図示　　・　　　　　　）

障害物感知装置を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置箇所　　・図示　　・　

鍵札数量　　　※錠前１組に２枚とする　　・錠前１組に  　枚とする

　見込み寸法　かまち戸（※36㎜　・　㎜）　ふすま（※19.5㎜　・　㎜）

　　　　　　　戸ぶすま（※30㎜　・　㎜）　紙張り障子（※30㎜　・　㎜）

かまち戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.7.2][表5.7.3][表5.7.7]

建具材の加工・組立時の含水率　　※A種　・B種　　　　　　 [5.7.2][表5.7.1]

接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　・　　　　　　　　　　　 [5.7.2]

くつずりの材料　・　　　　　枠の材料　・　　　　　　　　　　　　　[5.7.2]

　MDFボード　　　表裏面の状態（・　　　　）　曲げ強さ（・　　　　）

　　 　　　　　　接着剤　　　（・　　　　）　難燃性　（・　　　　）

　表面材の種類　 ・　　　　　表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　・　

フラッシュ戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[5.7.2][5.7.3][表5.7.6]

　表面板の厚さ 　普通合板(※2.5㎜ ・　㎜)  天然木化粧合板(※3.2㎜ ・　㎜)

　　　　　　　　 特殊加工化粧合板(※2.4㎜ ・　㎜)

かぎ箱　　　　市販品(鋼製)　　形式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

「製材の日本農林規格」以外の製材　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

(　　　　　 )

造作材の場合

(※A種 ・B種)

・適用する

・適用しない

・樹種のうち杉は、県産材を使用する

　　荷重　　・400N　　・　

　　箇所数　・当該階において3箇所程度　・図示

ふところが3mを超える場合の補強　　※図示　　・　　　　　　　　　　 [6.6.4]

屋外の天井の補強　　※図示　　・改修標仕6.6.4(11)による　　　　　　[6.6.4]

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

既存の埋込ｲﾝｻｰﾄ　　・使用する　・使用しない　　　　　　　　　      [6.6.4]

屋外の場合の形式及び寸法　　　　　　　　　　　　 　　　　 [6.6.3][表6.6.2]

※下表以外は、改修標仕6.6.3及び表6.6.2による

あと施工ｱﾝｶｰの引抜き試験　※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.6.4]

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

・磁器又はせっ器ﾀｲﾙ

※300×300 ・

・※300×300

・

※300×300×60 ・300×300×30

・

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝ

JIS T 9251

による

視覚障害者用床ﾀｲﾙ　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　     [6.8.2]

引 き 戸 用 検 出 装 置 の 種 類

開閉方式 収納形式

材料板ｶﾞﾗｽによる種類 特性による種類

樹種
寸法

(mm)
材面の品質 防虫処理

適用部材 保存処理性能区分

下地材の間隔（㎜）

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ
野　縁

施　工　箇　所

厚 さ(mm) 性　　能

種　類 寸　法 (㎜) 形　状

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用） 　　　　[5.12.2][表5.12.1]

　　　　　　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯 　　　　　　　[5.12.3]

　特性による種類　　※ Ⅱ-1類　　・　

・Ⅲ類（曲面はⅠ類）

・

材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ　・建具表による

※A種 ・B種

樹種 等級 含水率 保存処理形状

・　

※A種 ・B種

・　

※10％以下

・A種 ・B種

・　

※２級

・　

・上小節

・小節以上

※１等

・　

化粧単板心材

の樹種
品名施工箇所

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材等  　　　　　　         [6.5.2]

直交集成板（ＣＬＴ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

・Ａ ・Ｂ

・Ｃ

・同一等級構成直交集成板

接着性能

(使用環境)

・Ａ ・Ｂ

・Ｃ

・Ａ種 

(強度等級)

曲げ性能

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｂ種

・　

種別施工箇所

・　

・　

・　 ・

※1類 ･2類

･特類※1類

･特類 ･1類

･1類  ･2類

※5.5・　 

※12 ・　　

板面の品質樹種接着の程度板厚(㎜)施工箇所

・　

・　

･

･

･

･

･

･
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・織じゅうたん　　　　　　　　　　　　 　　　　　  [6.9.1][6.9.2][表6.9.1]

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

人体帯電圧

　※3kV以下　

　・　

※単一色(無地)

・柄物(標準品)

・タフテッドカーペット　　　　　　　　　　 　　　　[6.9.2][6.9.3][表6.9.2]

※4.0

・

※5.0～7.0　・　

※4.0～6.0　・　

※全面接着工法

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法

人体帯電圧

 ※3Kv以下

・タイルカーペット　　　　 　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　[6.9.2]

                                              [6.10.3][表6.10.4～表6.10.8]

・弾性ウレタン樹脂塗床材

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・薄膜型塗床

※薄膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

・厚膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ　　 

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

・Ｃ種　・Ｄ種(※KT-Ⅲ・　　)

改修標仕表6.5.8による床組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 [6.12.2][表6.5.8][表6.12.1]

・かば

・

※18

・　ビス留め

※のりくぎ併用

※無塗装品

・塗装品

　　　　　　　[6.11.2][6.11.3][6.11.4][6.11.5][6.11.6][表6.11.1～表6.11.6]

・なら

・なら

・1等

・1等

・Ａ種

・Ｂ種
・Ｃ種

※15

・

※15

・

・

・

・釘留め工法

・接着工法

・ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

・接着工法

※釘留め工法

・接着工法

・塗装品

・無塗装品

・

・

※塗装品

・無塗装品

　　　　　　　　　・行わない

現場塗装仕上げ　　・行う(下地調整：　　　　　、塗料：　　　　　)　[6.11.6]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　[6.13.2][表6.13.1]

・15　・20　・25

・15　・20　・25

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12.0　・15.0)　((個)不燃)

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

　9.5(不燃) ・化粧無(下地張り用)

　　　　　　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

織 り 方 ﾊﾟｲﾙ形状 帯 電 性 色・柄等

ﾊﾟｲﾙ長(mm) 工　法 帯 電 性

仕 上 げ の 種 類

樹　種 等級・種別 板　厚 工　法 仕上塗装

畳　の　種　別

厚さ(mm)・規格等

「合板の日本農林規格」による合板等　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.5.2]

高さ(mm)　　※60　　・75　　・100

厚さ(mm)　　※1.5　 ・　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　  [6.8.2]

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ※500角

施 工 箇 所総厚さ(mm)寸法(㎜)電気抵抗値(Ω)ﾊﾟｲﾙ形状

※適用しない

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ・10 Ω以下 ・ ・

※6.5

　かまちの樹種（・　　　　　　）　鏡板の樹種（・　　　　　　　）

　ふすまの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型

　ふすまの上張り  ・鳥の子 ・新鳥の子 ・ﾋﾞﾆﾙ紙程度 ・雲花紙程度

　ふすま縁の仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁

・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ 　　※光線(反射)ｾﾝｻｰ

急降下制動装置、急降下停止装置等を設けた電動ｼｬｯﾀｰの設置個所 　　 [5.11.2]

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ(mm)  　・0.4　・   　　　　　　　　　　　　　 [表5.12.2]

日射取得性･遮へい性断熱性

の樹種

・

・

・

※2.0

・　

・　

ＫＴ

ＴＴ

ＦＴ

ＦＯＡ

ＦＯＢ

JISの記号 厚さ(mm)

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・ｽｸｴｱ

・ｽｸｴｱ

・ﾃｰﾊﾟｰ ・ﾍﾞﾍﾞﾙ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法　　　　　　　　　　　　　　　 [6.13.3][表6.13.5]

せっこうボードのエッジの種類 施工箇所

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称 色　　調

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・強化ｶﾞﾗｽ

・外面

・内面

・２種

・３種

・Ｂ類

・倍強度ｶﾞﾗｽ

※無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

※柄物　・無地

※ＦＳ　・ ※2.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[6.8.2]

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所　　　　　　　　 　）　 　 [6.8.3]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.8.2]

JISの記号 色　　　柄

・12.5（不燃）　 ・15.0（不燃）

表板の樹種・　　　 板面の品質・ 　　　厚さ ※図示

接着の程度・1種 ・2種　防虫処理・行う　・行わない

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　　　 　　　　　　　　　　　　 [6.13.2]

　・シーリング材　　　・ジョイントコンパウンド

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ※内面 ・１種 ・Ａ類

反射被膜面 材料板ｶﾞﾗｽの種類 日射遮へい性

・Ｇ

・Ｓ

・T1 ・T2 ・T3 

・T4 ・T5 ・T6 ・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ

特性による種類

・Ⅰ種

・Ⅱ種

　 建具を含む)

　(標準型鋼製軽量

９ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

10 木製建具

８ 鋼製軽量建具

・型板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ

・合わせガラス

17 ｶﾞﾗｽ

16 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

15 軽量ｼｬｯﾀｰ

14 重量ｼｬｯﾀｰ

13 自閉式上吊り

※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

11 建具用金具

12 自動ﾄﾞｱ開閉装置

・強化ガラス

   引戸装置

・ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

開 閉 方 法

セクション材料

・複層ガラス

　・図示　　　・　

品　　質

・倍強度ガラス

・高性能熱線

　ガラス

　反射ガラス

・熱線反射ガラス

※熱線反射

品　　質

・断熱複層ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収板ガラス

 鋼製及び軽量鋼製

 ステンレス製

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

18 ｶﾞﾗｽ留め材

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ(FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材) アルミニウム製及び樹脂製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　[5.14.2][表3.7.1]

　　下表以外は改修標仕表3.7.1による　　　 　　 　[5.14.5][3.7.2][表3.7.1]

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　[5.14.5]

※アルミニウム製

　壁用金属枠及び補強材

19 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

　シーリング材料

　化粧目地モルタルの色　※モルタル色　・　

・　

・標仕16.2.3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料による

・　

・　

※クリア

・　

※無し

・　

※無し

５　

建　

具　

改　

修　

工　

事

防腐・防蟻処理の方法

・広葉樹製材

９ 防腐・防蟻処理

６ 製材

７ 集成材

・　

・化粧ばり構造用集成柱

・造作用集成材

・　

８ 合板等

･普通合板

･構造用合板

･天然木化粧合板

･化粧ばり構造用合板

・　

　屋外の場合の試験

10 軽量鉄骨天井下地ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

建具の種類 種　類

表 面 形 状 性 能 等

耐火性能防火性能パターン色　調

寸 法(mm)

厚さ呼び寸法

壁用金属枠の種類 規格及び補強材等

被着体の組合せ
  シーリング材の種別

記号 主成分による区分 耐久性による区分

施工箇所

品　　名

中央部 周辺部

・下地用

　針葉樹製材

・造作用

　針葉樹製材

品　　名 施工箇所

・化粧ばり造作用集成材

品　　名

・異等級構成直交集成板

品 名

乾燥気体の種類

品質　JIS A 5759による

20 ガラス用フィルム

※ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ 飛散防止率　95%以上

・

第２種 ※内張り　・外張り

名　称 種 類 張 り 面 性 能 値

　

内　

装　

改　

修　

工　

事

６

　　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　　・図示の範囲

　　※既存のまま

成する材料及び接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量はＦ☆☆☆☆を基本とする。なお、

該当する材料等がない場合において、Ｆ☆☆☆☆以外の材料等を使用する場合は

監督員の承諾を受けること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 [6.1.2]

・天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲　　    　 [6.1.3]

・天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修　　　　　　　 　　　　　　　  [6.1.3]

１ 基本要求品質

　特記以外の建物内部に使用する内装改修工事の既製品等の品質、又は製品を構

２ 改修範囲 ・既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲　 　　 　 [6.1.3]

３ 施工数量調査

　　・図示の範囲

                                                                   [1.5.2]

　下記の調査結果について、施工方法、施工箇所、施工数量等をまとめた施工数量

調査報告書を提出し、監督員の承諾を得て施工する。

・内部床、壁、天井等の改修後に見え掛りとなる既存のｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、

　ﾌﾟﾗｽﾀｰ、ﾎﾞｰﾄﾞ等の面

　　調査内容

　　　ひび割れの幅及び長さを壁面等に図示する。

　　　ﾓﾙﾀﾙ、ﾀｲﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰの浮き部分を壁面に表示する。また、ﾓﾙﾀﾙの欠陥部分

　　　(ﾓﾙﾀﾙ目地を含む。)を調査する。

　　　仕上材の欠損部、腐朽部、脆弱部を壁面に表示する。

・ｶﾊﾞｰ工法による床・壁・天井改修箇所の下地材

　　調査内容

　　　既存下地材の不陸、脆弱部、欠損部を調査する。

　　　天井下地組の強度、腐朽状況を調査する

・改修工事後も使用する建具(枠、額縁を含む。)

　　調査内容

　　　建具の建付け状況、建具金物の不具合の有無、仕上げ材の欠損部、腐朽部

　　　を調査する。

・設備工事及び既存部分と改修部分との取合い部の整合を調査する。

・造り付けの実験台、作業台、流し及び黒板等で監督員が指示したものについて、

　欠陥部分不具合の有無を調査する。

４ 既存床の撤去

   及び下地補修

・ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 [6.2.2]

　　※仕上げ材のみ(接着剤とも)

　　・下地ﾓﾙﾀﾙとも(※図示の範囲)

　　・行わない(※図示の範囲)

・合成樹脂塗り床の材の除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [6.2.2]

　　・機械的除去工法

　　※目荒工法

改修後の床の清掃範囲　　※改修箇所の室内　

・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

種　　　　類

・行う

　ない

・

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

種　　類

※行わ

耐久性 映像調整

・空気

・

色　　調

11 ビニル床シート

12 ビニル床タイル

５ 既存壁の撤去

　※図示

　・[4.4.9]ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

　　　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置

　　　　※ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを縦横200mm程度の間隔に打ち込み、ｽﾃﾝﾚｽﾗｽ等を張る。

　　　　・図示

　 及び下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修　　　　　　　　　　　   [6.3.2][4.3.10]

　

内　

装　

改　

修　

工　
事

・

・

13 帯電防止床ﾀｲﾙ張り

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※A種 ・B種

・　

･適用

･適用

･適用

   注意喚起用床材

14 誘導用、

 屋　内

 屋　外 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

15 ビニル幅木

含水率

種　　類

適用箇所

材面の品質

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け

材面

寸法

(mm)

・

寸法

(mm)
樹種

・　

・　

・　

防虫処理

16 カーペット敷き

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・エポキシ樹脂塗床材

19 畳敷き

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地

・複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

（大型積層型式） ・

18 フローリング張り

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等

・天然木化粧複合

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・

・

・

・

20 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

 種 別

ﾊﾟｲﾙ形状

種　　別

品　　名

適 用 箇 所

種　　類

17 合成樹脂塗床

※第一種 

種　別

・

・1等 ・2等

備　　考

・継目処理工法

・突付け工法

・目透かし工法

目地工法の種類

厚さ(mm)

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・難燃合板

・普通合板

15

9 ･適用

･適用・　･　しな合板 5.5

･　しな合板 ・　5.5（有孔）
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７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[表6.13.1]

                                                                  [6.14.2]

ﾓﾙﾀﾙ、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面等の素地ごしらえ　　　　　　　　　　[6.14.3][7.3.5][表7.3.4]

既製目地材　※適用しない　　・適用する（形状は図示による）   　   [6.15.3]

モルタル　・現場調合材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[6.15.3]

ﾀｲﾙの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　[6.16.3]

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　　　　　　　　[6.15.5][4.3.10]

コンクリート面の素地ごしらえ　　 　　　　[6.14.3][7.3.6][表7.3.5][表7.3.6]

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等の素地ごしらえ　　　　　　　　　 [6.14.3][7.3.7][表7.3.7]

ｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理　　・目荒し工法　　・　　　　　　　　　　　　　[6.16.3]

ﾀｲﾙの試験張り　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　 　[6.16.2]

ﾀｲﾙの見本焼き　　※行わない　　・行う　　　　　　　　　　　　　　 [6.16.2]

　内装ﾀｲﾙ　　　　          ※ﾀｲﾙ接着剤張り　　・密着張り　　・改良圧着張り

壁ﾀｲﾙ張りの工法　　　　　　 　[6.15.5][6.16.3][6.16.4][表6.16.4][表6.16.6]

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・帯電防止床ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・手動式　・電動式

・手動式　・電動式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.2)

注1：耐荷重性能5,000Nについては、国土交通省の建設技術評価「耐震型ﾌﾘｰｱｸ

注2：表面仕上げ材の品質･規格等は、13 帯電防止床ﾀｲﾙ張り、16 ｶｰﾍﾟｯﾄ敷きに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (20.2.4)

表面仕上げ材　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)　　 　(20.2.5)

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ(市販品　径　約45mm又は約60mm)

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ(幅　約50mm)

・　

種　　類 施工箇所

30 階段手すり 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.6)

　　　　　　両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　※有り(・ｽﾃﾝﾚｽ製　※ﾋﾞﾆﾙ製)　・無し

幅(mm)　　・50　・65　・75　・　

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

29 階段滑止め 材　種　　※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ　・黄銅 　　　　　　　　　　　(20.2.7)

・黒板 ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ ※平面　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

31 黒板及び

   ホワイトボード

・ 

・ 

※焼付け ・鋼製

・ほうろう

・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.9)

  ヶ所

 ヶ所

 ヶ所

 ヶ所 ・ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ

 ・　

32 室名札

※塩化ﾋﾞﾆｰﾙ製

・ｱｸﾘﾙ樹脂製

 ※260×80×5

 ・　

 ※260×80×12・県産杉板材

  ヶ所

  ヶ所

 ※ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) ・文字書込み

・文字彫込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.11)

33 ブラインド ・既存再使用する(養生方法：　　　　　　　　　　　　　)　　　[2.3.1][5.1.6]

※横形

・縦形

※ｷﾞｱ式　・ｺｰﾄﾞ式

・操作棒式

・1本操作ｺｰﾄﾞ

※2本操作ｺｰﾄﾞ

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・樹脂製　・木製

※25　　・35

・100

・80

・100

・焼付け塗装仕上げのｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・特殊防炎加工のｸﾛｽｽﾗｯﾄ

・新設する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (20.2.14)

※120×80　　・150×80　　 ・　・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・ｶｰﾃﾝ（又はﾚｰｽ共） ※150×80　　・180×80　　 ・　

・ｶｰﾃﾝ＋横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ※180×150　 ・　

色彩　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

　・図示

34 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

   及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

・既存再使用する　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　[5.1.6]

・新設する

　※市販品(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出し型材)

・横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ※90×150　　・120×150　　・　

35 ロールスクリーン

・電動式

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ｺｰﾄﾞ式（ﾁｪｰﾝ式）

・　

・　

・　

・ｶﾞﾗｽ繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

巻取りﾊﾟｲﾌﾟ、ｳｪｲﾄﾊﾞｰ、操作ｺｰﾄﾞ、操作ﾁｪｰﾝの材料

　　※製造所の仕様　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　(20.2.15)

　 カーテンレール 　・既存再利用する(養生方法：　　　　　　　　　　　　　)　　[2.3.1][5.1.6]

カーテンレール

36 カーテン及び カーテン

・　

・　

・ｼﾝｸﾞﾙ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

暗幕用ｶｰﾃﾝの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・　

　・既存再使用する　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　    　[5.1.6]

 ※10-90

 ・　

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾏｲﾄ

・　

※角形

・　

　・新設する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　(20.2.16)(表20.2.1)

　・新設する　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(20.2.16)

下記以外全て

※図示

※450×450

・600×600

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

・天井仕上げ材がDRの範囲

37 天井点検口

下記以外全て ※600×600

・

※ｱﾙﾐ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾐ　・ｽﾃﾝﾚｽ　・黄銅

　　　　　　　　・硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(受枠とも)

　　　　　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(受枠とも)

※ｻﾝﾀﾞｰ掛け目荒らし後、ｸﾗｯｸ等をｴﾎﾟｷｼ系ﾊﾟﾃ処理し、ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材を

　厚さ1.0㎜塗布し仕上げる。

市販品　　材質　・塩化ﾋﾞﾆﾙ製(ｺｲﾙ状、ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　　　　　　　　・ﾋﾞﾆﾙ製(ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

39 くつふきマット

・再研ぎ出し(図示による)

40 人研ぎ製流し等

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・

※特殊発砲ﾋﾞﾆｰﾙ張り

・

・図示による

・・撤去工法

41 屋内掲示板

・かぶせ工法

※施工箇所42 しっくい塗り

※左官業者

　　新潟県左官業協同組合(平成26年12月31日に解散した新潟県左官同業会を含む。

以下、同様。）主催の「漆喰塗り技能者資格講習会」の修了者立ち会いのもと

で施工すること。ただし、これによることができない場合は、理由及び施工者

を明らかにした書面を提出し、監督員の承諾を受けて施工するものとする。

※材料、下地、調合、塗り厚、工程及び工法

使用する材料については、材料の品質が確認できる品質規格票(証明書)等を

監督員へ提出し、承諾を得たものとする。 

上記以外については、「既調合しっくい塗り標準仕様書」（新潟県土木部都市 

局営繕課）による。 

　

塗　

装　

改　

修　

工　

事

７ １ 塗装業者 ※(社)日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する業者

２ 材料 屋内の壁及び天井仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

とする。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     [7.1.3]

３ 下地調整・素地

　ごしらえ

　　　　　[7.2.1～7.2.7][表7.2.1～表7.2.7][7.3.1～7.3.7][表7.3.1～表7.3.7]

木部(不透明塗料)

木部(透明塗料)

鉄鋼面

鉄鋼面(DP塗)

亜鉛めっき鋼面

ﾓﾙﾀﾙ面･せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･ALCﾊﾟﾈﾙ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面･ALCﾊﾟﾈﾙ面(DP塗)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等(継目処理)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面等(上記以外)

・　　・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種※RB種・RC種

・RA種・RB種・RC種

※A種・B種

・A種※B種

・A種・B種※C種

・A種※B種・C種

・A種・B種

・A種※B種

・A種※B種

・A種・B種

※A種・B種

・A種※B種

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

・　　

備　考

備 考

(注2)

表面仕上げ材

遮 音 性

(JISによる記号)

種類 区分 種類 寸法(㎜) 備　　考

材　　種 寸法(mm) 突出型 面付型 文字形式 受 金 具

形　式 種　　類 ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄの幅(mm)

使 用 区 分 溝幅×深さ（㎜）

操作方法 幅及び高さ 材 種 品質等

取付箇所 形　式
開閉操作

方　　式
ひだの種類

強さによる区分 材　料 仕 上 げ 形　状

目地形状 適 用 箇 所 寸法（㎜）

本体の材質 目地の材質 適用箇所 寸法（㎜）

改修工法 枠の材質 表面の材質 下地

室　　名 部　　位

素地の種類 下地調整 素地ごしらえ 施工箇所

形　状　　※ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り　　　　　・ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ無し

品質、特殊加工品

きれ地の種別、　

・　

・　

38 床下点検口

・箱ひだ、つまみひだ

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ、片ひだ

既存ﾓﾙﾀﾙ下地面等のひび割れ部の補修　 　       　        [表7.2.4～表7.2.6]

　※行う（補修範囲及び補修方法は監督員の指示による）　・行わない

鉄鋼面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.4.2][7.4.3][表7.4.1～表7.4.6]４ 錆止め塗料塗り

亜鉛めっき

鋼面

 見え掛かり部分　※A種 ・B種 

 見え隠れ部分　　・A種 ※B種 

 新規鋼製建具等　※A種 ・B種

 その他　　　　　・A種 ※B種

・A種 ・B種

※C種

・A種 ・B種

※C種

・A種 ・B種 ・C種

・D種 ・E種

　 非水分散系塗料

(NAD)

　 ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP)

木部 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種 下地調整は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.7.2][表7.7.1]

                        　　              [7.5.2～7.5.4][表7.5.1～表7.5.3]５ 合成樹脂調合

７ ｱｸﾘﾙ樹脂系

鉄鋼面 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

鋼製建具

その他

亜鉛めっき

鋼面

※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種

書きによる

各表の注意

６ ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り(CL) 塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                          [7.6.2][表7.6.1]

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

　Ａ種の場合、工程2を　・適用する（塗料：　　　　　　　）　・適用しない

　Ａ種の場合、工程2を　・適用する（塗料：　　　　　　　）　・適用しない

・A種 ・B種 ・C種

下地の種類 錆止め塗料の種別 塗替えの種別 新規塗りの種別

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

・Ａ種　　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種ｺﾝｸﾘｰﾄ､ﾓﾙﾀﾙ面等

新規塗の場合の下地調整は表7.7.1の注釈による 

亜鉛めっき鋼面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・Ａ－１種 ・Ａ－２種

・Ｂ－１種 ・Ｂ－２種

・Ｃ－１種 ・Ｃ－２種

・２級

・３級

・１級

・２級

・３級

　 ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP-G)

鉄鋼面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種 ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

(DP)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[7.8.2]～[7.8.4][表7.8.1]～[表7.8.3]

鉄鋼面 ・１級

・Ａ－１種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

　　　　　　　　　　　                [7.9.2]～[7.9.5][表7.9.1]～[表7.9.4]

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

木部

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

８ 耐候性塗料塗り

９ つや有合成樹脂

錆止め塗料については、本特記仕様書７　４錆止め塗料塗り　による 

亜鉛めっき鋼面

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別 上塗り塗料 

下地の種類 塗替えの種別 新規塗りの種別

   ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(EP)

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　              [7.10.2][表7.10.1]

新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

10 合成樹脂

(UC) 新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                        [7.11.2][表7.11.1]11 ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

　

塗 

装 

改 

修 

工 

事

・油性　　・水性

・油性　　・水性・オイルステイン塗り（OS）

・ピグメントステイン塗り ・

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [7.12.2][表7.12.1]

(WP) 新規塗りの種別　　・Ａ種　※Ｂ種

塗替えの種別　    ・Ａ種　※Ｂ種                        [7.13.2][表7.13.1]

12 ｽﾃｲﾝ塗り

13 木材保護塗料塗り

種　別 適　用　箇　所 塗　料

　※Ⅰ類　・Ⅱ類　 及び強度、品質

2

・ 

・ 

・ 

レディーミクストコンクリートの類別                        [8.1.3][表8.1.1]

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度                                    [8.1.3][8.1.4]

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上りの平たんさ　　・a種　　・b種　　・c種　　　 [8.1.4][表8.1.5]

・ ※２４

・

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの類別

・Ｄ１６以下

・Ｄ１９以上・ＳＤ３４５

・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1][表8.2.1]２ 鉄筋の種類

・ＳＤ２９５

3

最小かぶり厚さは、目地底から算定する。                    [8.3.5][表8.3.6]

　 厚さ ・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

　・金属拡張ｱﾝｶｰ

３ あと施工ｱﾝｶｰ あと施工ｱﾝｶｰの材料                                                 [8.2.4]

※１０　・　

接する打放し面

　※接着系ｱﾝｶｰ　　ｶﾌﾟｾﾙの種類　※有機系

４ セメントの種類 ※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄＡ種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄＡ種又は 　　　　[8.2.5][表8.2.3]

　ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＡ種

・普通エコセメント

５ 骨材の品質 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分                                            [8.2.5]

・Ａ

※Ｂ (ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=3.0kg/m　)

６ 混和材料の種別 ※混和剤　・混和材　　　　                                         [8.2.5]

※重ね継手　・                                            [8.3.4][表8.3.3]７ 鉄筋の継手

８ 鉄筋の最小かぶり

柱､梁､壁及び庇などの外気に

　適合するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

７ｄ

２８ｄ

352J/g以下

402J/g以下

・高炉セメントＢ種（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種 （適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

９ 鉄骨の工作図 高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等            [8.13.2]

　※建築工事監理指針による　　　・図示

設計基準強度Fc(N/㎜ ) 適　用　箇　所 スランプ

種類の記号 呼　び　名 (㎜)

水和熱

施 工 箇 所 改修標仕表8.3.6の値に加える寸法(㎜)

　

耐 

震 

改 

修 

範 

囲 

以 

外 

の 

躯 

体 

改 

修 

工 

事

8-1

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種

※Ａ種

なし

※ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K ＧＷ－Ｂ ※25　・　

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 ＲＷ－Ｂ ※25　・　

 ・ 

・

・ ※不燃・準不燃・難燃

22 壁紙張り

※不燃・準不燃・難燃

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

23 ﾓﾙﾀﾙ塗り

　　　　　（ｾﾒﾝﾄは本特記仕様書8-1、8-2「セメントの種類」による）

　　　　　・既調合材料

　・  

24 ﾀｲﾙ

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

　※B種　　・A種(施工箇所：　　　　　　)

　ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ(内装タイル以外)　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

空調用吹き出しﾊﾟﾈﾙ

　配線取り出し開口　※40㎜×80㎜程度の開口

　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　※20～30%

配線取出しﾊﾟﾈﾙ　　　　

　ｺﾝｾﾝﾄの箇所数　※10～15㎡ に1箇所程度

　仕様　※製造所の標準仕様(ｺﾝｾﾝﾄ本数は別途設備工事)

ｺﾝｾﾝﾄ等の取付け対応

　・図示

・　

・　

※50未満

・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・3,000N

・5,000N

・1.0G

・0.6G

・　

※50未満

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　

不燃材料の認定　　・有り

・ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ｽﾀｯﾄﾞ式

※ﾊﾟﾈﾙ式 ・　

・ 　

・有り

　・有り(※固定式　・可動式　：施工箇所は図示)

　※無し

・一般ﾀｲﾌﾟ

・遮音ﾀｲﾌﾟ

※鋼板

※鋼板 ・焼付け塗装

・焼付け塗装

・部分電動式

・部分電動式

25 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法　

   ｾｽﾌﾛｱの開発」において評価を取得したもの又は同等のものとする。

　 よる。

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ

　※製造所の標準仕様(ただし、構成材は標仕20.2.2(2)(ｲ)による)

26 可動間仕切

※鋼板

(※0.6　・0.8)

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付け

・ｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

27 移動間仕切

表面仕上げの壁紙張りの品質　　22壁紙張りによる。

パネル圧接装置操作方法　　※製造所標準仕様　　・ 

遮音性能　　※36dB/500Hz以上　　・36dB/500Hz未満

28 トイレブース

　　　　　　　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板(標準色　ｱﾙﾐ製ｺｰﾅｰｴｯｼﾞ付き)

脚部(ｽﾃﾝﾚｽ製) ※幅木ﾀｲﾌﾟ　・支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ　　　 ※曲面形　　・ﾌﾗｯﾄ形　　・製造所の仕様

種　　　類 記　号 厚さ(mm)

防火性能の級別
壁 紙 の 種 類

施工箇所
紙製 織物 ﾋﾞﾆﾙ 化学繊維 無機質

施工場所・用途
形状寸法

(㎜)

耐凍害性

あり なし 施釉 無釉

うわぐすり 役 物

あり 標準 特注

色

施工箇所 構　法
仕上り高

(mm)

適用地震時

水平力

耐荷重性能

(注1)

構造形式
ﾊﾟﾈﾙ部の

総厚さ(mm)

表面材種

厚さ(mm)
ﾊﾟﾈﾙ表面仕上げ

厚さ(mm) 表面材  表面仕上げ 操作方法

・

・

遮音性能区分

内部階段

18土間復旧、新設スロープ

21 吸音材

改修木製建具

玄関、ポーチ

スロープ

・ ・ ・・ ・・ ・150角

150角 ノンスリップタイプ
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ＮＯＢ．建築設計企画室
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上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号 改修特記仕様書（5）R06.03

-
A-05

　 及び強度、品質

8-2　

耐　

震　

改　

修　

工　

事

　・ 

・材齢　７日：収縮しない
2・材齢　３日：　　N/㎜ 以上

・材齢２８日：　　N/㎜ 以上

・Ｊ ロートによる流動時間　８±２秒14

2

2　　・3000N/㎜ 以上

5 2　　・2.35×10 N/㎜ 程度
5 2

下地調整

　仕上げﾓﾙﾀﾙの除去　　※行う　・行わない

・ガス圧接

・重ね継手

・ 

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・湿式ﾛｯｸｳｰﾙ

　吹付け

・　

・耐火材巻付け

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

   処理

１ ｺﾝｸﾘｰﾄの類別 レディーミクストコンクリートの類別                        [8.1.3][表8.1.1]

　※Ⅰ類　・Ⅱ類

あと施工ｱﾝｶｰの材料                                                 [8.2.4]

　・金属拡張ｱﾝｶｰ

　※接着系ｱﾝｶｰ　　ｶﾌﾟｾﾙの種類　※有機系

７ セメントの種類 ※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄＡ種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄＡ種又は 　　　　[8.2.5][表8.2.3]

　ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＡ種

・普通エコセメント

12 高力ボルト 高力ボルトの適用                                                   [8.2.9]

　※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ　・JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ　・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ

13 モルタル及び

　 グラウト材 　※無収縮モルタル

　※無収縮グラウト材

　　※プレミックス形　　　・現場調合形

柱底均しモルタル                                                  [8.2.12]

グラウト材                                                        [8.2.12]

無収縮モルタルの品質及び試験方法　　　　　　　　　　　　　　　 ［表8.2.10］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※圧縮強度試験は、公的機関で行う。

・練混ぜ２時間後のﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ率：2.0％以下

2

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

無収縮性

圧縮強度

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ ・　

　　　・供試体は、JIS A 1132(ｺﾝｸﾘｰﾄの強度試験用供試体の作り方)に準じて、直

　　　　径50㎜、高さ100㎜の円柱とする。圧縮試験は、JIS A 1108(圧縮強度の試

　　　　験方法)により行う。

　　　・図示による。

14 連続繊維ｼｰﾄ巻き

　採用した工法の規定を満足するもの

材質

材料・形状                                                        [8.2.13]

　引張り強度(含浸硬化後)

　　・2500N/㎜ 以上

　ヤング係数(含浸硬化後)

　　・2.00×10 N/㎜ 以上

工法                                                              [8.2.13]

柱及び梁の隅角部の面取り                                          [8.24.6]

15 鉄筋の継手

　　※工法の評価内容による

　　・　

継手工法                                                           [8.3.4]

柱の配筋                                           [8.3.4][各部配筋参考図]

　帯筋の組立ての形

　　※各部配筋参考図2.2による

　　　　種別　　※Ｈ形　・Ｗ-Ⅰ形

　　・図示

16 鉄筋の最小かぶり

　 厚さ

最小かぶり厚さは、目地底から算定する。                    [8.3.5][表8.3.6]

・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

柱､梁､壁及び庇などの外気に

接する打放し面

※１０　・　

耐火被覆材の接着する面の塗装

　・行う(塗装範囲：※図示　　・　　　　　　　　　　　塗料種別：　　　)

　※行わない

27 耐火被覆                                                                   [8.18.2]

・耐火材 ・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・耐火板張り

・耐火塗料

１ 石綿含有建材の

　等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針

・建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿等にばく露するおそれがある建築物

※建築物の解体工事、アスベスト除去について、以下の基準を適用する。

　※各種廃棄物分類に応じた最終処分場で埋立処分

　・中間処理

　 の処分等

　　　・アスベストの中間処理に適する溶融施設において溶融処理

　　　・大臣認定を受けた無害化処理施設において無害化処理

　※(一財)日本建築防災協会の評価を受けた工法

　(建設業労働災害防止協会)　

・建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策

　徹底マニュアル　令和3年3月

　(厚生労働省、環境省)

　(令和2年9月8日付け　技術上の指針公示第22号)

・新石綿技術指針対応版　石綿粉じんへのばく露防止マニュアル

・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種 （適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・高炉セメントＢ種（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 保温材等の除去 　※粉じん飛散抑制剤等による湿潤化の後、手ばらしで行う。

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.1.4]

　　※9.1.3 [石綿含有吹付け材の除去]により、作業場を隔離する。

３ 石綿含有

　・掻き落し･破砕･切断等による除去を行う。

２ 石綿含有

　 吹付け材の除去

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　[9.1.3]

　※改修標仕9.1.3による。

　建物内部で除去を行う場合、除去作業場所と他の場所を隔てるため、開閉部位

養生等　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

　（出入口､換気口､窓等）は閉とし、ガラスの破損箇所等で開となっている部位

　を養生ｼｰﾄ等で塞ぐ。

４ 石綿含有

　※上記以外にアスベスト含有が疑われる建材があった場合は、速やかに監督員と

　協議すること。

　 成形板等の除去

　※改修標仕9.1.6による。

除去工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.6]

６ 除去した石綿等

５ 石綿含有仕上

　 塗材の除去

石綿含有成形板の種類

　作業場所周辺の養生（養生シート等）　・行う　　　・行わない

除去した石綿等の処分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [9.1.3～9.1.6]

普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度                                    [8.1.3][8.1.4]

　※普通ｺﾝｸﾘｰﾄの強度は構造標準図による

５ 溶接金網 網目の形状、寸法及び鉄線の径                                       [8.2.2]

※100×100

・　

※6.0

・　

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上りの平たんさ　　・a種　　・b種　　・c種　　　 [8.1.4][表8.1.5]

２ 鉄骨製作工場 ・監督員の承諾する製作工場                                         [8.1.5]

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし

て認可を受けた ㈱日本鉄骨評価センター又は ㈱全国鉄骨評価機構の「鉄骨製作

工場の性能評価基準」に定める「　　グレード」として国土交通大臣から認定を

受けた工場又は同等以上の能力のある工場

３ 施工管理技術者 ※適用する                                                         [8.1.6]

４ 鉄筋の種類 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1][表8.2.1]

・Ｄ１６以下

・Ｄ１９以上・ＳＤ３４５

・　

・ＳＤ２９５

3

※JIS規格による

※JIS規格による

８ 骨材の品質 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分                                            [8.2.5]

・Ａ

※Ｂ (ｺﾝｸﾘｰﾄ中のｱﾙｶﾘ総量Rt=3.0kg/m　)

９ 混和材料の種別 ※混和剤　　　　　　　　　                                         [8.2.5]

・混和材(※JIS A 6202による膨張材　・　　　　)

10 型枠 ｽﾘｰﾌﾞの材料、規格等　　・図示　　　　　　　　　　　　　　　　 [8.2.7]

11 鋼材 鋼材の材質                                                [8.2.8][表8.2.7]

・SS400

・SN400B

※JIS規格による

７ｄ 352J/g以下

２８ｄ 402J/g以下

　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

　適合するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

   施工

　

環　

境　

配　

慮　

改　

修　

工　

事

17 打増し壁に

   用いるｼｱｺﾈｸﾀ

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ壁の打増し部に用いる既存部とのｼｱｺﾈｸﾀ                 [8.3.7]

　種類　　　　※「６　あと施工ｱﾝｶｰの材料」による

　間隔(㎜)　　※500×500　　・図示

18 圧接完了後の

   試験

圧接部の確認試験                                                   [8.3.8]

　※超音波探傷試験

　・引張試験

19 あと施工ｱﾝｶｰの 穿孔前の埋込み配管等の探査方法　                                  [8.12.4]

※電磁波レーダー法

・電磁誘導法

・Ｘ線法

20 あと施工ｱﾝｶｰの

   施工確認試験

※全数の打音検査                                                  [8.12.7]

※引抜き耐力試験

　　範囲　※改修標仕8.12.7による

　　　　　・補強壁１枚あたり３本(梁下・柱・床(または梁上)各１本)以上

　　確認強度

　　※あと施工ｱﾝｶｰの確認強度は構造標準図による

21 鉄骨の工作図 高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等        　  [8.13.2]

　※建築工事監理指針による　　　・図示

22 鉄骨工作仮組 ※行う　　　　　　                                               [8.13.10]

23 開先形状 ※鉄骨工事技術指針による　　　・図示　　　　　　    　　　　　　　[8.15.4]

24 スカラップ ※図示による　　・監督員の指示による                              [8.15.7]

25 溶接部の試験

　※行う

26 錆止め塗料

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験                                 [8.15.12]

※工場１回塗り、工事現場１回塗り                        [8.17.2]～[8.17.4]

・工場２回塗り

上記以外　　※改修標仕8.17.2(1)による　　・図示

塗料種別　※Ａ種　・Ｂ種

2

   のｺﾝｸﾘｰﾄの打込み

　※建築基準法の規定に基づく所定の性能を有すること。

耐火性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.18.3]

28 溶融亜鉛メッキ

   高力ボルト接合

摩擦面の処理　　                                               　 [8.20.5]

　※ブラスト処理

　・りん酸塩処理

29 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ面の

   目荒し

目荒らしの程度　　                                                [8.21.3]

　※柱・梁面　打継ぎ面の15～30%程度

　※増打ち壁増設　既存壁打継ぎ面の10～15%程度

　※平均深さ2～5㎜(最大5～7㎜)程度の凹部を施す

　・監督員の指示による

30 増設・補強工事 工法の種類                                                [8.21.8][8.23.5]

　※流し込み工法

　・圧入工法

31 柱補強 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法                        [8.23.5]

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　　※ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　　・図示

幅　　　※30㎜～50㎜程度　・　　　　　 長さ　　※300㎜以上        [8.25.2]

形状　　※完全スリット(※既存鉄筋切断　・既存鉄筋を　　本残す)

　　　　・部分スリット(既存コンクリートを厚さ50㎜程度残す)

撤去部の補修　　・撤去材と同一材

　　　　　　　　※無収縮ﾓﾙﾀﾙ (圧縮強度30N/㎜　以上)

32 耐震ｽﾘｯﾄの施工

   処理

１ 石綿含有建材の

　石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している

９

種類の記号 呼　び　名 (㎜)

網目の形状､寸法(たて×よこ) 鉄線の径または呼び(㎜)

水和熱

種類の記号 適　用　箇　所 規 格 等

継手方法 呼び名(㎜) 適　用　箇　所

施 工 箇 所 改修標仕表8.3.6の値に加える寸法(㎜)

種　別 所要性能及び適用構造区分

材 料 名 使 用 部 位 厚さ(mm) 備 考

　　吹付け材、成形版、建築材料等の使用の有無について調査するとともに記録

  　測定時期、場所及び測定点

 ・ ・(　)点

 ・ 

 敷地境界

 施工区画周辺又は

 処理作業室内処理作業前 測定 1

 測定 2 ・4方向各1点　・(　)点

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 測定 3

 測定 4

 測定 5

処理作業中  処理作業室内 ・(　)点

 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ入口 ・(　)点

 集じん・排気装置の

 排出口(処理作業室外

 の場合)

・出口吹出し風量

　1m/s以下の位置各1点

・(　)点

 ・  測定 6  施工区画周辺又は

 敷地境界

・4方向各1点　・(　)点

 ・ 

 ・ 

 測定 7

 測定 8

処理作業後

(隔離ｼｰﾄ撤去前)

 処理作業室内 ・(　)点

 施工区画周辺又は

 敷地境界

・4方向各1点　・(　)点

  　測定方法

 測定名称 測定方法

 ・測定 4

 ・測定 5

 粉じん相対濃度(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん)計、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、

 繊維状粒子自動測定器(ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ)等の粉じん

 を迅速に測定できる機器を用いた測定

  　・JIS K 3850-1に基づいた測定

  　・自動測定器による測定

　　　調査範囲　・　　　　　　　　　　・図示

　　　貸与資料　・　

　分析による石綿含有建材の調査　・行う　・行わない

  　分析方法

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・　　　　箇所

・JIS A 1481-3

・JIS A 1481-2 ・JIS A 1481-4

　石綿粉じん濃度測定　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　 [9.1.1]

  　その他、石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル（厚生労働省）

  　による

・JIS A 1481-1

適用測定名称 測定時期 測定場所
測定箇所数

(各処理作業室ごと)

材 料 名

定性分析方法 定量分析方法

測定名称
ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ

直径(mm)

試料の吸引

流量(L/min)

試料の吸引

時間(min)

240

12010

5

10

3025

47

47

 ・測定4 　・測定5　 ・　

 ・測定  　・　

 ・測定  　・　

 ・測定  　・　

　　の写しを現場に備え置く。また、発注者への説明、く係法令等のに基づき官

　　公署へ報告を行う。

６ あと施工ｱﾝｶｰ

７ 外断熱改修 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　[9.2.2]

　※4.1.4 [外壁改修工法の種類]による

改修標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

通気層　　・設ける（厚さ：　　mm）　・設けない

不陸等の下地調整　　・　

断熱材の施工　　・断熱材製造所の仕様による　・　

外装材の施工　　・外装材製造所の仕様による　・　

外装材の外壁への取付け　　・図示　・　

８ ガラス改修

９ 断熱･防露改修

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材 　・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

既存外壁材の撤去　　・行う　・行わない　　　　 　　　　　　　　　　[9.2.3]

下地面の清掃　　・行う　・行わない　　　　 　　　　　　　　　　　　[9.2.3]

断熱材を設置する部分の下地に欠損部がある場合　　　　　　　　　　　 [9.2.3]

建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した工法を [9.2.4]

断熱材打込み工法の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.3.2]

断熱材の種類　　　・　　　　　　　　（厚さ：　　㎜）　　　　　　　 [9.2.2]

   舗装改修

10 屋上緑化改修

　確かめるための構造計算の基準を定める件」(平成12年5月31日付 建設省告示第

　※「屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を

　1458号)による風圧力に対応した固定工法を改修標仕1.2.2[施工計画]で定める。

11 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.4.3]

かん水装置　　・設置する（図示による）　・設置しない 　　　　　　　[9.4.3]

既存保護層等の撤去　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　 [9.4.3]

枯補償及び枯損処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.4.4]

既存舗装の撤去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.5.2]

断熱材現場発泡工法の材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [9.3.3]

　・Ａ種１又はＡ種１Ｈとし、難燃性を有するものとする。（吹付け厚さ　　　㎜）

外装材の種類 施 工 箇 所 防火性能 備  考

舗 装 撤 去 箇 所 再 利 用 す る 層

　期間　※引渡しの日から1年間　　・　　年間　　・　　年　　月　　日迄

本特記仕様　５ 建具改修工事　17 ガラスによる

調査報告書

・グラスウール断熱材 ・発砲ウレタン断熱材

25



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号 改修特記仕様書（6）R06.03

-
A-06

10 １ 公共事業労務費

 　調査への協力

※協力する 　４ 建設廃棄物の搬出

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

備                考

仮 置 場 所 の 有 無

衛

　

追　

加　

特　

記

２ 工事監理方式 共同監理　・ 有り  　・ 無し

３ 適用基準等

４ 総合図 ※作成する

５ 工事成績評定 ※受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した創

意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に

関する事項について、工事完了までに所定の様式により提出することができる。

　３ 建設発生土の搬出

盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

　２ 建設発生土の利用

連     絡     先

搬出する廃棄物名

備            考

処 理 施 設 名 称

施 設 所 在 地

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と

異なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責に

よるものでない事項についてはこの限りではない。

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　７ 協議について

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合

　　 は、速やかに監督員に報告し、協議すること。

　 濃度測定 測定時期は家具設置等の別途工事が行われる前とする。ただし、内装又は塗装等の

施工が終了し、その後十分な換気が行われていること、及び中央式空気調和設備の

ように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の試運転が終了し

ていることとする。

測定時期は工事完了時とする。なお、内部工事期間等が特記されている場合は、内

部工事完了時とする。

　　時間を見込むこと。

2)測定対象物質

　※　測定時期の決定は、測定結果が指針値を超えた場合に、6）の措置を講じる

※ホルムアルデヒド　（指定値0.08ppm以下）

※トルエン　(指定値0.07ppm以下）

※キシレン　(指定値0.05ppm以下）

※エチルベンゼン　(指定値0.88ppm以下）

※スチレン　(指定値0.05ppm以下）

3)測定室

・営繕工事電子納品要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室）

連　　　 絡　　 　先

工事場所／施設所在地

受入工事名／施設名称

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

　１ 再生資材の利用

７ 発生材の処理等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.3.12]

連動スイッチ

湯沸器

取付

機器納入

連動スイッチ

24H換気扇 機器納入

取付

ガス漏れ警報器

洗面化粧台

便所手洗いｶｳﾝﾀｰ

流し台、ガス台

床はつり補修

天井材 取外し再取付(各種配管配線作業用)

各種配管配線作業用

その他（工事区分を特に間違えやすい項目）

機器付属操作スイッチの取付及び渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線(接地線共)電気配管配線

電　気　関　係

開口部の墨出し

補強を要しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強軽鉄天井･壁下地

仕　上　げ　関　係

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

屋外・屋上の基礎

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

建築設計図に記入のあるもの3.設備機器の基礎

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

　貫通口

2.S･SRC造･はり

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

貫通孔・開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

　の貫通孔･開口部

1.RC造(梁･壁･床)

躯　体　関　係

 機器納入は衛生設備

 取付は電気設備

 機器納入は衛生設備

 取付は電気設備

 衛生陶器は衛生設備

 小規模は要協議

 小規模は要協議

 一次側

 二次側

 防火区画、防煙区画

 防火区画、防煙区画

６ 工事区分表

注)原則○印を適用する。ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目

を必要とする施工者に適用する。

・パラジクロロベンゼン　（指定値0.04ppm以下）

８ 化学物質の 1)測定時期   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [1.7.9]

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

項　　　目 備　　考建 電 空 昇

再 生 資 材 名 規     格 使 用 箇 所 再資源化施設名・所在地備     考

発 注 機 関 工   事   名 発 生 場 所 施工会社名・連絡先 備     考

4)測定方法

測定機器

　※パッシブ型採取機器 　・監督員の承諾する機器

測定要領（パッシブ型測定法の場合）

　※ 測定前の措置

　　測定を開始する前に、測定対象室のすべての窓及び扉（造りつけ家具、押入等

　　の収納部分の扉を含む。）を開放し、３０分間換気する。その後、測定対象室

　　のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造りつけ家具、押入等の収納

　　部分の扉は開放したままとする。

　※ 測定は次のイ～ハによる。

　　イ 上記測定前の措置の状態のままで測定する。

　　ロ 測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、

　　　 ２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の

       場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央となるよう１０時３０分から

       １８時３０分までの時間帯で測定する。

　　ハ 測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　※ その他

　　上記測定前の措置及び測定においては、換気設備又は空気調和設備は稼働させ

　　たままとする。ただし、局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させ

　　たままとする。

　　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し濃度を測

　　定する。

※測定結果が厚生労働省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等

　の措置を講じた後、再度4）、5）により、測定を行う。

5) 測定結果の分析

6)測定結果が指針値を超えた場合の措置

7)報告書の提出

※測定結果の報告書を完了検査日までに監督員に提出する。なお、内部工事期間等

　が特記されている場合は、内部工事完了までに測定結果速報を監督員に提出する。

 ・　柔道場　(測定箇所　1　箇所）

 ・　剣道場　(測定箇所　2　箇所）

 ・　管理室1、2　　(測定箇所　2　箇所）

9 アスベスト調査結果

外部

内部

階 部位 部材

ホール 床 長尺シート

廊下（１） 床 長尺シート

巾木 ソフト巾木

天井 化粧石膏ボード

廊下（２） 床 長尺シート

巾木 ソフト巾木

天井 化粧石膏ボード

男子便所 天井 フレキシブルボード

女子便所 天井 フレキシブルボード

天井 フレキシブルボード

天井 フレキシブルボード

男子更衣室 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

女子更衣室 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

管理室（１） 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

器具庫 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

機械室

有無の可能性

有

有

有

有

有

有

階 場所 部位 部材

- 屋根 下地 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

軒裏 一般部分 フレキシブルボード

一般部分 有孔フレキシブルボード

外壁 外壁面 アクリルリシン吹付

足洗場 - アクリルリシン吹付

有無の可能性

有

有

有

無し

レベル

3

3

3

3

3

3

3

3

3

レベル

3

3

3

無し

無し

無し

無し

無し

倉庫 天井 木毛セメント板

階段　 床 長尺シート

共通 巾木 ソフト巾木

天井 化粧石膏ボード

２階 床 長尺シート

巾木 ソフト巾木

天井 化粧石膏ボード

男子更衣室 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

女子更衣室 床 長尺シート

天井 化粧石膏ボード

有

有

有

有

3

3

3

3

無し

無し

無し

男子シャワー室

女子シャワー室

１階

１階

廊下（階段室）

無し

無し

無し

無し

無し

無し

有

有

有

無し

無し

無し

無し

無し

△ 3

天井 木毛セメント板

配管フランジ 継ぎ手パッキン

※室名は改修前

室名

△：アスベスト含有の可能性がある

レベル１ 石綿含有吹付け材
レベル２ 石綿含有保温材

石綿含有耐火被覆材
石綿含有断熱材

レベル３ その他の石綿含有建材（成形板等）

有無の可能性



工事名称

工事場所

建物名称

工事種目

構造・規模

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事

土浦市東真鍋町21番7号

38号棟（柔剣道場棟）

改修【長寿命化改良工事】

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）、屋根鉄骨造　2階建て

面　　積 高　　さ 　8,100　ｍｍ

最高の高さ

延べ床面積

 11,400　ｍｍ

最高の軒高2階床面積

1階床面積

413.43　ｍ2

397.38　ｍ2

810.81　ｍ2

建築面積 改修後建築面積

建築設備 電灯コンセント設備

給排水衛生設備

給湯設備

・放送設備 ・LAN設備 ・非常警報設備（バリアフリートイレ）

基礎 鉄筋コンクリート独立基礎 杭地業：PC杭（A種）φ400　L=28.0ｍ　長期耐力：Ra＝55ｔ/本

共通仮設工事

建築工事 直接仮設 外部足場：手摺先行足場（建て地幅900）

屋根改修 ：カバー工法による全面葺き替え

防水改修 ：躯体目地、建具廻りシーリング撤去・打ち替え

内装改修

耐震改修 ：2階柱頭部鉄骨柱脚補強

外構工事

：剣道場鉄骨小屋組み塗装改修

仮設倉庫設置工事 プレファブ倉庫2.3W×5.45L（12.5ｍ2）平屋建て2棟　工事期間中レンタル（1年程度）

幹線工事電気設備工事 ：キュービクルまでの幹線ケーブル引き換え（更新EMC-ET22□）

電灯コンセント設備

弱電設備 ：放送設備、LAN設備配管配線、非常警報設備、自動火災報知設備改修

給排水衛生設備工事 既設ポンプピット撤去新設、給排水管幹線経路撤去新設（経路変更）

屋　根

樋

ポーチ部分：LGS天井下地　カラー鉄板スパンドレルｔ0.4

一般部分：LGS天井下地　フレキシブルボードｔ5目透かし貼り　ＶＰ（一部有孔フレキシブルボード）

玄関ポーチ クリンカータイル150×150（段鼻共）　 ステンレス泥落しマット900×600

犬走り

建具 鋼製建具：スチールドア　枠見込86ｍｍ　OP

アルミ製建具：枠見込70ｍｍ

外構

構内舗装：

歩行者通路：幅員W=1500、インターロッキング舗装

雨水排水溝：U240フタ付、集水桝500×500

アスファルト舗装

軒　裏

外　壁

外部巾木

柱、梁型、外壁面：コンクリート打放し　シーラー処理の上アクリルリシン吹付

2階梁型天端：モルタル笠木（全体に浮きが見られる）

その他 足洗場： コンクリート打放し　シーラー処理の上アクリルリシン吹付　ステンレスグレーチング

外部階段：

ポンプピット（設備工事）：鉄筋コンクリート造（内寸：1500×1200×1900Ｈ）マンホールカバー（鋳鉄製、防臭型φ600）

鉄骨造　ササラ桁［-300×50×ｔ4.5、踏み面 縞鋼板ｔ4.5、手摺クリンプネット　OP 塗装改修：下地調整、錆止め塗装の上DP

既設ポンプピット撤去、新設

スロープ設置による迂回路：インターロッキング舗装、縁石歩車道境界ブロック

既存アスファルト舗装撤去、不陸調整の上アスファルト舗装復旧

玄関スロープ（鉄筋コンクリート造新設）

施工数量調査（コンクリート欠損、ひび割れ、モルタル浮きの計測・マーキング・図面作成））

竪樋：カラー塩ビVPφ75撤去、同等品新設復旧、取付金物＠1200新設復旧

竪樋養生管塗装改修：下地調整、錆止め塗装の上DP、　取付金物＠1200撤去新設復旧

一般部分：既存フレキシブルボード下地共撤去、LGS下地ケイ酸カルシューム板ｔ6（一部有孔）貼りEP

工　事　概　要

案　内　図 外　部　仕　上　表

建築年

地域

地区

昭和57年（1982年）7月【築41年】

都市計画区域内　第一種中高層住居専用地域（60/200）

22条指定区域

注記：＊印はアスベスト含有建材（作業レベル３）として適切に処理を行うものとする。　

軒樋：オリエンタルメタルｔ0.5加工　ＦＢ－３×60＠600

竪樋：カラー塩ビVPφ75　養生管：白ガス管φ100　L＝1800　OP　取付金物＠1200

コンクリート金ゴテ押え 化粧目地切　（水勾配付）、段鼻：ノンスリップタイル150×66

、土砂災害警戒区域

537.94　ｍ2

外壁改修 ：コンクリート躯体補修の上全面塗装改修 ：消防法無窓階対策、断熱建具への更新、塗装改修

585.22　ｍ2

既存屋根(野地板共）存置、軒先破風板、外壁取り合い水切り（塩ビ鋼板ｔ0.6）撤去

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）、断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

ラワン合板ｔ12（Ｔ１）下地アスファルトルーフィング1層シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配　通し棟

鉄骨造　母屋：C-100×50×20×ｔ1.6＠600

玄関ポーチ屋根： アスファルト防水下地シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

コンクリート打放しH=680（目地別れ）、保護塗装仕上　

内樋撤去、塞ぎ板設置、軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

ポーチ部分：既存カラー鉄板スパンドレル下地共撤去、木製天井下地天然木縁甲板ｔ9張り WP

床面：磁器質タイル（ノンスリップタイプ）

腰壁：コンクリート打放、コンクリート保護塗装（セラミクリート工法同等品）、ステンレス手摺

自動火災報知設備 ・屋内消火栓設備（パッケージ型消火栓） ・誘導標識

：既存コンクリートブロックW120間仕切り壁全撤去、軽量間仕切壁新設

仮囲い：成形鋼板H=3.0ｍ、アルミキャスターゲート6000W×1800H、　校庭掘削部：ガードフェンスH=1800、敷き鉄板ｔ22

建具改修

：外部に面する壁等の断熱施工　ポリスチレンフォームｔ25接着貼り（又は発砲ウレタン吹付ｔ25）、柔剣道場グラスウールｔ50充填

玄関前プランター撤去、玄関前スロープ設置、歩道う回路設置、雨水排水溝撤去新設復旧、既設ポンプピット撤去新設（設備工事）、アスファルト舗装撤去新設復旧

男女トイレ洋式化、バリアフリートイレ新設、手洗いコーナー設置、電気温水器設置

：各室指定部分の照明コンセント設備（既設LED照明器具再利用）撤去新設、外灯設備撤去新設（自動点滅）

：各室指定部分の床壁天井の下地、仕上撤去新設復旧、男女トイレ様式化、バリアフリートイレ新設

アルミサッシ撤去新設、一部カバー工法

下地処理（コンクリート欠損、ひび割れ、モルタル浮き補修）の上高圧水栓10～15MPa（脆弱塗膜除去）

既設鋼製建具撤去新設　DP仕上、一部塗装改修

下地調整剤C1（エスケー化研ミラクファンドKC1000同等品）の上複層塗材Eローラー塗り、シリコン樹脂トップコート仕上

モルタル笠木：アンカーピンニングによるエポキシ樹脂注入、欠損部エポキシ樹脂モルタル

段鼻：ノンスリップタイル150×66浮きの部分アンカーピンニングによるエポキシ樹脂注入

階段部分：既存モルタル撤去・復旧、ノンスリップタイル150×66

ステンレス排水ユニット

ひび割れ部（0.2ｍｍ未満）パテ状エポキシ樹脂補修、コンクリート保護塗装（セラミクリート工法同等品）

ガラス：Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）、2F防火設備窓：Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8）一部（E5・A6・FL5）

既設排水溝指定部分撤去、新設復旧：U240フタ付、集水桝500×500

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

部　位 現　況 改　修

工事概要、案内図、外部仕上表

A-07
NO SCALE

R06.03

既存タイル撤去、新設スロープ、階段躯体改造の上磁器質タイル150角貼り

土浦第二中学校柔剣道場棟

＊

＊



玄関

ホール

階段

剣道場

男子更衣室

女子更衣室

師範席

管理室（2） 現況

現況

現況

現況

現況

現況

現況

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

H=2,900- -

- -

改修

改修

改修

改修

改修

改修

改修

木製ｔ18 OP H=100

女子便所

女子シャワー室

男子更衣室

女子更衣室

柔道場

機械室

倉庫

現況

現況

現況

現況

現況

-

-

半磁器100角タイル貼り

半磁器100角タイル貼り

H=2,400- -

改修

改修

改修

改修

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り 木製ｔ18 OP H=100

しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ6目透張り OP

H=2,300

柔道用畳（ビニール製カバー式）
910×1820

-

-

-
-

米栂 30×30　SOP H=4,365

-

コンクリート金ゴテ押え

コンクリート金ゴテ押え

-

-

-

-

- - - コンクリート打放し(表し） （階段下）

（階段下）現況

改修

- -モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

ソフト巾木
木製ｔ18 OP H=100- -

廊下（2）

廊下（1）

【物入れ】

改修

改修

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

ソフト巾木 H=100
木製ｔ18 OP H=100

- - -

（階段室）モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り ソフト巾木 H=100

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り ソフト巾木 H=100

モルタル金ゴテ VP- - -

モルタル金ゴテ VP-

H=2,400

鋼製床組み、コンパネｔ12 ブナフローリングｔ18 PW

-木製ｔ18 OP H=100

木製ｔ18 OP H=100

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL
（縦張りH=1,912）

木製胴縁組
縦40×45＠455、横24×45＠303

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL
（縦張りH=1,912）

木製胴縁組

米栂 30×30　SOP

木製ｔ18 OP H=100

- - H=2,400

鋼製床組み、コンパネｔ12+9 長尺塩ビシートｔ2.3貼り 木製ｔ18 OP H=100 - - H=2,400

鋼製床組み、コンパネｔ12+9 長尺塩ビシートｔ2.3貼り 木製ｔ18 OP H=100 しな合板ｔ6目透張り OP H=2,400

鋼製床組み、コンパネｔ15

木製ｔ18 OP H=150

木製ｔ18 OP H=150

鋼製床組み、コンパネｔ15 畳敷　ｔ60

鋼製床組み、コンパネｔ15 畳敷　ｔ60

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL
しな合板ｔ6 OP

H=2,400

練付合板(ピーリング）ｔ6張り

フレキシブルボードｔ4目透VP

フレキシブルボードｔ4目透VP

化粧石膏ボードｔ9張り

コンクリートスラブ表し

木毛セメント板ｔ25打込み

木毛セメント板ｔ25打込み

化粧石膏ボードｔ9張り

化粧石膏ボードｔ9張り

小屋裏鉄骨
野地板：ラワン合板（T1）表し

化粧石膏ボードｔ9張り

吊りボルトφ9＠910
木製天井下地40×45＠455

モザイクタイル貼り

モザイクタイル貼り

タイル下モルタル

タイル下モルタル

木製胴縁組

木製胴縁組

木製胴縁組

木製胴縁組

木製胴縁組

木製胴縁組

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

-

-

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

化粧石膏ボードｔ9張り
天井裏：グラスウールｔ50

化粧石膏ボードｔ9張り
天井裏：グラスウールｔ50

化粧石膏ボードｔ9張り
天井裏：グラスウールｔ50

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

-

-

-

吊りボルトφ9＠910
木製天井下地40×45＠455

練付合板(ピーリング）ｔ6張り
天井裏：グラスウールｔ50

練付合板(ピーリング）ｔ6張り
天井裏：グラスウールｔ50

吊りボルトφ9＠910
木製天井下地40×45＠455

吊りボルトφ9＠910
木製天井下地40×45＠455

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

現況

現況

改修

改修

現況

現況

現況

改修

改修

タイル下モルタル

タイル下モルタル クリンカータイル150角貼

花崗岩ｔ20本磨き - - 塩ビ見切り H=2,900

塩ビ見切り既存モルタル下地調整 ソフト巾木 H=100

既存モルタル下地調整 ソフト巾木 H=100

既存モルタル下地調整 ソフト巾木 H=100

- -

- -

- -

塩ビ見切り

塩ビ見切り

LGS天井下地

LGS天井下地

化粧石膏ボードｔ9張り

化粧石膏ボードｔ9張り

嵩上げコンクリート打ち金ゴテ
ビニール床シートｔ2.5貼り
（ノンスリップタイプ） ソフト巾木 H=100 - - 塩ビ見切り LGS天井下地

塩ビ見切り

塩ビ見切り

モルタル金ゴテソフト巾木 H=100ビニール床シートｔ2.0貼り嵩上げコンクリート打ち金ゴテ改修 - -

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り H=2,300

化粧石膏ボードｔ9張りLGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

LGS天井下地

H=2,300既存モルタル下地調整 ビニール床シートｔ2.0貼り ソフト巾木 H=100 - -

既存モルタル下地調整 ビニール床シートｔ2.0貼り ソフト巾木 H=100 - -

ソフト巾木 H=100ビニール床シートｔ2.0貼り既存モルタル下地調整

柔道用畳（ビニール製カバー式）
ソフトタイプ　910×1820 木製ｔ18 OP H=100 米栂 30×30　SOP H=4,365

（設備基礎撤去補修） - - 現況のまま （ブロック壁撤去部分補修） - （階段下）

-

- - （階段下）現況のまま -

-

-

ソフト巾木 H=100 -
ひび割れ補修、目地切
下地調整 EP （階段室）

ソフト巾木 H=100 - - 下地調整 EP 塩ビ見切り H=2,400

廊下（階段室）

ブナフローリングｔ18 PW 木製ｔ18 OP H=100 LGS+木製胴縁 LGS+木製胴縁 米栂 30×30　SOP小屋裏表し

小屋裏表し

鉄骨小屋組：下地調整
野地板ラワン合板：下地調整

鋼製床組み（柔道場用）
ラワン合板（T1）ｔ15

ビニール床シートｔ2.0貼り ソフト巾木 H=100

ソフト巾木 H=100ビニール床シートｔ2.0貼り

- -

LGS天井下地

H=2,400

H=3,240塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

鋼製床組み（剣道場用）
ラワン合板（T1）ｔ15

再利用（レベル調整）

有孔しな合板t5.5目透張り SOP
グラスウールｔ50裏打ち

LGS天井下地（振れ止め補強）

再利用（レベル調整）

畳敷　ｔ60

畳敷　ｔ60

木製ｔ18 OP H=150

木製ｔ18 OP H=150

- -

- -

- -

- -

- -

- -

塩ビ見切り

塩ビ見切り

塩ビ見切り

H=2,400

H=2,400

H=2,400

LGS天井下地（振れ止め補強）

LGS天井下地（振れ止め補強）

LGS天井下地（振れ止め補強）

クリアラッカーCL

溶剤形ビニール系塗料VP

オイルステインクリアラッカーOSCL

オイルステインOS

合成樹脂調合塗料OP

ポリウレタン樹脂塗料

現況塗料名称

PW

記号 記号 改修塗料名称

PW ポリウレタン樹脂塗料

SOP 合成樹脂調合ペイント

EP 合成樹脂エマルションペイント

DP 耐候性塗料塗り

木製胴縁組

下地モルタル

下地モルタル

ビニール床シートｔ2.0貼り

ビニール床シートｔ2.0貼り

ビニール床シートｔ2.0貼り

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL 練付合板(ピーリング）ｔ6張り

塩ビ見切り

H=2,300

H=2,300 LGS天井下地 化粧石膏ボードｔ9張り

スチール下足入れ、上り框撤去

掃除具入れ撤去

水飲場（1）撤去

床下点検口（ピット）、室名札撤去

隔て(テラゾ）、室名札、Sレール、ビニールカーテン×2撤去

防具入、天井点検口、室名札×2撤去

防具入、天井点検口、室名札撤去

カーテンBOX、手摺、姿見鏡、上り框、床下点検口、室名札撤去

防具入、天井点検口、室名札×2撤去

防具入、天井点検口、室名札撤去

棚、壁面格子、室名札撤去

室名札撤去

手洗いコーナー、化粧鏡新設

床下点検口（ピット）、室名札、洗面カウンター、トイレブース新設
化粧鏡、衛生器具（設備工事）新設

防具入、天井点検口、室名札×2新設

室名札×2新設

防具入、竹刀入、天井点検口、室名札×2新設

防具入、竹刀入、天井点検口、室名札新設

棚、室名札新設、壁面格子クリーニング復旧、

室名札新設

下足入れ、上り框、スロープ新設

EP

改修内容凡例

Ａ：仕上げ撤去

Ｂ：図示の仕上げ撤去

Ｃ：下地共撤去

Ｄ：図示の下地共撤去

Ｅ：下地の調整

Ｆ：既存のまま

ｃ：下地共新設

ｆ：既存のまま

ｅ：塗装の塗り替え

ｂ：図示の仕上げ新設

ｄ：図示の下地共新設

ａ：仕上げ新設

既　
　

存

改　
　

修

共通事項

１．間仕切りの撤去・新設等の位置は、平面図による。

テラゾブロックｔ25

コンクリート下地 モルタル金ゴテ VP

木製胴縁組

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL木製胴縁組

ケイ酸カルシューム板ｔ5
目透かし張り　ＥＰ

ケイ酸カルシューム板ｔ5
目透かし張り　ＥＰ

石膏ボードｔ9下地
ロックウール吸音板ｔ12張り

磁器質タイル貼り

木製25×40 OP 

木製25×40 OP H=2,800

H=2,800

H=2,800

H=2,800

H=2,300

H=2,300

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

PB12.5+12.5　EPLGS　スタッドW=75

EPPB12.5+12.5　EPLGS　スタッドW=75

EPPB12.5+12.5　EPLGS　スタッドW=75

PB12.5+12.5　EP

PB12.5+12.5　EPLGS　スタッドW=75

PB12.5+12.5　EPLGS　スタッドW=75

LGS　スタッドW=75

PB（外壁側防水PB)+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

LGS　スタッドW=75
外壁側：断熱ｔ25+GL工法

LGS　スタッドW=75
外壁側：断熱ｔ25+GL工法

PB12.5+12.5　EP
防水PB12.5　EP

ラワン合板ｔ9下地
天然木羽目板ｔ9張り　OSCL

ラワン合板ｔ9下地
天然木羽目板ｔ9張り　OSCL

外壁側：断熱ｔ25+GL工法

外壁側：断熱ｔ25+GL工法

外壁側：断熱ｔ25+GL工法

外壁側：防水PB12.5　EP

外壁側：防水PB12.5　EP

外壁側：防水PB12.5　EP

現況のまま

現況のまま

コンクリート打放し(表し）

【倉庫】

【倉庫】

※備品倉庫

※備品倉庫

外壁側：断熱ｔ25+GL工法 外壁側：防水PB12.5　EP

石膏ボードｔ9下地
ロックウール吸音板ｔ12張り

石膏ボードｔ9下地
ロックウール吸音板ｔ12張り

石膏ボードｔ9下地
ロックウール吸音板ｔ12張り

天然木縁甲板ｔ9張り WP

天然木縁甲板ｔ9張り WP

天然木縁甲板ｔ9張り WP

天然木縁甲板ｔ9張り WP

錆止め塗装の上SOP
SOP

しな合板ｔ6目透張り OP

LGS+木製胴縁+断熱Gt25 LGS+木製胴縁+断熱Gt25
有孔しな合板t5.5 SOP
一部しな合板ｔ5.5　SOP

木製胴縁組
上部：LGS+木製胴縁

木製胴縁組
上部：LGS+木製胴縁

しな合板ｔ6目透張り OP
上部：しな合板t5.5 SOP

しな合板ｔ6目透張り OP
上部：しな合板t5.5 SOP

-

-

LGS+木天井下地

LGS+木天井下地

-

内部仕上表

管理室（1）

器具庫 現況

現況

改修

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

モルタル金ゴテ 長尺塩ビシートｔ2.3貼り

木製ｔ18 OP H=100

木製ｔ18 OP H=100

-
-

- -

既存モルタル下地調整 ビニール床シートｔ2.0貼り ソフト巾木 H=100

しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ6目透張り OP

H=2,300

H=2,300

化粧石膏ボードｔ9張り木製胴縁組

木製胴縁組

LGS天井下地塩ビ見切り

塩ビ見切り

LGS天井下地塩ビ見切り H=2,300

化粧石膏ボードｔ9張りLGS天井下地

天井点検口、室名札撤去

室名札×2撤去

天井点検口、室名札新設
LGS　スタッドW=75
外壁側：断熱ｔ25+GL工法

PB12.5+12.5　EP
外壁側：防水PB12.5　EP

石膏ボードｔ9下地
ロックウール吸音板ｔ12張り

男子便所 半磁器100角タイル貼り- - -

【バリアフリートイレ】

フレキシブルボードｔ4目透VP下地モルタルモザイクタイル貼りタイル下モルタル 塩ビ見切り LGS天井下地現況

改修 嵩上げコンクリート打ち金ゴテ
ビニール床シートｔ2.5貼り
（ノンスリップタイプ）

- - 塩ビ見切り LGS天井下地 床下点検口（ピット）、室名札、衛生器具（設備工事）

床下点検口（ピット）、室名札撤去

床下点検口（ピット）、室名札、衛生器具（設備工事）新設
ケイ酸カルシューム板ｔ5
目透かし張り　ＥＰ

H=2,400

LGS　スタッドW=75
外壁側：断熱ｔ25+GL工法

PB（外壁側防水PB)+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

男子シャワー室 現況 - 半磁器100角タイル貼り H=2,400- -

改修【男子便所】

フレキシブルボードｔ4目透VPモザイクタイル貼りタイル下モルタル 塩ビ見切り LGS天井下地

ビニール床シートｔ2.5貼り
（ノンスリップタイプ） ソフト巾木 H=100 塩ビ見切り LGS天井下地- -

下地モルタル 隔て(テラゾ）、室名札、Sレール、ビニールカーテン×4撤去

小便器ライニング、室名札、洗面カウンター、トイレブース新設
化粧鏡、衛生器具（設備工事）新設

ケイ酸カルシューム板ｔ5
目透かし張り　ＥＰ

PB（外壁側防水PB)+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

LGS　スタッドW=75
外壁側：断熱ｔ25+GL工法

乾式二重床下地

-

-

- -

-

手摺増設

カーテンBOX(再利用)、手摺、姿見鏡、上り框、床下点検口、室名札新設

カーテンBOX(再利用)、手摺、姿見鏡、上り框、床下点検口、室名札新設

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

キックプレート
Ｈ＝300 H=2,300

H=2,300

H=2,300

H=2,300

防具入、天井点検口、室名札×2新設

室名札新設

カーテンBOX、手摺、姿見鏡、ライン引き、室名札、名札掛け×4

４．【〇〇〇】は今回改修で用途変更になった室名を示す。　

５．＊印はアスベスト含有建材（作業レベル3）として適切に処理を行うものとする。　

３．玄関、階段室、倉庫、物入れ以外の各室外壁面には断熱（ポリスチレンフォームｔ25接着貼り又は発泡ウレタン吹付ｔ25）を施工する。　

２．1階付属室新設間仕切り壁の軸組み下地はLGS（WS75）、　外壁面の下地は断熱施工の上シージング石膏ボード（GL工法）とする。

内　部　仕　上　表

階 室　名

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

改修
内容

部位

区分 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上

天井H

下地 仕上

1階

共通

2階

改修
内容

廻り縁床 壁腰　壁 天　井 備　考巾木
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コンクリートブロック壁ｔ120×Ｈ3000撤去

壁：下地共撤去、新設

壁：下地調整、塗装改修

壁：既存のまま

天井：下地共撤去新設

天井：仕上げ撤去、新設

天井：下地調整、塗装改修

天井：既存のまま

特記による

コンクリートブロック壁ｔ120×Ｈ3000撤去

壁：下地共撤去、新設

壁：下地調整、塗装改修

壁：既存のまま

床：下地共撤去新設

床：仕上げ撤去、新設

床：既存のまま

特記による

展開 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開 Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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A1075(0304) 内装撤去、改修区分図
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１階天井伏図（現況）　S=1/200 2階天井伏図（現況）　S=1/200

１階平面図（現況）　S=1/200 2階平面図（現況）　S=1/200

足洗場

凡　例

凡　例

※鋼製床組み（床下地合板共）は再利用とする
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A1075(0304) 求積図
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符号 ㎡

⑦ 9.760 × 16.000 ＝ 156.16000

⑧ 5.000 × 16.015 ＝ 80.07500

⑨ 9.760 × 16.000 ＝ 156.16000

⑩ 5.240 × 4.015 ＝ 21.03860

413.43360

① 7.900 × 10.700 ＝ 84.53000

② 7.915 × 5.300 ＝ 41.94950

③ 16.620 × 10.700 ＝ 177.83400

④ 16.635 × 4.100 ＝ 68.20350

⑤ 5.000 × 0.765 ＝ 3.82500

⑥ 5.240 × 4.015 ＝ 21.03860

397.38060

810.8142

符号 ㎡

413.43360

a 2.740 × 6.685 ＝ 18.31690

b 1.000 × 0.500 ＝ 0.50000

c 7.185 × 1.000 ＝ 7.18500

d 1.500 × 0.385 ＝ 0.57750

e 1.000 × 5.640 ＝ 5.64000

f 3.000 × 1.240 ＝ 3.72000

g 28.500 × 1.740 ＝ 49.59000

h 1.740 × 16.000 ＝ 27.84000

i 0.050 × 11.035 ＝ 0.55175

j 11.500 × 1.740 ＝ 20.01000

k 5.000 × 1.725 ＝ 8.62500

l 11.500 × 1.740 ＝ 20.01000

m 1.740 × 5.300 ＝ 9.22200

585.22175

計算式

庇面積

2階床面積より

計

計算式

延べ床面積

２階床面積

１階床面積

計

計

床面積求積表

建築面積求積表
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（柔剣道場）
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A1075(0304) 配置図（全体平面図）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) １階平面図（現況）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) ２階平面図（現況）

２階平面図（現況）　S=1/100
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 屋根伏図（現況）

S=1/100
A-14

（既存のまま）

R06.03

屋根伏図（現況）　S=1/100
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 立面図（現況）

西側立面図　S=1/120

A-15

北側立面図　S=1/120

設　計 縮　尺

設計年月日

南側立面図　S=1/120 東側立面図　S=1/120

S=1/120

R06.03

柱、梁型、外壁面：コンクリート打放し

シーラー処理の上アクリルリシン吹付

ラワン合板ｔ12（Ｔ１）下地アスファルトルーフィング1層シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配　通し棟

鉄骨造　母屋：C-100×50×20×ｔ1.6＠600

屋外階段（鉄骨製）
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断面図（現況）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

A-17
矩計図1（現況）
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木胴縁組：18×40　@455 下地

LGS100型胴縁　@455

水勾配
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芯
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柱
芯

棟高

軒高

2FSL

1FL

GL

1FL

GL
U240

撤去

（既存のまま）

（ハンガーカバー、三方枠、沓摺共）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

横胴縁 24×45 ＠455（腰壁部分＠303）

縦胴縁 40×45 ＠455

（既存のまま）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

野地板 t=12　ラワン合板（T1)

母屋：C-100×50×20×1.6　@600

（既存のまま）

吊りボルト 9φ＠900

撤去

胴縁 C-100×50×20×1.6＠600（既存のまま）

柱：H-100×100×6×8（既存のまま）

撤去

撤去

外壁側壁：しな合板ｔ6目透張り

下地共撤去

床： 長尺塩ビシート貼 t=2.3撤去
コンパネｔ12+9下地

通し棟

（既存のまま）

撤去

下地共撤去

撤去

塗装改修

（既存のまま、浮き補修）

木胴縁組：18×40　@455 下地

LGS45型 @455下地

壁:シナ合板目透張りｙ6.0  OP　撤去

横胴縁 24×45 ＠455（腰壁部分＠303）撤去

縦胴縁 40×45 ＠455（既存のまま補修、再利用）

（既存のまま、断熱カバー工法改修）

下地共撤去

障子（ガラス共）撤去

（ひび割れ補修、高圧水洗）

塗装改修

剣道場用鋼製床組み、コンパネｔ12下地

下地共撤去・新設

 C-60×30×10×1.6＠455
鼻隠し：塩ビ鋼板ｔ0.4撤去

（既存のまま）

Ａ部断面詳細参照

Ｂ部断面詳細参照

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

軒高

※既存のまま

Ａ部断面詳細参照　S=1:15

※全て下地共撤去

Ｂ部断面詳細参照　S=1:15

柔道用鋼製床組 t=15コンパネ下地

カラー水切板（付属品）撤去

カラー水切板（付属品）撤去

FB 3×60 ＠600錆止　撤去
自在ドレイン 75φ　撤去

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

撤去・新設
撤去・新設

塗装改修

塗装改修

鉄骨表し

野地板：ラワン合板（T1) t=12

廻り縁：米栂　30×30　SOP

■ 壁：シナ合板　目透張り ｱ)5.5 SOP塗り

廻り縁：木製25×40 OP

柱 梁型:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

天井：コンクリートスラブ表し

スチールハンガードア撤去・新設

壁:シナ合板 目透張り ｱ)6.0  OP

階段モルタル撤去（段鼻タイル共）・復旧

外壁:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

軒天:t=5 フレキシブルボード目透し VP

アスファルトルーフィング1層の上シングル葺き(釘付工法）

グラスウール  ｱ)50

軽鉄天井下地

天井:化粧石膏ボード貼ｔ9
木製ロッカー撤去

廻り縁： 25×40 OP

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

アルミ引違窓 (規格品)

2階梁型天端：モルタル笠木

壁:シナ合板目透張りｙ6.0  OP

縦樋：塩ビφ75撤去

床：ブナフローリング t=18 PW3回

シリコン系シーリング 

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

木胴縁組：18×40　@455 下地

廻り縁： 25×40 OP

LGS45型 @455下地

補強材：溶融亜鉛メッキ鋼板 100×50×20×2.3

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

LGS100型胴縁　@455

木胴縁組：18×40　@455 下地

壁：シナ合板　目透張りｔ5.5 SOP塗り

補強材：溶融亜鉛メッキ鋼板 100×50×20×2.3 

シリコン系シーリング

廻り縁： 25×40 OP

G.PL-6　HTB 2-M16
カラー水切板（付属品）撤去

柔道用畳(ビニール表カバー式）

剣道場

柔道場

女子更衣室

X1 X2 X3

140

20
60
60

B1 B1



B1

300×550
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上野　悦夫
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/40
A-18

矩計図2（現況）R06.03

Ｄ部断面詳細図　Ｓ＝１：15Ｃ断面詳細図　Ｓ＝１：15
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3.5

Sレール

柱
芯

壁
芯
通
り
芯

カーテンBOX t=25 OP

2階梁型天端：モルタル笠木

廻り縁：米栂　30×30　SOP　撤去

下地共撤去

廻縁：木製 25×40 OP

上壁:シナ合板目透張りｔ6.0  OP

腰壁:ラワン羽目板 ｔ12  OSCL　撤去

アルミ引違窓

塗装改修

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

障子（ガラス共）撤去

撤去

塗装改修

塗装改修

障子（ガラス共）撤去

（既存のまま）

一部撤去、新設

既存のまま

廻り縁：米栂　30×30　SOP撤去

壁：シナ合板目透し張りｔ5.5  SOP塗り 下地共撤去

廻縁：木製 25×40 OP 撤去

上壁:シナ合板目透貼ｔ6.0  OP　下地共撤去

木胴縁組：18×40　@455 下地

LGS45型 @455下地

壁:ラワン羽目板ｔ12  OSCL　下地共撤去

巾木 18×80 OS　撤去

巾木 18×80 OS　撤去

柔道用鋼製床組 t=15コンパネ下地

（既存のまま）

（既存のまま再利用）
Sレール

軒高

2FSL

1FL

GL

撤去

棟高

野地板 t=12　ラワン合板（T1)

母屋：C-100×50×20×1.6　@600

 C-60×30×10×1.6＠455
（既存のまま）

※全て下地共撤去 ※全て下地共撤去

壁：シナ合板目透張り

　　ｔ5.5  SOP塗

※全て下地共撤去

壁：シナ合板目透し張り

　　ｔ5.5 SOP塗り

木胴縁組：18×40　@455 下地

廻り縁： 25×40 OP

（既存のまま再利用）
Sレール

 C-60×30×10×1.6＠455
（既存のまま）

下地共撤去

軒先詳細図　S=1/6

Ｃ部断面詳細参照

Ｄ部断面詳細参照

（既存のまま再利用）

下地共撤去

塗装改修

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（既存のまま、断熱カバー工法改修）

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

木胴縁組：18×40　@455

LGS65型 @455下地　胴縁受けLGS65型 @910

下地共撤去

下地共撤去

（既存のまま再利用）

剣道場用鋼製床組み、コンパネｔ12下地

下地共撤去・新設

横胴縁 24×45＠303　撤去

縦胴縁 40×45＠455　撤去

横胴縁 24×45＠303　撤去

縦胴縁 40×45＠455　撤去

FB 3×60 ＠600錆止FB 3×60 ＠600錆止　撤去

カラー水切板（付属品）撤去

自在ドレイン 75φ　撤去

カラー水切板（付属品）撤去

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

撤去(新設）

撤去(新設）

撤去・新設
撤去・新設

塗装改修

塗装改修
鉄骨表し

野地板：ラワン合板（T1) t=12

外壁:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

柱・梁型:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

アルミ引違窓（規格品） H=1500 W=1800 連窓

養生管：白ガス管φ100　L＝1800　OP

アルミ引違地窓

床下換気口：アルミ製φ150

コンクリート金ゴテ押え 化粧目地切（水勾配付）

U240フタ付

アルミ引違窓 H=1500 W=1800 連窓

外壁、軒天:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

竪樋：カラー塩ビVPφ75　

段鼻：ノンスリップタイル150×66

柔道用畳(ビニール表カバー式）

防湿土間シート敷込 t=0.15

砕石 t=100

カーテンBOX W=150

既存面格子撤去

既存面格子撤去

鼻隠し：塩ビ鋼板ｔ0.4撤去

アスファルトルーフィング1層の上シングル葺き(釘付工法）

軒天:t=5 フレキシブルボード目透し VP

廻り縁：米栂　30×30　SOP

LGS65型 @455下地

胴縁LGS65型

木胴縁組：18×40　@455 下地

シリコン系シーリング 

廻り縁： 25×40 OP

胴縁LGS65型

胴縁受け LGS65型 @910

胴縁受け LGS65型 @910

廻り縁：米栂　30×30　SOP

LGS45型 @455下地

シリコン系シーリング 

カーテンBOX W=150

軒先唐草撤去
野地板カット

アスファルトルーフィング1層の上シングル葺き(釘付工法）

野地板 t=12　ラワン合板（T1)

母屋：C-100×50×20×1.6

H-200×100×5.5×8

鼻隠し：塩ビ鋼板ｔ0.4撤去

軒天:t=5 フレキシブルボード目透し VP

手摺:アルミ(ビニール付）

カラー水切板（付属品）撤去

床：ブナフローリング t=18 PW3回

300×550

B1

軒高

X3 X5



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/40

玄関 ポーチ

矩計図3（現況）

A-19
R06.03

OPEN

5
0

45
0

7
0
0

6
0
0

1
5
0
0

3
0
0

1
2
0
0

240

240

4
30
0

250050005000

476031401860

2000

50
0

1
0
0

1500

1
9
0
0

1
9
0
0

2
3
0
0

1
9
0
0

1
9
0
0

2
8
0
0

7
0
0

5
2
0
0

5
2
0
0

4
4
0
0

8
0
0

4
3
0
0

9
0
0

1
0
4
0
0

野地板 t=12　ラワン合板（T1)

母屋：C-100×50×20×1.6　@600

3.5

10

3.5

10

姿見鏡

Sレール横胴縁 24×45 ＠455（腰壁部分＠303）

縦胴縁 40×45 ＠455

（既存のまま、断熱カバー工法改修）

 C-60×30×10×1.6＠455（既存のまま）

下地共撤去

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（既存のまま、断熱カバー工法改修）

カラー水切板（付属品）撤去

FB 3×60 ＠600錆止FB 3×60 ＠600錆止　撤去
自在ドレイン 75φ　撤去

カラー水切板（付属品）撤去

塗装改修

（既存のまま）

（既存のまま）

木胴縁組：18×40　@455

LGS65型 @455下地　胴縁受けLGS65型 @910

下地共撤去

下地共撤去

（既存のまま再利用）

（既存のまま）

剣道場用鋼製床組み、コンパネｔ12下地

下地共撤去・新設

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

（樋関係付属金物共）

（既存のまま）

（既存のまま） 吊りボルトφ9＠910

木製天井下地40×45＠455

横胴縁 15×45＠455

縦胴縁 40×45＠455

塗装改修

（ひび割れ補修、高圧水洗）

塗装改修

塗装改修

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

下足入れ撤去 下足入れ撤去

横胴縁 24×45＠303　撤去

縦胴縁 40×45＠455　撤去

2FSL

軒高

▼GL

（ひび割れ補修、高圧水洗）

均しモルタルｔ20金ゴテ

アスファルト防水下地シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

既存土間、階段部

コンクリート躯体撤去

塗装改修

塗装改修

塗装改修 塗装改修

アスファルトルーフィング1層の上シングル葺き(釘付工法）

鼻隠し：モルタル刷毛引き下地

　　シーラー下地処理アクリルリシン吹付

柱:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

外壁:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

廻り縁：木製25×40 OP

カーテンBOX W=150上壁:シナ合板目透張りｔ6.0  OP

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

鉄骨表し

鉄骨表し

野地板：ラワン合板（T1) t=12

壁:ラワン羽目板 ｔ12  OSCL

鼻隠し：塩ビ鋼板ｔ0.4撤去

軒天:t=5 フレキシブルボード目透し VP

柱:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

アルミ縦軸回転窓  撤去

シングル専用アルミ水切り　撤去

カラー水切板（付属品）撤去

カラー水切板（付属品）撤去

廻り縁：米栂　30×30　SOP　撤去

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り　下地共撤去

廻縁：木製 25×40 OP

上壁:シナ合板目透張りｔ6.0  OP

手摺:アルミ(ビニール付）撤去

床：ブナフローリング t=18 PW3回

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

天井：練付合板(ピーリング）ｔ6張り 撤去

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL 撤去

木製ｔ18 OP H=100 撤去

床：モルタル金ゴテ長尺塩ビシートｔ2.3 撤去
クリンカータイル150×150 撤去

上り框：TB25×110

アルミ両開きフロアヒンジドア（欄間付）撤去

軽鉄天井下地　カラー鉄板スパンドレルｔ0.4 撤去

柱:コンクリート打放しの上

シーラー処理アクリルリシン吹付

クリンカータイル150×150（段鼻共）　撤去

壁:ラワン羽目板ｔ12 OSCL下地共撤去

柔道場

剣道場

ホール

階段部分改造

1FL

Y7Y6Y4 Y5



水勾配水勾配
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 柔道場展開図1（現況）

A-20
S=1/50

R06.03

柔道場展開図 B（現況）　S=1/50

柔道場展開図 A（現況）　S=1/50

梁型：モルタル薄塗 梁型：モルタル薄塗

カーテンボックス:木製 W=150

手摺:アルミ(ビニール付）

木製面格子
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水勾配 水勾配
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上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 柔道場展開図2（現況）

A-21
S=1/50

R06.03

柔道場展開図 D（現況）　S=1/50

柔道場展開図 C（現況）　S=1/50

姿見鏡

木製格子

壁掛け時計

カーテンボックス:木製 W=150
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 剣道場展開図1（現況）

A-22
S=1/50

R06.03

剣道道場展開図 B（現況）　S=1/50

剣道道場展開図 A（現況）　S=1/50

カーテンボックス:木製 W=150

手摺:アルミ(ビニール付）

カーテンボックス:木製 W=150

手摺:アルミ(ビニール付）
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室 上野　悦夫
NO.

設計年月日

図面名称一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) 剣道場展開図2（現況）

A-23

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図S=1/50

R06.03

剣道道場展開図 C（現況）　S=1/50

剣道道場展開図 D（現況）　S=1/50
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〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

A-24
2階付属室展開図（現況）

S=1/50
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〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) １階天井伏図（現況）

A-25
S=1/100

R06.03

符　号 下　地 仕　上
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 2階天井伏図（現況）

A-26
S=1/100

R06.03

符　号 下　地 仕　上
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カラース鉄板パンドレルｔ0.4張り

木毛セメント版ｔ25打込み

コンクリート打放し-

C

C アクリルリシン吹付

KEY-PLAN2階天井伏図（現況）　S=1/100
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玄関下足入れ×2

玄関下足入れ×2

ロッカー（24）
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NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 1階平面図【改修】

1階平面図【改修】　S=1/100
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 2階平面図【改修】
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凡　例　： 消火器：ABC10型（収納ｽﾀﾝﾄﾞ共）

歩行距離20m毎に設置
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　無窓階とならない。（AW-11引違い窓は検討が必要）

２階平面図【改修】　S=1/100

413.43×1/30＝13.781ｍ2

1.90

4.32

0.90

計

＞13.781

413.43ｍ2

1.00×1.90×1か所＝

0.75×1.50×2か所＝

1.80×1.20×2か所＝

0.75×1.20×1か所＝

※消規5-2-1の開口部
AW9：W0.75×H1.5

※消規5-2-1の開口部
AW9：W0.75×H1.5

※消規5-2-1の開口部
AW10：W0.75×H1.5×5か所

※消規5-2-1の開口部
AW11：W1.8×H1.2×2か所　

※消規5-2-1の開口部
AW12：W0.75×H1.2

L=20m

L=
20
m

内樋を現況のままとし、

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

パッケージ型消火栓

パッケージ型消火栓

※消規5-2-1の開口部
SD3：W1.0×H1.9
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/100

屋根伏図【改修】R06.03
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屋根伏図【改修】　S=1/100

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）
断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25
下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

A-29

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

棟押え：フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

西側立面図　S=1/120

東側立面図　S=1/120南側立面図　S=1/120

北側立面図　S=1/120

設　計 縮　尺

設計年月日

S=1/120

R06.03

床下換気口：アルミ製φ150

（浮き補修：アンカーピンニング＠250エポキシ樹脂注入）

換気パイプ

プラスチック製φ50（既存のまま）

（既存のまま）

外部幅木：コンクリート保護塗装（セラミクリート工法同等品）

ひび割れ部（0.2ｍｍ以下）パテ状エポキシ樹脂補修

屋外階段（鉄骨製）

屋外階段（鉄骨製）

屋外階段（鉄骨製）

立面図【改修】

A-30

玄関ポーチ

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

2階梁型天端モルタル笠木：ウレタン塗膜防水（X-2）

縦樋：カラー塩ビφ75新設

既存養生管：白ガス管φ100　L＝1800

下地調整　DP

新設スロープ：外部幅木：コンクリート保護塗装

（セラミクリート工法同等品）

地盤沈下部分盛土 地盤沈下部分盛土

換気扇フード

換気扇フード

吸気口フード 吸気口フード

スリーブコア抜き
床下換気口φ150（新設）

塗装改修

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45

（ケイカル板ｔ12裏打ち）

柱、梁型、外壁：下地調整剤C1の上

複層塗材Eローラー塗り

シリコン樹脂トップコート仕上

塗装改修

塗装改修

新設スロープ

新設スロープ

植栽桝 植栽桝

(機械設備工事） (機械設備工事）

(機械設備工事）

(機械設備工事）

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）
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図面名称
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一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/120

断面図（現況）　S=1/120

倉庫女子更衣室

剣道場

断面図【改修】

階段室

柔道場

剣道場

ポーチ玄関ホール

断面図（現況）　S=1/120

柔道場

剣道場

男子更衣室
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上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/40

矩計図1【改修】

A-32
R06.03

吊りボルト 9φ＠900
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水平補強材
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木胴縁組：18×40　@455 下地

LGS100型胴縁　@455

壁
芯

通
り
芯

柱
芯

棟高

軒高

2FSL

1FL

GL

1FL

GL
U240

（既存のまま）

（既存のまま）

横胴縁 24×45 ＠455（腰壁部分＠303）

縦胴縁 40×45 ＠455

（既存のまま）

（既存のまま）

下地調整　SOP塗り

水勾配

既存コンパネｔ12+9下地調整

（ハンガーカバー、三方枠、沓摺共）

（ガラスクロス巻き込み）

外壁側：断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法）EP

室内側：しな合板ｔ6目透張り OP（既存のまま）

下地調整　SOP塗り

外壁：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　シリコン樹脂トップコート仕上

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（浮き補修：アンカーピンニング＠250エポキシ樹脂注入）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

柱、梁型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

LGS下地ケイ酸カルシューム板ｔ6（一部有孔）貼りEP

Ｂ部断面詳細参照　S=1:15

Ａ部断面詳細参照　S=1:15

軒高

グラスウールｔ50

（ガラスクロス巻き込み）

（ガラスクロス巻き込み）

針葉樹構造用合板ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

根太：　　－30×35×1.2＠300

上壁：有孔シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り　新設

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455（下部既存補修再利用）

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455（下部既存補修再利用）

（浮き補修：アンカーピンニング＠250エポキシ樹脂注入）

上壁：有孔シナ合板目透張りｔ5.5 SOP塗り

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45
（ケイカル板ｔ12裏打ち）

（既存のまま）

天井：石膏ボードｔ9下地

　ロックウール吸音板ｔ12張り

針葉樹構造用合板ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

床：ブナ積層フローリングｔ18　隠し特殊張り PW3回塗り

根太：　　－30×35×1.2＠300

18×20

Ａ部断面詳細参照

Ｂ部断面詳細参照

柔道用畳(ビニール表カバー式）新設

廻り縁：米栂　30×30　SOP

■ 壁：シナ合板　目透張り ｱ)5.5 SOP塗り

廻り縁：木製25×40 OP

壁:シナ合板 目透張り ｱ)6.0  OP

野地板：ラワン合板（T1) t=12

鉄骨表し

鋼製床組み下地（柔道場用）

胴縁 C-100×50×20×1.6＠600（既存のまま）

柱：H-100×100×6×8（既存のまま）

床： 長尺塩ビシート貼 t=2.0貼り

木製ロッカー新設

鉄骨柱脚補強

縦樋：カラー塩ビφ75新設

アルミ建具（カバー工法改修）

階段モルタル撤去（段鼻タイル共）・復旧

スチールハンガードア撤去・新設

鋼製床組み下地（既存のまま）

内樋撤去部分塞ぎ板

2階梁型天端モルタル笠木：ウレタン塗膜防水（X-2）

軒樋新設：屋根一体型

（枯葉防止カバー付き）

グラスウールｔ50

補強材：溶融亜鉛メッキ鋼板 100×50×20×2.3

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

LGS100型胴縁　@455

木胴縁組：18×40　@455 下地

補強材：溶融亜鉛メッキ鋼板 100×50×20×2.3 

シリコン系シーリング

廻り縁： 25×40 OP

G.PL-6　HTB 2-M16

壁：シナ合板　目透張りｔ5.5 SOP塗り

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

ＥＸＰゴム

廻り縁：米栂　30×30　SOP　

2階梁型天端モルタル笠木：

ウレタン塗膜防水（X-2）

断熱：グラスウールボードｔ25

　（32Kg/m2）張り

天井：コンクリートスラブ表し

鋼製床組み下地（剣道場用）

斜め補強材

吊りボルト受材：C-75×45×15×1.6＠910

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

棟押え：フッ素SGL鋼板（GIS G 3322)ｔ0.45　

女子更衣室

柔道場

剣道場

X1 X2 X3

140

20
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60
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/40

矩計図2【改修】

ＮＯＢ．建築設計企画室 A-33
R06.03

Ｄ部断面詳細図　Ｓ＝１：15Ｃ断面詳細図　Ｓ＝１：15
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0
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柱
芯

壁
芯
通
り
芯

カーテンBOX t=25 OP

一部撤去、新設

既存のまま

（既存のまま再利用）

（既存のまま）

Sレール

下地調整　SOP塗り

（カバー工法改修）

（浮き補修：アンカーピンニング＠250エポキシ樹脂注入）

2FSL

1FL

GL

撤去

軒高

棟高

（既存のまま再利用）

※全て下地共撤去

（既存のまま再利用）
Sレール

Ｃ部断面詳細参照

Ｄ部断面詳細参照

（既存のまま再利用）

（既存のまま再利用）

針葉樹構造用合板ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

根太：　　－30×35×1.2＠300

（ひび割れ補修、高圧水洗）

ひび割れ部（0.2ｍｍ以下）パテ状エポキシ樹脂補修

Sレール
（カバー工法改修）

（ガラスクロス巻き込み）

木胴縁組：18×40　@455

LGS65型 @455下地　　

受け材：LGS65型 @910

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455

10

3.5

18×20

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

下地調整　SOP塗り

針葉樹構造用合板ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

床：ブナ積層フローリングｔ18　隠し特殊張り PW3回塗り

根太：　　－30×35×1.2＠300

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

柱、梁型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

（ひび割れ補修、高圧水洗）

18×20

（既存のまま）

（ガラスクロス巻き込み）

木胴縁組：18×40　@455

LGS65型 @455下地　胴縁受けLGS65型 @910

LGS下地ケイ酸カルシューム板ｔ6（一部有孔）貼りEP

軒先(新設軒樋）詳細図　S=1/6

10

3.5

新設

新設
柔道用畳(ビニール表カバー式）新設

床下換気口：アルミ製φ150

コンクリート金ゴテ押え 化粧目地切（水勾配付）

U240フタ付

段鼻：ノンスリップタイル150×66

カーテンBOX W=150

野地板：ラワン合板（T1) t=12

鉄骨表し

アルミ引違窓 H=1500 W=1800 連窓

縦樋：カラー塩ビφ75新設

アルミ引違窓（規格品） H=1500 W=1800 連窓

2階梁型天端モルタル笠木：ウレタン塗膜防水（X-2）

胴縁受け LGS65型 @910

胴縁受け LGS65型 @910

カーテンBOX W=150

面格子 新設

手摺:アルミ(ビニール付）

手摺:アルミ(ビニール付）

防湿土間シート敷込 t=0.15

砕石 t=100

鋼製床組み下地（柔道場用）

ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

軒天井：下地調整剤C1の上外装用薄塗材E　ローラー塗り

外部幅木：コンクリート保護塗装（セラミクリート工法同等品）

内樋撤去部分塞ぎ板

廻り縁：米栂　30×30　SOP

グラスウールｔ50

壁：有孔シナ合板目透張り

ｔ5.5 SOP塗り

廻り縁：米栂　30×30　SOP

廻り縁：米栂30×30　SOP

廻り縁：米栂30×30　SOP

上部フカシ壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

上部フカシ壁：シナ合板目透張り

ｔ5.5  SOP塗り

断熱：グラスウールボードｔ25

（32Kg/m2）張り

ＥＸＰゴム

ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45

（ケイカル板ｔ12裏打ち）

外壁：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　シリコン樹脂トップコート仕上

鋼製床組み下地（剣道場用）

ＥＸＰゴム

既存養生管：白ガス管φ100　L＝1800　OP

下地調整　DP

グラスウールｔ50

壁：有孔シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

鉄骨柱脚補強

有圧扇φ300(機械設備工事）

排気口

母屋：C-100×50×20×1.6

H-200×100×5.5×8

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

アルミ引違窓

アルミ引違窓

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

吊子

ゴムアス防水シート（片面粘着）

バックアップ材

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

既存シングル葺き(釘付工法）

野地板：ラワン合板（T1) t=12

樋下地材：PL-2.3ブラケット加工

（既存母屋に溶接）

既存胴縁：C-60×30×10×1.6＠455
下地調整錆止め塗装

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45

（ケイカル板ｔ12裏打ち）

塞ぎパネル：ｔ0.45

落ち葉除け

軒先唐草

補強材

背板

縦樋：カラー塩ビφ75新設

軒高

300×550

B1

B1

柔道場

剣道場

X3 X5
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/40

矩計図3【改修】
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姿見鏡

Sレール

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま再利用）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

木胴縁組：18×40　@455

LGS65型 @455下地　胴縁受けLGS65型 @910

（ガラスクロス巻き込み）

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

下地調整　SOP塗り

下地調整　SOP塗り

OPEN

針葉樹構造用合板ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

根太：　　－30×35×1.2＠300

2FSL

軒高

▼GL

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

18×20

（ひび割れ補修、高圧水洗）

（ひび割れ補修、高圧水洗）

垂木：ハット型鋼（縦＠455ビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

（ひび割れ、浮き補修、高圧水洗）

廻り縁：塩ビ見切り 廻り縁：塩ビ見切り

(機械設備工事）

天井：木製天井下地　

　天然木縁甲板ｔ9張り WP

天井：木製天井下地　

　天然木縁甲板ｔ9張り WP

横胴縁 24×45 ＠455（腰壁部分＠303）

縦胴縁 40×45 ＠455

吸気ガラリ
(機械設備 新設）

廻り縁：木製25×40 OP

カーテンBOX W=150上壁:シナ合板目透張りｔ6.0  OP

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

鉄骨表し

壁:ラワン羽目板 ｔ12  OSCL

廻り縁：米栂　30×30　SOP

壁：有孔シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

グラスウールｔ50

壁：シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

野地板：ラワン合板（T1) t=12

鉄骨表し

木製建具塗装改修

床：ブナ積層フローリングｔ18　隠し特殊張り PW3回塗り

内樋撤去部分塞ぎ板

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

LGS下地ケイ酸カルシューム板ｔ6（一部有孔）貼りEP

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45

（ケイカル板ｔ12裏打ち）

柱、梁型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

アルミ縦辷り出し窓  新設

外壁：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　シリコン樹脂トップコート仕上

木製建具塗装改修

鋼製床組み下地（剣道場用）

ＥＸＰゴム

壁：軽鉄壁下地(スタッドW=75）

　石膏ボードGBR12.5+12.5　EP

ソフト巾木H=100

木製建具塗装改修

アルミ両袖・欄間嵌殺し窓付

ハンガー引分け戸【新設】

柱型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

磁器質タイル150角貼り

コンクリート境界ブロック

インターロッキングブロック舗装

砕石：再生材ｔ100

既存階段部コンクリート撤去

柱型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

磁器質タイル150角

（ノンスリップタイプ）貼りビニール床シートｔ2.0貼り

花崗岩25×50（本磨き）

嵩上げコンクリート

磁器質タイル150角貼り

（段鼻ノンスリップ付き）

軒樋新設：屋根一体型（枯葉防止カバー付き）

フッ素SGL鋼板（GIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

鼻隠し：外壁：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　シリコン樹脂トップコート仕上

アルミ見切り

植栽桝：コンクリート保護塗装（セラミクリート工法同等品）

パッケージ型消火栓

床排水溝

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

柔道場

剣道場

玄関 ポーチ
ホール

新設歩道

植栽桝

下足入
(新設)

洗面化粧台

1FL

Y7Y6Y4 Y5
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 屋外階段詳細図【改修】
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a-a断面詳細図　S=1/50

（既存のまま）

▽2FL

a a+100

（既存のまま）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

平面詳細図　S=1/50

A部分断面詳細図　S=1/20 B部分断面詳細図　S=1/20

踊り場

1

2

3

4

B.PL詳細図

C部分断面詳細図　S=1/20

※既存屋外階段塗装改修

・踊り場、最上部均しモルタル撤去、グラウト打ち換え

・既存屋外階段鉄部（SOP)下地調整、錆止め塗装の上DP（2級アクリルシリコン樹脂）塗り

コンクリート金ゴテ仕上

L-3×40×40

L-3×40×40

踏面：縞鋼板PL-4.5

床面：縞鋼板PL-4.5

手摺：□-60×30×2.3

支柱：□-60×30×2.3

クリンプネット30×30×3.2

ササラ桁：［-300×50×4.5

床面：縞鋼板PL-4.5

コンクリート金ゴテ仕上
ササラ桁：［-300×50×4.5

手摺：□-60×30×2.3

補強L-50×50×6

補強L-50×50×6

床面：縞鋼板PL-4.5

踏面：縞鋼板PL-4.5

補強L-50×50×6

床面：縞鋼板PL-4.5

補強L-50×50×6

Anc.B φ16L=400

既存モルタル除去、グラウト打ち換え

既存モルタル除去、グラウト打ち換え

ササラ桁：［-300×50×4.5

L-100×100×7　L=200
HTB2-M16

手摺：□-60×30×2.3

支柱：□-60×30×2.3

L-3×40×40

L-3×40×40

クリンプネット30×30×3.2
クリンプネット30×30×3.2

L-3×40×40

L-3×40×40

手摺：□-60×30×2.3

支柱：□-60×30×2.3

ササラ桁：［-300×50×4.5

ササラ桁：［-300×50×4.5

G.PL-6
HTB2-M16

L-100×100×7　L=200
HTB2-M16

Anc.B φ16L=400

Anc.B 2-φ16L=400

B.PL-300×150×9

補強L-40×40×3

踏面：縞鋼板PL-4.5

ササラ桁：［-300×50×4.5

X2X1 X3

X3

X2 X3X1

Y1

X1

X1
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凡例：

手
摺

女子更衣室
＋700

UP

ホール
＋700

女子便所
＋700

物入

男子更衣室

＋700管理室（1）

＋700

倉庫

※備蓄品倉庫

パッケージ型消火栓

器具庫
＋700

ロッカー

物入れ
＋600

既設歩道

ｽﾛｰﾌﾟ　L=4950

(1/15)

手
摺

階段

バリアフリートイレ

物入

足洗い場

新設スロープ

新設歩道

ポーチ

廊下（1）

廊下（2）

ｒ=500

＋700

手洗いコーナー

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

犬走

犬走

犬走

犬走

犬走

蓋掛け再利用

蓋掛け再利用

柔道場（144帖）

＋200

UP

(1/15)

ｽﾛｰﾌﾟL=2550

+270

+100

+100

+265

+430

+595

+600+600

植栽桝 植栽桝

S=1/50

下
足
入

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

下
足
入

＋630
玄関

下
足
入

下
足
入

ロッカー

男子便所
＋700

コンクリートスラブ下げ、乾式二重床H=400

軽鉄壁下地間仕切り壁（スタッドW=75）

床コンクリート嵩上げｔ130

床コンクリートスラブ撤去、復旧

排水溝

床下点検口
（新設）600×600

既設床下点検口600×600撤去、
コンクリートスラブ塞ぎ

CB撤去痕補修

コンクリート縁石120×120

コンクリート縁石120×120

コンクリート縁石120×120

コンクリート縁石120×120

スロープ手摺

スロープ手摺

スロープ手摺

スロープ手摺

床下点検口（新設）600×600

段鼻タイル撤去、復旧

段鼻タイル撤去、復旧

U240撤去、復旧

U240撤去、復旧

汚垂れ石：花崗岩ｔ20本磨き仕上

床下点検口（新設）600×600
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A-37
S=1/50

R06.03

3670

5000

5
3
0
0

軽鉄鉄骨+木胴縁下地間仕切り壁（C-100×50）
【既存のまま】

剣道場用鋼製床組+ラワン合板ｔ15下地
ブナフローリングｔ18 WP【新設】

既設鋼製床組、床下地再利用部分を示す
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師範席

剣道場
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ロッカー (45)

ロッカー (27)

±0

柔 剣 道 場 の み （ 3 3 1 . 0 2 ｍ2）

(9) (9)

男子更衣室

＋360

管理室（2）女子更衣室

竹刀入

竹刀入 竹刀入

+100+100
+100

姿見鏡 1812×1800

手摺

壁掛け時計 壁付名札掛け額縁壁付名札掛け額縁壁付名札掛け額縁

笠木モルタル浮き：アンカーピンニング
エポキシ樹脂注入補修

パッケージ型消火栓

ライン引 ライン引 

パッケージ型消火栓

笠木モルタル浮き：アンカーピンニング
エポキシ樹脂注入補修

笠木モルタル浮き：アンカーピンニング
エポキシ樹脂注入補修
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A-38
断面詳細図1【改修男子便所】
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乾式二重床平面図　S=1/50

記：フクビ乾式二重床CP-F（耐荷重400Kg/ｍ2）同等品

　　支柱割り付け位置は設備配管調整のこと

鉄筋：タテ、ヨコ共D10@400

男子便所

(旧ｼｬﾜｰ室）

砕石撤去、すきとり

管理室（1）

木製胴縁組

　縦胴縁　40×45＠455

　横胴縁　15×45＠455

鉄筋：上端D10、13＠200縦横共

　　　下端：D10＠200縦横共

管理室（1）

天井：LGS5下地ケイ酸カルシューム板ｔ５EP

凡例： CP支持脚　50-348

システム根太ＳＧ

バリアフリートイレピット

記：床仕上撤去、壁下地共撤去、天井下地共撤去

床下点検口

金ゴテ直均し

LGSスタッドW=75

記：コンクリート　4FC（24+3）-18-20N

　　鉄筋：SD295A

乾式二重床平面図　S=1/50 管理室、男子便所断面詳細図（既存）　S=1/30 管理室、男子便所断面詳細図【改修】　S=1/30

乾式二重床、嵩上げスラブ詳細図　S=1/10

断面詳細図（既存）　S=1/30 断面詳細図【改修】　S=1/30

男子便所

(旧ｼｬﾜｰ室）

LGS65下地ライニング

ポストフォームｔ20×150

図示

R06.03

鉄筋切断、躯体端部サンダー掛け

CBｔ100撤去

CBｔ120撤去

塩ビ見切り

LGS天井下地 
化粧石膏ボードｔ9張り

しな合板ｔ6目透張り OP

床　モザイクタイル撤去
　コンクリートスラブ撤去

木製ｔ18 OP H=100

鉄筋切断、躯体端部サンダー掛け

長尺塩ビシートｔ2.3貼り

半磁器100角タイル貼り

塩ビ見切り

LGS天井下地
フレキシブルボードｔ4目透VP

※ライニングへの給水管は
コンクリートをはつり配管する。

捨て板合板ｔ12
パーティクルボードｔ20

長尺ビニール床シートｔ2.5
（ノンスリップタイプ）

ソフト巾木H=100

遮音システム根太ＳＧ

土間コンクリートｔ120
金ゴテ直均し

嵩上げコンクリートｔ120
12-20-20Ｎ

長尺ビニール床シートｔ2.5
（ノンスリップタイプ）
モルタル金ゴテ下地

既設防水モルタル金ゴテ

鉄筋切断、躯体端部サンダー掛け 砕石撤去

システム根太ＳＧ

システム根太ＳＧ

システム根太ＳＧ

CP支持脚　50-348

L=6×75×75

LGSスタッドW=75

塩ビ見切り 天井：LGS5下地ケイ酸カルシューム板ｔ５EP

塩ビ見切り

長尺ビニール床シートｔ2.5
（ノンスリップタイプ）
捨て張り合板ｔ12

壁：PB12.5下地化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

壁：PB12.5+12.5　EP

ソフト巾木　H=100

あと施工アンカーD10、D13＠200交互

あと施工アンカーD10＠200チドリ

あと施工アンカーD13 鉄筋：上端D10、13＠200縦横共
　　　下端：D10＠200縦横共

土間シートｔ0.15

砕石敷Ｃ40　ｔ100

乾式二重床

土間コンクリートｔ120

ソフト巾木

花崗岩ｔ20本磨き仕上

小便器

壁：PB12.5下地化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

CP支持脚　50-348
＠620

男子便所 バリアフリートイレ

ピット

Y6

X1

Y5

Y5Y5
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断面詳細図2【改修】
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柔道場地窓、巾木納まり 剣道場地窓、巾木納まり

横胴縁 24×45 ＠455

縦胴縁 40×45 ＠455

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

既
存
建
具
H
寸
法

カ
バ
ー
工
法
建
具
H
寸
法

MS-2

MS-2

MS-2

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

断面詳細図　S=1/10 断面詳細図　S=1/10 断面詳細図　S=1/10

30×35×1.2＠300

SOP

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

MS-2

MS-2

MS-2

SOP

MS-2

MS-2

MS-2

横胴縁 18×40＠303　

縦胴縁 34×40＠455　

断熱：グラスウールボードｔ25（32Kg/m2）張り

30×35×1.2＠300

手洗い詳細図

ピット

釜場

器具庫

床下点検口撤去
コンクリート塞ぎ

廊下（1）

ピット

釜場

断面詳細図　S=1/30　

バリアフリートイレ断面詳細図　 女子便所断面詳細図

断面詳細図　S=1/30　

平面図　S=1/30

断面詳細図　S=1/30　

PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

記：コンクリート　4FC（24+3）-18-20N
　　鉄筋：SD295A　D10＠200　縦横共ダブル

撤去外周部カッター入れ、既存鉄筋に溶接定着

ポストフォームｔ20×150

甲板：ポストフォーム20×150

アルミ引違い窓
（撤去、新設）

アルミ引違い窓
（撤去、新設）

新設額縁25×95 SOP

図示

R06.03

カーテンボックス補強金物

壁：有孔シナ合板目透張りｔ5.5  SOP塗り

カーテンボックスｔ25 SOP

シーリング10×10

既存建具ガラス障子撤去

カバー工法建具

シーリング10×10

シーリング10×10

額縁25×95 SOP

腰壁：ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

鋼製床組み下地（柔道場用）

根太：　　－

面格子【新設】

畳寄せ50×50

ＥＸＰゴム18×20

腰壁：ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

シーリング10×10

シーリング10×10

シーリング10×10

面格子【新設】

額縁25×95 SOP

シーリング10×10

シーリング10×10

シーリング10×10

腰壁：ラワン合板ｔ9下地 天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

ＥＸＰゴム18×20

巾木：18×118 OSCL

ＥＸＰゴム18×20

根太：　　－

鋼製床組み下地（剣道場用）

巾木：18×118 OSCL

ＥＸＰゴム18×20

シーリング20×10

既存建具ガラス障子撤去

カバー工法建具

シーリング10×10
外壁側：断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

二重額縁

天井：LGS5下地
　ケイ酸カルシューム板ｔ５EP

塩ビ見切り

既設防水モルタル

既設防水モルタル

嵩上げコンクリート
18-18-20N

鉄筋：D10＠200ダブル（縦横共）

床下点検口600角撤去
コンクリート塞ぎ

床下点検口 SUS600角新設
モルタル充填、
ビニール床シート貼り

モルタル金ゴテ
ビニール床シートｔ2.5貼り
（ノンスリップタイプ）

軽量スチールハンガードア

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ
ビニール床シートｔ2.5貼り
（ノンスリップタイプ）

床下点検口 SUS600角
モルタル充填、
ビニール床シート貼り

ソフト巾木H=100

塩ビ見切り

嵩上げコンクリート
18-18-20N

既存建具ガラス障子撤去

カバー工法建具

シーリング10×10
外壁側：断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

二重額縁

天井：LGS5下地
　ケイ酸カルシューム板ｔ５EP

塩ビ見切り

既設防水モルタル

既設防水モルタル

塞ぎ板25×60　SSCL

マーブルライトカウンター
（建築工事）

天井：軽鉄+木天井下地　

　天然木縁甲板ｔ9張り WP

PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

ソフト巾木

壁：軽鉄壁下地(スタッドW=75）

　石膏ボードGBR12.5+12.5　EP

LGS65下地ライニング

化粧鏡450×600（設備工事）

マーブルライトカウンター
（建築工事）

甲板：ポストフォーム25×150

床コンクリートスラブ撤去、復旧
（砕石、仕上モルタル共）

窓、カーテンボックス納まり

PU-2

X5Y6

▽1FL

▼GL



廊下（2）　展開図C 管理室（1）　展開図D管理室（1）　展開図C管理室（1）　展開図A 管理室（1）　展開図B
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〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 1階付属室展開図1【改修】

S=1/50

R06.03
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OPEN

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

OPEN

OPEN

（既存のまま）

（既存撤去・新設）

OPEN

A-40

既存巾木：木製ｔ18 OP H=100

既存廻り縁：木製25×40 OP 

ソフト巾木H=100

しな合板ｔ6目透張り OP

巾木：木製ｔ18 OP H=100

PB+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

化粧鏡450×600（設備工事）

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100

PB12.5+12.5 EP PB12.5+12.5 EP

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100

PB12.5+12.5 EP
木製建具塗装改修

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

PB12.5+12.5 EP

PB12.5+12.5 EP

既存モルタル壁：下地調整 EP

既存腰壁：ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100

既存ラワン羽目板貼ｔ12張り撤去（下地共）
モルタル金ゴテ EP

ソフト巾木H=100

マーブルライトカウンター
（建築工事）

甲板：ポストフォーム25×150

塞ぎ板25×60　OSCL 塞ぎ板25×60　OSCL

パッケージ型消火栓ホール

階段

廊下1

玄関ホール　展開図　C玄関ホール、廊下（1）　展開図　A

玄関ホール　展開図　D 廊下（1）　展開図D

廊下（2）　展開図B

廊下（1）　展開図C 廊下（2）　展開図A

玄関ホール　展開図　B

下足入

(新設)

下足入
(新設)

下足入
(新設)

下足入

(新設)

塞ぎ板25×60　SOP

(機械設備工事）

Y5 Y6 X2

X1 X1 Y5Y5X3

X3

Y6 Y5X2 X3
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/50

1階付属室展開図2【改修】R06.03
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（既存のまま）

ピット

（既存のまま）

ピットピット

ピット ピット

断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

A-41

乾式二重床 乾式二重床

巾木：木製ｔ18 OP H=100

トイレブース（巾木タイプ）WD-9

ソフト巾木H=100

PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6 PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

ソフト巾木H=100

PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

PB12.5+12.5 EP PB12.5+12.5 EP

木製ロッカー

木製建具塗装改修 PB12.5+12.5 EP

木製ロッカー

しな合板ｔ6目透張り OP

花崗岩ｔ20本磨き

化粧鏡450×600（設備工事）

嵩上げコンクリートｔ120

廊下1廊下1 管理室

男子便所　展開図A 男子便所　展開図B 男子便所　展開図C 男子便所　展開図D男子便所　展開図A'

バリアフリートイレ　展開図B バリアフリートイレ　展開図C

男子更衣室　展開図D男子更衣室　展開図C男子更衣室　展開図B男子更衣室　展開図A

(新設)

(新設)

バリアフリートイレ　展開図A バリアフリートイレ　展開図D

塞ぎ板25×60　SOP
塞ぎ板25×60　SOP

OPEN OPEN OPEN

X1 Y5X1

X2

X2 X2Y5 Y5

Y6

Y6 Y5 Y6X1

X2 Y6
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設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/50

1階付属室展開図3【改修】R06.03
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（既存のまま）

ピット ピット ピット （既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

ピットピット

断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

断熱ｔ25+防水PB12.5+
化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

A-42

しな合板ｔ6目透張り OP

化粧鏡450×600（設備工事）

巾木：木製ｔ18 OP H=100

巾木：木製ｔ18 OP H=100

しな合板ｔ6目透張り OP

木製ロッカー

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100

木製建具塗装改修

トイレブース（巾木タイプ）WD-10
PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

嵩上げコンクリートｔ120

PB12.5+12.5 EP

木製ロッカー

モルタル金ゴテ EP

ソフト巾木H=100

モルタル金ゴテ EP

モルタル金ゴテ EP

モルタル金ゴテ EP

ソフト巾木H=100

しな合板ｔ6目透張り OP

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100

PB12.5+12.5 EP

ソフト巾木H=100 ソフト巾木H=100

PB12.5+化粧ケイ酸カルシューム板ｔ6

嵩上げコンクリートｔ120

塞ぎ板25×60　SOP
塞ぎ板25×60　SOP

木製ロッカー

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

木製ロッカー

器具庫　展開図A 器具庫　展開図C

女子便所　展開図C 女子便所　展開図C’ 女子便所　展開図D 女子更衣室　展開図A 女子更衣室　展開図B

物入れ　展開図D物入れ　展開図C物入れ　展開図B物入れ　展開図A女子更衣室　展開図C

(新設)

女子更衣室　展開図D

器具庫　展開図D器具庫　展開図B 女子便所　展開図B女子便所　展開図A

(新設)
(新設)

(新設)

OPEN OPENOPEN

X3 X3

X5 X5 Y5 Y5X4 X5

X5 X4 X5 X5Y6 Y6Y5

Y5X5



水勾配 水勾配
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上野　悦夫
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 柔道場展開図1【改修】

A-43

3
0
0
0

3
0
0
0

柔道場展開図 A【改修】　S=1/50

柔道場展開図 B【改修】　S=1/50

木胴縁組：18×40　@455 下地
LGS45型 @455下地　

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）
（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

既存再利用取付

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

（既存のまま）

（既存のまま）

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

(機械設備工事）(機械設備工事）
見切り:25×40 SOP

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

アルミ建具（撤去、新設）アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設） スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

S=1/50

R06.03

木製面格子

壁：シナ合板目透し張り　ｱ)5.5  SOP塗り

壁:シナ合板 目透張り　ｱ)6.0  OP

壁:ラワン 羽目板張り ｱ)12 OSCL

巾木:木製 18×150 OS

廻縁:木製 25×40 OP　

廻り縁：米栂　30×30　SOP

木製建具塗装改修 木製建具塗装改修 木製建具塗装改修

梁型：モルタル薄塗アルミ建具（カバー工法改修）

手摺:アルミ(ビニール付）

カーテンボックス:木製 W=150

梁型：モルタル薄塗

スチールハンガードア新設スチールハンガードア新設

有圧扇φ300新設 有圧扇φ300新設

見切り:25×40 OP
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水勾配 水勾配
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 柔道場展開図2【改修】

A-44
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S=1/50

姿見鏡 上壇

（寒冷紗裏打ち）

(新設）

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

（既存のまま）

（既存のまま）

見切り:25×40 SOP

壁掛け時計

（既存のまま）

上壇

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

（既存のまま）

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

見切り:25×40 SOP

柔道場展開図 C【改修】　S=1/50

柔道場展開図 D【改修】　S=1/50

ラワン合板ｔ3下地

天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

姿見鏡断面詳細図　S=1/5

姿見鏡扉正面図　S=1/50

ローラーキャッチ上下２か所
蝶番4か所

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

R06.03

アルミ建具（カバー工法改修）アルミ建具（カバー工法改修）

カーテンボックス:木製 W=150

しな合板ｔ6目透張り OP

アルミ建具（カバー工法改修）

スチールハンガードア新設 スチールハンガードア新設

しな合板ｔ6目透張り OP

カーテンボックス:木製 W=150

吸気ガラリ吸気ガラリ

見切り:25×40 SOP

75×30 OSCL

扉框30×35 OSCL

75×30 OSCL

扉框30×35 OSCL

巾木：18×118 OSCL

ＥＸＰゴム18×20

畳寄50×50

ラワン合板ｔ5.5下地

鏡ＦＬ５

召しあわせ

鏡扉：ラワン合板ｔ3下地

天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室 上野　悦夫
NO.

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 剣道場展開図1【改修】

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482設　計 縮　尺

A-45

4
2
7
5

4
2
7
5

S=1/50

剣道道場展開図 A【改修】　S=1/50

既存再利用取付

（既存のまま）

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

剣道道場展開図 B【改修】　S=1/50

（寒冷紗裏打ち）

（既存のまま） （既存のまま）

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

（既存のまま 再利用）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

(機械設備工事） (機械設備工事）

見切り:25×40 SOP

見切り:25×40 SOP

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

R06.03

手摺:アルミ(ビニール付）

アルミ建具新設 アルミ建具新設 アルミ建具新設 アルミ建具新設

木製建具（塗装改修）

野地板ラワン合板：下地調整SOP

鉄骨表し：下地調整SOP

カーテンボックス:木製 W=150

LGS+木胴縁下地（断熱Gt50）
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

断熱Gｔ50+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

LGS+木胴縁下地（断熱Gt50）
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

アルミ建具（カバー工法改修） アルミ建具（カバー工法改修） アルミ建具（カバー工法改修）アルミ建具（カバー工法改修）

野地板ラワン合板：下地調整SOP

鉄骨表し：下地調整SOP

アルミ建具（カバー工法改修）

カーテンボックス:木製 W=150 カーテンボックス:木製 W=150

手摺:アルミ(ビニール付）

有圧扇φ300新設 有圧扇φ300新設
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室 上野　悦夫
NO.

設計年月日

図面名称一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

剣道場展開図2【改修】

A-46

8
5
0

2
2
0
0

4
0
0

400

4
0
0

400

壁掛け時計

壁付け名札掛け額縁 壁付け名札掛け額縁 壁付け名札掛け額縁 壁付け名札掛け額縁

2750W×750H 2750W×750H 2750W×750H 2750W×750H

木製格子

姿見鏡

剣道道場展開図 D【改修】　S=1/50

剣道道場展開図 C【改修】　S=1/50

S=1/50

師範席

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

断熱Gｔ25+木胴縁、ラワン合板ｔ9下地
天然木竪羽目板ｔ9張りOSCL

（寒冷紗裏打ち）

断熱Gｔ25+木胴縁下地
しな合板ｔ5.5張り SOP

見切り:25×40 SOP

(機械設備工事）

(機械設備工事）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

アルミ建具（撤去、新設）
スチール面格子（撤去、新設）

R06.03

木製建具（塗装改修） 木製建具（塗装改修） 木製建具（塗装改修） 木製建具（塗装改修）

スチールハンガードア新設

アルミ建具（カバー工法改修）アルミ建具（カバー工法改修）アルミ建具（カバー工法改修）

しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ5.5目透張りSOP

しな合板ｔ6目透張り OP

野地板ラワン合板：下地調整SOP

鉄骨表し：下地調整SOP

カーテンボックス:木製 W=150

LGS+木胴縁下地（断熱Gt50）
有孔しな合板ｔ5.5張り SOP

吸気ガラリ

パッケージ型消火栓

パッケージ型消火栓

吸気ガラリ
(機械設備 新設） (機械設備 新設）
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/50

2階付属室展開図【改修】

A-47
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（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま） （既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま） （既存のまま）

(新設)

(新設)

(新設)(新設)(新設) (新設)(新設)

(新設)

(新設)

R06.03

しな合板ｔ6目透張り OP

竹刀入れ(再利用）

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL

ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL ラワン羽目板貼ｔ12張り OSCL しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ6目透張り OP

しな合板ｔ6目透張り OP しな合板ｔ6目透張り OP

木製ロッカー

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

木製ロッカー

アルミ建具新設

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

アルミ建具（カバー工法改修）

アルミ建具新設

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

木製ロッカー

アルミ建具（カバー工法改修）

木製ロッカー木製ロッカー木製ロッカー 木製ロッカー木製ロッカー

木製ロッカー

アルミ建具（カバー工法改修）

木製ロッカー

木製建具（塗装改修）

木製建具（塗装改修）

木製建具（塗装改修）

格子（塗装改修）

格子（塗装改修）

木製建具（塗装改修）

木製建具（塗装改修） 木製建具（塗装改修）

断熱ｔ25+防水PB12.5(GL工法） EP

カーテンレール
カーテンレール

男子更衣室　展開図D男子更衣室　展開図C男子更衣室　展開図B

女子更衣室　展開図A 女子更衣室　展開図B 女子更衣室　展開図C 女子更衣室　展開図D

管理室　展開図A 管理室　展開図B 管理室　展開図C 管理室　展開図D

男子更衣室　展開図A師範席　展開図A 師範席　展開図B 師範席　展開図C 師範席　展開図D
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/50

階段室展開図1【改修】

A-48
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（既存のまま）

OPEN

（既存のまま）

物入れ

R06.03

PB12.5+12.5 EP

ボード張り 既存モルタル壁：下地調整 EP

ソフト巾木H=100（既存撤去・新設）

既存手摺H=800

既存モルタル壁：下地調整 EP

新設手摺H=800

ノンスリップ（既存のまま）

手摺増設H=800

手摺増設H=800

ソフト巾木H=100
（既存撤去・新設）

床：長尺塩ビシートｔ2.3（既存のまま）

床：長尺塩ビシートｔ2.3（既存のまま）

ホール

6

7

2

3

4

5

1

廊下（2）　展開図　A 階段　展開図　D 階段　展開図　A
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/50

階段室展開図2【改修】

A-49
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物入れ

※備蓄品倉庫 ※備蓄品倉庫

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

※備蓄品倉庫

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

（既存のまま）

R06.03

ソフト巾木H=100（既存撤去・新設）

ソフト巾木H=100（既存撤去・新設）

既存モルタル壁：下地調整 EP

ソフト巾木H=100
（既存撤去・新設）

コンクリート打放し(表し）

コンクリート打放し(表し）

木毛セメント板ｔ25

スチールドア：塗装改修

スチールドア：塗装改修

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

ソフト巾木H=100
（既存撤去・新設）

天井：化粧石膏ボード 天井：化粧石膏ボード

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

ソフト巾木H=100
（既存撤去・新設）

天井：化粧石膏ボード

既存CB撤去痕：モルタル補修

鉄筋切断

鉄筋切断

木毛セメント板ｔ25

木毛セメント板ｔ25

GWｔ50

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

GWｔ50

コンクリート打放し(表し）

GWｔ50

床：長尺塩ビシートｔ2.3（既存のまま）

手摺増設H=800

手摺増設H=800

手摺増設H=800

床：長尺塩ビシートｔ2.3
（既存のまま）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 階段室展開図3【改修】
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（既存のまま）

（既存のまま）
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（既存のまま）

（既存のまま）

R06.03

天井：化粧石膏ボード

ソフト巾木H=100（既存撤去・新設）

既存手摺H=800

既存モルタル壁：
下地調整 EP

鉄筋切断

鉄筋切断

既存CB撤去痕：モルタル補修

コンクリート打放し(表し）

木毛セメント板ｔ25

木毛セメント板ｔ25

コンクリート打放し(表し）

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

天井：化粧石膏ボード

GWｔ50

既存モルタル壁：ひび割れ補修
下地調整 EP

既存手摺H=800

ソフト巾木H=100
（既存撤去・新設）

床：長尺塩ビシートｔ2.3
（既存のまま）

階段、倉庫　展開図　D’階段、倉庫　展開図　B’ 階段、倉庫　展開図　C
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

1階天井伏図【改修】　S=1/100

1階天井伏図【改修】

A-51

外部梁型

S=1/100

R06.03

符　号 下　地 仕　上

軽鉄天井下地

軽鉄天井下地

軽鉄天井下地

化粧石膏ボードｔ9張り

野地板合板下地処理 SOP塗

錆止め塗装の上SOP塗り鉄骨表し部：下地調整

凡例： 部分は既存のままを示す

木製天井下地

天井点検口　アルミ450×450

天然木縁甲板ｔ9張り WP

石膏ボードｔ9下地 ロックウール吸音板ｔ12張り

ケイ酸カルシューム板ｔ5目透かし張り　EP

高圧洗浄、下地調整 外装用薄塗材E　ローラー塗り
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

外部梁型

S=1/100

R06.03

符　号

部材リスト

符号 符号 符号備考鉄骨断面鉄骨断面 備考備考 鉄骨断面

水平ブレース

母屋 C－100×50×20×1.6　(@600)

SG1

SG1A

SG2

SG3A

SB1

SB1A

SB2

1－M16　タンバックル付き

C－100×50×20×1.6　(@600) L-65x65x6  中ボルト　1-M12横胴縁

L-65x65x6  

Ｈ－400×200×8×13

Ｈ－400×200×8×13
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Ｈ－200×100×5.5×8
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化粧石膏ボードｔ9張り

野地板合板下地処理 SOP塗

錆止め塗装の上SOP塗り鉄骨表し部：下地調整

下　地 仕　上

木製天井下地

凡例： 部分は既存のままを示す

天井点検口　アルミ450×450

天然木縁甲板ｔ9張り WP

ケイ酸カルシューム板ｔ5目透かし張り　EP

高圧洗浄、下地調整 外装用薄塗材E　ローラー塗り

石膏ボードｔ9下地 ロックウール吸音板ｔ12張り

※剣道場の電気設備器具、配管は養生の上塗装改修とする。

KEY-PLAN
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 建具配置図（現況）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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NO.建具配置図【改修】
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AD1：W1.8×H2.0

ポーチ

屋外階段屋外階段
DNUP

※消規5-2-1の開口部
AW9：W0.75×H1.5

※消規5-2-1の開口部
AW10：W0.75×H1.5×5か所

玄関

(1/15)

ｽﾛｰﾌﾟ　L=2550

師範席

1
階
延
焼
ラ
イ
ン

1階延焼ライン

防火設備

防火設備

防火設備

2
階
延
焼
ラ
イ
ン

防火設備防火設備

防火設備

2階延焼ライン

2階延焼ライン

防火設備

防火設備

男子便所

廊下

（1）

男子更衣室

１階平面図　S=1/100 2階平面図　S=1/100

管理室（1）
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 建具表1【現況-改修】

A-55
S=1/50

改修区分(内容） カバー工法による改修 カバー工法による改修

改修区分(内容） カバー工法による改修 カバー工法による改修 カバー工法による改修 カバー工法による改修

塗装改修 塗装改修

撤去（新設）

撤去（新設）改修区分(内容）

改修区分(内容）

撤去（新設）撤去（新設） 撤去（新設）

撤去（枠共）

撤去（新設）

撤去（新設） 撤去（新設）

R06.03

障子（ガラス共）撤去 障子（ガラス共）撤去

障子（ガラス共）撤去

障子（ガラス共）撤去 障子（ガラス共）撤去障子（ガラス共）撤去

FIX

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX

0

7既存のまま

3
6
5

1
0
0

▽FL

2
2
6
5

2
8
9
0

▽FL ▽FL
▽FL

C
H
=

▽FL
▽FL

▽更衣室FL

▽FL ▽FL ▽FL

女子更衣室W=1600

750

1
5
0
0

1800

2
0
0
0

3
0
0

1
5
0

500 500

900

2
0
0
0

3
0
0

1
5
0

500

1
8
0
0

800

1
2
0
0

1
0
0

2
0
0
0

400

70

2000
400

70

2970

1
5
0
0

1800 70 1800 70 1800 70 1800 70 1800

9280

1800 70 1800

3670

1
5
0
0

3
5
0

3670

1800 70 1800

1
3
5

1800

1
5
0
0

3
5
0

1800

1
3
5

1800 70 1800

3670

6
0
0

1
7
6
5

1800

2
3
0
0

1
0
0
0

9
0
0

4
0
0

1800

6
0
0

1
7
6
5

1
0
0

1
6
6
5

750

1
5
0
0

1
2
0
0 1800 70 1800

3670

1
2
0
0

1
1
6
5 750

1
2
0
0

1
1
6
5

1000

1
9
1
2

6
5
0

1
5
0

250
150

6
5
0

3
1
2

1
5
0

7
9
0

記号 位置 数量

記号 位置 数量

1

備考

金物

ガラス

形式

材質　見込

機械室
SD
1

磨板ガラス t=5

アルミ

嵌殺し窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

磨板ガラス t=5

アルミ

竪軸回転窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

アルミ

引違連窓

アルミアングル 4方　水切皿板

付属金物一式

アルミ

嵌殺し窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

両開きフラッシュドア（ガラリ付）

DC　戸当り　ケースハンドル両面

丁番（3枚吊）フランス落シ　シリンダー本締錠

1 1 倉庫
SD
2

1

片開きフラッシュドア（額入）

DC　戸当り　ケースハンドル両面

丁番(3枚吊)ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠(内)ｻﾑﾀｰﾝ錠

1
男子シャワー室

女子シャワー室AD
2 2記号 位置 数量

備考

金物

ガラス

材質　見込

形式

押棒（ユニウッドL=1200 同等品以上）・方立・無目

フロアーヒンジ・シリンダー本締錠・アルミアングル3方

両袖・ドア　網入磨板ガラス t=6.8　欄間磨板ガラス t=5

アルミ

磨板ガラス t=5

アルミ

引違　五連窓

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

磨板ガラス t=5

アルミ

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

アルミ

片開き框ドア

備考

金物

ガラス

形式

材質　見込

透明ガラス t=3

アルミ

引違連窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

磨板ガラス t=5

アルミ

引違窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

透明ガラス t=3

アルミ

引違窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

アルミ

引違連窓

アルミアングル 4方（シャワー室のみアルミ膳板4方）　水切皿板

付属金物一式

アルミ

引違窓

アルミアングル（4方）　水切皿板

付属金物一式

アルミ

引違窓

アルミ板 t=1.5
ガラリ付

シャワー室側　アルミ膳板3方、更衣室側　アルミアングル3方

握玉・空錠・戸当り・DC

網入ガラス t=6.8

70 7070

70 70 70 70 70 70

70 70 70 70 86 86

型 板ガラス t=4

O.Pヌリスチール

片開きフラッシュドア（ガラリ付）

丁番（3枚吊）　シリンダー本締錠

DC　戸当り　ケースハンドル両面

O.Pヌリスチール O.Pヌリスチール

下枠のみステンレス 下枠のみステンレス

型板ガラス t=4 型板ガラス t=4 型板ガラス t=4

型板ガラス t=4 型板ガラス t=4

AD

引違連窓

玄　関

両袖・欄間 嵌殺し窓付 フロアーヒンジドア

姿　図

姿　図

姿　図

AW
1

柔道場 1

70

柔道場　　剣道場
AW
2

8

70

8柔道場　　剣道場
AW
3

3剣道場
AW
4

柔道場　　剣道場
AW
5

6
AW
6

4 管理室（1）
AW
7

1
AW
8 男子・女子　便所

女子シャワー室　更衣室
4男子シャワー室、2F男子更衣室、2F女子更衣室

膳板　水切皿板

付属金物一式

AW
9

階段、倉庫 剣道場
AW
10

4
AW
11

管理室（2） 1
AW
12

2F　女子更衣室 剣道場
SD
3

1

内部丸鋼 9φ

ステンレス下枠　ステンレス皿板

86

7

※消規5-2-1の開口部

※存置窓にはガラスフィルム貼りとする



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 建具表2【現況-改修】

A-56
S=1/50

1
9
1
2

1
9
1
2

8
0

1
8
9
4

2
1
5
5
0

1
8
9
4

2
1
5
5
0

8
0

改修区分(内容）

改修区分(内容）

改修区分(内容） 撤去（新設）撤去（新設）

撤去 撤去

撤去 塗装改修

撤去（新設）

撤去（新設）

撤去（新設）

塗装改修、付属金物更新、建付け調整、クロス貼替 塗装改修、付属金物更新、建付け調整、クロス貼替 撤去（枠共） 塗装改修、付属金物更新、建付け調整、クロス貼替

塗装改修、付属金物更新、建付け調整 撤去（枠共）

塗装改修、付属金物更新、建付け調整、クロス貼替

撤去（枠共新設）

撤去（枠共新設）

R06.03

アクリル板ｔ5はめ込み

SUSｔ1.5HL仕上

ハンガーレールカバー
SUSｔ1.5HL仕上

ハンガーレールカバー
SUSｔ1.5HL仕上

1370

800

1
9
0
0

6
5
0

1
5
0

150100

6
5
0

3
0
0

1
5
0

3
0
3

6
0

9501860

1
9
0
0

680

1
9
0
0

4
3
0

5
5
0

1
2
0

3
8
0

5
5
0

1
2
0

3
2
0
0

5
5
0

1
2
0

3
8
0

1
8
0
0

5
0

2
04
2
0

5
5
0

1
2
0

4
2
0

5
5
0

1
2
0

2
1
8
0

1
8
0
0

5
0

2
0

1500

3
6
3

4
4
3

1
2
0

1
8
0
0

880 120 3750

4750

8
5
0

950

1
9
0
0

6
5
0

1
5
0

150
100

6
5
0

3
0
0

1
5
0

3
7
0

1820

1870

1845

3
7
0

3
7
0

800

1
9
0
0

9
0
0

1
0
0
0

1400

1
2
0
0

1
9
0
0

1200

6
5
0

1
5
0

250
150

6
5
0

3
1
2

1
5
0

1
9
1
2

2000

250
150

1
9
1
2

1800

4
0
0

備考

備考

金物

ガラス

材質　見込

形式

備考

金物

ガラス

形式

記号 位置 数量

記号 位置 数量

材質　見込

金物

ガラス

形式

材質　見込

記号 位置 数量 2

シナベニヤ t=4

欄間付片開ドア

シリンダー錠（更衣室のみ）丁番

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ　握玉　空錠　DC  戸当

男子 便所・更衣室
WD
4

女子 便所・更衣室
4

WD
3

器具室

ヒノキ（板部分ﾗﾜﾝ合板 t=15）

両引分戸（上部格子付）

引戸用シリンダー錠

両引分戸（上部格子付）

柔道場　剣道場
WD
1

2

引分ハンガーフラッシュ戸（額入）

WD
5

管理室（1F）4

片開戸（上部格子付）

シリンダー錠　DC  押棒L=150　戸当

ｽﾃﾝﾚｽｸﾂｽﾞﾘ　1.2×20×40　丁番(3枚吊)

透明ガラス t=3

引違窓

甲丸レール　戸車　中折捻締

舟底引手

WD
6

管理室（1F）
WD
7

WD
8

掃除用具入

シナ合板 t=4

片開きフラッシュ戸

取手　丁番　

2

トイレブース形式

付属金物一式（トイレブース金物同等以上）　

1 1
WD
10

女子便所 1

トイレブース形式

付属金物一式（トイレブース金物同等以上）　

WD
9

男子便所

1水飲場
WD
11

引違戸

シナ合板 t=4

ユーステンレール　戸車　舟底引手

面格子

ビス止メ

格子 36×36 ＠100

ヒノキ（板部分ﾗﾜﾝ合板 t=15）、C.Lﾇﾘ

ﾕｰｽﾃﾝ片引用ﾚｰﾙ　戸当り　丸棒一文字引手L=150 ﾕｰｽﾃﾝ片引用ﾚｰﾙ　戸当り　丸棒一文字引手L=150

1

スチール O.Pヌリ 86 40 40 40 40

40 40 40 40

40

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠　引手　カバーPL1.6

(内)サムタ ーン錠

網入ガラス t=6.8

O.Pヌリ

型板ガラス t=4

ヒノキ（板部分ﾗﾜﾝ合板 t=15）

杉 O.Pﾇﾘ O.Pﾇﾘ T1ベニヤ t=5.5　O.P T1ベニヤ t=5.5　O.P

O.Pﾇﾘ

C.Lﾇﾘ

スチール O.Pﾇﾘ

管理室（1F）
W
1

1管理室（2）
WD
12

1
WD

1

ヒノキ（板部分ラワン合板 t=15）

欄間付片開戸及び4枚戸

押棒 L=150　　　丁番3枚吊

D.C　   戸当り

40C.Lﾇﾘ ヒノキ（板部分ラワン合板 t=15） C.Lﾇﾘ

片開4枚戸

戸車　舟底引手

3030

1､2F 男子更衣室

器具室 2F女子更衣室WD
2

WD
2’ WD2 ： 2

WD2’：3
1

姿　図

姿　図

姿　図

SW
1

柔道場 2

片引ハンガーフラッシュ戸（額入）

スチール O.Pヌリ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠　引手　カバーPL1.6

(内)サムタ ーン錠

網入ガラス t=6.8

86

SW
2

柔道場

1

シナベニヤ t=4

片引フラッシュ戸

舟底引手　ユーステン片引用　戸車　

アルミガラリ　引戸用シリンダー錠

40O.Pヌリ

額・型板ガラス t=4

1

S
2

S
柔道場　剣道場

S
3

18

丸鋼 9φ
FB 3×30

柔道場

剣道場 3

3

面格子

ビス止メ

30スチール O.Pﾇﾘ

格子 36×36 ＠100 格子 36×36 ＠100

FL

30×40 ＠100

60×30

格子 36×36 ＠100

W
D
-
2
'
は
1
8
0
0

下枠ステンレス（水抜穴付）ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ一式 下枠ステンレス（水抜穴付）ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ一式

引違窓

甲丸レール　戸車　中折捻締

舟底引手

40

型板ガラス t=4

杉 O.Pﾇﾘ

男子更衣室（1F）　器具室

ラワン合板 ビニールクロス貼りラワン合板 ビニールクロス貼り

ラワン合板 ビニールクロス貼り

ラワン合板 ビニールクロス貼り

13
師範席



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 建具表3【改修（新設建具）】

A-57
S=1/50

400

4
0
0

FLガラスにガラスフィルム貼り FLガラスにガラスフィルム貼り FLガラスにガラスフィルム貼り

R06.03

FLガラスにガラスフィルム貼り

FLガラスにガラスフィルム貼り

FLガラスにガラスフィルム貼り

Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5） Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5） Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）

FLガラスにガラスフィルム（目隠しタイプ）貼りFLガラスにガラスフィルム貼り

ドア袖部：強化ガラスFL5、欄間：強化ガラスFL5

FLガラスにガラスフィルム貼りFLガラスにガラスフィルム貼り FLガラスにガラスフィルム貼り

FIXFIX

アルミ（シルバー）

FIX

FIXFIX FIX

▽FL

▽FL ▽FL

▽FL ▽FL ▽FL ▽FL

▽FL▽FL

女子更衣室

2
0
0
0

2940

500
70

1800
70
500330 330

9210

35 1765
70

1800
70

1765 351765
70

1800
70

1800

3
0

1
4
3
0

4
0

3600

35 1765 70 1765 35

70

3
0

1
4
3
0

4
0

3
0

1
4
3
0

4
0

35 1730 35

1
3
5

1
3
5

750

1
5
0
0

1
2
0
0 750

1
2
0
0 1800 70 1800

3670

1
2
0
0

1
1
6
5 750

1
2
0
0

1
1
6
5

1
5
0

1
6
6
0

3
0
5
3
0
4
0

1
3
6
0

3
0

8
3
0

4
0

1
6
6
0

3
0
5
3
0
4
0

3
0
5
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備考

備考

金物

ガラス

材質　見込

形式

備考

金物

ガラス

形式

記号 位置 数量

記号 位置 数量

材質　見込

金物

ガラス

形式

材質　見込

記号 位置 数量
1
AD

1玄　関

-

姿　図

姿　図

姿　図

外観図　

平面図

シリンダー本締り錠（内部サムターン付）

AW
1

柔道場 1

70

引違　五連窓（カバー工法）

Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

柔道場　　剣道場
AW
2

柔道場　　剣道場
AW
3

8 8

70

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

引違　二連窓（カバー工法）

剣道場
AW
4

柔道場　　剣道場
AW
5

6

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

AW
6

4

70

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

引違　二連窓（カバー工法）

管理室（1）
AW
7

1

70

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8）

引違窓（カバー工法）

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

AW
8

4女子便所、女子更衣室、物入れ

バリアフリートイレ

70 70

引違窓（カバー工法） 引違窓（カバー工法）

男子便所、 2F男子更衣室、2F女子更衣室

膳板、水切皿板、付属金物一式

AW
9

階段2階踊り場

3

2

70

剣道場
AW
10

4

70

AW
11

管理室（2）

70

引違　二連窓【新設】

アルミ（シルバー）

アルミアングル（4方）　水切皿板　付属金物一式

付属金物一式

1

70

付属金物一式

70アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

アルミ（シルバー）

※消規5-2-1の開口部 防火設備（2F：4か所） 防火設備（2F：4か所）

防火設備 防火設備（2F：3か所）

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

防火設備（2F：1か所）

アルミ（シルバー）

アルミ（シルバー）

Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）

※消規5-2-1の開口部

アルミアングル（4方）　水切皿板　アームストッパー

アルミ（シルバー）

アルミアングル（4方）　水切皿板　アームストッパー

※消規5-2-1の開口部 ※消規5-2-1の開口部 ※消規5-2-1の開口部

大型引手、ステンレスガイドレール、ハンガーレール金物一式

網戸付 網戸付 網戸付

網戸付 網戸付 網戸付 網戸付 網戸付

網戸付 網戸付 網戸付

縦辷り出し窓【新設】

両袖・欄間嵌殺し窓付ハンガー引分け戸【新設】

AW
12

2F　女子更衣室 1 21F　柔道場

70

付属金物一式

アルミ（シルバー）

アルミアングル（4方）　水切皿板　アームストッパー

縦辷り出し窓【新設】

付属金物一式

アルミ（シルバー）

アルミガラリ【新設】

-

アルミアングル（4方）　水切皿板

-

防虫ネット、室内側レジスター付

AG
1

引違　二連窓【新設】

引違窓【新設】

Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）、2F防火設備窓：Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8） Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）、2F防火設備窓：Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8）

Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）、2F防火設備窓：Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8） Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）、2F防火設備窓：Low-E複層ガラス（E5・A6・PW6.8）Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5） Low-E複層ガラス（E5・A6・FL5）

縦辷り出し窓【新設】

網戸付

キックプレート框
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 建具表4【改修（新設建具）】

A-58
S=1/50

物入 物入
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6060
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95 7060
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0
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0

100 205

1
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1
2

8
0

1
9
0
0

2
1
5
5
0

100 205

断面図 断面図

スチール面格子断面詳細図　S=1/10（A3）

正面図　S=1/10（A3）

木製額縁にビス止メ

錆止め塗装の上SOP塗り

7
2

片引フラッシュ戸【新設】

引違窓【新設】

SOPﾇﾘ

R06.03

強化ガラスFL5 強化ガラスFL5 強化ガラスFL5

FLガラスにガラスフィルム貼り FLガラスにガラスフィルム貼り FLガラスにガラスフィルム貼り

ハンガーレールカバー
SUSｔ1.5ＨＬ仕上

SUSｔ1.5ＨＬ仕上
沓摺：SUSｔ1.5
ＨＬ仕上

ハンガーレールカバー
SUSｔ1.5ＨＬ仕上

SUSｔ1.5ＨＬ仕上
沓摺：SUSｔ1.5
ＨＬ仕上

木製額縁ｔ25×95

FB -ｔ3×30

丸鋼 12φ

丸鋼 12φ

アルミサッシ枠見込70ｍｍ

FB -ｔ3×30

FB -ｔ3×30

棚板付 棚板付

棚板付 棚板付

16

6

メラミン化粧合板フラッシュパネル

ラバトリーヒンジ、表示錠、帽子掛け戸当たり、物入れ：ケースハンドル空錠

メラミン化粧合板フラッシュパネル

ラバトリーヒンジ、表示錠、帽子掛け戸当たり、物入れ：ケースハンドル空錠

平面図 正面図
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備考
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ガラス

材質　見込

形式

備考

金物

ガラス

形式

記号 位置 数量

記号 位置 数量

材質　見込

金物

ガラス

形式

材質　見込

記号 位置 数量

姿　図

姿　図

姿　図

剣道場
SD
3

SW
1

柔道場

スチール　DP塗り

丁番(3枚吊)ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠(内部ｻﾑﾀｰﾝ付）

ドアチェック、付属金物一式

片開きフラッシュドア（額入）【新設】 片引ハンガーフラッシュ戸（額入）【新設】

スチール　DP塗り

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠（内部サムターン付）　引手　カバーPL1.6 DP塗り

1

86

軽量スチールハンガードア（片引き、戸袋無し三方枠納まり）【新設】

化粧鋼板フラッシュ戸（額入り、ガラリ入り）

4ｍｍ型板ガラス

抗菌樹脂製引棒、表示付非常解錠シリンダー、大型サムターン

他取付金物一式

スムードSタイプ（三和シャッター）同等品　

LSD
2

男子便所、女子便所

245

軽量スチールハンガードア（片引き、戸袋無し三方枠納まり）【新設】

化粧鋼板フラッシュ戸（額入り、ガラリ入り）

4ｍｍ型板ガラス

他取付金物一式

スムードSタイプ（三和シャッター）同等品　

抗菌樹脂製引棒、

245

軽量スチールハンガードア（片引き、戸袋無し三方枠納まり）【新設】

化粧鋼板フラッシュ戸（額入り、ガラリ入り）

4ｍｍ型板ガラス

スムードSタイプ（三和シャッター）同等品　

抗菌樹脂製引棒、

LSD
3

男子更衣室2 2LSD
1

WD
8

WD
9

1

1

バリアフリートイレ

物入れ 男子便所

245

1WD
10

女子便所1

40 40 40

他取付金物一式

他取付金物一式

他取付金物一式

L型手摺取付部パネル補強

他取付金物一式

L型手摺取付部パネル補強

トイレブース（巾木タイプ） トイレブース（巾木タイプ）

額・ランマ：型板ガラス t=4

ステンレス下枠　ステンレス皿板

2
SW
2

柔道場2

下枠ステンレス（水抜穴付）ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ一式

スチール　DP塗り

引分けハンガーフラッシュ戸（額入）【新設】

1
S

柔道場　剣道場

FB 3×30

S
3

S
2

3柔道場柔道場

剣道場

丸鋼 12φ

柔道場　剣道場

スチール 30
面格子【新設】

100 100

下枠ステンレス（水抜穴付）ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ一式

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠（内部サムターン付）　引手　カバーPL1.6 DP塗り

沓摺、額縁：SUSｔ1.5加工、ＨＬ仕上沓摺、額縁：SUSｔ1.5加工、ＨＬ仕上

WD

WD
3

1器具庫

ポリエステル化粧合板

舟底引手　ユーステン片引用　戸車　

アルミガラリ　引戸用シリンダー錠

40

他取付金物一式

額・型板ガラス t=4

甲丸レール　戸車　中折捻締

舟底引手

40

型板ガラス t=4

杉

男子更衣室（1F）　器具室

※消規5-2-1の開口部 ※消規5-2-1の開口部※消規5-2-1の開口部

片引開きフラッシュ戸

ポリエステル化粧合板

丁番、握り玉、シリンダー錠、ドアチェック
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 1階床伏図【改修】

S=1/100

600×600

600×600

R06.03
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外
階
段

UP
新設歩道

既設歩道

＋700

男子更衣室
＋700

+250

+400

ポーチ
手洗いコーナー

＋700
器具庫

（2）

廊下
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階段
手摺

手摺

手摺

手摺 倉庫
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※備蓄品倉庫
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物入れ＋700
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女子便所
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犬走り

犬走り
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上壇

管理室（1）

+100玄関
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物入
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ピット
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凡例：

18×20

＠900×1200

根太：　　－30×35×1.2＠300

50φ×40ｔ

柔道場　断面詳細図　Ｓ＝1/10 耐震ブレース　断面詳細図　Ｓ＝1/10

参考図参考図

針葉樹構造用合板　ｔ15　Ｆ☆☆☆☆
18×20

柔道場

柔道場　床伏図　S=1/100

針葉樹構造用合板ｔ15Ｆ☆☆☆☆

柔道畳ｔ60（再利用）

A-59

コンクリートスラブ下げ、乾式二重床H=400

軽鉄壁下地間仕切り壁（スタッドW=75）

床コンクリート嵩上げｔ130

床コンクリートスラブ撤去、復旧柔道用畳ｔ60(ビニール表カバー式）新設巾木

ＥＸＰゴム

大引：ロ-60×60×2.3＠900

外周部分バウンドゴムなし

調整ボルト12.7φ

支持台48.6φ×2.3ｔ

アンカーボルト12.7φ

畳寄枠50×50

バウンドゴム

出入口沓摺

ＥＸＰゴム

畳寄枠50×50

下部羽子板

上部ターンバックル

上部羽子板
頭つなぎ受板

耐震ブレースボルト

下部ターンバックル

支持台：48.6φ×2.3ｔ＠900×1200

大引：ロ-60×60×2.3＠900

根太　　－30×35×1.2＠300

耐震ブレース、9ヵ所

　　外周部分バウンドゴムなし

床下点検口（タタミ下）

床下点検口（タタミ下）

壁
芯
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 2階床伏図【改修】　

S=1/100
A-60

R06.03

女子更衣室
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管理室（2）
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剣道場　床伏図　S=1/100

剣道場　断面詳細図　S=1/10

18×20

５０φ×３０ｔ

針葉樹構造用合板　ｔ15　Ｆ☆☆☆☆

根太：　　－30×35×1.2＠300

参考図

２１７×１８００　寸法安定加工　工場半塗装品
ポリッシャー掛けの上水性２液１回塗装仕上

剣道場

床：ブナ積層フローリングｔ18　隠し特殊張り PW3回塗り巾木

ＥＸＰゴム

大引：ロ－６０×６０×１．６＠９００

調整ボルト１２．７φ

支持台４８．６φ×２．３ｔ＠９００×１２００

外周部分バウンドゴムなし

アンカーボルト１２．７φ

バウンドゴム

ＥＸＰゴム１８×２０

出入口沓摺

根太：　　－３０×３５×１．２＠３００

大引：ロ－６０×６０×１．６＠９００

支持台４８．６φ×２．３ｔ＠９００×１２００

針葉樹構造用合板ｔ１５Ｆ☆☆☆☆

カバ　大型積層フローリングｔ１８　隠し特殊張り

　　外周部分バウンドゴムなし

パッケージ型消火栓基礎

パッケージ型消火栓基礎

壁芯

5
3
0
0

5
3
0
0

5
4
0
0

1
6
0
0
0

5
4
0
0

4
0
0
0

5
3
0
0

2
5
0
0

1
3
0
0

2
8
0
0

2
8
0
0

2
5
0
0

2402500 1500350

5000 5000 5000 5000 5000

240

500025000

240

2500 25001500

1000500

5
3
0
0

1
6
0
0
0

X1

X2

X3

X5

X4

X1

X2

X3

X5

Y8Y5Y4Y3Y2 Y6 Y7Y1



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 家具詳細図1

4　箇所　

平面図

平面図

2　箇所　

2　箇所　 1　箇所　

平面図

パネル本体：化粧パーティクルボード（木目柄）

家具仕様

背板：メラミン化粧合板

家具仕様

パネル本体：化粧パーティクルボード（木目柄）

家具仕様

背板：メラミン化粧合板

平面図

2　箇所　

家具仕様

玄関下足入れ（4×5＝20人） 1階男子更衣室ロッカー（8×3＝24人）

1階女子更衣室ロッカー（3×3＝9人）

2階男子更衣室ロッカー1（3×3＝9人）

2階女子更衣室ロッカー（9×3＝27人）

2階男子更衣室ロッカー2（9×3＝27人）2階男子更衣室ロッカー2

A-61

パネル本体：化粧パーティクルボード（木目柄）

背板：メラミン化粧合板

パネル本体：化粧パーティクルボード（木目柄）

背板：メラミン化粧合板

1　箇所　

断面図

正面図

断面図

断面図 正面図

正面図正面図

断面図
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156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 家具詳細図2

平面図

パネル本体：化粧パーティクルボード（木目柄）

家具仕様

背板：メラミン化粧合板

2　箇所　竹刀入れ（2階男子更衣室）

2階男子更衣室ロッカー3（15×3＝45人）

A-62

竹刀入れ（女子更衣室）

家具仕様

柱：桧-90×90（ほぞ差し組立）

笠木：桧-30×90

格子：杉-36×36

CL仕上

1　箇所　

家具仕様

柱：桧-90×90（ほぞ差し組立）

格子：杉-36×36

CL仕上

笠木：桧-30×60

側面図

1　箇所　

（壁側２面）

部屋側２面

正面図 断面図

断面図

平面図

平面図

断面図 断面図
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S=1/20

竹刀入

R06.03

柱：桧-90×90　CL

既存壁：しな合板ｔ6

笠木：桧-30×90

格子：杉-36×36　CL

桧-30×90

ラワン合板ｔ12 ラワン合板ｔ12

ラワン合板ｔ12

桧-30×30

しな合板ｔ5.5 SOP

断熱ｔ25
+防水PB12.5(GL工法）EP

巾木：18×100

笠木：桧-30×90 CL

笠木：桧-30×90 CL

桧-30×90 CL

桧-30×90 CL

格子：杉-36×36　CL
格子：杉-36×36　CL

笠木：桧-30×60 CL

杉-36×36　CL

笠木：桧-30×60 CL

笠木：桧-30×60 CL

Y4

X1

X1



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称
A-63

ボード（下地張りのない場合） ボード（下地張りのない場合）

断面詳細図　S=1/5 断面詳細図　S=1/5

断面詳細図　S=1/5 断面詳細図　S=1/5

ボード類（下地張りのある場合） 木製天井下地天然木縁甲板ｔ9張り

R06.03

床下点検口詳細図（バリアフリートイレ、女子便所）

上面図　S=1/10
断面詳細図　Ｓ＝1/3

密閉型・ステンレス製フロアーハッチ　ＭＳＥＭ（モルタル用）

参考図

男子便所床下点検口詳細図 柔剣道場手摺詳細図

軽鉄天井補強（天井ふところの大きいところ）

600

560

床下換気孔詳細図

619

200

6
1
9

9
6
0
0

1
0

606

9 588 9

600

8 584 8

560

6
0
0

8
5
8
4

8

5
6
0

1
0
0

1
0
0

150

2
0
0

周辺部の天井下地の組み方（天井のふところが大きい場合）

野縁

野縁受け
クリップ屋外の場合のクリップは

野縁

野縁受け
内側に折り曲げる

断　面　１／１０

インサート＠900程度 インサート＠900程度

 吊ボルト　ねじ山径9.0φ（有効径8.1ｍｍ以上）

　＠900

 吊ボルト　ねじ山径9.0φ（有効径8.1ｍｍ以上）

　＠900

水平補強（　　－19Ｘ10Ｘ1.2以上）

縦横方向に＠1800程度

斜め補強
（　　－19Ｘ10Ｘ1.2以上）
相対する斜め材を一組とし、
縦横方向に＠3600程度

水平補強（　　－19Ｘ10Ｘ1.2以上）

縦横方向に＠1800程度

斜め補強
（　　－19Ｘ10Ｘ1.2以上）
相対する斜め材を一組とし、
縦横方向に＠3600程度

150以内 150以内

3
0
0
0
 
≧
 
H
 
≧
 
1
5
0
0

3
0
0
0
 
≧
 
H
 
≧
 
1
5
0
0

国交省3-01-01

国交省3-01-05

国交省3-01-02

記：SOP塗装改修

RIVET

t=0.5

差込部  SUS304  t=0.5

抜け止め金具

品  番
サイズ

商 品 名
D

適用パイプ内径
BA L

314-332 142 97 53

314-333 167 12260

314-334 192 14760

314-335 246197 70

124

172

220

147

φ100

φ125

φ150

φ200

SUSパンチング カンキコウSP100A

SUSパンチング カンキコウSP125A

SUSパンチング カンキコウSP150A

SUSパンチング カンキコウSP200A

材質：フェイス部・SUS304 t=0.5　　差込部・SUS304 t=0.5

      仕上：カチオン電着塗装後ポリエステル樹脂焼付塗装（標準Uシルバー）

1
0

各部詳細図1

床排水溝

フラットバー断面（ノンスリップ加工）

断面図　S=1/10

平面図、断面図　S＝1/10

図示

φ
B

φ
A

27

L

φ
D

蓋プレート（ＳＵＳ４３０）

天然木縁甲板ｔ9張り WP

 吊ボルト　ねじ山径9.0φ＠900  吊ボルト　ねじ山径9.0φ＠900

 吊ボルト　ねじ山径9.0φ＠900  吊ボルト　ねじ山径9.0φ＠900

野縁受45×40＠900

野縁45×40＠450（縦横共）

ステンレス枠

モルタル金ゴテ仕上げ　ア25

ステンレス細目グレーチング

断面詳細図　S=1/10

(S)(W)

（テ－プ又は塗装）

目透し工法

(S)

（下地張りＧＢ－Ｒ ｔ＝９．５）

(W)

突付け工法

(W) (S)

突付け工法

(5)

平面図

断面図　S=1/10

記：フクビ床下点検口AT同等品

（既存のまま再利用）

合板ｔ15下地
長尺ビニール床シートｔ2.5貼り

補強桟

取っ手

補強根太
遮音システム根太ＳＧ

取っ手

内外アルミ枠

手摺:アルミ(ビニール付）

棒鋼φ22SOP＠1000

PL-6×60×150＠1000

FB-3×35　SOP（ビス止め）

あと施工アンカー

33

7 1 7

補強材（ＳＵＳ４３０）

3
3

2
.
5

5
9

14

5
0

5
8

アンカー（ＳＰＨＣ）

枠（ＳＵＳ３０４）

蓋フレーム（ＳＵＳ３０４）
ロックボルト

ロックボディ

ｔ＝２．５
クッション材

モルタル止め （ＳＵＳ３０４）

（ＳＵＳ３０４）

（クロロプレン）

200 55

1
5
0

8

2
0

主部材

2517

998 20
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 各部詳細図（屋根鉄骨納まり）

①軒先 ②ケラバ

③棟 ④下り棟

A-64

参考図　 参考図　

参考図　参考図　

樋下地材：PL-2.3×100×340ブラケット加工

（既存母屋に溶接）＠450

S=1/5

R06.03

破風板：フッ素SGL鋼板ｔ0.45

（ケイカル板ｔ12裏打ち）

背板

屋根一体型軒樋
（枯葉防止カバー付き）

補強材

落ち葉除け

塞ぎパネル：ｔ0.45

10

3.5

10

3.5

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

通シ吊子：屋根同材加工

棟包ミ：屋根同材加工

棟下地板：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

下リ棟補強板：亜鉛メッキ鋼板 t=1.6

下地材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下リ棟捨板：塩ビ鋼板 t=0.35

下リ棟カバー：屋根同材

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存屋根葺き材：アスファルトルーフィング1層

シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配

既存野地板：ラワン合板ｔ12（Ｔ１）

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存屋根葺き材：アスファルトルーフィング1層

シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配

既存野地板：ラワン合板ｔ12（Ｔ１）

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）　　　

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

吊子 亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存野地板：ラワン合板ｔ12（Ｔ１）

既存屋根葺き材：アスファルトルーフィング1層

シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

軒先唐草：アルミ押出型材

（アルマイト処理）

母屋：C-100×50×20×ｔ1.6

ケラバ金具：亜鉛メッキ鋼板 t=2.3

ケラバ水切：屋根同材加工

ケラバ水切：屋根同材加工

ケラバカバー：屋根同材

ケラバ捨板：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

ケラバ唐草：アルミ押出型材

（アルマイト処理）
断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存野地板：ラワン合板ｔ12（Ｔ１）

既存屋根葺き材：アスファルトルーフィング1層

シングル葺き（釘打工法）3.5寸勾配

(185)

260

@260

@600@600

@600
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260

@260

260

600

25
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 各部詳細図（屋根RC納まり）

①軒先 ②ケラバ

⑥壁捨て谷 ⑦壁立上り

A-65
S=1/5

参考図　 参考図　

参考図　参考図　

樋下地材：PL-2.3×100×250ブラケット加工

ベースPL-6×120×180＠450

R06.03

屋根一体型軒樋
（枯葉防止カバー付き）

補強材

落ち葉除け

塞ぎパネル：ｔ0.45

10

3.5

10

3.5

捨谷捨板：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

雨押エ：屋根同材加工

下地材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

雨押エ：屋根同材加工

壁立上リ下地材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

通シ吊子：屋根同材加工

補強材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存屋根葺き材：アスファルト防水下地

シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

既存均シモルタルｔ20

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存屋根葺き材：アスファルト防水下地

シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

既存均シモルタルｔ20

ケラバカバー：屋根同材

ケラバ捨板：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4

ケラバ唐草：アルミ押出型材

（アルマイト処理）

ケラバ水切：屋根同材加工

ケラバ水切：屋根同材加工

シーリング

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

吊子：亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存均シモルタルｔ20

既存屋根葺き材：アスファルト防水下地

シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

TSAタルキバンド：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45横葺き

（ポリエチレンフォーム t=4.0 裏貼）

バックアップ材：押出法ポリスチレン板

吊子 亜鉛メッキ鋼板 t=1.2

TSAタルキ：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0

ゴムアス防水シート（片面粘着）

既存均シモルタルｔ20

既存屋根葺き材：アスファルト防水下地

シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

軒先唐草：アルミ押出型材

（アルマイト処理）
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図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 構造設計特記仕様書

A-66

天井下地受け材

NO SCALE

R06.03

    kN/㎡

３０

３０

１００

１００

18 60％以下18

2

24 18 60％以下

玄関ポーチ

スロープ

24 18 60％以下

24 18 60％以下

D10、D13

30

B.PL、GPL

R

方杖材文中「共仕」と記す。　※基本事項は｢共仕｣による。

６．鉄筋工事

２．各種の書類、報告書等

１．建築物の構造内容

・適用は 印とする。

７．コンクリート工事

８．鉄骨工事

５．地業工事

４．地 盤

９．その他

３．使用構造材料

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版は、

(JIS規格品及び大臣認定品)

構造設計特記仕様書

SD295

SD345

SD390

SR235

JIS G 3551

SN400A

SN400B

SN400C

SN490B

SN490C

SM490YA

SM490YB

SSC400

SUS304

BCP235

BCP325

STKN400B

STKR400

STK400

BCR295SS400

S10T

4T

ABR400

ABR490

F10T

SS400

F8T

JIS A 5540

であることが確認されるまで。 あることが確認されるまで。

圧縮強度が設計基準強度以上であ圧縮強度が設計基準強度(Ｆｃ)の８５％以上

荷重及び外力について、構造計算により安全
又は１２Ｎ/mm２以上であり、かつ、施工中の り、かつ、施工中の荷重及び外力

について、構造計算により安全で
の圧縮強度に
コンクリ－ト

よる場合

セメントのＢ種

コンクリ－ト
の材齢による
場合　　(日)

低熱ポルトランド

中庸熱ポルトラン
ドセメント、

セメント、混合

早強ポル

セメント
トランド

普通ポルトラ

混合セメント
ンドセメント、

のＡ種

左記のすべてのセメント

コンクリ－トの圧縮
強度による場合

コンクリ－トの

材齢による場合

(日)

早強ポルトラ
ンドセメント 混合セメント

普通ポルトラ
ンドセメント、

のＡ種

中庸熱ポルトラ
ンドセメント、
低熱ポルトラン

混合セメント

ドセメント
のＢ種

項 目 継手工法

異形鉄筋

溶接金網

丸  鋼

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

：特記による

無収縮グラウト材

無収縮モルタル材

構造体用モルタル材

材 料 材 質 備 考強度(N/mm2)

非金属骨材系

非金属骨材系

非金属骨材系 金属骨材系

金属骨材系

金属骨材系

構造体を貫通する配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

設備機器、工作物、その他の部位の設置は、事前に監督職員の承諾を得ること。

地中に埋設するもの、又は構造体に打込む配線・配管等は、事前に監督職員の承諾を得ること。

建物に付随する旗竿、門扉等で、自重を有するもの、又は風圧を受けるもの、積雪荷重を受ける

ものを施工する場合は、事前に監督職員の承諾を得ること。

承諾は、施工計画書に必要とする施工図等を添えてたものを原則とする。

無

広告塔

(吊荷重＝      kN)

地上    階 ： 地下    階 ： 塔屋    階

エスカレーター

(    人乗)

特定天井

有

高架水槽 (     kN)

(            )

煙突

鉄筋コンクリ－ト造(ＲＣ)

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造(ＳＲＣ)

クレ－ン

エレベ－タ－

施工図(躯体図等)

コンクリート配合計画書

鉄骨製作工場の承認願い

その他(                  )

コンクリート工事の施工計画書

鉄骨工事の施工計画書(「共仕」に掲げるもの。)

該当する工種

その他(                  )

その他(                  )

Ｘ方向

Ｙ方向 ルート１－１

ルート１－１ ルート１－２

ルート１－２

鉄骨造(Ｓ)

倉庫積載荷重(    N/m2)

(     kN)受水槽

リフト (     kN)

キュ－ビクル

ルート２

ルート２

ルート３

ルート３

杭

鉄筋

鋼材

スタッド

錆止め塗料

セメント

無収縮モルタル材について製造所の証明書

安定液、根固め液及び杭周辺固定液

鉄筋継手金物

高力ボルト

アンカーボルト

混和材料等

溶接金網

普通ボルト

デッキプレート

ターンバックル用ボルト

骨材

ＡＬＣパネル

地盤改良に関するもの

建築用コンクリートブロック

溶接棒、ワイヤ、フラックス

特殊ボルト

ターンバックル胴

１－１ 構造種別

１－２ 階  数

１－３ 屋上付属物

１－４ 増築計画

１－５ 特殊荷重

１－６ その他

１－７ 構造計算ルート

２－５ 設備機器等の設置

※ 工種別に示す試験報告書を提出すること。事前に試験計画書を提出し承諾を受けること。

２－４ 材料等の証明書の提出

２－１ 提出書類等(その他の提出書類等は工種別に示す。)

３－４ 鉄 筋
３－３ 建築用コンクリ－トブロック

３－２ 高性能無収縮材

３－５ 鋼 材

※ 単位水量の最大値：１８５kg/ｍ3

※ コンクリートに含まれる塩化物量(塩化物イオン)：０.３０kg/ｍ3以下
※ 単位セメント量の最小値：２７０kg/ｍ3

普通エコセメントは５５％、再生骨材Ｈは６０％
低熱ポルトランドセメント･混合セメントのＢ種は６０％、

※ 荷卸し地点における空気量：４.５％(ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤を用いるコンクリート)
※ 水セメント比の最大値：普通･早強･中庸熱ポルトランドセメント･混合セメントのＡ種は６５％、

配筋検査

溶接継手

機械式継手

(一社)茨城県建築士事務所協会認定の優良鉄筋施工業者による施工とする。

セメント ポルトランドセメント シリカセメント

フライアッシュセメント

粗骨材 工場標準化品

混和剤 工場標準化品

高性能ＡＥ減水剤

混和材 フライアッシュ

躯体防水混和材

ＡＥ減水剤

膨張材

試し練りは躯体に使用するコンクリートを対象とする。

行わない )

強度及びスランプが異なる全部について行う。

７－４ 試験

砂利＋砕石又は高炉スラグ

細骨材 工場標準化品 砂＋高炉スラグ細骨材

砂＋フェロニッケルスラグ

高炉セメント

エコセメント

ＡＥ剤

流動化剤

高炉スラグ微粉末

砂利

砂

７－１ コンクリートの種類

７－２ 材料

土間コンクリート躯体

社内検査表

製品検査

溶接に対する技量付加試験

材料試験

※ 別添の仕様書と内容が重複した場合は監督職員との協議による。
※ 本仕様書に記載の無いものは監督職員との協議による。
※ 法律の改正等により本仕様書を変更する場合がある。

項 目項 目 種類及び強度区分等 種類及び強度区分等

高力ボルト

普通ボルト

アンカ－ボルト

ダブル シングル

スタッド

建築用

鉛直ブレース

水平ブレース

頭付きスタッド

あと施工アンカー
金属拡張アンカー

接着系アンカー

タ－ンバックル

ナット

３－６ ボルト等(特殊柱脚のアンカーボルトはメーカー仕様による。)

Ⅰ類

Ⅱ類 

７－３ 試し練り 行う(

８－２ 工事監督職員が立会う検査・試験

８－１ 事前に監督職員の承諾を要するもの。
製作工場の認定 (大臣認定     グレード以上)

鉄骨製作管理技術者資格証明書

現寸検査
建方検査 高力ボルト摩擦接合

中間検査(組立・開先)

※ コンクリートは、アルカリシリカ反応を生じるおそれのないもの。

ガス圧接継手

溶接技能資格者の証明書

特記による（　　　　　　　　　　　　)下記表による－「共仕」６章９節

試験の目的 調合管理強度の判定 型枠取外し
時期の決定 構造体コンクリート強度の判定

１回の試験、供試体の養生方法及び材齢

頻度
１５０ｍ３ 以下にほぼ均等に分割した単
位ごとに行う。

打込み日ごと、打込み工区ごと、かつ、
ごと、かつ、１５０ｍ３ 
以下にほぼ均等に分割した
単位ごとに行う。

打込み日ごと、打込み工区

定める。
必要に応じて

試供体の
個数　　

３

試供体の
製作方法

試料で同時に３個の供試体
を作製する。

１台の運搬車から採取した

取し、１台につき１個（合計３個）の供試体を製作する。
適切な間隔をあけた３台の運搬車から、それぞれの試料を採

標準養生養生方法 標準養生

生
又は封かん養
ける水中養生
工事現場にお

ける水中養生
工事現場にお

ける封かん養
生

工事現場にお

材齢 ２８日２８日 ２８日定める。
必要に応じて

９１日以内

２８日及び
２８日を超え

※ １回の試験における圧縮強度の平均値は、「共仕」６.９.３(４)による。

７－５ コンクリート表面の仕上り状態

Ｃ種Ｂ種Ａ種

７－６ 型 枠 ※ 打放し用型枠の施工範囲は特記による。

―

１５

１７

２５

２８

２８ ２８５℃以上

０℃以上

１５℃以上

平均気温

種類
セメントの

期間中の
存置

圧縮強度が５Ｎ/mm２ 以上となるまで。

梁下スラブ下施工箇所

３

５

３

５

８

２１５℃以上

５℃以上

０℃以上

―

セメント
の種類

の平均気温

存置
期間中

施工箇所 基礎、梁側、柱、壁

型枠存置期間及び取外し

「共仕」６.８.２による。

１０ １２

５

７

６

８

１２

８

合板せき板を用いる場合のコンクリートの打放し仕上げの種別 －「共仕」表６.２.４

※ スランプは「共仕」の表６.２.２、表６.５.１により、調合は６.３.２による。

３－７ その他

材料

高強度せん断補強筋

特殊仕口材

デッキプレ－ト

フラットデッキプレ－ト

合成スラブ用デッキプレ－ト

特殊柱脚

ＡＬＣパネル

標準貫入試験

孔内水平載荷試験

近隣 ) 無４－１ 地盤調査資料 有 (

長期許容支持力度

試験掘り 　ヶ所

５－１ 直接基礎

底盤の位置  設計ＧＬ－

支持層の地質 (          )

※ 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合がある。

深層混合処理工法

ラップルコンクリート浅層混合処理工法

メーカー仕様書等添付有

地盤の確認

地盤改良

( 立会い )

置換工法

調査計画の内容

４－２ 地盤調査計画

既存建物等撤去後、敷地内追加調査

有無 追加調査：

外観試験 (試験対象：全圧接部)

※ １ロットは､１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

引張試験 

超音波探傷試験 (試験従事者は「共仕」５.４.１０(イ)による。)

物理的性質試験(比重,粒度 等)

ラムサウンディング試験

力学的性質試験(圧密,一軸 等)

５－２ 既製杭 (注)既製杭の管理は、各関係建設企業団体の管理要領を参照すること。

地業工事施工記録報告書

根固め液の強度発現報告書

地業工事施工計画書

施工後の杭芯確認図

５－６ 提出書類等

ソイルセメント強度発現報告書

杭の載荷試験   ヶ所 水平 )鉛直

試験掘り    本   本試験杭

(

５－５ 床下防湿層

試験杭又は試験掘りの立会い

※ 適用及び範囲は特記による。

杭先端支持層の地質 (          )

Fc＝   N/mm2コンクリート 鉄筋主筋

アースドリル工法 リバース工法

ＢＨ工法

オールケーシング工法

深礎工法

材料

工法

杭 径(㎜) 設計支持力(kN/本) 杭 径(㎜) 設計支持力(kN/本)

５－４ 杭径と支持力

Ａ種 Ｃ種Ｂ種ＰＨＣ

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種ＰＲＣ

板厚 ｔ＝     ㎜節付杭

杭 種

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種

種 別杭 種 種 別

(          )杭先端支持層の地質 メーカー仕様書等添付有

プレボーリング併用打撃工法打込み工法

埋込み工法 中掘り工法

プレボーリング工法 最終打撃工法

根固め工法

拡大根固め工法

根固め工法(セメントミルク)

拡大根固め工法

打撃工法

５－３ 場所打ちコンクリート杭

※ 型枠の取外しは、型枠の最小存置期間の経過後に行う。

壁式鉄筋コンクリ－ト造(ＷＲＣ)

鋼管

種 類

普 通

普 通

適用箇所

土間コンクリ－ト

備 考
設計基準強度

(cm)

スランプ

(％)

水セメント比

３－１ コンクリ－ト

捨コンクリ－ト

躯 体

増設躯体 膨張材普 通

Fc(N/mm２)

耐久設計基準強度 Fd(N/mm２) 超長期 36短期 18 標準 24 長期 30

８－３ 接合部の検査

検査率または検査数

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または工事施工者(鉄骨工事施工者以外)
が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

備考

現場溶接部(完全溶込み溶接部)は、原則として第三者検査機関による全数検査を行う。

超音波探傷試験の第三者検査機関は(一社)日本溶接協会(ＣＩＷ認定事業者)によることを原則と

検査箇所 検査方法
工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

超音波探傷試験

「共仕」 「共仕」 「共仕」

ＪＡＳＳ６

第三者検査時立会い％％

％ ％ ％外観(目視)検査

マクロ試験・その他 個個個

する。

完全溶込み

溶接部

高力ボルト接合の摩擦面の処理は、すべり係数値が０.４５以上確保できるよう、摩擦接合面全

面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させたものとする。ただし、ショットブ

ラスト又はグリットブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された対比試験片と

８－６ 錆止め塗装及び溶融亜鉛めっき工法
錆止め塗装をしない部分は、コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分、高力ボルト摩

擦接合部の摩擦面、工事現場溶接を行う部分の両側それぞれ１００㎜程度の範囲及び超音波探傷

試験に支障を及ぼす範囲、密閉される閉鎖形断面の内面、ピン、ローラー等密着する部分及び回

転又は摺動面で削り仕上げした部分、組立によって肌合わせとなる部分、その他監督職員の指示

締付けの確認は、「共仕」７.４.８による。

確認の検査は、各ボルト種類・締め付け工法別に適切な締め付けが行われているか行う。

８－４ 柱底均しモルタル

８－５ スタッド溶接

普通ボルトによるせん断接合は、「共仕」７.５.２による。

の照合等により、摩擦面の表面粗度が５０μｍＲｚ以上確保された状態であることを確認した場

合は、錆の発生を要しない。

錆止め塗装

※ Ｃ形鋼等含む。

スタッド溶接完了後の試験 外観試験　　(「共仕」７.７.６(１)(ア)による。)

打撃曲げ試験(「共仕」７.７.６(１)(イ)による。)

特記による。

溶融亜鉛めっき工法の材料・工法・高力ボルト摩擦面の処理等は、「共仕」７.１２節及び

耐火被覆は特記による。
８－７ 耐火被覆

※ 空気の滞留、及び水溜りが予想される部材形状については、監督職員の承諾を得て、通風孔、
８－８ その他

水抜き穴を設けてもよい。径及び位置については、監督職員の承諾を得ること。

工事終了後、耐火被覆材の種類に応じて、定められた方法に基づいて試験を行い、監督職員の

確認を受けること。

※ 工事現場塗装は、「共仕」７.８.３による。

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

・管の伸縮や変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合は、伸縮継手を設ける等有効
有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

な損傷防止のための措置を講ずること。

告示第1389号に準拠した構造計算により構造耐力上安全であることを確認すること。
又は、建物本体の構造耐力上主要な部分に緊結すること。また、これらについて必要な場合は
屋上から突出する建築設備は、建物本体の構造耐力上主要な部分に緊結された支持構造部、

９－１ 建築設備

して構造耐力上安全なものとし、以下の構造方法による。

建築設備、給湯設備の支持構造部および緊結金物は、腐食又は腐朽が生じないよう有効な措置
を講ずること。

本建物に設ける給水、排水等の配管設備は以下とすること。

・管を支持または固定する場合に、吊り金物または防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振

締付け及び確認用機器は、「共仕」７.４.９による。

高力ボルトの締付けは、「共仕」７.４.７による。

動および衝撃の緩和のための措置を講ずること。

・地震力、風圧力等の外力およびその他の振動、衝撃に対し安全上支障のない構造とすること。

９－３ 本仕様書の記載

※ 試験・検査は、公的な機関にて行うこと。但し、監督職員の了承を得た場合は、それに準じた
※ 諸官庁への届出は、遅滞なく行うこと。

９－２ 諸官庁への届出等

機関としてもよい。

(場所打ち杭コンクリ－トについては、５－３による。)

また、地震時の層間変形に追従できること。
エレベーター・エスカレーターなどの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

本建物に設ける建築設備および給湯設備にあっては、建築基準法施行令第129条の2の3に準拠

(氏名、資格内容及び証明証の認定機関名を提示する。)

２－３ 工事記録の提出 (内容は、施工の記録、工事写真、見本等とする。)

種  類 使用箇所 種  類 使用箇所 種  類 使用箇所

メ－カ－仕様書

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

項  目

敷地内

適用は特記による。(図面に記載する。)

ＳＣ

ＳＴ

使用箇所径種  類

土間コンクリート躯体

１

験
試
の
回

せ

間
期

き
板

置
存

の
最
小

支

間
期

柱
の

置
存
小
最

ＪＡＳＳ６ＪＡＳＳ６

平板載荷試験 液状化試験

無収縮モルタル (材齢28日:45N/mm２) モルタル (容積比でセメント１：砂２)

２－２ 資格証明書を要する技能資格者

監督職員が指示する技能資格者

一工程の施工を完了した場合。

設計図書に定められた施工の確認を行った場合。

適切な施工であることの証明を監督職員から指示された場合。

施工を行う場合。

工事の進捗により隠ぺい状態となるなど、後日の目視による検査が不可能又は容易でない部分の

回転埋設(埋込み)工法

※ 工事現場における養生は、水中養生又は封かん養生とし、養生温度はコンクリートを打込んだ
構造体に可能な限り近い条件とする。

※ 供試体の保管場所は、直射日光の当たらない屋外とする。

※ 標準養生は、JIS A 1132 に基づき、２０±２℃の水中養生とする。

ただし、工事現場における封かん養生を行う場合はこの限りでない。
なお、供試体の脱型は、コンクリートを詰め終わってから１６時間以上３日間以内に行う。

※ 供試体は、JIS A 1132 に基づき、工事現場で作製し、それぞれ試験の目的に応じた養生を行う。

※ コンクリートの強度試験の方法は、JIS A 1108 による。

適用は特記による。(図面に記載する。)

(注)圧縮強度を圧縮強度試験により確認する場合は、７－４の表に示す工事現場における
水中養生供試体又は封かん養生供試体の圧縮強度とする。

コンクリートの強度試験、ただし、寒中コンクリートの場合は、「共仕」６.１１.６による。

(試験に関する詳細は、「共仕」６章コンクリート工事による。)

塩化物量－「共仕」表６.９.１

※ 試料の採取場所は、工事現場の荷卸し地点とする。ただし、荷卸しから打込み直前までの間に、許容
差等を越えるような品質の変動のおそれがある場合は、その品質を代表する箇所から採取する。

※ 試料の採取方法は、JIS A 1115 による。

Ⅰ類のコンクリートの品質管理受入検査は、第三者機関が行う。 ｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」(一社)鉄骨建設業協会による。

は、監督職員と協議する。なお、支柱の盛替えは行わない。

トの試験結果及び関係法令等に基づく安全を確認するための資料により、監督職員の承諾を受ける。

※ スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外した後に取り外す。これにより難い場合

 (昭和46年1月29日建設省告示第110号)第1第一号ロに基づき定める場合は、コンクリートの圧縮強

度の計算結果により、監督職員の承諾を受ける。

※ 片持梁、ひさし、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、施工荷重が大きく、コン

クリートに支障が生じるおそれがある場合の支柱等は、必要に応じて、存置期間を延長する。

※ コンクリートの圧縮強度を「現場打コンクリートの型わく及び支柱の取りはずしに関する基準」

※ 型枠の最小存置期間は、前述の表により、コンクリ－トの材齢又はコンクリ－トの圧縮強度により

定める。寒冷のため強度の発現が遅れるおそれのある場合は、コンクリートの圧縮強度により存置

※ コンクリートの圧縮強度を圧縮強度試験により確認する場合は、｢共仕｣６.９.３によるコンクリー

期間を定める。ただし、セメントの種類が普通エコセメントの場合の最小存置期間は、特記による。

スクリューウエイト貫入試験

備 考　(使用名称)

※ 試験の箇所数は１ロットに対し３０箇所とし､ロットから無作為に抜き取る。

※ 試験片の採取数は、１ロットに対して３本とする。
※ １ロットは､１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

※ 試験方法及び判定基準は、JIS Z 3062 による。

※ 試験片の形状、寸法及び試験方法は、JIS Z 3120 による。

捨コンクリート

(上記以外の JIS A 5308 に適合したコンクリート)

捨コンクリート

(JIS Q 1001 及び JIS Q 1011 に基づき、JIS A 5308 への適合を認証されたコンクリート)

STK400 STK490

帯筋SD SD

する部分とする。耐火被覆材の接着する面の塗装は特記による。

※ 鉄鋼面の錆止め塗料塗り工法は、「共仕」１８.３.３(２)による。
JIS KJIS K 5674

普 通

普 通
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〃

(柱頭又は柱脚部)
末 端 部

設計かぶり厚さ(４)採用かぶり厚さは、

(３)鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
標準とする。

(２)柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を
以上確保するように最小かぶり厚さを定める。
ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍

(５)(３)(４)以外の鉄筋の重ね継手の長さは<表-2>による。

(２)径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。
(１)鉄筋の継手位置は、特記による。(特記なき限り本仕様書各項目による。)

2.90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

(注)1.片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90ﾟフック又は135ﾟフックを用いる
場合には、余長は4d以上とする。

(３)柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。
(特記なき限り本仕様書各項目による。)

員と協議する。

(注)1.L1,L1h:重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

重ね継手の長さ
フックありの場合の

<図-①>

(１)鉄筋は､設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ､常温で正しく加工して組み立てる。

【設計注意事項】等は、特記による。

(注)1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む｡)
2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

(片持小梁及び片持スラブを除く｡)
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

40ｄ以上(施行令第73条第3項)

(２)大梁の主筋の柱への定着長さは下記による。

(４)特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d(軽量コンクリートの場合
は50d)又は＜表-2＞の重ね継手の長さのうちいずれか大きい値とする。

2.L1hは、図-①に示すようにフック部分

(１)鉄筋の定着の長さは特記による。特記がなければ、<表-4>による。

(１)鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、特記による。特記がなければ、下表による。

を含まない。
3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版による

(９)D16以下の細径鉄筋の溶接は、重ねアーク溶接とし、溶接技能者は、鉄骨工事の溶接接合
[技能資格者]に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。

(７)鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径 0.8㎜以上の鉄線で結束し、適切な

また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

よる。原則として、D35以上は、重ね継手を用いない。
(８)鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手又は溶接継手とし、適用は特記に

(５)鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライクを起こしてはならない。
(６)鉄筋の切断は、シヤーカッター等により行う。

位置にスペーサー、吊金物等を使用して、堅固に組み立てる。なお、スペーサーは、所
定の位置に鉄筋を保持するとともに、作業荷重等に耐えられるものとする。

(10)設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができない場合は、監督職

(２)異形鉄筋の径(｢d｣で示す)は、呼び名に用いた数値とする。
(３)有害な曲がり、損傷等のある鉄筋は、使用しない。
(４)コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

(壁筋の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く)

梁主筋の
柱内折曲げ定着の投影定着長さ

(注)1.L1､L1h：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ。

・全長は、<表-4>の直線定着長さ以上とする。
・余長は8d以上とする。
・仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さLa及びLbは、<表-5>に示す長さとする。

直線
定着の長さ

定着起点

<図-②>

<図-③>折曲げ定着の方法

3.L3    ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。

6.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。
また、中間部での折曲げは行わない。

5.フックあり定着の場合は、図-②に示すようにフック部分

ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

ただし、基礎耐圧スラブ及び、これを受ける小梁は除く。

2.L2､L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

4.L3h   ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。

(３)仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さLが<表-4>のフックありの定着の長さ
を確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、<図-③>に
より、下記をすべて満足するものとする。

(重ね継手)
中 間 部

最小かぶり厚さ 特記かぶり厚さとする。

有効でない仕上げ(仕上塗材、塗装等)のものを除く。
3.スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コン
クリートの厚さを含まない。

特記による

2.｢仕上げあり｣とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上

(注)1.この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、適用しない。
また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

フックを付ける。
1.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、

3.破線は、柱内定着の場合を示す。
2.梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

のように引き通すことができる。

定着部が接近するときは
引き通すことができる 

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

鉄筋相互のあきは右図により、次の値のうち最大のもの以上とする。
ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、特記による。

(３)隣り合う鉄筋の平均径｢ｄ｣の1.5倍

(１)粗骨材の最大寸法の1.25倍
(２)25㎜

Dは、鉄筋の最大外径

4.杭基礎の場合の下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

定着起点

を含まない。

定着の長さ
フックありの

(３)ハンチのある場合の重ね継手、定着及び余長

o/4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、
上端筋：中央 o/2以内

1.継手中心位置は次による。

フックを付ける。
2.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)の鉄筋には、

3.破線は、柱内定着の場合を示す。
※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

梁主筋の梁内定着
<図-④>

(１)大梁主筋の継手及び定着の一般事項

<図-⑤>断違い梁上端筋：曲げ降ろす。
下端筋：原則として曲げ上げる。

2.梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、下記による。
ただし､やむを得ず梁内に定着する場合、<図-④>による｡

3.段違い梁は、<図-⑤>による。

1.梁主筋は原則として、柱をまたいで引き通すものとし、
引き通すことができない場合は、2.により柱内に定着
することができる。

なお、定着の方法は、｢1-2-3 鉄筋の定着(３)｣による。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋又は
同径のものを２本重ねたものとする。

(２)ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長

打増し部分を示す｡ <一方向の打増し> <ニ方向の打増し>

2.帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし

3.軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

1.柱の打増し幅(a,a1,a2)が70㎜以上150㎜以下の場合の補強を示す。

定着長さはL2とする。

＜Ｗ－Ⅰ形＞※溶接は、鉄筋の組立て前に行う。

＜ＳＰ形＞(スパイラル筋) ＜丸 形＞

＜Ｈ 形＞

帯筋組立の形は下図により、適用は特記による。特記がなければ、次による。
(１)Ｈ形を標準とする。
(２)フック及び継手の位置は、交互とする。

(５)Ｈ形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

2.隣り合う継ぎ手の位置は、｢1-2-2 隣り合う継手の位置の<表-3>｣による。
フックを付ける。

1.柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、
＜継手＞ ＜定着＞ ＜帯筋＞

が多い場合
上階の鉄筋

が多い場合
下階の鉄筋

柱に取り付く梁に段差
がある場合、帯筋の間
隔を1.5P1＠又は1.5P2＠､
1.5P3＠とする範囲は、
その柱に取り付くすべ
ての梁を考慮して適用
する。なお、P1＠、P2＠､
P3＠は、特記された帯筋
の間隔を示す。

(１)あばら筋の径及び間隔は、特記による。

による。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが 1.5ｍ以上の場合
は下図によることができる。

(３)腹筋及び幅止め筋は、特記による。

<重ね継手とする場合><一般の場合>

(２)連続基礎及びべた基礎、独立基礎で耐圧スラブ付きの場合

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

(１)独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

(１)梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、
引き通すことができない場合は、柱内に定着する。
ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、
右図による。

(２)梁主筋を柱内に定着する場合は、下記による。
上端筋：曲げ降ろす。
下端筋：原則として曲げ上げる。

(３)溶接する場合の溶接長さLは、両面重ねアーク溶接の場合は5ｄ以上、
片面重ねアーク溶接の場合は10ｄ以上とする。

(４)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は1.5巻以上の添巻きを行なう。

「共仕」各部配筋 参考図：図1.6による。
(注)基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は

※ L2hを確保できない場合は、
｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣
によることができる。

<連続基礎><独立基礎>

Ａ部詳細

杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、特記による。(下図は基礎筋の定着長さ)

特記による。

梁 梁

柱

直接鉄筋の上を歩かないようにする。
(２)コンクリート打込みによる、鉄筋の乱れを可能な限り少なくするとともに、
かぶり厚さ、鉄筋の位置及び間隔の保持に努める。

(１)鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡す等の措置を講じ、

(３)二段筋の間隔P2の最大値については、監督職員に確認すること。

(２)二段筋の間隔P2は特記による、記載がない場合は下表による。

(１)粗骨材の最大寸法が25㎜以外の場合のあき寸法、二段筋の間隔最小値は、

監督職員に確認すること。

< 柱 >

特記による。
記載がない場合は、6φ-1,000＠

二段筋位置保持金物(連結筋)は、

(基礎梁を除く)

(６)帯筋、あばら筋及び幅止め筋
(５)杭基礎のベース筋
(４)煙突の鉄筋(壁の一部となる場合を含む)

(１)柱の四隅にある主筋の重ね継手

下記の(１)～(６)に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける

(３)梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね継手
(２)最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着

＜ 梁 ＞

(２)あばら筋組立の形及びフックの位置は、｢5-2-1 あばら筋組立の形及びフックの位置｣

(４)あばら筋の割付は､｢5-2-2 あばら筋の割付｣による。

1-2-3 鉄筋の定着

１－３ 鉄筋(溶接金網を含む)のかぶり厚さ(㎜)

1-2-1 鉄筋の継手
１－２ 鉄筋の継手及び定着

１－１ 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

1-2-2 隣り合う継手の位置

１－０ 一般事項

1-2-4 スパイラル筋の継手及び定着

鉄筋の表示
１－４ 鉄筋相互のあき及び間隔

５－１ 継手、定着及び余長
5-1-1 大梁主筋の継手、定着及び余長

４－３ 柱の打増し補強配筋

４－２ 帯筋組立の形

４－１ 柱主筋の継手、定着、余長及び帯筋の割付け

３－２ 基礎梁のあばら筋

3-1-2 継手、定着及び余長

３－１ 基礎梁主筋の継手、定着及び余長
3-1-1 一般事項

２－２ 基礎接合部の補強配筋

２－１ 基礎の配筋

2-1-1 杭基礎

2-1-2 直接基礎

２－３ 現場打杭

１－５ 主筋のあき、二段筋(寄せ筋)の間隔

１－６ 鉄筋のフック

１－７ 鉄筋の保護

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)

１．加工及び組立

５．大梁・小梁・片持梁

４．柱

３．基礎梁

２．基礎

かぶり厚さかぶり厚さ かぶり厚さ
設計 最小 特記

30
40
40
40
40
50
50
50
70
70 60

60
40
40

30
30

30
30
20

40

構 造 部 分 の 種 類

<表-3>

の場合

フックなし

の場合

フックあり

基準強度 Fc(N/㎜2)
コンクリートの設計

鉄筋の種類

18
21

SD390

18
21

21

(フックなし)

45d
40d
35d
35d

45d
50d

40d
35d
50d
45d
40d

L1
(フックあり)

35d
30d
25d
25d

30d
35d

30d
25d
35d
35d
30d

L1h
<表-2>

丸鋼 25φ22φ19φ16φ13φ9φ 28φ

異形鉄筋 D13 D16 D19 D22 D25D10 D29

表示

5d以上3d以上 4d以上

角 度
SD390

D19～D38D16以下 D19～D38

折曲げ内法直径(D)
<表-1>

折曲げ

180ﾟ

90ﾟ

135ﾟ

(幅止め筋)

及び
135ﾟ

90ﾟ

SD390

鉄筋の種類

18
21

21

18
21

コンクリートの設計
基準強度Fc(N/㎜2)

15d
15d
20d
20d
20d
15d
20d
20d
20d

20d
15d

La

15d
15d
20d
20d
15d
15d
20d
20d
15d

15d
15d

Lb

設計基準強度

Fc(N/㎜2)

18
21

21

SD345

SD390

L3
小梁 スラブ

10d

L3h

18
21

鉄筋の

種 類

<表-4>
コンクリートの

45d
40d
35d
35d
50d
45d
40d
35d
50d
45d
40d

L1

40d
35d
30d
30d
40d
35d
35d
30d
40d
40d
35d

L2 L2h

30d
25d
20d
20d
30d
25d
25d
20d
30d
30d
25d

35d
30d
25d

25d
35d
30d
30d
25d
35d
35d
30d

L1h

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

スラブ小梁

20d
かつ

以上

10d

150㎜

小梁の
場合は
25d)

(片持 (片持
スラブ
の場合
は25d)

鉄

さ
長

筋

の

の

手

重

継
ね

SD295
24､ 27

30､ 33､ 36

30､ 33､ 36

30､ 33､ 36

24､ 27

24､ 27

ね
重

継
手

手

圧
接
継

溶

手
継
接

機

手
継
式
械

鉄

さ
長

筋
の

の
着
定

SD295
24､ 27

24､ 27

24､ 27

30､ 33､ 36

30､ 33､ 36

30､ 33､ 36

さ

投
影

長
着
定

SD295

SD345

SD345

24､ 27
30､ 33､ 36

24､ 27

24､ 27

30､ 33､ 36

30､ 33､ 36

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げなし

仕上げあり

基礎､ 擁壁､ 耐圧スラブ

屋内

屋外

以外の壁   

柱､ 梁､ 耐力壁

擁壁､ 耐圧スラブ

柱､ 梁､ スラブ､ 壁

スラブ､ 耐力壁

煙突等高熱を受ける部分

土に接す
る部分 

ない部分
土に接し

折曲げ図

<表-5>

呼び名

鉄筋の種類 SD295､ SD345

最上階

一般階

一般階

最上階

上端筋

下端筋

D16
D19
D22
D25
D29

19
22
26
29
33

最外径
呼び名

(ｄ)

主筋のあき

ａの最小値

32
32
33
38
44

51
54
59
67
77

P2の最小値

二段筋の間隔
( ㎜ )
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＜ＭＨ形及びＭ形＞

(１)梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。
＜Ｈ形＞

(２)孔の径は、梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。
(３)孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3

(Dは梁せい)の範囲には設けてはならない。

(４)孔は、柱面から、原則として、1.5D(Dは梁せい)以上離す。

(５)孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。
(６)縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。
(７)補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、(３)の図による。

(10)溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

(11)溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心

(12)大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。
(13)梁貫通孔の補強形式は下図により、配筋種別は特記による。

(８)孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150㎜未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

(９)溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

なお、リング筋は溶接金網に4箇所以上溶接する。

とする。

(注) は、一般部分のあばら筋を示す。

端部(垂直及び水平断面) 外壁の端部(垂直及び水平断面)

(水平断面を示す)

スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ下記による。

階段の配筋は設計図書による。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

※ a≦300の場合

中間部 端部

※ a≦300の場合

中間部 端部

(１)150㎜以下の段差のあるスラブの補強は、下図による。

＜ 70＜H≦150の場合 ＞＜ H≦70の場合 ＞

以下で、鉄筋を緩やかに曲げることによ

り、開口部を避けて配筋できる場合は、

補強を省略することができる。

１.スラブ開口の最大径が 700㎜以下の場合

は、左図により開口によって切られる鉄

筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部

を上下筋の内側に配筋する。

に斜め方向に 2-D13( =2L1)シングル

スラブへの定着(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

交差部(水平断面)

＜先端に小梁のない場合＞

(２)壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。
(３)幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。
(４)原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

(１)図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

＜梁の端部で間隔の異なる場合＞

(１)補強の配筋は、特記による。配筋方法は、下図による。
(２)出隅受け部(下図の斜線部分)の補強筋は、特記による。

＜出隅受け部配筋＞＜出隅部分補強配筋＞

1≧ ※ 2とする
※ 出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する

1≧ ※ 2とする

補強筋の定着

下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

(１)ブロック壁の配筋は、設計図による。
(２)ｈ0≦25ｔかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。
(３)ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400。
(４)目地塗面の全部にモルタルが行きわたるように組積し、鉄筋を入れた空洞部及び縦目
地に接する空胴部は、モルタル又はコンクリートとすること。

(５)コンクリートブロックの空胴部内で継いではならない。但し、溶接接合その他これと
同等以上の強度を有する接合方法による場合においては、この限りでない。

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

(２)配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。
(３)鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

パラペットの配筋は設計図書による。

(１)スラブの配筋種別、スラブ厚さ(㎜)及び鉄筋の種類は、特記による。

(１)壁開口部の補強筋は設計図書による。
(２)壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。

(１)コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。
(２)壁の打増し補強配筋は下図により、打増し厚さａが50㎜以上の場合の補強を示す。

避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。
(３)開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を

＜耐圧スラブの場合＞

＜一般スラブの場合＞

(２)幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。
(１)腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。

(３)腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着は、別途定めること。

スラブに上端筋がある場合

貫通孔が円形の場合

＜補強筋の定着長さ＞

片持スラブの配筋は、下図による。

1.先端の折曲げ長さLは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。
2.スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。
3.形状に応じて特記による。

(２)あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、

600≦D＜900

＜一般の梁＞

900≦D＜1,200 1,200≦D≦1,500

打増し部分を示す。

＜上端の打増し＞ ＜二方向の打増し＞＜下端の打増し＞ ＜側面の打増し＞

２.スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔

(１)連続小梁の場合

(２)単独小梁の場合

※ L3hを確保できない場合は、｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣によることができる。
｢5-1-1 大梁主筋の継手、定着及び余長」に準ずる。
2.図示のない事項は、｢３－１ 基礎梁主筋の継手、定着及び余長｣及び

(１)あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。

＜間隔が一様で、ハンチのない場合＞

(２)あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。
(３)図中の P＠、P'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

(ロ)～(ニ)とすることができる。

Ｔ形では交互とする。なお、(ハ)の場合は、床版の付く側を 90ﾟ折曲げとする。
(２)フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、

(１)(イ)形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、Ｔ形梁の場合は、

(イ) (ロ) (ニ)(ハ)

＜間隔が一様で、ハンチのある場合＞

一般階 最上階

1.梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

※2.L3hを確保できない場合は、標準図(1)の｢1-2-3 鉄筋の定着の(３)｣によることが
できる。

※1.La の数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

2.先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

＜垂直断面＞
小梁連続端部小梁外端部

＜先端に小梁がある場合＞

1.先端折曲げの長さLは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
2.図示のない事項は、｢5-1-1 大梁主筋の継手、定着及び余長」による。

1.先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

＜水平断面＞

補強を示す。

定着長さはL2とする。

(１)梁の打増し補強配筋は下図により、打増し幅(a,a1,a2)が70㎜以上150㎜以下の場合の

３.設備の小開口が連続してあく場合は縦、

横、斜め補強筋とは別に開口によって

けて補強する。

切断される鉄筋と同じ鉄筋を開口をさ

孔と孔のへりあき100㎜以上

＜控壁の配筋＞

＜帳壁が土間コンクリート上に設置される場合＞

８－１ 梁貫通孔の補強

７－４ スラブ開口部の補強

７－９ 階段の配筋

７－６ 土間スラブの打継ぎ補強

７－７ 土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋

７－８ 段差のあるスラブの補強

7-5-2 片持ちスラブの出隅部

７－５ 出隅部及び入隅部の補強
7-5-1 屋根スラブの出隅及び入隅部分

６－３ 壁の補強
6-3-1 壁開口部の補強

6-3-3 パラペット

７－１ スラブの配筋

７－２ スラブ筋の定着長さ及び受け筋

6-3-2 その他

7-3-2 片持ちスラブ先端に壁が付く場合の配筋

7-3-1 片持スラブの配筋
７－３ 片持スラブ

5-1-2 小梁主筋の継手、定着及び余長

５－３ 腹筋及び幅止め筋

５－４ 梁の打増し補強

5-2-2 あばら筋の割付

６－２ 壁の交差部及び端部の配筋

６－１ 一般事項

５－５ 片持梁主筋の定着及び余長

５－２ あばら筋の組立の形及び割付け等

5-2-1 あばら筋組立の形及びフックの位置
５－６ その他

９．コンクリートブロック帳壁との取合い

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２) ８．梁貫通孔の配筋

６．壁

７．スラブ
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斜め筋 縦筋 溶接金網配筋種別

ＭＨ１

ＭＨ２
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ＭＨ５

配筋図

形

配

筋

Ｈ

筋

配

Ｈ

形

Ｍ

外端

連続端

連続端

端部 端部

「共仕」各部配筋 参考図：表7.2による。
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① t＞16㎜の場合は、②又は③～⑤とする

① t＞16㎜の場合は、②又は③～⑤とする

① t＞16㎜の場合は、②又は③～⑤とする

すみ肉溶接　S=4～6㎜,1パス,長さ=40～60㎜程度とする

分割形裏当て金フィレットの形状に合わせる

すみ肉溶接　S=4～6㎜,1パス,長さ=40～60㎜程度とする

通し形裏当て金

分割形裏当て金

母材との組立溶接
(開先内)

組立溶接はしない
母材との

裏当て金組立て溶接を施す部位

エンドタブ：裏当て金に取り付る

裏当て金組立て溶接を施す部位

エンドタブ：裏当て金に取り付る

r=10の円弧の接点は、
裏当て金と5㎜程度離す

裏当て金：板厚9㎜以上とする

削り面

プレート

ＢＣＲ,ＢＣＰ

ＢＣＲ,ＢＣＰ

ＳＮ－Ｃ種

ＳＮ－Ｂ種

ＳＮ－Ｂ種

ＳＮ－Ｂ種

ＳＮ－Ｃ種

ＳＮ－Ｂ種

ＳＮ－Ｂ種
ＳＮ－Ｂ種

ガス抜き穴ガス抜き穴

内ダイアフラム

ガス抜き穴

内ダイアフラム

内ダイアフラムに接続する梁フランジは
柱の角のＲに接しないこと

柱の角のＲに接しないこと

柱の角のＲに接しないこと

裏当て金との組立溶接

スカラップ部分は
回し溶接とする

5～10㎜ 5～10㎜ 5～10㎜ 5～10㎜

5～10㎜ 5～10㎜ 5～10㎜5～10㎜

35
複合円を滑らかに

仕上げること

r1≒35

r2≒10

5

(H＜150の場合は、35→20とする)

t1

G＝0

ｆ
θ＝60ﾟ

ｆ
θ＝60ﾟ

D1 D1R
t

t2

S

S S
t1

G＝0～2

f

θ＝45ﾟ

tR≦2

f

25以上

G
θ

t

t1

f

L
R≦2

t
1/3t
2/3t

f

f

θ＝45ﾟ

θ＝60ﾟ

G＝0～2

R≦2

(裏はつり後裏溶接)

G＝0～2

t2
ａ

(裏はつり後裏溶接)

G＝0～2
f

R≦2 t t1

t

t1
R≦2

θ＝45ﾟ

25以上
LL

f

f

G

t

S
φ θ

B

θ＝45ﾟ

r1
r2

10

10

ｔ

特記

特記

特記

ｅ ｅ

ｅ ｅ

ｅ ｅ

θ

Ｈ

Ｈ以上

以
上

2
5

以
上

5
0

特記

ｅ ｅ

10

10

特記

特記

以
上

2
5

Ｘ1－Ｘ1断面図

Ｘ2－Ｘ2断面図

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ－Ａ断面図

Ｘ1－Ｘ1断面図

Ｘ1Ｙ1Ｙ1

Ｙ2 Ｙ2

Ｘ1

Ｘ1

Ｙ２－Ｙ２断面図

Ｙ1－Ｙ1断面図

Ｂ Ｂ

Ｘ1

Ｘ3

Ｂ－Ｂ断面図

Ａ－Ａ断面図

Ｘ3 Ｘ3

Ｘ3

Ａ

Ｘ3－Ｘ3断面図

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｘ2 Ｘ2

Ｘ1 Ｘ1

ＡＡ

　溶接棒角度θは30ﾟ～ 40ﾟとする。

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。
・9㎜～16㎜は１パス以上、19㎜以上は２パス以上とする。

Ｋ形の場合

R≦2

t≦t1
t/4≦ｆ≦10

とすることが望ましい。
・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚
余盛は(1＋0.1Ｓ)㎜以下とする。)

・片面溶接の場合は脚長Ｓ＝ｔ

(裏はつり後裏溶接)

t/4≦ｆ≦10

(ｔはt1,t2の小なる方とする。

t/4≦ｆ≦10

Ｔ形突合せ継手余盛　t/4≦ｆ≦10

・ＡＡＧ

1
2.5

・ＡＡＧ

・ＡＡＧ

0＜ｆ≦3.0
(平継手で板厚が異なるとき)(但し､t≦15㎜の時3.0㎜を4.0㎜とする)

(但し､t≦15㎜の時3.0㎜を4.0㎜とする)
0＜ｆ≦3.0

ＳＮ４００Ａ
溶接を行う構造耐力上主要な部分への使用は想定しない。
塑性変形を生じない部材または部位に使用できる。ただし、

溶接組立加工時を含め板厚方向に大きな引張応力を受ける
部材または部位に使用する。

(ＳＮ４００Ｃ、ＳＮ４９０Ｃの使用区分以外での使用)
一般の構造部材または部位に使用する。

使 用 区 分記 号

ＳＮ４００Ｂ

ＳＮ４９０Ｃ
ＳＮ４００Ｃ

ＳＮ４９０Ｂ

t2/4≦ａ≦10

(ａ)

(ｂ)

(ｃ)

(ａ)

溶接施工

(イ)エンドタブ

(Ⅰ)

(Ⅱ)

(Ⅲ)

(Ⅳ)

(ロ)裏当て金

取り付ける。

仮付不良 良

(ニ)ノンスカラップ工法

(ハ)スカラップ

(ｂ)

(ｂ)

(ａ)

(ａ)施工管理技術者

溶接方法

溶接機器

(ｂ)

(ｃ)

(ニ)炭酸ガスア－ク半自動溶接機

(ホ)溶接電流を測定する電流計

(ヘ)溶接棒乾燥機

技能資格者

(ｄ)

溶接姿勢(ｅ)

上向 Ｏ横向 Ｈ

・ア－クエア－ガウジング(ＡＡＧ)

(ｆ)

(イ)仮付位置

を原則とする。

(ｇ)

(注)ｆ:余盛　Ｇ:ルート間隔　Ｒ:フェース　Ｓ:脚長(単位㎜)

　非常に大きな荷重を受ける間柱や全塑性

　る部位のみに用いることができる。なお、

　を受ける部位に使用する。

　大入熱溶接や板厚方向に大きな引張応力

　ンプレートや通しダイアフラムのように

③Ｃ種は、四面溶接ボックス断面柱のスキ

　の構造部位に使用する。

②Ｂ種は、Ｃ種の使用区分以外で広く一般

　種を使用する｡

　変形性能や溶接作業性の確保観点からＢ

　耐力を期待される小梁等では、降伏後の

　要構造部以外の一般に弾性範囲で使用す

①Ａ種は、小梁、間柱、母屋、胴縁等、主

【使用区分補足】

(ａ)柱 頭 部

(ｂ)一 般 部

(ａ)柱 頭 部 (ｃ)段 差 部

(ｂ)一 般 部

(４)冷間成形角形鋼管とダイアフラムの溶接は、裏当て金付き完全溶込みＴ継手溶接とする。

を原則とする。
(３)通しダイアフラムの板厚は、梁フランジ最大板厚の２サイズアップ以上とし、かつ柱板厚以上

(２)通しダイアフラムの余長 (出寸法)ｅは下記の通りとする。

ｅ＝30㎜ (ｔc≧28㎜)
ｅ＝25㎜ (ｔc＜28㎜)

ｔc：柱の板厚

(１)通しダイアフラムに使用する材料は、はり材及び柱材の強度と同等かそれ以上の強度を有する
ものとする。また、材質は原則としてSN材(建築構造用圧延鋼材)のＣ種とする。

(５)内ダイアフラムの板厚は、梁フランジ最大板厚の１から２サイズアップの板厚とする。

●柱が途中で折れる場合、及び梁成が異なる場合

(注) ｔ＞柱板厚：特記による
θ＝特記による

●山形梁の取付

(ｃ)段 差 部

(へ)裏はつり

部材に養生を行う。

組立溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

エンドタブの材質は、母材と同質とする。

ＮＧＣ、ＧＣ:40㎜以上とし

特記の無い場合は、溶接終了後

グラインダ－仕上げとする。

プレス鋼板タブ、固形タブ使用については

資料を提出し設計者又は工事監理者の承諾を得る。

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に

母材と同厚で同開先形状のエンドタブを

･分割形裏当て金 (スカラップを設けない場合に適用する)

･通し形裏当て金 (スカラップを設ける場合に適用する)

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

良仮付不良

材質は、母材と同質材料とし

複合円型スカラップとする。

社内検査結果の検査報告書は、鉄骨の寸法、精度及びその他の検査結果を添付する。

鉄骨の製作精度は特記による。特記が無ければ「共仕」による。

(イ)交流ア－ク溶接機　300Ａ～500Ａ

(ロ)ア－クエア－ガウジング機(直流)

(ハ)セルフシ－ルドア－ク溶接機

溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。

施工管理技術者は、「共仕」に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。

技能資格者は、工事に相応した「共仕」に示す試験等に基づく能力を有する者とする。

工事の内容により、技能資格者に対して、技量付加試験を行う場合は、特記による。

・被覆アーク溶接（ア－ク手溶接、ＭＣ、ＭＰ)

エンドタブの長さは、ＭＣ:35㎜以上

立向 Ｖ下向 Ｆ

・セルフシ－ルドア－ク溶接（半自動溶接、ＮＧＣ)

・ガスシ－ルドア－ク溶接（半自動溶接、ＧＣ、ＧＰ)

組立溶接技能資格者は、原則として本工事に従事する者が行う。

溶接で9㎜以上、巾は25㎜以上

厚さは手溶接で6㎜、半自動

(ホ)スカラップ端部の廻し溶接

(ト)現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又開先部を傷めないように

確認マ－クを付ける。

ビルドＨウェブのすみ肉溶接は、鉄骨工事工場製作要領の承諾を得る事。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書(建築工事編)令和４年版による。

溶融亜鉛めっき高力ボルトの締付け作業は、技能資格者が行う。

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承諾を得る。

する設計仕様になっている部分は、塗装しない。

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと一体と

規準図の溶接においてＡＡＧと記載ある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、

母材より10㎜程度残し切断して、

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

２－４　フレアー溶接

２－３　完全溶込み溶接　(平継手､Ｔ形継手)

１－１　材料及び検査

１－５　塗　装

１－２　工作一般

１－３　高力ボルト接合

１－４　溶接接合

２－２　部分溶込み溶接　(使用箇所に注意)

２－１　すみ肉溶接

３－１　角形鋼管柱

３－２　Ｈ形柱

１．一般事項

鉄骨構造標準図(１)
技術関連図書（最新版による事）

・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事共通仕様書

・建設省住宅局建築指導課 ＳＣＳＳ－Ｈ９７ 鉄骨構造標準接合部 Ｈ形鋼編

・建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ６ 鉄骨工事
・鉄骨工事技術指針・工場製作編
・鉄骨精度測定指針

・高力ボルト接合設計施工ガイドブック
・鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説
・鋼構造設計規準

日本建築学会出版

２．溶接規準図

４．建築構造用圧延鋼材(ＳＮ鋼材)の使用区分

３．仕口部溶接標準図
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工事名称
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

NO SCALE

鉄骨構造標準図(2)
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部材長方向のボルトピッチ：PL(Ｌピッチ)

・ボルト本数の偶数奇数によらず、ウェ
ブ心から上下均等に振分けとする

・部材せいの小さい場合(部材せい200以
下)で、ウェブの第１ボルトとフラン
ジの内側添板との距離が60㎜程度確保
できない場合は、ウェブとフランジの
ボルトを半ピッチずらす。
ボルトの配置は、設計図による

部材せい方向のボルトピッチ：Pc(Ｃピッチ)

以上35 以上35
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Ｒ
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φ

T

L

D

r

d

アンカーボルト孔径
≦d+5㎜

縁端距離

中心に対し均等に配置
アンカーボルトが柱の

座金

二重ナット等
の戻り止め

a

コンクリート面

(d)
アンカーボルト径

アンカーボルト

建築基準法第３７条に基づく認定等の柱脚工法については、各製品(工法)の
標準仕様による。

(２)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離
(３)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の縁端距離

(注)(１)引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(SCSS-H97による)

(SCSS-H97による)

角形鋼管柱と小梁

※２．横補剛材として有効な接合部とする場合の詳細は設計図による

ウェブ第一ボルトと大梁フランジ内側との距離≧50㎜

3種類とし、小梁のせい方向の中心振り分けとする。

共通事項：大梁せい≧小梁せい

ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を2本、せい方向ピッチを60､90､120㎜の

接合形式Ｄは、SCSS-Ｈ97による

※１．詳細は設計図による

※詳細は設計図による

(注)端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

備　考ウェブ添板
フランジ添板幅フランジ幅 フランジゲージ

※フランジの高力

ボルトは千鳥打ち

B

羽子板ボルト

(注)(４)

(注)(２)

(注)(２)

(注)(２)

フランジ又ウェブ厚の差のある場合

Ａ･Ｃ･Ｅパターン Ｂ･Ｄ･Ｆパターン

ハンチ勾配は普通１:４程度であるが構造図による

＊(注)現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％行う

Ｃタイプ使用は
柱 D＝250㎜以下とする

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

r：半径　t：板厚

Ft1-Ft2
Wt1-Wt2

＝ 1＋ 2

ＴＹＰＥ②ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ③

ガセットプレートの種類

縦壁標準構法 ： 屋根標準構法 ：

横壁標準構法 ： 床標準構法 ：

ガセットプレートの有効幅

必要溶接長は、特記による

ウェブ第一ボルトと小梁フランジ内側との距離≧40㎜+小梁フィレット半径

大梁フランジと小梁端の間隔＝10㎜
ガセット厚、添板厚(接合形式Ａ)≧6㎜

大梁側ウェブボルトと大梁ウェブ心の距離≧50㎜(接合形式Ａ、Ｄ)

＞1㎜フィラプレート併用のこと

(注)(１)ｅ1,ｅ2 が確保されていれば形状は自由でよい

せん断部にねじ部がかからない取付けボルトを選定しなければならない
(２)羽子板とガセットプレートとの接合は、表に示す取り付けボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(４)溶融亜鉛めっき付き炭素鋼製品の場合は、全周溶接を施さなければならない

(３)溶融亜鉛めっき付き炭素鋼製品の場合は、JIS B 1186 に規定する 1種 F8TA に準じるものを使用する
JIS B 1186 に代わるものとして、(一社)日本鋼構造協会規格、JSS Ⅱ09(2015) 構造用トルシア形高力
ボルト、六角ナット、平座金のセットを用いてもよい

埋込み形式柱脚

根巻き形式柱脚

露出形式柱脚

※ 角形鋼管柱コンクリート注入口補強板の

にて補強板取り付けとする。
コンクリート注入後、開口部閉鎖する。

開口径は、母材開口径＋20㎜以上、工場

・φ'は補強板の穴径を示す。
・φ≦0.4Ｄ
・梁端部(内法スパンの

パイプ補強(小径の場合)プレート補強(片面または両面)

角パイプ柱

コンクリート注入口補強

oの1/10以内かつ、2Ｄ以内)は避ける。

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくてよい。

※柱底均しモルタル：特記による

アークスポット溶接16φ各溝毎1ヶ所もしくは≒＠200とする。

※床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは、構造図及びメーカーの標準仕様書参照

※ スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢で行い、「スタッド溶接

工技術検定試験」に合格した有資格者の施工とする。

受梁へのかかり寸法および端部処理 ― e≧50㎜(ただし、幅方向は30㎜以上)

補足受材

スラブ端部の補足材

あて板(鋼板) あて板(非金属)梁上切断の場合

既製品面戸(鋼板) 折曲加工梁上通しの場合

スタッド材の標準形状・寸法

溶接後溶接前

５－３　剛接合継手

５－２　ピン接合

５－１　高力ボルトピッチ(Ｐ)，ボルト孔径・最小縁端距離

羽子板ボルト

５－４　ハンチ部の継手

５－５　柱継手

５－６　ターンバックルブレース(JIS規格品とする…JIS A 5540・5541)

５－７　ブレースの接合形式

５－８　ＡＬＣ板取付要領

５－１１　貫通補強

５－９　デッキプレート

５－１０　頭付きスタッド( JIS B 1198 )

５．継手・ブレース・その他

鉄骨構造標準図(２)

６． 柱脚

呼び
ボルト 最小縁端距離(ｅ)

最小 標準

ピッチ(Ｐ)

(2)(3)の標準(1) (2) (3)

324460Ｍ24

Ｍ22

Ｍ20

Ｍ16

22.0

24.0

26.0

55

50

40 28

34

38 28

26

22

45

40

40

40

7060

55

50

40 60

60

60

18.0

(㎜)

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

－

1列、2列(大梁幅による)

200≦

≧小梁ウェブ厚、≧6㎜

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

ウェブボルト列数

大梁フランジ幅

ガセット厚

小梁せい

≦500 ≦500

≦2列 ≦2列

－ －

小梁ウェブ厚の1サイズＵＰ 小梁ウェブ厚の1サイズＵＰ

接合形式Ａ 接合形式Ｂ 接合形式Ｃ

2面せん断 1面せん断 1面せん断

孔　径

フランジ高力ボルト配置図

100

125

150

175

200

250

350

400

(㎜)

120

150

150

140

140

70

90

105

56

75

90

100

125

150

175

200

250

300

400

350

170

140

110

100

70

60

80

外側 内側g1 g2

Ｈ形鋼フランジ：ディティールの共通事項

300 ※

ウェブ高力ボルト配置

40 45 50 50 55

383834342828

6 6 9 9 9 9

37.537.532.532.52525

999966

707366665952

85857560555040

穴心のあき(最小)
ボルト端から取付ボルト

Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ18Ｍ16Ｍ14Ｍ12

20.3318.3316.33

115 125 140 150 165 175

23.521.521.51717

100

最大

Ｓ

21.5Ｒ

穴ピッチ

50

60

10.83

10.59

調整ねじの長さ
許容差 ＋25，－8

取付ボルト穴径
許容差 0，－0.5

切板製

平鋼製

板厚

板厚

へりあき
許容差 ＋10，0

へりあき
許容差 ＋10，0

端あき
許容差 ＋5，0

Ｗ

Ｐ

ねじの呼び

本数

種類

Ｍ16 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ20

2111111取付ボルト

溶接長さ
許容差 ＋10，0

12.66 14.66

12.41 14.41 16.07 18.07 20.07

17

40

28

6

25

6

52

Ｍ16

21.69

22.00

e1

e2

軸径d1

e2

e3

t

t

ねじの呼び(ｄ)

最小

(㎜)

(㎜)

パターン

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｃピッチ

Pc＝60

Pc＝90

Pc＝120

列数

2列以上

2列以上

2列以上

1列

1列

1列

Ｌピッチ

－

－

－

PL＝60

PL＝60

PL＝60

40

－

－

－

－

－

－ －

－

JIS B 1180に規定する呼び径六角ボルトの機械的性質10.9
JIS B 1186に規定する2種高力ボルトF10T

－0.5

±1.0

許容差

(T)頭部厚

±0.3

許容差

(D)頭部直径

±0.3

±0.4

許容差

(d)軸径

10

16

13

19

22

25

呼び名

±1.0

80,100,130,150

80,100,130,150

50,80,100

80,100,120

80,100,120

120,150,170

許容差

首下の丸み(r)
溶接後の長さ(

単位(㎜)

8

8

7

10

10

12

1.5

1.5

2.5

2.5

3.0

3.0

基準寸法 基準寸法 基準寸法 基準寸法

25

22

19

16

13

10 19

25

29

32

35

41

)
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

A-71

　仕様：スタッド及び開口補強材等の断面寸法は、65形の場合を示す。

国交省2-24-04 国交省2-24-05 国交省2-24-06 国交省2-24-07

Ｔ形取合い Ｌ形取合い 壁取合い サッシ取合いS=1/5 S=1/5 S=1/5S=1/5

壁軽量鉄骨下地標準詳細図

軽量鉄骨壁下地

図示

R06.03

目透しの場合 継目処理の場合

(65X45X0.8)

ジョイントテープ張りの上

ジョイントコンパウンド塗り
（テープ又は塗装）

ボード一重
又は二重

PL

ぜん板

断面

サッシ方立部分平面

（アルミニウム板ｔ＝１．５加工）

断熱補修材

（アルミニウム板ｔ＝１．５加工）

(65X45X0.8)
-45X30X2.3

シーリング材

（テープ又は塗装）

(65X45X0.8)

目透しの場合

見切縁

(65X45X0.8)

ジョイントテ－プ張りの上

継目処理の場合

ジョイントコンパウンド塗り

断熱材打込みの場合

打込みピン
１．２００＠程度

コンクリート打放しの場合

断熱材打込みの場合

（テープ又は塗装）

打込みピン
１．２００＠程度

コンクリート放しの場合

継目処理の場合

目透しの場合

(65X45X0.8)

（テープ又は塗装）

ジョイントテープ張りの上

コーナー保護金物の上
ジョイントコンパウンド塗り

コーナー保護金物の上
ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントコンパウンド塗り

立　面　１／５０ 立　面　１／５０

開口部上枠と天井面が接している場合 開口部上枠と天井面が離れている場合

スタッド

振れ止め

(67X40X0.8)
ランナー

ランナー 取付用金物

スタッド

ランナー

ランナー 取付け用金物

隣り合う室の
天井高が異なる場合

隣り合う室の
天井高が同じ場合

隣り合う室の
天井高が異なる場合

隣り合う室の
井高が同じ場合

開口部上枠と天井面が接している場合

軸　組　１／５０ 軸　組　１／５０

開口部上枠と天井面が離れている場合

開口部補強材開口部補強材

開口部補強材

開口部補強材

△
天井面

天井面
△

天井面

（　－６０Ｘ３０Ｘ１０Ｘ２．３）

（　－６０Ｘ３０Ｘ１０Ｘ２．３）

床面ランナー下端から１，２００＠程度

（　－６０Ｘ３０Ｘ１０Ｘ２．３）

（　－６０Ｘ３０Ｘ１０Ｘ２．３）

－４５０＠程度
(65X45X0.8)

 １，２００＠ 程度

(67X40X0.8)

天井面

(65X45X0.8)

断　面　１／５

スペーサー６００＠程度

ランナーが野縁と直角の場合（断熱材打込取合い）

野縁

野縁受け

野縁

ランナー

断熱材打込みの場合

見切縁

壁取合い

脚　部

頭部　天井高の異なる場合

吹出口補強わく

ジョイントコンパウンド

シーリング材

タッピンねじ

ランナー受金物
９００＠程度

打込みピン　９００＠程度 打込みピン　９００＠程度

断熱材打込み

打込みピン１，２００＠程度

断熱材

吹出口など別途

スペーサー６００＠程度

遮音シール材

ランナー

打込みピン　９００＠程度

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド

スタッド
（６５Ｘ４５Ｘ０．８）－４５０＠程度

ダブル野縁

野縁

野縁受け

（　形又は　形　ｔ＝２．３）

(115)

(
1
1
5
)

(
8
) (
7
)

(
2
5
)

(10)

(D)

(15)

(D)

(
1
1
5
)

(
1
1
5
)

(8)

(8)

(115)

(
8
)

(90)

(
1
1
5
)

(20)

(
2
0
)

(
1
1
5
)

150以内

(10)

150以内

(10)

１５０以内

△

△
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〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 鉄骨補強図

図示

R06.03

断面詳細図　S=1/20

※注記：赤色部は新設補強部材を示す

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強 鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚補強

鉄骨柱脚平面詳細図　S=1/20

R階梁伏図　S=1/100

鉄骨柱脚断面図　S=1/20鉄骨柱脚側面図　S=1/20

吊りボルト受材：C-75×45×15×1.6＠910
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C1 C1

45

吊りボルト受材取付詳細図　S=1/20

※アンカー施工にあたっては鉄筋探査を実施すること
あと施工アンカー：接着系2-M16

規格

［-75×40×5×7

G.PL-ｔ9

HTB-M16 F10T

使用部材

SN400B

B.PL-ｔ16×300×160SN400B

SSC400C-75×45×15×1.6

L-50×50×4

SS400

SS400

あと施工アンカー：接着系2-M16
グラウトｔ30×350×210

B.PL-16×300×160

G.PL-9　HTB2-M16

［-75×40×5×7

H-250×125×6×9

［-75×40×5×7
G.PL-9　HTB2-M16

G.PL-9　HTB2-M16

B.PL-16×300×160

グラウトｔ30×350×210

あと施工アンカー：接着系2-M16

［-75×40×5×7

［-75×40×5×7

G.PL-9　HTB2-M16

既存H-200×100×5.5×8

吊りボルト受材：C-75×45×15×1.6＠910

G.PL-6×167×184

中ボルト2-M12

G.PL-6×110×230

あと施工アンカー：接着系2-M16

吊りボルト受材：
C-75×45×15×1.6

中ボルト2-M12

B.PL-12×120×160
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設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

A-73

男子更衣室

男子更衣室
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(機械設備工事）

S=1/20パッケージ型消火栓基礎詳細図（2）

記

・コンクリート：（24+3）-18-20N

・鉄筋：D10、D13（SD295A）

記

・コンクリート：（24+3）-18-20N

・鉄筋：D10、D13（SD295A）

(機械設備工事）

▽2FL

▽2SL

(機械設備工事） (機械設備工事）

▽2FL

▽2SL

Y

X Y

X

平面詳細図　S=1/20 平面詳細図　S=1/20

X-断面詳細図　S=1/20 X-断面詳細図　S=1/20Y-断面詳細図　S=1/20 Y-断面詳細図　S=1/20

架台：［-75×40×5×7、アンカーボルト4-M12（機械設備工事） 架台：［-75×40×5×7、アンカーボルト4-M12（機械設備工事）

前塞ぎ：［-75×40×5×7（機械設備工事） 前塞ぎ：［-75×40×5×7（機械設備工事）

S=1/20パッケージ型消火栓基礎詳細図（1）

構造各部詳細図（消火栓基礎、内樋塞ぎ板）

S=1/20 S=1/20

改修断面詳細図現況断面詳細図 現況断面詳細図 改修断面詳細図

2-D10

4-D10

パッケージ型消火栓

EXPゴム18×20

あと施工差し筋アンカーD10

架台：［-75×40×5×7

アンカーボルトM16（機械設備工事）

パッケージ型消火栓

2-D10

4-D10

EXPゴム18×20

パッケージ型消火栓

EXPゴム18×20

あと施工差し筋アンカーD10

架台：［-75×40×5×7

アンカーボルトM16（機械設備工事）

パッケージ型消火栓

2-D10

4-D10

EXPゴム18×20

前塞ぎ：［-75×40×5×7

コンクリート金ゴテ直均し仕上

前塞ぎ：［-75×40×5×7

コンクリート金ゴテ直均し仕上

あと施工差し筋アンカーD10 あと施工差し筋アンカーD10

コンクリート金ゴテ直均し仕上 コンクリート金ゴテ直均し仕上

カラー水切板（付属品）撤去

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

FB 3×60 ＠600錆止　撤去

自在ドレイン 75φ　撤去

カラー水切板（付属品）撤去 野地板：ラワン合板（T1) t=12

アスファルトルーフィング1層の上シングル葺き(釘付工法）

母屋：C-100×50×20×1.6　@600

母屋：C-100×50×20×1.6　@600

塞ぎ板：ラワン合板ｔ12+9

受材：C-75×45×15×1.6＠600

アスファルト防水下地シングル葺き（接着工法）3.5寸勾配

カラー水切板（付属品）撤去

内樋：オリエンタルメタル t=0.5　撤去

カラー水切板（付属品）撤去

塞ぎ板：ラワン合板ｔ12

フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　

断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）
フッ素SGL鋼板（JIS G 3322)ｔ0.45　断熱カバー工法横吹き（3.5寸勾配）

X1 X1 Y7 Y7

（樋関係付属金物共）

垂木：ハット型鋼（縦＠455ビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

コンクリートビス止め

Ｌ-50×50×4
1-M12

垂木：ハット型鋼（縦＠455既存鉄骨母屋にビズ止め＠600）

断熱材：押出法ポリスチレン板 t=25

下地：ゴムアス防水シート（片面粘着）

内樋撤去部改修詳細図（鉄骨屋根部） 内樋撤去部改修詳細図（RC屋根部）

Y1

Y1
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NO.図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫

設　計 縮　尺

設計年月日

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) 外構平面図（現況）

A-74
S=1/200

R06.03

0.97

12.98

インターロッキングブロック舗装

正門へ至る

校庭へ至る

外構平面図（現況）  S=1:200

（柔剣道場）

対象建築物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　一部鉄骨造　２階建て

犬走り

Y1 Y8

X1

X5

高跳び

サクラ

防
災倉
庫

防災倉庫

プール

ポンプ室

植込み

既存ネットフェンス

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既
存
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

植込み

1800

8
8
4
0

6
0
0

---
POLYLINE
  291.96　（291.96）
---

アスファルト舗装土のまま

校内通路

隣地境界線

隣
地
境
界
線

歩道

隣
地
境
界
線

プランター撤去

プランター撤去

アスファルト舗装撤去

U24　既存のまま

既存ポンプピット撤去（機械設備工事）

U24撤去・更新

アスファルト舗装撤去

CAD計測

▲植込み 2.0×2.0×3.14＝12.56ｍ2

計

L=30.0ｍ

（境界ブロック共）

L=14.3m

291.96ｍ2

279.40ｍ2

側
溝

Ｎ

As舗装カッター入れ

既設歩道撤去

---
LINE
  4,000　（4,000）
---

6
0
0
02450



玄関ポーチ
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NO.図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫

設　計 縮　尺

設計年月日

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

S=1/200

外構平面図【改修】

U24復旧（蓋掛け共更新）

アスファルト舗装復旧

A-75

（密粒度アスコンA-5-15）

R06.03

外構平面図【改修】  S=1:200

仮
設
現
場
事
務
所

12.98

0.97

A76図参照

A36図参照

アスファルト舗装撤去、復旧

新設スロープ

歩道う回路新設

正門へ至る

校庭へ至る

（柔剣道場）

対象建築物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　一部鉄骨造　２階建て

犬走り

Y1 Y8

X1

X5

プール

ポンプ室

高跳び

サクラ

防
災倉
庫

防災倉庫

植込み

既存ネットフェンス

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既
存
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

植込み

---
POLYLINE
  251.96　（251.96）
---

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

校内通路

歩道

CAD計測

▲植込み

計

2.0×2.0×3.14＝12.56ｍ2

L=30.0ｍ

側溝

251.96ｍ2

239.40ｍ2

Ｎ

U24　既存のまま

---
LINE
  4,000　（4,000）
---

2450

6
0
0
0



156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) スロープ断面詳細図【改修新設】

A-76
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配筋詳細図　S=1/30 配筋詳細図　S=1/30

・コンクリート：（24+3）-18-20N

・捨てコンクリート：15-18-20N

セラミクリート工法（エスケー化研）同等品

・鉄筋：D10、D13（SD295A）

砕石：再生材ｔ100

壁付手摺詳細図　S=1/5

玄関ポーチ

A

玄関ポーチ

断面詳細図A　S=1/30 断面詳細図（スロープ縦断）　S=1/30

断面詳細図（スロープ縦断）　S=1/30

記

植栽桝

植栽桝 植栽桝

・コンクリート保護塗装：

新設歩道

20×10

S=1/30

R06.03

1-D13

1-D131-D13

D10＠200

差し筋：D10@200

1-D13

1-D13

1-D13

D10＠200

差し筋：D10@200

D10@200

D10@200
D10@200

1-D13 1-D13

D10＠200

1-D13

1-D13

D10＠200

D10＠200

差し筋：D10@200

φ42.7ステンレスＨＬ

あと施工アンカーSUSφ13

座金ＳＵＳφ50 ｔ3　接着止め

ブラケットφ25ステンレスHL

床、階段：磁器質タイル150角貼り

玄関ポーチ柱：下地調整材C1の上

複層塗材Eローラー塗り（シリコン樹脂トップコート）

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

磁器質タイル150角

（ノンスリップタイプ）貼り

壁付手摺：φ42.7ステンレスＨＬ

コンクリート直均し仕上の上

コンクリート保護塗装

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

支柱：φ32×ｔ1.5

テンレスＨＬ＠900

手摺：φ42.7ステンレスＨＬ

ブラケット＠900
コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

コンクリート直均し仕上の上

コンクリート保護塗装

手摺：φ42.7ステンレスＨＬ

支柱：φ32×ｔ1.5

テンレスＨＬ＠900

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

磁器質タイル150角

（ノンスリップタイプ）貼り

磁器質タイル150角

（ノンスリップタイプ）貼り

手摺：φ42.7ステンレスＨＬ

ブラケット＠900

手摺：φ42.7ステンレスＨＬ

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

シーリングMS-2

Y7 Y6 X1 X2

X1X2X3



NO.図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫

設　計 縮　尺

設計年月日

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) 外構各部詳細図

A-77

玄関ポーチ土間配筋図

図示

R06.03

表　層

路　盤

（路  床）
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路　盤
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植栽桝詳細図
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インターロッキングブロック舗装 縁石 U形側溝（プレキャスト）

国交省9-21-01 国交省9-12-01

X2 X2

X2

Y7 Y7

Y7 Y7Y6

国交省9-11-07

コンクリート打放し

コンクリート保護塗装

植栽桝内客土投入

平面詳細図　S=1/20

配筋平面図玄関ポーチ

F2

断面詳細図　S=1/20

正面図　S=1/20

F2

C5

植栽桝

C5

C5

F2

※　凡例： は既存躯体を示す ※　凡例： は既存躯体を示す

セラミクリート工法（エスケー化研）同等品・コンクリート保護塗装：

・コンクリート：（24+3）-18-20N

・捨てコンクリート：15-18-20N

・鉄筋：D10、D13（SD295A）

砕石：再生材ｔ100

記 記

・コンクリート：（24+3）-18-20N

・捨てコンクリート：15-18-20N

・鉄筋：D10、D13（SD295A）

砕石：再生材ｔ100

FG6 FG6

アスファルト混合物

プライムコートＰＫ－３

路盤材：再生クラッシャラン

インターロッキングブロック

クッション材（砂又は空練りモルタル）

路盤材：再生クラッシャラン

ジオテキスタイル（不織布）

再生クラッシャラン

捨コンクリート18-20-20N

空練モルタル

コンクリート境界ブロック120×120×600

再生クラッシャラン

空練モルタル

U240

鉄筋コンクリート蓋掛け

D10＠200

1-D13

D10＠200

柱型：下地調整剤C1の上複層塗材Eローラー塗り

　　　　　　シリコン樹脂トップコート仕上

コンクリート打放し保護塗装

コンクリート打放し保護塗装
1-D13

床排水溝
磁器質タイル150角貼り 磁器質タイル150角貼り

（段鼻ノンスリップ付き）

1-D13

D10@200ダブル

D10@200ダブル

砕石：再生材ｔ100

既存階段部コンクリート撤去

差し筋アンカー

D10@200ダブル

RC40

D10＠200

1-D13

（歩道）

植栽桝

6
8
0



玄関ポーチ

菜園

市　
道

NO.図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫

設　計 縮　尺

設計年月日

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

S=1/200

仮設計画図

A-78
R06.03

仮
設
現
場
事
務
所

12.98

0.97

新設スロープ

歩道う回路新設

正門へ至る

校庭へ至る

25t吊りラフタークレーン

吊重量=3.85ｔ

(アウトリガー最大張出し 5.1m)

（単位：ton）

16.0

15.0

14.0

12.0

13.0

10.0

9.0

8.0

11.0

7.0

6.0

作業半径（m）

ブーム長

9.5m 16.5m 23.5m 30.5m

13.00 12.60 11.20 7.00

9.40 10.00 7.00

7.30

5.80 6.50 6.40

4.70 5.40 5.75

3.90 4.55 4.85

3.25 3.85 4.15

2.70 3.25

2.85 3.10

2.45 2.70

2.10 2.35

8.00 7.00

3.55

定格総荷重表

25t吊りラフタークレーン

15,000

10,
000

（柔剣道場）

対象建築物

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　一部鉄骨造　２階建て

犬走り

Y1 Y8

X1

X5

プール

ポンプ室

高跳び

サクラ

防災倉
庫

防災倉庫

植込み

既存ネットフェンス

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既
存
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

植込み

2
3
0
0

4700

1
54
00

1
04
00

50
00

2
3
0
0

2
3
0
0

3
0
0
0

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

歩道

校内通路

側溝

Ｎ

工事関係車両駐車場

資材置き場

校内通路

４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

15,000

ポンプピット新設

50
00

6000

91
26

9144

▽26.36

▽24.13
アスファルト舗装撤去、復旧

仮囲い：成形鋼板H=3.0m

L=7.6m

キャスターゲート6.0W×1.8H

L=3.2m

仮設鉄板敷き　83.61ｍ2

25t吊りラフタークレーン

仮囲い：成形鋼板H=3.0m

棟高

2FSL

GL
1FL

軒高

2450

6
0
0
0

24020005002402000500

4000 1300 5400 5300 240

16000

X1X2X3X4X5

学校備品用倉庫
（5.45×2.3）

学校備品用倉庫
（5.45×2.3）



仮設倉庫A棟　平面図　S=1/30（1階備品）

立面

▽

▽

▽

▽

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

立面

▽

▽

▽

▽

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

▲

▲
引違い戸（鍵付き）

引違い戸（鍵付き）

仮設倉庫B棟　平面図　S=1/30（2階備品）

注記：　仮設倉庫は9か月リース契約とする

156740

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

　　　　照明設備、換気設備は仮設電力を使用する。

A-79
S=1/50

R06.03

H=500×4段

H=1200 H=1200 H=1200

扇風機 扇風機 扇風機

H=1000H=1000 H=1500

畳ｔ60×5＝300H

H=1200

黒板

ホワイトボード

H=1500

H=1200 H=1200 H=1200 H=1200

H=1800

H=1200

太鼓

扇風機(中） 扇風機(中） 扇風機(中） 扇風機(中）

扇風機(大）

H=2000

ホワイトボード

パイプ椅子20脚

剣道防具500×500×500
（ダンボール箱保管　3段）

剣道防具500×500×500
（ダンボール箱保管　3段）

15

26 26

H=300 6 27

32

13

38

40

41

39 39 39 39

4351
52

4

16

7 7 7

12

20

19

窓：グランド側窓は面格子付き

窓：グランド側窓は面格子付き

プラケース

プラケース

35

H=400×3段

5720

2
3
2
0

3
0
0
0

5720

2
3
2
0

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

2
7
0
0

23502350 59105910

床面積

　A棟　5.72×2.32＝13.27　ｍ2

　B棟　5.72×2.32＝13.27　ｍ2

KEY-PLAN

KEY-PLAN

仮設倉庫移動備品リスト

立面図A　S=1/50 立面図B　S=1/50 立面図C　S=1/50 立面図D　S=1/50

窓

窓

窓

換気扇

換気扇

№ 階 室名・場所 備品名 数量 材質 備考

ホール スリッパ、ごみ箱 1 プラスチック

柔道場 黒板 1 スチール、木 0.5*0.8*1.2

扇風機 3 プラ 0.8*0.8*1.2

寄付時計 1 スチール 0.5*0.5*0.1

男子更衣室 防具 42 プラ・布 ロッカー大きさ50*50*50

ホワイトボード 2 プラ 1.2*1.5*0.5

女子更衣室 アルミマット 2 アルミ 0.5*1.5*0.1

ホワイトボード 1 プラ 0.8*0.5*0.05

階段下倉庫 窯 2 アルミ

畳 5 木

プラケース（柔道着） 4 プラ、布 0.8*0.6*0.5

階 室名・場所 備品名 数量 材質 備考

階段室 プラゴミ箱 2 プラ

パイプ椅子 20 スチール

剣道場 扇風機中 4 スチール、プラ 0.8*0.8*1.2

扇風機大 1 スチール、プラ 1.2*1.2*0.5

ホワイトボード 1 プラ 2*2*0.5

太鼓 1 木、布 1*1*1.8

防具

自作竹刀 35 紙

№

1階

1階

1階

1階

1階

2階

2階

2階

6

7

12

13

15

1

16

19

20

26

27

32

38

39

40

41

43

35

51 男子更衣室

52

58 管理室

プラケース 1 プラ 0.8*0.3*0.3

プラケース プラ

3

3 0.8*0.4*0.4

58

仮設倉庫計画図



発　注　課：土浦市教育委員会教育総務課

工事監督課：土浦市建設部住宅営繕課

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事

電気設備工事設計図

設　計　者：ＮＯＢ．建築設計企画室

図　面　目　録
縮尺 備考 図番 図面名称

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/600

縮尺 備考図面名称図番

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

※スケールはA2版出力サイズを示す

令和 ６ 年 ３ 月

-

-

-

S=1/500

NO SCALE

NO SCALE

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

E-11

E-12

E-13

E-14

電気設備工事特記仕様書（１）

電気設備工事特記仕様書（２）

案内図、配置図（全体平面図）

照明器具姿図（現況）【改修】

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備1階平面図（現況）

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備2階平面図（現況）

幹線設備1階平面図（現況）

幹線設備2階平面図（現況）

幹線設備1階平面図【改修】

幹線設備2階平面図【改修】

分電盤結線図（現況）【改修】

屋外幹線設備平面図（現況）

屋外幹線設備平面図【改修】

屋外幹線設備全体平面図（現況）【改修】

E-15

E-16

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備1階平面図【改修】

電灯・ｺﾝｾﾝﾄ設備2階平面図【改修】

NO SCALE

NO SCALE

E-17

E-18

E-19

E-20

E-21

E-22

E-23

E-24

E-25

E-26

構内通信網設備1階平面図（現況）

構内通信網設備2階平面図（現況）

構内通信網設備1階平面図【改修】

構内通信網設備2階平面図【改修】

自動火災報知設備系統図（現況）【改修】

自動火災報知設備1階平面図（現況）

自動火災報知設備2階平面図（現況）

自動火災報知設備1階平面図【改修】

自動火災報知設備1階平面図【改修】

構内通信網設備機器姿図【改修】

E-27 弱電設備本校舎1・2階平面図 【改修】 S=1/300

E-00 表紙（図面目録）



NO SCALE

６　時刻同期装置 ・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ

・　地上デジタル放送 ・　ＮＴＰサーバー

・　カテゴリC2

１　交換装置

２　局線応答方式 ・　局線中継台方式

・　デジタルPBX

・　ボタン電話装置　

・　分散中継台方式 ・　ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ方式

３　局線種別 ・　デジタル ・　アナログ

４　回線数 局線 ・　電話回線 （　　　回線以上）

内線 ・　電話回線 （　　　回線以上） ・　データ端末等

・　専用回線

５　電話機取付台数 ・　ボタン電話機（　　台）

・　IP電話機（　　　台）

６　局線表示盤 （　　　　　　回線）

７　保安器接地 ・　本工事 ・　別途工事

９　電源装置

８　付加サービス機能 ・　可変短縮ダイヤル

・　停電補償時間　　　　時間以上

・　不在転送

・　ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾀﾞｲﾔﾙ方式 ・　ﾀﾞｲﾚｸﾄｲﾝﾗｲﾝ方式

・　IP-PBX ・　VoIPサーバ

・

・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ

・　地上デジタル放送 ・　ＮＴＰサーバー

10　時刻同期装置

・　一般電話機（　　台）

・　ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺｰﾄﾞﾚｽ（　　台）

・　カテゴリD111　通信用ＳＰＤ

最大伝送速度　・11Mbps　・54Mbps　・600Mbps　・6.9Gbps

13

構
内
交
換
装
置

・　発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ式情報表示盤 ・　液晶式情報表示盤 ・　１　ﾏﾙﾁｻｲﾝ装置 14

令和４年版」（以下「改修標仕」という。）及び標準図による。ただし、改修標仕に記載されていない事項は、標仕による。

　　建　物　概　要

建　　物　　名　　称 構　造 階　数 延べ面積（㎡） 消防令別表第一 備　考

　　仕　様　書

  1.1.2 [1.1.2]

　用語の定義

(1)

章 項目 特記事項 根拠項目

章 項目 特記事項 根拠項目

(1-1.1.4)

[1-1.1.4]

(1-1.2.1)

[1-1.2.1]

１　

一　

般　

事　

項

章 項目 特記事項 根拠項目 章 項目 特記事項 根拠項目

(6-1.7.1)

令和　　　　年　　　　月（全　　　　枚）

新築及び増築に係る電気設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）

　改修に係る電気設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

号 項　目

　第１編　一般共通事項

　第１章　一般事項

１　本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、次による。

　Ⅰ．　共　通　仕　様

（１）　章と項目は、番号に○印のついたものを適用する。特記事項は、・に○印のついたものを適用する。

（２）　特記事項で○印のない場合は、※印のあるものを適用する。○印と※印のある場合は、○印のあるものを適用する。

請負工事費５００万円以上の場合登録する。　１　工事実績情報の登録

　２　概成工期

　３　内部の工事期間等

　　※　無

置き換え後の標仕及び改修標仕の規定

　　　　　〃  　　　1.6.2 [1.10.2] 技術検査

　　別　表

１　

一　

般　

事　

項

３　盤形式 ・　キュービクル形 ・　高圧ｽｲｯﾁｷﾞｱ

４　主遮断装置 ・　ＣＢ形（・　真空　　　・　ガス）

・　開放形

・　ＰＦーＳ形

５　操作方式 ・　電動ばね ・　手動ばね ・　電磁

６　変圧器 ・　油入 ・　高効率形

(3-1.1.1)

～

(3-2.3.3)

[3-1.1.1]

～

[3-2.4.3]

８　

受　

変　

電　

設　

備

１　直流電源装置 用途

蓄電池 ・　ＨＳ形鉛蓄電池

・　非常用照明器具電源及び受変電設備制御電源共用

・　受変電設備制御電源専用

・　

・　ＭＳＥ形鉛蓄電池

整流器容量　（　　　　　Ａ）　　　　負荷補償装置　（　　　　Ａ）

２　ＵＰＳ装置 用途 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出力電気方式

出力電圧 ・　１００Ｖ ・　２００Ｖ

・　単相２線式 ・　３相３線式・　単相３線式

・　１００Ｖ／２００Ｖ

定格出力

補償時間 （　　　　　　　　分以上）

給電方式 ・　常時ｲﾝﾊﾞｰﾀ　　・　ﾗｲﾝｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞ　　・　常時商用給電

(4-1.1.1)

～

(4-3.3.2)

[4-1.1.1]

～

[4-2.4.2]

10

９　

静　

止　

形　

電　

源　

設　

備

発　

電　

設　

備

11

構
内
通
信
線
路

１　配線方式

２　ケーブル埋設シート

３　埋設深

４　メッセンジャー線

※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式）　　　・　架空式

※　設ける。

(6-2.10.1)

～

(6-2.11.4)

～

(6-1.5.1)12

構
内
情
報
通
信
設
備

１　ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

２　ポート数 ・　（　　　　　）　

３　通信プロトコル ※TCP/IP　・（　　　　　）

４　PoE 電力供給機器（・　　　　　・　　　　　）

５　無線LAN

拡
声
設
備

15
(6-1.9.1)

・　有　　　（工期　　　　　令和　　　　　年　　　　月　　　　日）

着手　令和　　年　　月　　日　～　終了　令和　　年　　月　　日　までとする。

・　長寿命ＭＳＥ形鉛蓄電池 ・　リチウム二次電池

17 １　通信用ＳＰＤ (6-1.11.1)

テ
レ
ビ
共
同

受
信
装
置

18

テ
レ
ビ
電
波
障
害

防
除
装
置

１　ヘッドエンド

２　機器収容箱等

・　鋼板製 ・　アルミ製

・　合成樹脂製 ・　アルミダイキャスト製 ・　鋳鉄製 ・　鋼板製

(6-1.12.1)

19

監
視
カ
メ
ラ
装
置

・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

(6-1.13.1)

（　　　　　　　　ｋＶＡ）

通信方式　・１：１　　・Ｎ：Ｎ　　・１：Ｎ

・　2.5GBASE-T

・　10BASE-（ T , F ） ・　100BASE-（ TX , FX ） ・　1000BASE-（ T , SX ,LX ）

・　5GBASE-T ・　10GBASE-（ SR , LR , ER , LX4 , T ）

・

表示方法 ・　液晶式

表示盤 ・　卓上形

親時計形式 ・　壁掛形 ・　自立形

回線数 　　　　　　回線

時報子時計

チャイム

親時計に ※　内蔵 ・　別置壁掛形

親時計に ※　内蔵 ・　別置壁掛形 ・　時報子時計に組込

時刻補正 （　　　　　　）

２　出退表示装置

３　時刻表示装置

情
報
表
示
設
備

・　発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ式

・　壁掛形

・　ラック形

臨
時

本工事にて次の機器を工場で行う臨時検査対象とする。

・

・

１　対象機器
24

検
査

試　
　

験

１　機材の試験 標準仕様書によるほか，次のものを追加する。

・　

・　

標準仕様書によるほか、次のものを追加する。

・　一般照明照度測定（改修は工事前後の測定を行うこと）

※　文部科学省学校環境衛生基準 ・　ＪＩＳ照度基準

・　化学物質の濃度測定 測定する化学物質の種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

測定方法　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

測定対象室及び測定箇所数（　　　　　　　　　　　　　　）

(1-1.5.7)

[1-1.6.8]

２　施工の試験

23

１　工事範囲

２　受信機

３　警戒方式

・　配管工事 ・　機器実装

・　（　　　　　回線）

・　マグネット式 ・　赤外線式

(6-1.15.1)

防
犯設

備

22

１　受信機 ・　本工事　　　　・　別途

・　（　　　形　　　　回線　　※　火報盤と一体形　　・　単独）

・　都市ガス用 ・　ＬＰガス用

・　（　　　　回線）

２　検知器

３　中継器

(6-1.19.1)

ガ
ス
漏
れ

火
災
警
報
設
備

21

火
災
報
知
・
自
動
閉
鎖
・
非
常
警
報
設
備

１　受信機 ・　（・　単独　　　・　複合）

・　（・　自立形　　　・　壁掛形）

２　副受信機 ・　（　　　回線） ・　（・　単独　　・　複合）

・　（・　自立形　　・　壁掛形）

３　発信機 ・　専用総合盤（※　埋込形　・　露出形）に組込

・　消火栓箱組込 ・　単独設置

４　表示灯

５　消火栓ポンプ始動

６　感知器

７　連動制御器

８　自動閉鎖装置

９　非常警報装置 ・　機器一体形 ・　各機器単独設置 ・　緊急地震放送対応

・　防火ダンパー用　（・　本工事　※　別途）

・　防火シャッター用（・　本工事　※　別途） ・　（※　磁石式　・　レリーズ式）

・　防火戸用（※　本工事　　　・　別途）

・　（　　　　回線） ・　（・　単独　　・　受信機と一体）

※　作動確認灯付とする

・　発信機と連動 ・　単独押しボタンを設置

※　ＡＣ２４Ｖ ・　ＤＣ２４Ｖ ・　ＡＣ１００Ｖ

(6-1.16.1)

(6-1.17.1)

(6-1.18.1)
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10　通信用ＳＰＤ ・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

２　アンテナ ・　ＵＨＦ（・全帯域用　　　・帯域（　　　　　　））

１　電気方式 ・　３相３線式

２　区分開閉器 種類

・　方向性 ・　無方向性 ・　

・　気中 ・　ガス

・　６ｋＶ

７　高圧コンデンサ ・　油入 ・　ガス絶縁 ・　モールド

８　リアクトル ・　油入 ・　モールド

９　避雷器

10　絶縁監視装置 ・　あり　　　　・　なし

11　積算計器 ・　無検定

・　2.5kA ・　5kA ・　10kA ・　SPDｸﾗｽⅠ

※　検定付

１　用途

２　増幅器

３　出力

４　マイクスタンド

５　アンテナ

・　床上形 ・　卓上形 （・　高さ調整式 ・　固定式）

デスク形

・　一般放送用 ・　非常放送用

・ワイヤレスマイク用

(6-1.10.1)

・　インターホン ・　テレビインターホン

２　接続方式 ・　親子式 ・　複合式・　相互式

３　通話方式 ・　交互通話式 ・　同時通話式

４　テレビインターホン ・　撮像範囲固定式 ・　撮像範囲調整式

誘
導
支
援
装
置

１　種別

・　音声誘導装置

・　障害者用インターホン ・　外部受付用インターホン

・受付呼出装置

16

５　内部雷保護システム

４　外部雷保護

・　あり　　　　　・　なし

・　レベルⅠ　　・　レベルⅡ　　・　レベルⅢ　　・レベルⅣ

第１編  第１章  　　1.1.2 [1.1.2] 用語の定義の(ﾃ)

・　電波式デジタル方式

・　ＦＭ（材質　　　　　）

・　電波式アナログ方式

・　ホイップ

ワイヤレスマイク

・　カテゴリＣ２

・　赤外線方式

・　カテゴリＤ１

６　マイクロホン

７　通信用ＳＰＤ

・・　防振ゴム

・　モールド

・　ダイヤル温度計付属品

地絡継電器

内蔵 ・　ＶＴ ・避雷器

　部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により、施設内部の使用を開始

する。

　次の作業は内部工事着手前に行える。ただし、着手日、作業箇所は施設及び監督員と協議

のうえ決定する。

※　現場調査　　　・  

※　第１種電気工事士　・　認定電気工事従事者　・　特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）

　４　施工従事者 　資格が必要な工種の施工にあたっては、関係法令に基づき、次の資格を有する者により

施工をおこなうこと。

　　　　契約電力５００　Ｗ以上の電気工作物においても、次の者により施工をおこなうこと。　また、　　　　　　　ｋ

.

１　形式

２　用途

３　発電機

・　キュービクル式 ・　簡易式 ・　オープン式

・　防災電源

電気方式 ・　単相３線式・　単相２線式・　３相３線式

電圧

周波数

回転数

定格出力

・　100V　　・　200V　　・　200V/100V　　・　

・　50Hz　　・60Hz

・　1500min　　　・　3000min　　　・　
-1 -1

（　　　　　ｋＷ以上　　　　　ｋＶＡ以上）

４　原動機 種類 ・ディーゼル機関 ・ガスタービン ・ガス機関

・マイクロガスタービン

定格出力

始動方式

冷却方式

始動時間

（　　　　　　ｋＷ以上）

・　電気方式 ・　空気式

・　水循環式 ・　ラジエータ式

※　４０秒以内 ・　１０秒以内

始動用蓄電池 ・　長寿命MSE (　　Ah)　　・　

(5-1.1.1)～

(5-1.4.13)

～

[5-2.2.10]

[5-1.1.1]

(5-1.6.1)

[5-2.4.1]

(5-1.7.1)

[5-2.5.1]

(5-1.5.1)

(5-1.8.1)

(5-1.9.1)

[5-2.7.1]

[5-2.6.1]

[5-2.3.1]

５　燃料 ・　軽油 ・　Ａ重油 ・　灯油

６　制御方式 ・　自動式 ・　手動式

７　燃料小出槽

８　主燃料槽

９　排気系統配管

10　ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ装置

11　太陽光発電

（　　　　　　　　　Ｌ）

（　　　　　　　　　Ｌ） ・　専用 ・　共用

排気管の断熱材（　※　ﾛｯｸｳｰﾙ　　・　　　　　　）　 厚さ　　　　mm

・　あり　　　・なし

太陽電池 ・　結晶系シリコン太陽電池

出力　　　　　（　　　　　ｋＷ）

系統連系　　　・　あり　　　・　なし

・その他（　　　　　　　　）

・

・　あり　（　　　　　発電）　　　・　なし12　その他発電設備

（　　　回線以上）

（　　　回線以上）

・　多機能電話機（　　台）

(6-1.6.1)・　VoIPゲートウェイ

・IPｺｰﾄﾞﾚｽ（　　台）

 1.6.1 [1.10.1]

　工事検査 員の指示を受けるものとする。

発注者から通知された検査日に検査を受ける。

 1.4.4 [1.4.5]

　機材の検査等

を証明するマーク等を確認できる場合

  1.4.2 [1.4.2]

　機材の品質等

名簿に記載されている材料又は製造所の製品とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有する

新品とする。ただし、仮設に使用する機材は、新品に限らない。

(1)  使用する機材は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿

(ｱ)  建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる機材

(ｲ)  建築材料・設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿に記載されている機材又は製造所

(ｳ)  特記により指定された材料又は製造者の製品

　　の製品（特記で標仕及び改修標仕の規定に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く。）

なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態であるものを指し、製造者による

使用期限等の定めがある場合を除き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

(2)  使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料（試験成績書等）

を監督員に提出する。

　ただし、設計図書においてＪＩＳによると指定された機材でＪＩＳマーク表示のある機材を使用

する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合（次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当する場

合は、あらかじめ監督員の承諾を受けたと見なすことができる。）は、資料の提出を省略すること

ができる。

該当する場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

(2)  約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来形部分等の算出方法について監督

(3)　(1)の通知又は(2)の請求に基づく検査並びに約款第48条及び第50条に規定する検査は、

（契約時の最新版）」に記載されている品目については、当該

・　標準電波 ・　公衆回線 ・　ラジオ放送 ・　ＧＰＳ６　時刻同期装置

・　ＮＴＰサーバー・　地上デジタル放送

１　伝送方式

２　通信用ＳＰＤ

３　カメラ

・　カテゴリＣ２ ・　カテゴリＤ１

４　モニタ装置 ・　解像度（　　　　　）

・　電源供給方式（　　　　　　　　）

・　レンズ（・　標準レンズ　　・　広角レンズ　　・　望遠レンズ　　・　　　　　）

５　録画装置 ・　デジタル記憶媒体容量（　　　　　　　）

・　時刻補正機能（　　　　　方式　）

令和４年版」（以下「標仕」という。）及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図（電気

設備工事編）令和４年版」（以下「標準図」という。）による。

(ｱ)　「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された者をいう。

(1)　工事現場に搬入した機材は、種別ごとに監督員の検査を受ける。ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に

(ｱ)  工事完成検査時または工事写真で、ＪＩＳマークを確認できる場合

(4)

(2)

 (3)

７　通信用ＳＰＤ ・カテゴリC2 ・カテゴリD1

12　局線中継台 ・机及び椅子（　　台）

[6-2.12.1]

[6-2.12.4]

[6-2.14.1]

[6-2.15.1]

[6-2.16.1]

[6-2.18.1]

[6-2.19.1]

[6-2.20.1]

[6-2.21.1]

[6-2.24.1]

[6-2.25.1]

[6-2.26.1]

[6-2.27.1]

[6-2.23.1]

[2.2.19]

・　入力映像信号

・　ネットワーク伝送方式

・　同軸伝送方式（・　アナログＨＤ方式　・　ＳＤＩ方式）

・　ネットワーク伝送方式・　同軸伝送方式（・　アナログＨＤ方式　・　ＳＤＩ方式）

PV直流用SPD　　・クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧保護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）

・クラスⅡ

・　薄膜太陽電池

※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線　　　　　　　ｍｍ ２

１　受雷部 ・　突針 ・　水平導体又はメッシュ導体

２　避雷導線 ・　引下げ導線 ・　構造体利用

３　接地極 ・　環状接地極　　　・　板状接地極　　・　基礎接地極

・　構造体利用 (2-2.17.1)

・　網状接地極　　　・　垂直接地極　　・　放射状水平接地極　

(2-2.17.4)

[2-2.18.1]

７ 

雷
保
護
設
備

６ 

動
力
設
備

(2-2.15.1)
１　電気方式 幹線

電圧 ・４００Ｖ

・　

２　電動機の接地 ・　単独接地

３　配線用遮断器

・　検定付

４　予備ﾌﾞﾚｰｶｰ・ｽﾍﾟｰｽ 予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　20％　　・　　　　） ｽﾍﾟｰｽ（　※　なし　　・　　　　）

５　

電
灯
設
備

(2-2.14.1)

４　フロアコンセント

３　非常用照明電源

・　収納形 ・　上下動形

・　電池内蔵形 ・　電源別置形

２　配線用遮断器

分岐 ・　直流２線式　１００Ｖ

・　直流２線式　１００Ｖ幹線１　電気方式

・　無検定 ・　検定付６　積算計器

５　予備ﾌﾞﾚｰｶｰ・ｽﾍﾟｰｽ 予備ﾌﾞﾚｰｶｰ（　※　20％　　・　　　　） ｽﾍﾟｰｽ（　※　なし　　・　　　　）

１　種別
４ 

 

接　

地

(2-2.13.1)

３　接地極

２　施工方法

・　補助接地極　　　

１　電気方式

・　低圧　単相　線式（　　　Ｖ）

２　配線方式 ※　地中線式（※　管路式　　・　直埋式） ・　架空式

３　ケーブル埋設シート ※　設ける。

４　埋設深 ・　高圧ＧＬ－　　　　ｍ

５　メッセンジャー線

６　装柱機材 ・　耐塩形

７　外灯接地

８　MH,HH 内支持材接地

・　単独

・　単独 ※　共用

・　省略しない

(2-2.11.1)

～
～

(2-2.13.14)

３　

構　

内　

配　

電　

線　

路
９　接地極埋設標の省略

10　電柱名札 ※　設ける

・　高圧　３相３線式６ｋＶ

５　積算計器

６　低圧用ＳＰＤ

・　無検定

７　低圧用ＳＰＤ

(2-2.12.6)

・クラスⅡ

・クラスⅡ・クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧防護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）

・架台

・クラスⅠ（ｲﾝﾊﾟﾙｽ放電電流　　ｋＡ以上、電圧防護ﾚﾍﾞﾙ　　Ｖ以下）

[2-2.12.1]

[2-2.13.6]

[2-2.14.14]

[2-2.14.1]

[2-2.15.1]

[2-2.16.1]

※　別途工事　 ・　本工事

※　設けない

・　既設建物内の一部を使用する

・　仮設事務所内に監督員空間を　　㎡程度確保する

監督員が使用できる備品として、次のものを工事期間中現場に用意し、貸与する。

・　保安帽　　ヶ ・　雨具　　　着 ・　長靴　　　足

・　安全帯　　　組

４　工事用水 構内既存の施設 ※　利用できる（※　有償　・　無償）　・　利用できない

５　工事用電力 構内既存の施設 ※　利用できる（※　有償　・　無償）　・　利用できない

　　・　既設設備に電力量計を設ける　　　・　発電機を使用する

６　仮設建物等 現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

すべて受注者の負担とする。

７　残土処理 ※　構内指示の場所に敷き均し ・　構外搬出適切処理

８　耐震施工

（１）　設計用水平地震力

（２）　設計用鉛直地震力

機器の重量［ｋｇｆ］に、＜表－１＞設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

９　塗装工事 プルボックス錆止塗装箇所

上記以外のプルボックス ※　焼付塗装 ・　調合ペイント２回塗

※　天井いんぺい部 ※　シャフト内

金属製露出電線管塗装箇所 ※　屋外 ・　電気機械室 ・　シャフト

図面に特記のあるもの及び特殊なものを除き ※新金属製 ・　樹脂製

電力設備　ジョイントボックス用 ・　丸形 ※　角形

通信設備　ジョイントボックス用 ※　丸形 ・　角形

11　プレートの用途表示

10　フラッシュプレート

ジョイントボックス並びに器具を実装しないプレートには略称等を用いて用途を表示する。

12　盤類の仕上色 分電盤

制御盤、配電盤 ※　指定色

・　ＪＥＭ１１３５※　指定色

・　ＪＥＭ１１３５

長さ１ｍ以上の入線しない管路には１．２ｍｍ以上の導入線を挿入する。

（室名）は直天井を示し、（　）なしの室名は二重天井を示す。

改修工事においては極力隠蔽に心がけ、やむを得ず露出となる部分は予め施工図を作成し

　監督員の承諾を受けること。

取外し再取付機器は、原則として清掃、調整、絶縁抵抗測定等を行った後取付ける。

ただし、絶縁劣化等により再使用に耐えない場合は、監督員に報告する。

仮設備期間（　・　図示 　・　　　　　　　　　 　　　）　

13　呼び線

14　天井仕上区分

15　露出配管配線

16　再使用機器等

17　仮設備

仮設備項目（・　受変電 　・　自家発 　・　火災報知 　・　防犯 　・　電話 　・　LAN）

１　足場・さん橋等

３　監督員事務所等

２　仮設間仕切り

[1-2.2.7]

[1-2.2.3]

[1-2.2.2]

(1-2.1.1)

(1-2.1.1)

[1-2.2.7]

[1-2.2.4]

[1-2.2.4]

[1-2.2.8]

(2-2.1.13)

[2-2.1.14]

(1-2.7.1)

[1-2.8.1]

(2-2.2.9)

[2-2.2.9]

[1-1.4.3]

[1-2.14.1]

[1-2.12.3]

２　

共　

通　

工　

事　

等

18　あと施工アンカー

共通仕様の用語の定義によるほか＜表－４＞用語の説明による。

19　機器取付高

20　用語の説明

＜表－２＞　あと施工アンカーによる。

＜表－６＞　機器取付高による。

機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」

　による。

・　本工事で設置する。

※　関連工事の関係者が定置した物は、無償で使用できる。

[1-1.9.1]

(1-1.7.2)

[1-1.11.2]

(1-1.3.9)
次のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

保全に関する資料

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

＜表－４＞「発生材の処理等」のとおり。

工事完成後、整理のうえ監督員に提出する。　提出部数　　　部

製本（完成図・施工図）、　ＣＡＤデータ、　

工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認できるよう

提出部数　　　部

　を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に提出する。ただし、あらかじめ監督員の承諾を

　受けた場合は、撮影計画書の作成を省略できる。

＜表－５＞　工事区分表による。

(1-1.7.3)

[1-1.11.3]

印刷物若しくは電子データ（DVD等のメディア）で提出する。

　に行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 営繕工事写真撮影要領（平成28年版)　

・その他特に監督員が必要と認め指示した箇所とする。

・改修工事については、主要な部分の改修前と改修後が、比較できるものとする。

・受変電設備、弱電設備等の主要機器、主要各室の照明器具、ｺﾝｾﾝﾄ等、及び屋外施設等。

完成写真は、以下による。

(1-1.2.4)５ 工事の記録等

６　発生材の処理等

７　完成図等

８　施工図等の取扱い

９　工事完成写真

10　工事施工状況写真

11　他工事との取合い

　　工　事　場　所 土浦市東真鍋町21番7号

柔剣道場 S造 ２ 810.81㎡

　　契約書に基づく履行報告に当たり報告に用いる書式等は「工事運行マニュアル（土浦市）

３　次の各号に該当する標仕及び改修標仕の項目について、標仕及び改修標仕の規定を別表に置き換えて適用する。（以下[ ]は、改修標仕

の項目を表示）

４　標仕及び改修標仕の次の項目の規定は適用しない。

(1)　第１編 第１章　1.1.2 [1.1.2] 用語の定義の(ｱ),(ｽ),(ﾂ)

(2)　　 　〃 　　　 1.4.2 [1.4.2] 機材の品質等の(1)及び(2)

(3)　　 　〃 　　　 1.4.4 [1.4.5] 機材の検査等の(1)

(4)　　 　〃 　　　 1.6.1 [1.10.1] 工事検査の(2)及び(3)

　Ⅱ．　特　記　仕　様

　　　凡　　例

○印と ※ 印のある場合は、両方を適用する。

（３）　根拠項目の(a-b.c.d)は、標仕の第a編b章c節d項を表す。

根拠項目の[a-b.c.d]は、改修標仕の第a編b章c節d項を表す。

　　・　特種電気工事資格者（非常用予備発電装置）

　　※　電気工事士　・　認定電気工事従事者　・　消防設備士　・　電気通信工事担任者

※　低圧　３相３線式（２００Ｖ）

・　低圧　単相３線式（１００・２００Ｖ）

※　接地極埋設　　　　・　構造体利用

・　一括　　　※　単独　　　・　メッシュ

・　Ａ種　　　・　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　※　Ｄ種　　　・　避雷器用

※　ＥＬＣＢ

※　単相３線式　２００Ｖ／１００Ｖ

※　単相２線式（※　１００Ｖ　・　２００Ｖ）

定格遮断電流は、最小のもので対称値（２０Ａ）以上とする。

※　３相　３線式

・　共同接地　（・　共通母線式　　・　金属管接地式）

※　２００Ｖ

定格遮断電流は、最小のもので対称値（２０Ａ）以上とする。

管底ＧＬ－０．７ｍ

※　併用

・　キャビネットラック形※　卓上形

（３Ｗ）

※　ﾄｲﾚ等呼出装置

※　（P型２級５回線）

※　総合動作試験

・　低圧管底ＧＬ－０．７ｍ

※　一般形

※　共用

※　以下の箇所について省略する（・　電柱　　※　外灯　　・ＭＨ、ＨＨ）

※　第２種亜鉛メッキ鋼撚線14ｍｍ
２

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 電気設備特記仕様書（1）

E-01

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740



NO SCALE

章 項目 特記事項 根拠項目

１　公共事業労務費調査

２　工事監理方式 共同監理　　・　あり　　※　なし

※　協力する。

３　適用基準等 ・営繕工事電子納品要領(案)　(国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修)

４　総合図 ※　作成する　　　・　作成しない

５　工事成績評定 受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案し実施した創意工夫や

技術力に関する項目、または地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、

工事完了までに所定の様式により提出することができる。(様式等は工事運行ﾏﾆｭｱﾙによる。)

６　アスベスト含有の建材 アスベスト含有の建材は使用しない。

７　中間技術検査

検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。

低入札価格調査基準価格を下回った額で契約となった場合は、中間技術検査を１回実施する。

追
加
特
記
事
項

ただし、やむを得ずアスベスト含有建材を使用する場合は事前に監督員と協議を行うこと。

＜表－１＞　設計用標準水平震度

 ・ 特定の施設（ ・ 甲類 　・ 乙類 ）

　重要機器　 一般機器

 ・ 一般の施設（ ・ 乙類 ）

　重要機器　 一般機器

設置場所 機器種別

上層階

屋上及び塔屋

機　　　器

防振支持の機器

機　　　器

防振支持の機器

機　　　器

防振支持の機器

中間階

地下・１階

２．０

２．０

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

１．０

１．５

０．６

１．０

１．５

２．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．５

０．６

１．０

０．４

０．６

・　交換機　　・　火災報知受信機　　・　中央監視装置　　・　　

重要機器　： ・　配電盤　　・　発電装置　　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置

上層階の定義　：　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

１３階建以上の場合は上層４階とする。

＜表－２＞　あと施工アンカー

 １ 共通事項

２ 重要機器用の

あと施工ｱﾝｶｰ

ﾎﾞﾙﾄを再利用する場合は、状態及び強度をよく確認し、十分に清掃してから使用する。

また、引張強度の確認試験については次による。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2)　あと施工ｱﾝｶｰについては機械設備工事標準図（施工19）による。

(1)  既設のｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは原則として使用しない。やむを得ず既設のｲﾝｻｰﾄ及びｱﾝｶｰ

(3)　穿孔作業には、専用ﾄﾞﾘﾙ、振動ﾄﾞﾘﾙやﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ等を使用し、必要埋設深さを確保する

ため、穿孔深さのﾄﾞﾘﾙへの表示やｽﾄｯﾊﾟｰ付きﾄﾞﾘﾙの使用等を行う。

(1)　重要機器の耐震固定等に使用するあと施工ｱﾝｶｰは金属拡張ｱﾝｶｰ又は接着系ｱﾝｶｰとし、

耐震計算にて選定を行う。

(2)　金属拡張ｱﾝｶｰの仕様は、次による。

(ｱ)　金属拡張ｱﾝｶｰは、(社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会の金属系あと施工ｱﾝｶｰ品質性能判

定表の性能を満足する製品とする。

(ｲ)　金属拡張ｱﾝｶｰのｾｯﾄ方式は、図示による。図示がなければ、本体打込み式とする。

(ｳ)  金属拡張ｱﾝｶｰ本体の径及び埋め込み深さは、図示による。

(ｴ)　ﾀﾞﾎﾞ筋の種類、径及び長さは図示による。

(3)　接着系ｱﾝｶｰの仕様は、次による。なお、次により施工が困難な場合は、監督員と

相談すること。

(ｱ)　接着系ｱﾝｶｰは、(社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会の接着系あと施工ｱﾝｶｰ品質性能判定

表の性能を満足する製品とする。

(ｲ)　接着系ｱﾝｶｰは、ｶﾌﾟｾﾙ型とし、接着剤の材質及びｶﾌﾟｾﾙの種類は図示による。

(ｳ)　接着系ｱﾝｶｰの埋込深さ及び許容引抜荷重については、機械設備工事標準図（施工19）

による。

(4)　あと施工ｱﾝｶｰの施工には、工事内容に相応した施工の指導を行うあと施工ｱﾝｶｰ技術管

理士又は主任技士を置く。

(5)　あと施工ｱﾝｶｰ作業における技能者は、あと施工ｱﾝｶｰ工事の施工に関する十分な経験と

技能を有する主任技士又は第１・２種あと施工ｱﾝｶｰ施工士とする。

(6)　あと施工ｱﾝｶｰの撤去は、専用の工具を使用し、構造物に影響を与えないようにするこ

と。

＜表－３＞　用語の説明

（１）「撤去」とは、既存物を壊し取ること。

（２）「取外し」とは、再使用を考慮して、丁寧に外すこと。

（３）「撤去･新設」とは、既存物を撤去し、新たな物を設置すること。

（５）「備品移動」とは、工事の施工に支障となる備品を一時別の場所に保管し、

工事終了後に元の場所に戻すこと。

１．再生資材の利用

　　下表資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

再 生 資 材 名 規     格 使 用 箇 所 再資源化施設名・所在地 備      考

２．建設発生土の利用

盛土等に使用する発生土は、下表の工事からの建設発生土を利用すること。

発 注 機 関 工   事   名 発 生 場 所 施工会社名・連絡先 備      考

３．建設発生土の搬出

工事の施工により発生する建設発生土は、下表の場所に搬出すること。

受入工事名／施設名称

工事場所／施設所在地

連　　 　絡　 　　先

仮 置 場 所 の 有 無

備                考

４．建設廃棄物の搬出

工事の施工により発生する廃棄物は、下表の場所に搬出するものとし積算している。

搬出する廃棄物名

処 理 施 設 名 称

施 設 所 在 地

連     絡     先

備            考

６．自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

７．協議について

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象

としない。

５．建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、　　同法第１８条に基づき再資源化

建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、速やかに監督員に報告し、協議す

ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

等完了報告書を提出すること。

ること。

注）　原則○印を適用する。

ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を必要とする施工者に適用する。

項　　　目 建 電 空 衛 昇 備　　考

躯　体　関　係

1.RC造（梁・壁

　・床）の貫通

　孔・開口部

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

2.S・SRC造

　・はり貫通口

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

　基礎

3.設備機器の 建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

仕　上　げ　関　係

軽鉄天井

　・壁下地

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

補強を用しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

開口部の墨出し

電　気　関　係

電気配管配線 機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器と付属操作ｽｲｯﾁの取付け及び渡り配管配線

そ　の　他（工事区分を特に間違えやすい項目）

二次側

一次側

小規模は監督員と協議

小規模は監督員と協議

衛生陶器は衛生設備

天井材の
取外し再取付

床はつり補修

各種配管配線作業用

各種配管配線作業用

流し台、ガス台
便所手洗い

カウンター

洗面化粧台

誘導標識

ガス漏れ警報器
24H換気扇

機器納入

取付

連動スイッチ

連動スイッチ

湯沸器 機器納入

取付
上記以外

換気扇スイッチ 機器納入、取付

誘導灯は電気設備
ガス漏れ火災警報設備
は電気設備

名称 取付高（ｍｍ）

取引用計器

引込開閉器

電
力
共
通

※

※

分電盤

タンブラスイッチ （一般）

〃 （身障者用）

コンセント （一般）

〃 （和室）

〃 （台上）

ブラケット （一般）

〃

〃

〃

（踊場）

（鏡上）

（浴室）

非常照明器具用遮断器

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

電　
　

灯

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

1,500（上端1,900以下）

1,300

2,000

1,800

900～1,000

300

200

150

2,100

2,500

150

天井高×0.9

1,200

1,500以上

1,000以下

動　
　

力

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ・押ボタン

※

※

※

1,500

1,500(上端1,900以下)

1,300

室内端子盤

中間端子盤

保安器箱

壁掛位置ボックス

〃

（一般）

（和室）

※

※

※

※

300

1,500

天井高×0.9

※

300

200

電　
　

話

壁掛形親時計

子時計

※

※

1,500(上端1,900以下)

天井高×0.9

壁掛形スピーカー

壁付音量調整器 ※

天井高×0.9

1,300

拡　

声

時　

計

表
示
・
電
鈴

表示盤

壁付発信器

ブザー・ベル

押ボタン

〃

（一般）

（身障者用）

※

※

※

※

※

天井高×0.9

1,300

天井高×0.9

1,300

900～1,000

壁付インターホン

身体障害者用

壁付位置ボックス

〃

（一般）

（和室）

※

※

※

1,300

1,000

300

200

イ
ン
タ
ー
ホ
ン

機器収容箱

テレビアウトレット

〃

（一般）

（和室）

※

※

※

※

1,500

300

200

テ　

レ　

ビ

火　

災　

報　

知　

器

受信機・副受信機

専用総合盤

発信器

ベル

消火栓・表示灯

試験器

※

※

※

800～1,500

2,300

2,100

1,500

ＬＰガス用

都市ガス用

※

※

300以内

300以内

ガ
ス
警
報
器

機器取付高は、下表を標準とする。ただし、監督員の指示により変更することがある。

測点

地上‐上端

〃

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

台上‐中心

床上‐中心

〃

鏡端‐中心

床上‐中心

‐

床上‐下端

床上‐上端

床上‐中心

〃

〃

床上‐下端

床上‐中心

〃

床上‐中心

〃

床上‐中心

〃

床上‐中心

〃

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

床上‐中心

〃

〃

〃

床上‐中心

〃

〃

床上‐操作部

床上‐中心

〃

〃

〃

〃

床上‐上端

天井面‐下端

＜表－４＞　 発生材の処理等

＜表－５＞工事区分表

＜表－６＞機器取付高
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（４）「取外し･再取付」とは、既存物を取外し、同じ物を取付けること。　［1-1.4.3］

「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準及び同解説　令和３年版」建築設備の耐震設計による

※　工事運行ﾏﾆｭｱﾙ（土浦市）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 案内図、配置図（全体平面図）

E-03
S=1/600

R06.03156740

取
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路
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付
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工事
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隣
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

分電盤結線図（現況）【改修】
設計年月日

工事名称

図面名称

縮　尺
NO SCALE

R06.03

設　計

E-04

Ａ 電　源　供　給

ＡＥ ： ＥＬＣＢ
Ａ　 ： ＭＣＣＢ

Ｍ

直　入　遠　方　手　元Ｆ

Ｆ　 ： ＭＣＣＢ
ＦＥ ： ＥＬＣＢ

Ａ

Ｍ

Ｇ
Ｒ

Ｇ
Ｒ

様

仕

記　号

塗  装

記　号 仕　　様

粉　　体

仕　　様 記　号仕　　様記　号 仕　　様

耐　　塩

記　号

防　　雨

耐　　火

仕　　様

防　　湿

盤

合成樹脂

焼付（標準）標　　準

形　状

耐熱（二種）

構　造  １ 構　造  ２

耐熱（一種）

焼付（指定）Ａ２

Ａ１

Ａ３

Ｂ１

Ｂ２

材　質

折　　曲

ビス止

外扉無、中蓋付

外扉無、中蓋無

外扉付、中蓋無

外扉付、中蓋付Ｂ３

Ｂ４

露出壁掛

露出埋込

露出電柱取付

埋込壁掛

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ５

Ｃ４

Ｃ６

Ｄ１

Ｄ２

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ３

Ｅ４

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３

Ｆ４

ステンレス

スチ－ル

表２．

ー　管理室等照明及換気扇1

2

3

4

5

ー

ー

ー

　電灯コンセント

　柔道場照明

　外灯

ー　柔道場照明

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

回　路

制　御
遮断器

配線用 回路記号

主回路構成

仕　　　様
回　路

主

盤　名　称

機　器

記　号

負　　荷　　特　　性

より

210V

Ａ１

Ｅ１

備　　　考
回路名称

消　費

電　力(kW)

ED

L-1

1φ3W

Ｂ２

Ｆ２Ｃ１

ELCB 3P
キュービクル

CVT22sq

EELCB

ーＡ　自火報 2P 30/20

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

1 ー3P 50/50　L-2 Ａ

ー2P 30/20 ＡＥ

ー2P 30/20 ＡＥ

ー2P 30/20 ＡＥ

ー2P 30/20 ＡＥ

ー2P 30/20 ＡＥ

ー2P 30/20 ＡＥ

より

210V

Ａ１

Ｅ１

ED

1φ3W

Ｂ２

Ｆ２Ｃ１

ELCB 3P

L-2

キュービクル

50／50

ー1

2

3

4

5

ー

ー

ー

ー

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

　電灯

　電灯

　コンセント

　電灯

　コンセント

ー2P 30/206 　予備
EELCB

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＥ

　便座コンセント

　便座コンセント

　便座コンセント

　便座コンセント

　バリアフリートイレコンセント

　バリアフリートイレコンセント

6

7

8

9

10

11

100／75

1 ー3P 50/50 Ａ

ー1

2

3

4

5

ー

ー

ー

ー

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

3 ー

回　路

制　御
遮断器

配線用 回路記号

主回路構成

仕　　　様
回　路

主

盤　名　称

機　器

記　号

負　　荷　　特　　性

より

210V

Ａ１

Ｅ１

1

備　　　考

ー

ー

回路名称
消　費

電　力(kW)

ED

L-1

L-2

1φ3W

Ｂ２

Ｆ２Ｃ１

ELCB 3P

50／50

　L-3 3P 50/50

　管理室等照明及換気扇1

2

3

4

5

ー

ー

ー

　電灯コンセント

　柔道場照明

　外灯

ー

ー　柔道場照明

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ6 　自火報
MCCB 3P

1

2

ー

ー

より

キュービクル

3φ3W 50／50

　排水ポンプ

　排水ポンプ

ED 　操作電源

3P 50/20

3P 50/20

2P 50/15

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

2P 30/20

ＦＧ

ＦＧ

Ａ

より

210V

Ａ１

Ｅ１

ED

1φ3W

Ｂ２

Ｆ２Ｃ１

ELCB 3P

L-2

キュービクル

100／75

　L-1

　電灯

　電灯

　コンセント

　電灯

　コンセント

ーＡ2P 30/206 　予備

ー1

2 ー

Ａ

Ａ

より

210V

Ｂ１Ａ１

Ｅ１

ED

1φ3W

Ｆ２Ｃ１

ELCB 3P

50／50

L-1

L-3

　電気温水器

　電気温水器

2P 50/50

2P 50/50

CV14sq-3C

CV22sq-3C

CV22sq-3C

ーＡ2P 30/20　消火栓

ーＡ2P 30/20　消火栓

0.63

0.63

0.14

0.6

0.3

0.3

2.23

1.2

0.4

0.18

1.3

1.3

1.3

1.3

1.5

1.2

0.4

0.4

分電盤結線図（現況） 分電盤結線図【改修】



【撤去】HP1.2-10P(架空)
【撤去】HIV1.2-3C(架空)

【撤去】CV22sq-3C(架空)
【撤去】CV14sq-3C(架空)

【撤去】HP1.2-10P(架空)
【撤去】HIV1.2-3C(架空)

【撤去】CV22sq-3C(架空)
【撤去】CV14sq-3C(架空)

【撤去】CV22sq-3C(架空)
【撤去】CV14sq-3C(架空)
【撤去】HP1.2-10P(架空)
【撤去】HIV1.2-3C(架空)

既設キュービクル

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

【撤去】HP1.2-10P(既設FEP)
【撤去】HIV1.2-3C(既設FEP)

【撤去】CV22sq-3C(既設FEP)
【撤去】CV14sq-3C(既設FEP)

【撤去】HP1.2-10P(天井内)
【撤去】HIV1.2-3C(天井内)

以降、職員室内受信機及び非常放送設備まで撤去　

以降

【撤去】HP1.2-10P(既設FEP)

【撤去】CV22sq-3C(既設FEP)
【撤去】CV14sq-3C(既設FEP)

【撤去】HIV1.2-3C(既設FEP)

【撤去】
　コンクリートポール 8M
　根枷共

【撤去】HP1.2-10P(既設FEP)

【残置】CV22sq-3C(既設FEP)
【残置】CV14sq-3C(既設FEP)

【撤去】HIV1.2-3C(既設FEP)

（撤去、復旧）

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

既設HH

既設キュービクル

【新設】EM-HP1.2-10P(天井内)
【新設】EM-AE1.2-3C EM-AE1.2-2C(天井内)

【新設】EM-HP1.2-10P(既設FEP)
【新設】EM-AE1.2-3C EM-AE1.2-2C(既設FEP)

以降

【新設】EM-HP1.2-10P(既設FEP)
【新設】EM-AE1.2-3C(既設FEP)

【新設】EM-CET14sq(既設FEP)

【新設】EM-CET22sq(FEP50)埋設

【新設】EM-HP1.2-10P
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(FEP30)埋設
【新設】予備(FEP100)埋設

【新設】EM-CET14sq(FEP40)埋設
【新設】EM-HP1.2-10P
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(FEP30)埋設
【新設】予備(FEP100)埋設

既設幹線とポンプ小屋への幹線を
ボルコンジョイント

【残置】プール機械室幹線

【残置】既設コンクリートポール8M

【撤去】コンクリートポール 8M、根枷共

HH内、既設幹線と新設幹線をY分岐レジン結線

【新設復旧】コンクリートポール 8M、根枷共

【新設】EM-CET38sq(既設FEP)

【新設】EM-CET38sq(FEP40)埋設

【新設】EM-CET38sq(FEP50)埋設

機械はつり　φ125 φ63 φ50 φ38
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N
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鉄
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門
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屋内運動場棟

プール付属室

来客用駐車場スペース

運動場

対象建築物

（柔剣道場）
対象建築物

（柔剣道場）

菜園 菜園

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

E-05
屋外幹線設備全体平面図（現況）【改修】156740

以降、職員室内受信機、非常放送設備
及び新設呼出表示器まで新設

【新設】EM-CET22sq(既設FEP)
【新設】EM-CET14sq(既設FEP)

既設コンクリートポール8M

【新設】
EM-CE8sq-3C 
EM-CE5.5sq-4C(架空)

【新設】EM-CET14sq(FEP40)埋設
【新設】EM-HP1.2-10P
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(FEP30)埋設
【新設】予備(FEP100)埋設

【新設】鋼管柱 8M
【新設】EM-CET38sq(FEP50)埋設

S=1/500

全体配置図（現況）　S=1:500 全体配置図【改修】　S=1:500

HH（A)既設 HH（A)既設

記：HH（A)既設以降HH（B)新設までのｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾄ・取壊し積込

　　根切・埋戻し・復旧は機械設備工事とする

【新設】HH 1-6 【新設】HH 1-6

【新設】HH 1-6

【新設】HH（B)1-6



NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804)

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

E-06
屋外幹線設備平面図（現況）R06.03

S=1/200

【撤去】CV22sq-3C(架空)
【撤去】CV14sq-3C(架空)
【撤去】HP1.2-10P(架空)
【撤去】HIV1.2-3C(架空)
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Ｋ
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Ｎ

既設外灯
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既設外灯

汚水ポンプ中継槽【新設】

既設コンクリートポール8M

配置図  S=1:200
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一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804)

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

E-07
屋外幹線設備平面図【改修】R06.03

S=1/200

Ｋ

Ｋ

HH（B)【新設】

【新設】
　EM-CE8sq-3C 
　EM-CE5.5sq-4C(FEP40)埋設

以降幹線1階平面図参照

【新設】EM-CET14sq E2sq EELCB5.5sq(ZG42)
　露出屈曲部、盤への接続は

【新設】
　EM-CE8sq-3C 
　EM-CE5.5sq-4C(架空)

ED EELCB

下部PB内にて新設幹線とプール機械室幹線結線

立上がりはZG(54)(42)(28)露出
異種管接続材50,40,30→

【新設】EM-CET14sq(FEP40)埋設
【新設】EM-HP1.2-10P
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(FEP30)埋設
【新設】予備(FEP100)埋設

【新設】鋼管柱 8M

既設コンクリートポール8M

PB500x500x500WP(SUS)ETx2

【新設】EM-EEF2.0-3C(FEP30)

【新設】EM-EEF2.0-3C(FEP30)

【新設】EM-CET38sq(FEP50)埋設

　金属製可とう電線管(50)WP被覆付

既設幹線とポンプ小屋への幹線を結線

犬走り

植込み

歩道

Y8

正門へ至る

犬走り

犬走り

土のまま
既存間知ブロック擁壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
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知
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ク
擁
壁

隣
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プール

（柔剣道場）

対象建築物

Y1

X1

X5

ポンプ室

Ｎ

菜園

市　
道

アスファルト舗装

植込み

既設外灯

既設外灯

【新設】
　EM-CE8sq-3C 
　EM-CE5.5sq-4C(ZG42)露出

【新設】EM-CET14sq E2sq EELCB5.5sq(FEP40)埋設
【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(FEP30)埋設
【新設】予備(FEP100)埋設

【新設】EM-CET38sq E3.5sq EELCB5.5sq(FEP50)埋設

【新設】EM-CE3.5sq-4Cx2(FEP30)埋設

配置図  S=1:200

5

5

　新設配線動力制御盤（機械設備工事）主幹へ結線



【撤去】電灯分電盤L-1　埋込
【撤去】P型2級受信機　露出
【撤去】T-1　埋込
【撤去】T-2　埋込

【撤去】HIV1.2-3C(E19)隠蔽

【撤去】HP1.2-10P(E19)隠蔽

【撤去】CV22sq-3C E8sq(E31)隠蔽
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上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

E-08
幹線設備1階平面図（現況）

S=1/100

R06.03156740

【撤去】電灯分電盤L-3　露出

【撤去】HIV1.2-3C(E19)隠蔽

Ｎ



【撤去】HIV1.2-3C(E19)隠蔽

【撤去】HP1.2-10P(E19)隠蔽

【撤去】CV22sq-3C E8sq(E31)隠蔽

幹線設備2階平面図（現況）

２階平面図（現況）　S=1/100

Y8Y5Y4Y3Y2Y1 Y6 Y7

X3

X4

X1 X1

X5 X5

X2 X2

男子更衣室

剣道場DN

廊下
±0

DN

隣
地
境
界
線

隣地境界線

2
階
延
焼
ラ
イ
ン

2
階
延
焼
ラ
イ
ン

女子更衣室 管理室 師範席

2階延焼ライン

5000 5000 5000

240

5000

5
3
0
0

1
6
0
0
0

5
4
0
0

25000

240

2500 2500

4
0
0
0

5
3
0
0

2
5
0
0

1
3
0
0

2
8
0
0

1500

1000500

5
3
0
0

5
3
0
0

5
4
0
0

1
6
0
0
0

1
2
0
0

4
1
0
0

2
8
0
0

2
5
0
0

25000

5000 5000 5000 5000 5000

5000

240

2500

240

5000

5
0
0
0

5000

5000 5000

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号
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A1075(0304)

S=1/100
E-09

R06.03156740

以降屋外設備平面図（現況）参照

【撤去】CV22sq-3C E8sq(E31)隠蔽

【撤去】HP1.2-10P(E19)隠蔽

【撤去】HIV1.2-3C(E19)隠蔽
【撤去】電灯分電盤L-2　埋込

Ｎ



EM-CE22sq-3C 
E3.5sq 
EELCB5.5sq(E51)隠蔽

廊下表示灯

幹線設備1階平面図【改修】

汚水ポンプ中継槽(機械設備工事）

物入

Ｎ

1階平面図【改修】　S=1/100
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図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

S=1/100
E-10

R06.03一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号156740

EM-AE1.2-2C(天井内)

PB500x500x500WP(SUS)ET

EM-AE1.2-3C(天井内)

E3.5sq  
ELCB5.5sq(天井内)

EM-HP1.2-10P(天井内)

【新設】電灯分電盤L-1

【新設】P型2級受信機

【新設】端子盤　T-1

EM-CET38sq 



【新設】電灯分電盤L-2

EM-CE22sq-3C 
E3.5sq 
EELCB5.5sq(E51)隠蔽

幹線設備2階平面図【改修】

Ｎ

2
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ン

２階平面図【改修】　S=1/100
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S=1/100
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R06.03156740

EM-CE22sq-3C 
E3.5sq　
EELCB5.5sq(E51)隠蔽



LED照明器具　ダウンライト

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ ＬＥＤウォールライト　２０形 Ｈ Ｉ

Ｊ Ｋ ＬＥＤ街路灯　水銀灯３００形相当

LED照明器具　40形 LED照明器具　40形

LED照明器具　20形 LED照明器具　20形 防湿・防雨型

参考品番：パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＷＣＦ１

公共品番：ＬＳＳ１５－４－４１公共品番：ＬＳＳ１５－４－５８公共品番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－１３

公共品番：ＬＳＳ９－２－３０ 公共品番：ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－２－１４

公共品番：ＬＳＳ９－４－４８ 公共品番：ＬＳＳ９－４－３７

公共品番：ＬＳＴ４－６０　H=GL+4,000ポール共

ＬＥＤスクエアベースライト　直付・埋込兼用型　下面開放型　□４７０ ＬＥＤスクエアベースライト　直付・埋込兼用型　下面開放型　□４７０

ＬＥＤシーリングライト　３０形丸形蛍光灯１灯器具相当

LED照明器具　40形 センサ付

公共品番：ＬＤＳ－ＬＳＳ１０－４－４７

公共品番：ＬＤＳ１－ＬＲＳ１－０５

Ｂ Ｃ

ＦＬ４０Ｗ×２ ＦＬ４０Ｗ×１

省電力型省電力型 ８４ＶＡ ４２ＶＡ

ｉＤシリーズ直付型４０形ｉスタイル

一般タイプ、６９００ｌｍタイプＡ

電源装置はライトバー側に内蔵

パナソニック　ＮＮＬＫ４１５０９（本体）落下防止ワイヤー付

＋ＮＮＬ４６００ＥＮＺＬＥ９

Ｊ Ｋ

ＨＦ１００Ｗ

バラストレス １３５ＶＡ

ＦＣＬ３０Ｗ

６０ＶＡ

3
5
0
0

1
0
0

6
0
0

75°

Ｇ Ｈ Ｉ

ＦＬ２０Ｗ×１ ＦＬ２０Ｗ×４ ＦＬ２０Ｗ×２

３６ＶＡ １４４ＶＡ ７２ＶＡ

Ｄ Ｅ Ｆ

ＦＬ４０Ｗ×１

省電力型

ＦＬ２０Ｗ×１ ＦＬ２０Ｗ×１ＷＰ ＷＰ

３６ＶＡ４２ＶＡ ３６ＶＡ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

透明ガラスグローブ

ＦＬ４０Ｗ以上はラビットスタート高力率型とする

NO.
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縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804) 156740

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

照明器具姿図（現況）【改修】
E-12

R06.03

避難口誘導標識

●寸法： 170 × 170 ●寸法： 170 × 170
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束９６５ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ
防湿型・防雨型、拡散タイプ、ネジ込み方式
プラスチック（ホワイト）
カバー：アクリル（乳白）

電源ユニット別置、防雨型、球形タイプ

本体：アルミダイカスト（コーヒーブラウン）

上方光束比５～１５％、保護等級ＩＰ２３、耐風速６０ｍ／ｓ
落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ

光束７１５５ｌｍ、消費電力８８．２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、光源寿命４万時間（光束維持率７５％）

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵
防湿型・防雨型

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）
天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

調光タイプ（約１０～１００％）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

スクエア光源タイプ、一般光源ユニット、６５００ｌｍタイプ
消費電力４１．５Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

スクエア光源タイプ、一般光源ユニット、４５００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
調光タイプ（約１０～１００％）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）、枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）、枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束１４８０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２１．８Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

グローブ：上部アルミ（シルバーメタリック）・下部ポリカーボネート（透明）

通路誘導標識

消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
一般タイプ、５２００ｌｍタイプ　熱線センサ付

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

ひと（熱線）センサ付、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

器具光束：６００ｌｍ、消費電力：４．３Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠・反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

埋込穴φ１５０

NO SCALE

照明器具姿図（現況） 照明器具姿図【改修】
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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E-16
電灯・コンセント設備　2階平面図【改修】
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NO.図面名称
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構内情報通信網設備1階平面図（現況）
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) 156740 R06.03

KEY-PLAN

（１９）【撤去】

MJ

MJ

(3
1)

10
ｍ

10
ｍ

【撤去】 ×１（２５）

特記なき配線は下記による

HP

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)

鋼板製丸露出ボックス・塗装無

マイクジャック×２ メクラプレートメクラプレート

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ×２（１９）

ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ×４（２５）

放送ＨＩＶ１.２×３（１９）

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

【撤去】アンプ（３０Ｗ）松下ＷＡ７３０Ａ相当１台
【撤去】マイク　松下ＷＨ３５３　相当２台
【撤去】マイクスタンドアダプタ　松下ＷＮ４２１　相当２台

【撤去】端子盤　Ｔ－１　２０Ｐ

【撤去】ノズルプレート

【撤去】端子盤　Ｔ－２【撤去】ＭＶＶＳ０.７５－２Ｃ×２（１９）

破線内の照明器具、配管配線は既存のまま再利用とする



設　計 縮　尺
土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称

E-19
構内情報通信網設備2階平面図（現況）

ＥＭ－ＨＰ１.２－３Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

放送ＨＩＶ１.２×３（１９）
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２階平面図（現況）　S=1/100
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304) R06.03156740

KEY-PLAN

特記なき配線は下記による

HP

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

10
ｍ

10
ｍ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

MJ

MJ

【撤去】ＨＩＶ１.２×３（１９）

【撤去】　　　　　　　　　（１９）

【撤去】ＭＶＶＣ０．７５－２Ｃ×２（１９）

【撤去】エントランスキャップ

【撤去】放送　　　　　　　　　　×１（２５）

【撤去】インターホン　　　　　　　　　　×１（２５）

【撤去】ＴＶ　　　　　　　　　　×１（２５）

メクラプレート

鋼板製丸露出ボックス(塗装無)

　　　　　　　　　×１（２５）

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)　

【撤去】　　　　　　　　　×１（２５）

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称 構内情報通信網設備1階平面図【改修】

E-20
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Ｃ

1階平面図【改修】　S=1/100
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S=1/100
ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

放送ＥＭ-ＡＥ１．２×３（１９）

R06.03156740

KEY-PLAN

特記なき配線は下記による

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

10
ｍ

10
ｍ

(
31
)

【新設】端子盤　Ｔ－１(２０Ｐ)

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付) 天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)

鋼板製丸露出ボックス・塗装無

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

放送ＥＭ-ＡＥ１．２×３（１９）

R06.03156740 NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
E-21

KEY-PLAN

10
ｍ

10
ｍ

ｱｯﾃﾈｰﾀｰ

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

特記なき配線は下記による

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)

天井露出形スピーカ３Ｗ(ＡＴＴ付)

鋼板製丸露出ボックス(塗装無)

【新設】ＥＭ－ＡＥ１.２×３（１９）

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする

構内情報通信網設備2階平面図【改修】



NO SCALE

NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804) 156740

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

R06.03

１Ｆ

２Ｆ

階段室

ＨＰ１.２－５Ｐ

ＨＰ１.２－１０Ｐ

２

３

５

柔道場、剣道場の機器・配管配線は既存のまま再利用とする。

自動火災報知設備系統図（現況）【改修】
E-22

１

記　号 名　　　　称 適　　　　　用

受　信　機

副　受　信　機

電　　　　　鈴

表　　示　　灯

発　　信　　機

２種

１種

差動式分布型感知器

光電式　２種　埋込型

終　　端　　器 ＣＲＥ

消火栓始動装置

連動制御盤

煙　感　知　器 光電式　３種　露出型

光電式　３種　埋込型

自動閉鎖装置 防火戸用　ラッチ式

防火シャッター用（建築工事）

電圧ブザー 防火シャッター降下警報用

警戒区域境界線

警戒区域番号

配　管　配　線

自火報設備

防排煙設備

DC24V 15mA 150φ

DC24V 480mW LED球

立上げ･素通し･立下げ

ﾁｪｯｸ項

BP

　　回線

フリッカー式　　Ａ

火災通報装置 アナログ回線用

同　　　　　上

同　　　　　上

同　　　　　上

Ｐ型１級　（埋込、露出）

差動式スポット型感知器

１種　防水

特種　防水

特種

２種

Ｓ

Ｓ

光電式　２種　露出型

Ｓ

光電式　２種　点検口付（壁付用･床付用）

Ｒ

Ｓ

Ｓ

ER

ER

Ｚ

BP

NO

NO

Ｄ

Ｓ

B

P

火

埋込型（　　　　　　内蔵）

消火栓組込型（　　　　　　内蔵）

定温式スポット型感知器

煙　感　知　器

機器収容箱

機器収容箱

同　　　　　上

同　　　　　上

同　　　　　上

同　　　　　上

同　　　　　上

Ｐ型２級５回線

　　回線（圧電ブザー内蔵）

特記なき配線は下記による

凡　　例自動火災報知設備系統図

４

ＥＭ－ＡＥ ０.９－４Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称 自動火災報知設備1階平面図（現況）
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

S=1/100

R06.03156740

KEY-PLAN

特記なき配線は下記による

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ ＳＳ

Ｓ

１ ４

光電式煙感知器(２種/露出型)

鋼板製丸露出ボックス・塗装無

【撤去】総合盤

ＡＥ１．２－４Ｃ（ＥＰ１９）

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

【撤去】ＨＰ１.２－５Ｐ

【撤去】受信機

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする

ＥＭ－ＡＥ０.９－４Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

ＡＥ０.９－４Ｃ

ＡＥ０.９－２Ｃ



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

S=1/100

R06.03156740 自動火災報知設備2階平面図（現況）

E-24

KEY-PLAN

Ｓ Ｓ Ｓ

５

２ ３

【撤去】総合盤

【撤去】ＨＰ１.２－１０Ｐ

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする

特記なき配線は下記による

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

ＥＭ－ＡＥ０.９－４Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

ＡＥ０.９－４Ｃ

ＡＥ０.９－２Ｃ



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称

E-25
自動火災報知設備1階平面図【改修】
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

S=1/100

R06.03156740

KEY-PLANKEY-PLAN

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

特記なき配線は下記による

ＡＥ０.９－２Ｃ

ＡＥ０.９－４Ｃ

ＥＭ－ＡＥ０.９－４Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

１ ４

ＡＥ１．２－４Ｃ（ＥＰ１９） 【新設】受信機

【新設】ＨＰ１.２－５Ｐ

【新設】総合盤

鋼板製丸露出ボックス・塗装無

光電式煙感知器(２種/露出型)

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

ＡＥ１．２－４Ｃ(ＥＰ１９)

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする

15ｍ

15ｍ

15
ｍ

15ｍ

L=20m

パッケージ型消火栓
(機械設備工事）

ＳＳ

器具姿図

仕様：消防認定品

材質：蓄光塩化ﾋﾞﾆｰﾙ（t=0.85）

標識区分：C200級

付属品：両面ﾃｰﾌﾟ 95\U+00D7295mm
　　　　　　（厚さ：約1mm）

高輝度蓄光式避難口誘導標識

（壁付け）

300

1
0
0



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

NO.図面名称

展開 Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ 展開 Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｎ

２階平面図【改修】　S=1/100
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女子更衣室 管理室（2） 師範席 男子更衣室

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
A1075(0304)

S=1/100

R06.03一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号156740

E-26
自動火災報知設備2階平面図【改修】

KEY-PLANKEY-PLAN

（註）１，目視による作図の為、相違ある場合も全て施工内とする。

２，申請手続き、立合検査共本工事。

特記なき配線は下記による

ＡＥ０.９－２Ｃ

ＡＥ０.９－４Ｃ

ＥＭ－ＡＥ０.９－４Ｃ（Ｅ１９）露出塗装無

２ ３

ＳＳＳ

５

【新設】ＨＰ１.２－１０Ｐ

破線内の器具、配管配線は既存のまま再利用とする

15
ｍ 15ｍ

Ｌ
＝
20
ｍ

Ｌ
＝
20ｍ

Ｓ

Ｓ

【新設】総合盤

Ｌ
＝
25
ｍ

(機械設備工事）
【新設】パッケージ型消火栓

【新設】パッケージ型消火栓　
(機械設備工事）

器具姿図

仕様：消防認定品

材質：蓄光塩化ﾋﾞﾆｰﾙ（t=0.85）

標識区分：C200級

付属品：両面ﾃｰﾌﾟ 95\U+00D7295mm
　　　　　　（厚さ：約1mm）

高輝度蓄光式避難口誘導標識

（壁付け）

300
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0
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NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804) 156740

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

弱電設備 本校舎1・2階平面図 【改修】
E-27

S=1/300（A2）

R06.03

【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(既設管内)

【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(既設管内)

以降別図参照

複合盤へのたち下げは１種金属線ぴA型

１窓用警報表示器へのたち下げは１種金属線ぴA型

【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(既設管内)

【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C 
　　　　EM-AE1.2-2C(既設管内)

【新設】EM-HP1.2-10P　
　　　　EM-AE1.2-3C(天井内)

【新設】１窓用警報表示器

【新設】EM-AE1.2-2C(天井内)

【既設】複合盤
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発　注　課：土浦市教育委員会教育総務課

工事監督課：土浦市建設部住宅営繕課

設　計　者：ＮＯＢ．建築設計企画室

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事

機械設備工事設計図

図　面　目　録
図番 図面名称 縮尺 備考 図番 図面名称 縮尺 備考

S=1/500

S=1/600案内図、配置図（現況全体平面図）

衛生器具表・機器表（撤去）【改修】

給排水衛生設備屋外配管図（現況）

給排水設備屋外全体配管図（現況）【改修】

給排水衛生設備屋外配管図､配管系統図【改修】

S=1/200

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

S=1/100

※スケールはA2版出力サイズを示す

M-00

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

M-13

M-12

M-14

M-15

機械設備工事特記仕様書（２）

機械設備工事特記仕様書（１） NO SCALE

NO SCALE

給排水衛生設備　1階平面詳細図（現況）

図示

M-16

M-17

M-18 S=1/10

給排水衛生設備　1階平面詳細図【改修】

S=1/50

S=1/50

S=1/20汚水中継ポンプ槽詳細図

換気設備　機器表

NO SCALE

NO SCALE

換気設備　１階平面図（現況）

換気設備　２階平面図（現況）

換気設備　１階平面図【改修】

換気設備　２階平面図【改修】

消火設備　２階平面図【改修】

消火設備　１階平面図【改修】

消火設備　パッケージ型消火栓詳細図

令和 ６ 年 ３ 月

表紙（図面目録）



ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 機械設備工事仕様書（１）

M-01

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

156740

-

R06.03

   （                                                                        ）

令和　　年　　月（全　　枚）

仕　様　書
Ⅰ．共通仕様

工事場所
建物概要

　１．本共通仕様及び特記仕様に記載されていない事項は、次による。
　　　新築及び増築に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書
　　（械設備工事編）令和４年版」（以下「標仕」という。）及び「国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修
　　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)令和４年版」（以下「標準図」という。）による。

Ⅱ．特記仕様
　　凡　例

　　　　・ 印と ※ 印のある場合は両方適用する。
　（３）根拠項目の｢ a-b.c.d ｣は標仕並びに改修標仕の第 a編 b章 c節 d項を表す。

　（１）章と項目は番号に○のついたものを適用する。特記事項は・に○のついたものを適用する。

建　　物　　名　　称 構　造 階　数 延べ面積（㎡） 消防令別表第一 備   考

　　　改修に係る機械設備工事においては、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（機
　　械設備工事編）令和４年版」(以下｢改修標仕｣という。)及び標準図による。ただし、改修標仕に記載されていない
　　事項は標仕による。

項        目 特          記          事          項章

　請負工事費 500万円以上の場合登録する。　

　※ 無　　　・ 有（工期    令和　　　年　　　月　　　日）
[1-1.2.1]

一

般

事

項

 2. 概成工期

　　ｼｽﾃﾑ(CORINS)
　　への登録

２

共 

通 

工 

事 

（ 

配 

管 

工 

事 

等 

）

 1. 監督員事務所
　・ 設ける（仮設事務所の中に監督員用ｽﾍﾟｰｽを     ㎡程度確保する。）
　※ 設けない

 2. 工事用水
 3. 工事用電力
 4. 仮設建物等

 5. 残土処理

　構内既存の施設     ※ 利用できる（ ※ 有償 ・ 無償）     ・ 利用できない 
　構内既存の施設     ※ 利用できる（ ※ 有償 ・ 無償）     ・ 利用できない
　現場事務所、倉庫、下小屋等の仮設建物の位置は、あらかじめ監督員の承諾を受け、すべて
　受注者の負担とする。
　※ 構内指示の場所に敷均し   ・ 構内指示の場所に堆積   ・ 構外搬出適切処理

 7. 鉄筋工事

 8. ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

　※ 異形鉄筋（ ※ Ａ種     ・ Ｂ種）  （ ※ ＳＤ２９５Ａ     ・ ＳＤ３４５）
　・ 丸鋼　　（ ※ Ａ種     ・ Ｂ種）
　粗骨材   　　　※ 砂利    ・ 砕石     ・ 砂利と砕石の混合（        /Wt以下）
　細骨材   　　　※ 洗砂
　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ     ※ レディーミクスコンクリート（ ※ Ⅰ類     ・ Ⅱ類）
　設計基準強度（N/mm2）     スランプ１５cm又は１８㎝
　　１８   施工箇所（                                   　  　                     ）
　　２１   施工箇所（                               　　                           ）
　　２４   施工箇所（                              　　                            ）
　　２７   施工箇所（                             　　                             ）
　強度試験　　　※ 省略する ・ 実施する（                           　   　        ）
　機器は標仕第2編1.2.1項を適用する。ただし、下記の機器は製造者の標準仕様としてよい。

　（１）機器類の能力、容量は表示された数値以上とする。
　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。
　（３）参考図の寸法は概略寸法とする。
　※ 50 Hz     ・ 60 Hz
　既存コンクリート床、壁等の配管貫通の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。
　・ 水量調整（・ 空調設備　　・ 衛生設備）
　・ 風量調整        　　　　　・ 室内外空気の温湿度測定
　・ 室内気流及び塵埃の測定　　・ 騒音測定     ・ 初期運転状態の記録
　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10. 容量等の表示

 9. 電動機

 6. 地業工事 　砂利地業   砂利種別（ ※ 再生クラッシャラン       ・ 砂利       ・ 砕石 ）

2-2.2.12

[2-1.3.1]

2-1.3.1

[2-1.2.1]

2-1.2.1

[2-7.3.1]

2-4.4.1

[2-7.3.1]

2-4.4.1

[2-7.2.1]

2-4.3.1

[2-7.1.1]

2-4.1.1

2-4.2.1

追

加

特

記

事

項

空

気

調

和

設

備

 1. 空気調和方式

 3. 煙道等

 2. 設計温湿度条
　　件

 4. ﾀﾞｸﾄ

 5. 吹出口及び吸
    込口
 6. 風量測定口

 7. 風量調節
    ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

 8. 防煙ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

 9. ﾋﾟｽﾄﾝﾀﾞﾝﾊﾟｰ
10. 配管材料

12. 消火器の設置

 1. 公共事業労務
    費調査
 2. 工事監理方式
 3. 適用基準等

 4. 総合図
 5. 工事成績評定

 6. 負担金の支払
    区分
 7．中間技術検査

　検査時期については、工事現場着手前に監督員と協議すること。
　低入札価格調査基準価格を下回った額で契約となった場合は、中間技術検査を１回実施する。
　・ 本工事に含む。（                                                          ）
　※ 本工事に含まない。
　定の様式により提出することができる。（様式は工事運行マニュアルによる。）
　性に関する項目、又は地域社会への貢献として評価できる項目について、工事完了までに所
  受注者は、工事成績評定の対象となる工事施工において、自ら立案した創意工夫や工事特
　※ 作成する     ・作成しない
　・ 営繕工事電子納品要領（案）（国土交通省大臣官房官庁営繕部営繕計画課監修）
　工事運行マニュアル（新潟県土木部都市局営繕課作成）
　共同監理     ・ あり     ※ なし

　※ 協力する。

　下記の箇所に消火器を設置する。
　・ボイラー室         能力単位         ×      個   格納箱（※ SS     ・ SUS）
　・地下タンク貯蔵所   能力単位         ×      個   格納箱（・ SS     ※ SUS）

　　　・ 20A～  40A用    個   ・ 50A～100A用    個   ・ 125A～250A用    個
　なお、着脱型の支持部は下記を標準とする。
　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とする。
　圧力計は標仕第2編2.3.1による。(目盛板外径は100mm、コック・赤針(設置針)付とする。)
　（ボイラー、貯湯タンクを除く）
　温度計はバイメタル式温度計とし、目盛板外径は100mmとする。

機器名 部 位 温
度
計

圧
力
計

瞬
間
流
量
計

計 器

備 考

※ ※
※

※※
※

※
※

※
※※
※

※※
※

※

※

※温風暖房機

空気調和機
（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形を含む）

冷温水ヘッダ

熱交換器

空気調和機

温水発生機

ボイラー

吸収冷温水器

冷 凍 機
 冷水管及び冷却水管（出入口側）
 冷水管及び冷却水管（出口側）
 冷温水管及び冷却水管（出入口側）
 冷温水管及び冷却水管（出口側）
 温水管（入口側）
 温水管（出入口側）
 温水管（入口側）
 冷温水管（出入口側）
 冷温水管（出口又は入口側）
 冷温水管（出入口側）
 （往ヘッダー）及び各返り管
 （ ・ 各送り管     ・ 各返り管 ）

 サプライチャンバー、ダクト
 外気取入れダクト及びレタンチャンバー

 吐出ダクト、レタンダクト
 外気取入れダクト及びレタンチャンバー

 ・固定型 ※着脱型

 ・固定型 ※着脱型

 ・固定型 ※着脱型

 ・固定型 ※着脱型

 ・固定型 ※着脱型

　＜計器類取付け一覧表＞
　取付け部は下表による。
　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　※ 遠隔復帰式               ・ 手動復帰式

11. 計器類

　※ 遠隔復帰式（電気式）     ・　　
　煙感知器、連動制御機器及びこれに係る配線類は（・ 本工事     ※ 別途工事）とする。
　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。
　自動閉鎖機構はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とし、自動復帰機構は電動式とする。
　耐塩仕様  ダンパー軸（ステンレス棒鋼）  軸受（テフロン製）
　使用区分（ ※ OAダクト   ・ SAダクト   ・ RAダクト   ・                  ）
　下記の使用区分のダンパーは耐塩仕様とする。
　・ 送風機吐出ダクト又は吸込ダクト　・ 空調機出口チャンバーの分岐ダクト
　・ 図示の位置     　　　　 　　　　・ 外気取入れダクト      
　取付位置は下記による。

　※ アルミニウム製     ・ 鋼板製
       　 ・ アングルフランジ工法（長辺の長さ1,500mm超）

　工法　　※ コーナーボルト工法（長辺の長さ1,500mm以下）
　区分　　※ 低圧ダクト     ・ 高圧１ダクト    ・ 高圧２ダクト
　煙突　　・ 本工事     ※ 別途工事
　　※ 設ける　(80φ、煙道直線部。）　　　・設けない
　ばいじん量測定口
　　   　配管配線は（※ 本工事     ・ 別途工事）とする。

　ばい煙濃度計
　　※ 設ける （位置は図示による。）・設けない

　　鋼板厚　※ 3.2mm     ・ 4.5mm

　・ 空気調和     ・ ダクト方式（・ 定風量     ・ 変風量 ）
         　       ・ ファンコイルユニット ＋ ダクト併用方式
             　   ・ 輻射方式 ＋ ダクト併用方式
　・ 冷暖房設備   ・ ファンコイルユニット ＋ 全熱交換器
             　   ・ ヒートポンプエアコン（EHP）＋ 全熱交換器
           　     ・ ガスエンジンヒートポンプエアコン（GHP）＋全熱交換器
　・ 暖房設備     ・ ファンコンベクタ-方式   ・ FF温風暖房方式（・ガス・灯油）
              　  ・ 温水床暖房方式          ・ 電気床暖房方式

　　 ％　　 ℃
　　 ℃ 　　 ％

　　 ℃
　　 ℃

　　 ％
　　 ％

　　 ℃
　　 ℃ 　　 ％

　　 ％
乾球温度相対温度乾球温度

外気
区 分

夏　期
冬　期

室　　内
　　　　　系統 　　　　　系統 　　　　　系統

相対温度乾球温度相対温度乾球温度相対温度
　　 ％
　　 ％

　　 ℃
　　 ℃

　・ 冷媒の種類   ※HFC-R32　　　    ※ HFC-R410A       ・ HFC-R407C     

　　　　　・ 共板フランジ工法     ・ スライドオンフランジ工法

3-1.1.2

3-1.1.3

3-1.1.2

3-2.2.1

3-2.2.3

3-2.2.2

3-1.15.1

     ～4

3-2.2.6

3-1.15.6

3-1.15.8

3-1.15.10

2-2.3.2

2-2.3.1

2-2.3.8

[1-2.2.2]

[1-2.2.2]

[1-2.3.1]

   気金物

排

水

設

備

　建物内汚水と雑排水（ ※ 分流     ・ 合流 ）

　　　　　　　　　雑排水  ・ 直放流下水道   ・ 浄化槽  ・ 排水管     　　　・側溝
　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　洗面器及び手洗器に直結する排水管寸法は器具トラップより１サイズアップとする。
　既製流し台などの床上露出部の配管は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）とする。
　排水管の接続は下記による。
　　（１）大便器     　　　　　　　塩ビ製フレキシブル継手
　　（２）小便器、洗面、手洗器  　 ＶＰ
　エルボ返しに通気金物を下方から取付けてはならない。

　※ 小口径塩ビ桝     ・ 下水道事業者指定品　　・　
　※ 塩ビ桝蓋の場合は鎖付とする。（ただし、適合品がない場合は除く。）
　・ 図示の箇所に取付ける。 ・ 排水管が3階以上にわたる場合は各階ごとに取付ける。

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　給湯ボイラー    煙突（ ・ 本工事   ※ 別途工事 ） 煙道（ ・ 本工事   ※ 別途工事 ）
　鋼板の厚さ　　　　  （ ※ ３．２mm ・       mm ）
　ガス湯沸器    排気筒（ ※ 本工事   ・ 別途工事 ）
　　材質、厚さ（ ※ ＳＵＳ３０４、０．３mm以上　　  ・ 図示による ）
　　頂部の形状（ ※ ステンレス製防鳥網付排気トップ　・ 図示による ）

  ・スプリンクラー設備　　　・不活性ガス消火設備（消火剤：　　　　　　　　　　）
  ・泡消火設備　　　・粉末消火設備　　　・屋外消火栓設備　　　・連結送水管

 2. 配管材料
 3. 衛生器具等の
    排水管

 4. 塩ビ立管の通

 5. ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、た
 　 め桝
 6. 満水試験継手

８

消
火
設
備

    種類
 1. 消防設備等の

 2. 煙突煙道等
 1. 配管材料

 2. 配管材料
  ・連結散水設備        ・フード等用簡易自動消火設備
　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。

６

衛
生
器
具
設
備

 1. 大便器洗浄方
 　 式

 2. 小便器
 3. 水栓

 4. 自動水栓

 5. 大便器用便座

　※ ＦＶ洗浄タンク併用式
　・ ロータンク方式
　・ ＦＶ(洗浄弁)方式　（※ 押しボタン式　・ ハンドル式）
　水圧の不足する場所は低圧型とする。
　※　自動洗浄小便器（洗浄装置一体型）　　・　
　水抜栓を使用する場合の水栓は（ ※ 吸気こま     ・ 固定こま ）とする。
　水栓の接続には、器具接続用異種金属接触防止継手(水栓接続側青銅製)を使用する。
　電源供給（ ※ ＡＣ１００Ｖ     ・ 乾電池　　　・自己発電）
　手動スイッチ（ ※ なし     ・ あり ）

　　　　（　付加機能　　・　温風乾燥機能　　・　擬音装置　　・　リモコン　）
　　　　（　リモコン　　・　AC電源　　　　　・　乾電池　　　・　自己発電　）

5-1.1.13

5-1.1.7

5-1.1.2

5-1.1.8

　・　普通便座（暖房便座、ソフト閉止付き）

　標仕第２編３.１.５項によるほか下記による。
（１）屋外露出配管の保温仕様
材料及び施工順序 保温厚さ（ mm ） 施工範囲

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
   1. 保温筒
   2. 粘着ﾃｰﾌﾟ
   3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
   4. ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

　　15A ～ 25A

　　32A ～ 200A

　50 mm

　40 mm

　・ 給水管
　・ 排水管
　・ 消火管

[2-3.1.3]

2-3.1.5

保

温

区 分

　標仕第２編３.１.４項によるほか下記による。
　屋外露出配管の保温仕様

　屋内露出管の保温で合成樹脂製カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所
　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　・ 膨張タンクよりボイラー等への補給水の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管
　　　 の項による。
　　・ 建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第２編３.１.４の温水管の項による。
　　・ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は標準仕様書第２編３.１.５の
　 　　排水及び通気管の項による。
　　・ 共同溝の保温（                                                               ）
　下記の施工箇所の保温の仕様は、それぞれの項を適用する。

   4. ｽﾃﾝﾚｽ鋼板
   3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
   2. 鉄線

　ﾛｯｸｳｰﾙ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
   1. 保温筒 　　15A ～ 25A　　　　　　50 mm

　　32A ～ 200A           40 mm

　・ 温水管
　・ 冷水管
　・ 冷温水管
　・ 膨張管

材料及び施工順序 保温厚さ（ mm ） 施工範囲

区 分

配管

ダクト

施工箇所（室名） 保温種別 外 装

　・ 保温化粧ケース
　　　・ 使用する（※ 塩ビ製     ・　　　　）　・ 使用しない
　・ 高圧蒸気管の保温厚は冷温水管による。
　・ 高圧蒸気ヘッダーの保温厚は７５mmとする。
　下記のﾀﾞｸﾄは標仕第２編表２.３.２により保温を行う。

 3. 消音 　標仕第２編表２.３.２による。

 排気（ＥＡ）

 外気（ＯＡ）
　ダクト 施工範囲 保温厚

　２５mm
　標仕第２編表２.３.７ XI（５０㎜、２５mm）
　２５mm　外壁から１ｍ

 給気（ＳＡ）　全て
　全て

　サプライチャンバー
  消音チャンバー・消音エルボ
　レタンチャンバー
  吹出口ボックス

摘 要
※ する   ・ しない

・ する   ※ しない
※ する   ・ しない

・ する   ※ しない

　Ｍ,（イ）or（ロ）,Ⅸ
　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ
　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ
　Ｌ,（イ）or（ロ）,Ⅷ

保温種別
2-3.1.4

[2-3.1.3]

2-3.1.4

2-3.1.5

5-1.4.2

 2. 空調

　　電源ランプ・通電ランプ付きサーモスタット付属）を設置する。

　　　・ 図示による
　　　※ 定水位弁の二次側パイロット配管（副給水管）
　　　※ 定水位弁

 ・ 以下の屋外露出配管等は凍結防止ヒータ（12.5W/m程度、自己温度制御型、

（５）給排水弁の保温主材はポリスチレンフォームカバーとする。（６５Ａ以上）

（２）床下、暗渠内配管の保温仕様（外気の流入する部分）

（６）屋内露出管の保温で合成樹脂製カバー２（ジャケットタイプ）の使用箇所
　　　・ 図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

      （ ・ 要（外装材は ・ アルミニウム板  ・ ステンレス鋼板 ）    ※ 不要 ）

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
   1. 保温筒
   2. 粘着ﾃｰﾌﾟ
   3. ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
   4. 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

　材料及び施工順序 保温厚さ（ mm ） 施工範囲

　　15A ～ 150A　30 mm

（３）鋼板製タンクの保温     （ ・ 要     ※ 不要 ）
（４）ステンレス鋼板製パネルタンクの保温

　・ 給水管
　・ 消火管

５

塗

装

・

防

錆

 2. 鋼材工事の防
    錆
 3. 防食処置

　標仕第２編３.２.１項によるほか下記による。
　　・下記の亜鉛めっきされた金属電線管は塗装を行う。
   　　（　・屋外露出　　・               　　　　　　       　　　　　　　　　   ）
　　・下記の亜鉛めっきされた配管、ダクトは塗装を行わない。
　 　　（  ・ 機械室  　 ・ 電気室    ・自家発電機室    ・EV機械室　　・　　　　　）　
　屋外露出部分は、溶融亜鉛めっき(※2種35　・2種50)又はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)とする。

　きを行う。
　コンクリート内埋設部、貫通部、支持部の金属管にはプラスチックテープ１／２重ね1回巻

[2-2.5.3]

2-2.7.3

2-4.6.2

[2-3.2.1]

2-3.2.1

給

水

設

備

７

 1. 給水方式
 2. タンク

 3. 量水器

 4. 量水器桝
 5. 弁

 6. 弁桝
 7. 配管材料
 8. 飲料水の水質
    の測定

    の測定

5-1.4.1　・ 水道直結方式     ・ 高置タンク方式     ・ 加圧給水方式     ・ 増圧直結方式
　（１）受水タンク     材質（※下記による。　・任意　）
　　・ ＦＲＰ製（・ パネル形    ・ 一体形）（※ 複合板     ・ 単板）
　　・ 鋼板製　（・ パネル形    ・ 一体形）
　　・ ステンレス鋼板製パネル（・ ボルト組立形 ・ 溶接組立形）保温（・ あり ・ なし）
       形状及び寸法　　　　　（・ 標準図による ・ 図示による）
     　タンクに給水栓用配管の接続口   （・ 設ける   ※ 設けない ）
     　タンクに緊急遮断弁   　　　　　（・ 設ける   ※ 設けない ）
     　水位センサ　　　　　　　　　　 （※ 電極棒   ・ 電極帯）
　（２）高置タンク     材質（※下記による。　・任意　）
　　・ ＦＲＰ製 （・ パネル形     ・ 一体形）（※ 複合板     ・ 単板）
　　・ 鋼板製   （・ パネル形     ・ 一体形）
　　・ ステンレス鋼板製パネル（・ ボルト組立形 ・ 溶接組立形）保温（・ あり ・ なし）
     　形状及び寸法          （・ 標準図による ・ 図示による）
    　 水位センサ（ ※ 電極棒　　・ 電極帯）
　親メーター  （ ※ 貸与     ・ 買取 ）
　子メーター  （ ・ 貸与     ※ 買取 ）  
　※ 現地表示式（直読式）　　 ･ 遠隔表示式
　※ 標準図による。     ・ 水道事業者の仕様による。
　水道直結部分は水道事業者の規定による他、JIS又はJV（ ※ 0.98MPa  ・       ）とする。
　その他の部分はJIS又はJV（ ※ 0.49MPa  ・ 0.98MPa）とする。
　※ 標準図による。     ・ 水道事業者の仕様による。
　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　※ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則第4条による水質検査(１６項目
　　 ＋残留塩素)の成績表を提出する。
　・ 水道法施行規則第１０条による水質検査(５１項目＋残留塩素)の成績表を提出する。
　・ 省略する。
　・ 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令第２条の「建築物環境衛生管理
　　 基準」による成績表を提出する。

 9. 雑用水の水質

９

給

湯

設

備

 
 

ガ

ス

設

備

 1. 種別

 2. 配管材料
 3. 土中埋設管の
 　 電気防食
 4. 集合装置

 5. ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

 7. ｶﾞｽ漏警報機
　・ 取付けない
　・ 取付ける  （ ※ 本工事  ・ 別途工事）     外部端子（・ あり  ・ なし）

 6. ｶﾞｽ漏警報
    連動遮断装置

　※ あり      ・ なし
  計量方式（・ 実測式 ・ パルス式）
　※ 貸与品    ・ 買取   ※ マイコンメータ 　ガス漏警報器と連動（・ あり ・ なし）　
　ガスボンベ　　　※ 別途  　（※ 50kg     ・     　kg）
　転倒防止用鎖    ※ 本工事    ・ 別途工事

　＜表 - 1＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　※ 行わない     ・ 行う

　・ 液化石油ガス   （発熱量                             MJ/kg）
　・ 都市ガス       （発熱量                             MJ/m3）

厨
房
機
器
設
備

 1. 機器の寸法
 2. 機器の固定等

 3. 制御・操作盤　製造者の標準形とする。
　・ 作業台の下部に設けるもの（ ※  なし　・すのこ　・戸棚）
　・ 流しの下部に設けるもの  （ ※  なし　・すのこ　・戸棚）
   （ ・ 流しの槽及び水切り　・ 作業台の甲板　 ・                            ）
　下記の機器はステンレス鋼板の厚さを1.2mm以上とする。

　下記の機器は標仕第5編1.6.1(b)を適用する。
　図示の寸法は参考とする。

浄
化
槽
（
小
規
模
合
併
処
理
）

 1. 処理対象人員
 2. 処理水量
 3. 放流水水質

 4. 処理種別

 5. 型式
 6. 施工範囲

 7. 消泡装置
 8. 管理備品

　・　ノズル式　　・　消泡剤式
　一括故障表示用無電圧接点及び端子（※ 設ける     ・ 設けない）
　水替工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）制御盤（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）
　土留工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）杭工事（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）
　送風機室（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）防護柵（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）
　ユニット型の底板及び上スラブ工事は（ ※ 本工事     ・ 別途工事 ）
　※ ユニット型（国土交通大臣型式適合認定品）　　・その他（　　　　　）
　・ 脱窒ろ床接触ばっ気方式　　 ・ その他（　　　　　　　　　　）
　・ 嫌気ろ床接触ばっ気方式     ・ 分離接触ばっ気方式
　COD濃度      ppm以下                T-N濃度        ppm以下
　BOD濃度      ppm以下                BOD除去率      ％以上
　・       m3/日
　・       人 JIS A 3302-2000類似用途別番号（   ）建築用途（   ）

　掻き揚げ用具、ビニールホース、デッキブラシ、ゴム手袋を備える。

11

12

13

18

14

排
煙
設
備

換

気

設

備

 1. ﾀﾞｸﾄ

 2. 多湿箇所の排
　　気ﾀﾞｸﾄ

 1. ﾀﾞｸﾄ
 2. 排煙口の形式
 3. 排煙口手動開
    放装置
 4. 排煙風量測定

 1. 中央監視制御
 2. 総合調整 　・ 総合試運転完了後、制御計測調整報告書を監督員に提出する。

　・ あり（詳細は      図参照）     ・ なし

　建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

　・ワイヤー式  ・電気式（遠隔操作 ・ 要 ・ 不要 ）
　・天井取付け（・スリット形 ・スイング形） ・壁取付け（・スリット形 ・            ）
　※ 亜鉛鉄板製   ・ 普通鋼板製

　水抜き管　　・　要　　・　不要
　制気口およびダンパーは14.空気調和設備による。
　（　・　厨房用排気ダクト　　・　　　　　　）

　材質
　　※ 亜鉛鉄板

　下記のダクトは標準仕様書第３編表３.２.２よりも１番手厚いものを使用する。

　区分

　使用ダクト
　　※ スパイラルダクト　　　　　（長方形ダクトとの使い分けは図示による）
　　・ コーナーボルト工法ダクト  （長辺の長さ1,500mm以下）
　　※ 共板フランジ工法　　　　・スライドオンフランジ工法
　 　・ アングルフランジ工法ダクト（長辺の長さ1,500mm超）

　　※ 低圧ダクト　　・ 高圧１ダクト　　・ 高圧２ダクト

　　・ ステンレス鋼板
　　・ 硬質塩化ビニル板
　　・ 塩ビ被覆鋼板      （膜厚　※0.2mm　・     mm）

3-2.2.1

3-2.2.3

3-2.2.2

3-2.2.1

3-2.2.4

3-1.15.5

4-2.4.2

[4-2.4.2]

17

16

15

自
動
制
御

2-2.2.22

2-2.2.16

5-1.8.4

2-2.2.1

2-1.3.3

2-1.3.3

[2-2.1.1]

[2-1.3.3]

[2-1.3.3]

5-1.8.5

5-1.8.6

2-2.4.8

[2-2.2.8]

3-1.1.2

5-1.3.10

6-2.1.7

6-3.1.3

6-3.1.3

5-1.6.1

5-1.6.4

5-1.6.4

5-1.6.4

8-1.1.1

8-1.1.1

8-1.1.1

[3-2.1.3]

[5-2.2.6]

○○

　着手　令和　　年　　月　　日　～　終了　令和　　年　　月　　日　とする。
　ただし、次の作業は内部工事着手前に行える。（着手日、作業箇所は施設及び監督員と協議

　　　※ 工場製作のための現場寸法調査
　のうえ決定する。）

　部分使用に係る条件に変更がある場合は、部分使用承諾書により施設内部の使用を開始する。

 3. 内部の工事期
　　間等

    等

　・ 熱絶縁施工　　　　　　　（保温、保冷、防湿）
　・ 冷凍・空気調和機器施工　（機器据付及び整備）    
　・ 建築板金施工　　　　　　（ﾀﾞｸﾄ製作及び取付）    

　　伴う試験 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　下記の機材は、標仕あるいは改修標仕 第1編1.4.6(1)(ｳ)を適用する。

　＜表－２＞　「発生材の処理等」による。

　・ 配管施工　　　　　　　　（建築配管作業）    

　・ 実施する（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）
　下記のものを作成し提出する。なお、作成方法及び部数等は監督員の指示による。
　　製本（完成図、施工図）、ＣＡＤデータ、保全に関する資料
　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

　　扱い
　工事完了後整理のうえ監督員に提出する。提出部数　　３　部　　   
　工事完成写真は機械室機器、主要各室の冷暖房衛生機器及び屋外施設等とし、改修工事につ
　いては、主要な部分の改修前と改修後が、比較できるものとする。このほか特に監督員が必
　要と認め指示した個所とする。
　工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認できるように

　　写真 　行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真撮影要領（平成２８年
　版）による工事写真撮影ガイドブック機械設備工事編（平成30年版）」を参考に、撮影計画
　書を作成して監督員に提出する。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計
　画書の作成を省略できる。
　　提出部数　　１　部　印刷物若しくは電子データ（DVD等のメディア）で提出する。
　スリーブ、箱入れなど他工事との取合いは＜表 - 3＞「工事区分表」によるものとし、施工
　に支障をきたさない時期までに必要な大きさ、位置などを関係者と調整する。　　合い

[1-1.8.2]

1-1.7.1

[1-1.6.5]

1-1.5.4

[1-1.6.2]

1-1.5.2

[1-5.1.1]

 1. 溶接部の非破　　※ 適用しない　　・ 適用する（・ ＲＴ　・ ＰＴ　・ ＭＴ）
　（ ・ 油管　・ 低圧蒸気管　・ 冷却水管　・ 冷温水管　・ 高圧蒸気管 　・ 高温水管）　　壊検査

 2. 吊り及び支持　機械室内等配管で振動の伝播を防ぐ必要のある場合の吊金物は下記による。 2-2.6.3

2-2.5.15

[2-2.3.16]

[1-1.4.6]

1-1.4.6

 ・給水管 ・消火管 ・ダクト ・冷却水管 ・冷温水管 ・温水管

機械室名
シングル
ダブル

施工範囲

※
・

※
・

※
・

防振吊金物

[2-2.4.3]

　重要機器・重要水槽については、下表に適合する設計用水平震度から算出したアンカーボル
　ト等を選定して固定する。

設 置 場 所

上層階・屋上及び塔屋

中   間   階

地 下 階 ・ 1 階
＜1.5＞
（1.0）
1.0 0.6

（1.0）
＜1.0＞ ＜1.0＞

（1.0）
0.6

（0.6）
＜0.6＞

0.4
＜0.6＞
（1.0）
0.6

＜1.0＞
（1.5）
1.0

（2.0）
1.5

＜1.5＞
1.0

（1.5）
＜1.0＞

（1.5）
1.0

＜1.0＞

＜1.5＞
（2.0）
1.52.0

（2.0）
＜2.0＞
1.5

（1.5）
＜1.5＞

重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽

耐     震     安     全     性     の     分     類
・特定施設（ ・ 甲類 ・ 乙類） ・ 一般の施設（乙類）

　設計用標準水平震度

（注）１．（   ）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。
　　　２． ＜  ＞内の数値は水槽類に適用する。
　　　３．上層階の定義は、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、
　　　　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階。
　　　　（１）設計用水平地震力・・機器の重量(N)に設計用水平震度を乗じたものとする。
　　　　（２）設計用鉛直地震力・・設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働
　　　　　　　　　　　　　　　　　くものとする。

 7. 制御及び操作
    盤 　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　下記の機器は標仕の第２編 １.２.２.１項を適用する。

　追加する接点及び端子は機器表による。
 8. ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ用制
    御及び操作盤
 9. 建物導入部の
    点検桝

　　（  　　　                                                                　    ）
　下記の機器は標仕第2編 1.2.2.2項を適用する。

　図示の建物導入部において、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管と異種管の接合部に点検桝を設置する。 2-2.5.10

2-1.2.2

2-1.2.2

[2-2.3.11]

　床下地中埋設配管は、床配筋から吊金物で支持する。（県共通図参照）
　地中埋設標　　　（※ 要（ 図示の箇所）     ・ 不要）
　埋設表示テープ　（※ 要     ・ 不要）

 3. 管の埋設
 4. 地中配管の
    表示
 5. 埋め戻し土・ 
    盛土
 6. 耐震措置

　※ 掘削土の良質土（ただし、管の周囲は山砂の類とする。）
　・ すべて山砂の類で行う
  設備機器の固定は下記に示す事項を除き、全て「建築設備耐震設計・施工指針 独立行政法人
　建築研究所監修 2014年版」による。また、100kg未満の機器については製造者の指定する方[3-2.1.1]

3-2.1.1

[2-7.1.1]

2-4.2.1

[2-2.5.1]

2-2.7.1

　法で確実に支持・固定する。
　重要機器
　重要水槽

1-1.3.9

1-1.2.4 4. 工事の記録等

 5. 発生材の処理

 6. 機材の検査に

 7. 技能士

 8. 見本施工

 9. 完成図等

10. 施工図等の取

11. 工事完成写真

12. 工事施工状況

13. 他工事との取

　　（※ 換気扇     ※ 圧力扇     ・　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　）

　煙道　　※ 本工事     ・ 別途工事

　　　 　電源はバーナー電源（2次側）から取り出すものとし、

　（２）特記事項で、 ・ 印のない場合は、 ※  印を適用する。 ・ 印と ※ 印のある場合は ・ 印のみ適用する。

標　仕
[改修標仕]

1-1.2.1

[1-1.1.4]

1-1.1.4

根拠項目

共 

通 

工 

事 

（ 

関 

連 

工 

事 

等 

）

14. 絶縁継手

　　調整等
13. 総合試運転
12. はつり
11. 電源周波数

 1. 衛生

ＲＣ造 ２階 810.81㎡

土浦市東真鍋町21番7号

38号棟　　柔剣道場棟

　※　温水洗浄便座　（　加温方式　　　貯湯式　　・　瞬間式　）

既存再使用

　建物外放流先　　汚水    ・ 直放流下水道   ・ 浄化槽　・ ポンプアップ中継槽

　契約書に基づく履行報告に当たり、報告に用いる書式等は　土浦市所定による

　・屋内消火栓設備    （※パッケージ型 　 　　・広範囲形２号 　・２号）

 1. 工事実績情報

１

　※ 実施しない

３

４

 1. 塗装の箇所

10

 1. 排水方式



ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 機械設備工事仕様書（２）

M-02
156740

-

R06.03

○
○

○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○
○

○

○
○
○

○

○

　ト及びアンカーボルトを再使用する場合は、状態及び強度をよく確認し、十分に清掃して
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媒 

管

規　　格

地
中
埋
設

給

湯

管

屋

内

屋

外

通

気

管
一
般
埋
設

ガ

ス

系

一

般

地
中
埋
設

一

般

暗

渠

内

地
中
埋
設

一

般

再 生 資 材 名 使 用 箇 所 再 資 源 化 施 設 名 ・ 所 在 地 備　　考規 　　格

発 注 機 関 工 事 名 発 生 場 所 施 工 会 社 名 ・ 連 絡 先 備　　考

受入工事名/施設名称
工事場所/施設所在地

連　絡　先
仮置場所の有無
備　　考

搬出する廃棄物名
処理施設名称
施設所在地
連　絡　先
備　　考

＜表 - 1＞使用配管材料一覧表

【消火管】

冷
温
水
管

冷
却
水
管

給
気
管

還

管

一

般

暗
渠
内

地
中
埋
設

補
給
水
管

空
気
抜
管

膨 

張 

管

（注）● 印及び■ 印を適用する。

【給水及び給湯管】

【ｶﾞｽ管及び油管】

PLP

白管
PLS
PLP

黒管
PLS

SGP-RNP
SGP-FNP

JIS G 3469
JIS G 3469
JIS G 3452
JIS K 6774
JIS G 3469
JIS G 3469
JIS G 3452

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

〃
〃 〃

水道用耐熱性硬質塩
化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

〃
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

鋼管
銅及び銅合金継目

無管
外面被覆銅管

水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化
 ﾋﾞﾆﾙ管

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管
水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管

【排水及び通気管】
配管用炭素鋼鋼管
配管用炭素鋼鋼管
排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ

塗装鋼管
排水用塩化ﾋﾞﾆﾙ
ｺｰﾃｲﾝｸﾞ鋼管

硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管
〃
〃

排水用ﾘｻｲｸﾙ
硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管
ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化
ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管
ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化
ﾋﾞﾆﾙ三層管

ｺﾝｸﾘｰﾄ管

配管用炭素鋼鋼管

消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ
外面被覆鋼管

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼
鋼管

配管用炭素鋼鋼管
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

〃
ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
配管用炭素鋼鋼管
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

〃

JIS G 3452

Sch40

外圧管1種のB形JIS A 5372

VU
ｶﾗｰVP
VPJIS K 6741

〃
〃

白管JIS G 3452
JIS G 3452白管

SGP-RNP
SGP-FNP

JIS K 6778
JWWA K 144
JIS K 6762

JIS H3330

〃 SGP-PD

〃 SGP-VB
SGP-VD

SGP-VAJWWA K 116

JWWA K 132

JWWA K 140SGP-HVA

SGP-PB

JIS G 3448

JIS H 3300

VP又はHIVP

JCDA 0008

JIS K 6742

WSP067

WSP 042

WSP 032

REP-VUAS - 58

JIS K 9798RF-VP

RS-VUJIS K 9797

JIS G 3454

WSP 041

JIS G 3448

SGP-VS

WSP067ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管

圧力配管用炭素鋼鋼管
STPG 370白管

耐火二層管

ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ鋼管

保温付被覆銅管

硬質(M)

名　　称 番　号 備　考

保温材ﾒｰｶｰ推奨品とする。)
（給湯管にｽﾃﾝﾚｽ鋼管を使用する場合の保温材は、

 □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

 □ねじ

 □ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ

 □ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ
 □圧縮・ﾌﾟﾚｽ  □ 拡管式  □ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

 □ﾒｶﾆｶﾙ
 □熱溶着　　□電気融着

 JIS H 3300の外面に発泡断熱材
 （厚さ14mm以上）で被覆したもの

 □軟質管・ﾒｶﾆｶﾙ　□硬質管・ﾒｶﾆｶﾙ
 □電気融着　     □ﾒｶﾆｶﾙ

 □ねじ　
 □ねじ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　　□溶接　
 □ねじ　　□ＭＤ　

 □ねじ　　□ＭＤ　

 □ねじ　　□ＭＤ　

 □接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）
 □接着（VU）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）
 □接着（VU）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

 □接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

 □接着（VU）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

 □接着（DV）  　 □ｺﾞﾑ輪（RR）
 国土交通省認定品
 □ｿｹｯﾄ接合（B形）　

 □ねじ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　　□溶接　
 □ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

 □ねじ　

 □ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　
 □圧縮・ﾌﾟﾚｽ　   □拡管式

 □ﾌﾗﾝｼﾞ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

 □ねじ　         □溶接　
 □ねじ　         □溶接
 □溶接　

 □熱溶着　□電気融着　□ﾒｶﾆｶﾙ
 □溶接　
 □ねじ　         □溶接
 □ねじ　

 □ﾌﾗﾝｼﾞ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

○
（注）● 印及び■ 印を適用する。

　　　　（記載例）給水管一般：SGP-VA（　PS内　）、ポリブデン管（　住戸内　）
　　　各項目で縦に２つ以上●がある場合、管種と使用部位は下記による。

【冷温水及び冷却水管】

【蒸気管及び油管】

【冷媒管】

【空調ﾄﾞﾚﾝ排水管】

【補給水管】

【空気抜き管】

【膨張管】
配管用炭素鋼鋼管

配管用炭素鋼鋼管

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

〃
硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管
配管用炭素鋼鋼管

〃
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管

鋼管

鋼管
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

白管

白管

ｶﾗｰVP
VP
白管

PLP
PLS

黒管Sch40
STPG 370
黒管

配管用炭素鋼鋼管
水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

鋼管
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼

配管用炭素鋼鋼管
圧力配管用炭素鋼

JIS G 3452

JIS G 3452

〃
JIS K 6741
JIS G 3452

JIS G 3469
JIS G 3469

JIS G 3452

JIS G 3452白管

SGP-VAJWWA K 116

JIS G 3448SUS 304

JIS G 3454

SUS 304JIS G 3448

JWWA K 116SGP-VA

断熱材被覆銅管 原管はJIS H 3300による

 □ねじ　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　□溶接
 □ねじ　□ﾌﾗﾝｼﾞ　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

 □圧縮・ﾌﾟﾚｽ　□拡管式　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　
保温材ﾒｰｶｰ推奨品とする。)

(温水管にｽﾃﾝﾚｽ鋼管を使用する場合の保温材は、

 □ねじ           □溶接
 □ねじ　         □溶接　

 □溶接           □フランジ

 □ねじ　　
 □溶接　

 □ねじ　         □ＭＤ

 □ねじ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　　□溶接　

 □ねじ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　　□溶接　

 □ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ　　□ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ　

名　　称 番 号 備 考

ド
レ
ン
排
水
管

油 管
用 途 ・ 種 別 ・ 施 工 部 位

蒸気管

備考（接合工法等）

規　　格

備考（接合工法等）

用 途 ・ 種 別 ・ 施 工 部 位
油管ガス管給水管 排水管 消火管

水系
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１

　※敷地内     　・敷地外（受注者の手配とする）

＜表 - 2＞「発生材の処理等」
    １. 再生資材の利用

下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

    ２. 建設発生土の利用
盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。
    ３. 建設発生土の搬出

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。
    ４. 建設廃棄物の搬出

　　６. 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。
　　７. 協議について

  　　　上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、請負者の提示する施設と異なる場合に
　　　　おいても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、請負者の責によるものでない事項につ
　　　　いてはこの限りではない。
    ５. 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、同法第18条
　　　　に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　　　　建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、速やかに
　　　　監督員に報告し、協議すること。

＜表ー3＞工事区分表 

　Ⅲ．改修特記仕様

 1. 施工条件

 2. 再使用品

 3．固定された備
　  品、机・ﾛｯｶｰ
    等の移動
 4. 本工事で設置
    する仮設

 5. 養生
 6. 内容物の回収

    全対策
 7. 撤去作業の安

 8. 撤去跡の補修

 1. 既設配管の撤

 2. 既設配管の搬
    去

    出
 3. 既設配管の再
    生
 4. 地中配管

　施工場所の設備機能停止に伴う非施工場所の代替え設備。
　　※設けない     ・設ける（図示による）
　天井解体の条件に従い、天井内の機器、配管及びダクト等を施工する。
　　天井解体の条件    ※ 建築工事     ・本工事（図示による）

　状態、性能及び機能等、取外し前に行う確認項目は、監督員と協議する。
　取外した機器は、清掃又は洗浄等を行う。
　※別途工事       ・本工事（図示による）

　・ 足場
   内部足場の種別     ※ A ～ D 種     ・ E 種     ・ F 種     ・ G 種
   外部足場の種別     ※ A ,  C 種     ・ B 種     ・ D 種     ・ E 種
   外部足場は枠組足場とする。
   足場を設置する場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省　基発第０４
   ２４００１号平成２１年４月２４日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によ
   り、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機
   能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場
   の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式
   により行うこと。
　・ 仮設間仕切り       ※ A 種          ・ B 種     ・ C 種

　撤去前に内容物の回収を要する機器及び配管は図示による。
   ※別途工事　       ・本工事（図示による）

　 ・冷媒             ・吸収液         ・廃油
　アスベスト含有材については次による。
　・アスベスト含有材使用箇所（　　　　　　　　　　　               　　　　）
　・本工事により含有について分析を実施する（箇所：　　     　          　　）
　・撤去箇所は図示による。
　上記の他、撤去部にアスベスト含有の懸念がある場合は監督員と協議する。

　 ※建築工事         ・本工事（図示による）
　床、壁及び天井等の撤去後の開口部について、補修の方法及び仕上げの仕様は、次による。
   ※建築工事         ・本工事（図示による）

　壁付け機器、床置き機器及び天井付け機器撤去跡の取付けボルト孔、壁面、天井面の変色等
　の補修及び床補修等は、次による。

　工事車両の駐車場及び資機材置場については、次による。

　下記の撤去材の集積場所は、監督員と協議する。
　   　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　工法 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ）
  　調査箇所及びサンプリング個数は、図示による。
　・ 埋設する部分の舗装等のはつり及び復旧工事の施工範囲及び舗装仕様は、図示による。
　・ 地盤対策は、図示による。

　既設配管の撤去範囲は図示による。ただし、その位置で不具合と判断される場合は監督員と
　協議する。

２

 5. 試験

 6. はつり及び穴
　　開け

 7. 既設基礎の解
　　体はつり

　システム全体の試験　　      ※行わない　   ・行う（　　　　　　　 　 　　）
　既設配管を含む部分の試験方法は監督員と協議する。
　はつり作業を行う場合は、埋設物の調査を行い、埋設配管等に損傷を与えないように行う。

　・ 解体基礎の仕様（有筋・無筋、防水・非防水、寸法等）は、図示による。
　・ 防水層等の補修は、図示による。
　・ 基礎解体、撤去後の床面仕上げ及び補修は、図示による。

＜用語の説明＞
 （１）「撤去」とは、既存物を壊し取ること。
 （２）「取外し」とは、再利用を考慮して、丁寧に外すこと。
 （３）「撤去・新設」とは、既存物を撤去し、新たな物を設置すること。
 （４）「取外し・再取付け」とは、既存物を取外し、同じ物を取付けること。
 （５）「備品移動」とは、工事の施工に支障となる備品を一時別の場所に保管し、工事終了後に元の場所に戻すこと。
 （６）「移動」とは、既存物を取外し、取付場所を変更して再取付すること。

 1. 給水設備

 2. 給油設備

　下記の機器に使用するアンカーは耐震計算を行い選定する。
　  （　　　　　　　　　　　　　                               　　　　）
　あと施工アンカーの試験は次による。
　　　性能確認試験        ※ 行わない     ・ 行う（　　　　　　　　　　　）
　　　施工後確認試験      ※ 行わない     ・ 行う（　　　　　　　　　　　）

３
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　下記の露出配管の保温は、ワンタッチ保温材（硬質ウレタンフォーム２０ｍｍ）を使用する。
     ・ シャワー室
　配管材料は、＜表－１＞「使用配管材料一覧表」のとおり。
　弁は、マレアブル玉形弁とする。

　・ 植栽、芝生、舗装、石貼、タイル等の移植及び撤去、復旧並びに再利用品等は、図示に
　　 よる。

    ｱﾝｶｰ
 8. ｲﾝｻｰﾄ及び 　既存のインサート及びアンカーボルトは原則として使用しない。やむを得ず既存のインサー

　から使用する。
　　　引張強度の確認試験      ※行わない     　　　・行う（　　　　　　　　　　）

 3. 空調設備 　冷媒管は、断熱材被覆銅管（原管ＪＩＳ　Ｈ　３３００）とし、保温厚は以下による。

　ガス管     ・  １０ｍｍ以上     ※  ２０ｍｍ以上
　液管       ※  １０ｍｍ以上（呼び径９．５２以下は８ｍｍとしてよい。）

　試験は、空気圧縮試験とし、最大常用圧力の1.5倍の圧力とする。試験結果のチャートを
　提出する。

[1-1.3.3]

[1-1.4.3]

[1-2.2.1]

[1-2.2.3]

[1-3.1.1]

[1-4.1.1]

[1-4.1.2]

[1-4.2.1]

[1-4.2.4]

[2-2.8.2]

[2-2.8.3]

[2-2.2.11]

[2-2.5.1]

[2-2.7.1]

[2-4.1.1]

[2-4.1.3]

[2-4.1.5]

[2-5.1.1]

 □接着（TS）　 □ｺﾞﾑ輪（RR）
 □接着（TS）　 □ｺﾞﾑ輪（RR）

 ｶﾞｽ管：□保温厚10mm以上 □保温厚20mm以上
 液管： □保温厚10mm以上（呼径9.52以下は8mmで可）

注）　原則○印を適用する。

ただし、複数記載してある項目についての区分はその項目を必要とする施工者に適用する。

項　　　目 建 電 空 衛 昇 備　　考

躯　体　関　係

1.RC造（梁・壁

　・床）の貫通

　孔・開口部

貫通ｽﾘｰﾌﾞ材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

ｽﾘｰﾌﾞ・型枠の穴埋め

2.S・SRC造

　・はり貫通口

S・SRC造貫通鋼管鋼管ｽﾘｰﾌﾞ・補強

使用されたｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

予備ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

　基礎

3.設備機器の 建築設計図に記入のあるもの

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋外・屋上の基礎

屋上基礎で押さえｺﾝにｱﾝｶｰしない軽微なもの

機器取付け用ｱﾝｶｰ・架台

屋内受水ﾀﾝｸ用の基礎

仕　上　げ　関　係

軽鉄天井

　・壁下地

補強を用するﾎﾞｰﾄﾞの切り込み及び下地の補強

補強を用しないﾎﾞｰﾄﾞの切り込み

開口部の墨出し

電　気　関　係

電気配管配線 機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器と付属操作ｽｲｯﾁの取付け及び渡り配管配線

そ　の　他（工事区分を特に間違えやすい項目）

二次側

一次側

小規模は監督員と協議

小規模は監督員と協議

衛生陶器は衛生設備

天井材の
取外し再取付

床はつり補修

各種配管配線作業用

各種配管配線作業用

流し台、ガス台
便所手洗い

カウンター

洗面化粧台

誘導標識

ガス漏れ警報器
24H換気扇

機器納入

取付

連動スイッチ

連動スイッチ

湯沸器 機器納入

取付
上記以外

換気扇スイッチ 機器納入、取付

誘導灯は電気設備
ガス漏れ火災警報設備
は電気設備

 

共　

通　

工　

事

　・ 埋設配管等の確認方法でＸ線法を指定する場合は、図示による。
　・ 既存のコンクリート床及び壁等の配管貫通場所及び貫通口径は、図示による。

 ■ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ　　
 ■ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ

 ■接着（TS）　　 □ｺﾞﾑ輪(RR）

 ■接着（DV）　   □ｺﾞﾑ輪（RR）

 □ねじ　　□ﾌﾗﾝｼﾞ



真鍋
東通
り

隣
地
境
界
線

隣地境界線

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

M-03
案内図、配置図（現況全体平面図）156740

S=1/600

R06.03

取
付
道
路

取
付
道
路

工事
車両
通用
口

校内通路

工事お知らせ看板等

学校備品用倉庫（2か所）
（5.45×2.3）平家建て

4000
4000

8000

N
▽

正　門

特別教室棟

校舎棟

防球ネット

屋内運動場棟

倉庫

体
育
部
室

倉
庫

市　道

▽

裏
　
門

市
　
道

プール

運動場

鉄棒

鉄
棒

高跳び

防災倉庫

サクラ

ポンプ室

プール付属室

対象建築物

（柔剣道場）

隣
地
境
界
線

歩道

配置図（全体平面図）　S=1/600

真鍋東通り取付部

案　内　図　

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ



参考形式

仕　様

室　

名

品　名

棟・階

腰 掛 式 便 器

衛生器具表

ＴＯＴＯ

棚付ニ連紙巻器

1

計

ＣＦＳ４９７ＢＰＣ 掃除口床排水　　　洗浄便座：ＴＣＦ５８４０ＡＵＰＮ ２

ＹＨ７０２

Ｌ型手すり 握り径：φ34mm　　指定色Ｔ１１２ＣＬ１０

可動式手すり Ｔ１１２ＨＫ７Ｒ

２

４

握り径：φ34mm 指定色

２

１

５

４

男
子
便
所

フラッシュタンク方式

1握り径：φ34mm 指定色 1

コンパクトバリアフリー ＵＡＤＡＫ２１Ｒ１ＡＳＤ２ＷＡ

２ 1

３

２ １
６

１

２２

1

1

室　

名

棟・階

計

２

２

男
子
便
所

化粧鏡共

３ ５

５

５

３

２

和 風 大 便 器

紙巻器

品　名 仕　様

衛生器具表（撤去）

壁掛大便器（ロータンク式）、温水洗浄暖房便座（TCF5830S）

壁掛式汚物流し

相 電圧(Ｖ) 容量(Ｗ)

電動機
数量機　器　名

＜機　器　表＞

仕　　　　　様 設 置 場 所

２

２

２

記号
備　考

（参考型番）

小便器用手すり Ｔ１１４ＣＵ２２

壁掛洗面器

カウンター式洗面器 カウンターは建築工事

耐食鏡：450ｘ600ＹＭ４５６０Ｆ

３

３

３

１

１

Ｌ２５０ＣＭ　ＴＬ１９ＡＲ（自閉式立水栓）

瞬間式1200w

Ｌ５２５ＲＣＵ　ＴＬ１９ＡＲ（自閉式立水栓）

化粧鏡

横水栓 Ｔ２００ＥＳＮＲ１３ 送り座付横水栓

自動洗浄小便器 ＵＦＳ９００ＷＲ 自己発電、節水タイプ ２ ２

DT-1 汚物中継槽ユニット

DP-1 汚水水中ポンプ 65Φｘ300Ｌｘ10ｍ 3φ 200V 1

中継槽：ﾌﾗﾝｼﾞ型、着脱型

ﾏﾎｰﾙ蓋：600Φ

2台交互並列運転　　ステンレス製着脱ﾀｲﾌﾟ

ロ ー タ ン ク 式 ３

３

FV ３

１ １

２ ２

機
械
室

廊
下
・
ホ
ー
ル

２

据置　４６０L ２ ２

4

小便器

洗面器

シャワーセット

横水栓

電気温水器

電気温水器ＨＥＷ－２　　１００Ｖ－６００Ｗ

ＦＲＰ製：水槽容量１５００Ｌ　　嵩上げ用スペーサー共

3.7x2kW
TAZP2-150D65BG型

NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804) 156740

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

衛生器具表・機器表（撤去）【改修】

NO SCALE

R06.03

M-04

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

女
子
便
所

ホ
ー
ル

外
部

トイレパック （同等品以上）

女
子
便
所

外
部

男
子
シ
ャ
ワ
ー
室

女
子
シ
ャ
ワ
ー
室

洗面器、化粧鏡：耐食鏡（YM6090F)、手洗器、背もたれ、



M-05
給排水設備屋外全体配管図（現況）【改修】

汚水タンク:解体撤去

以降既設公設桝へ

（1900ｘ1600ｘ2280H)

既設汚水桝

既設量水器75m/m､40m/m
給水：ﾌﾟｰﾙ系統と分離

汚水ポンプ中継槽

既設汚水桝に接続HH(既設)

HH(既設)

HH(既設)

来客用駐車場スペース

来客用駐車場スペース

5
0

2
0
0

影響幅

構内アスファルト舗装
非透水性舗装車両乗入れ部

200

表層工

（密粒度As）
（再生密粒度As）

上層路盤工
（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 0～40）
（砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 0～40）

※排水管を埋設時、口径300mm以下の場合は管下端より100mm深く根切をし
根切り土中の良質土で埋戻し及び突き固めた後、管を布設する

4
5
0

2
0
0

1
0
0

500

1
0
0
0

埋設物（配管等）

路床工
（根切り土中の良質土）
注）200mm毎に転圧を行うこと

FEP50.40.30.100

VP75

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号156740

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体、復旧　35.1ｍ

ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
土
部
掘
削
、
埋
め
戻
し
　
2
8
.
5
ｍ 埋設管路は電気工事も使用のため　連絡を密にすること。

ｱｽ
ﾌ
ｧﾙ
ﾄ
解
体
、
復
旧
　
2
4.
6
ｍ

ｱｽﾌｧﾙﾄ解体、復旧　9.4ｍ

75VP、40HIVP

700Φx1700H

S=1/500

R06.03

校内通路 校内通路

学校備品用倉庫（2か所）
（5.45×2.3）平家建て

N N

▽

運動場

校舎棟

防球ネット

屋内運動場棟

プール

全体配置図（現況）　S=1:500

裏
　
門 ▽

校舎棟

防球ネット

屋内運動場棟

プール

全体配置図【改修】　S=1:500

裏
　
門

市
　
道

対象建築物

（柔剣道場）

鉄
棒

鉄棒
防災倉庫

サクラ

高跳び

プール付属室

ポンプ室

対象建築物

（柔剣道場）

鉄
棒

鉄棒
防災倉庫

サクラ

高跳び

プール付属室

ポンプ室

菜園

植栽

植栽

菜園

植栽

植栽

隣
地
境
界
線

歩道

隣
地
境
界
線

歩道

隣
地
境
界
線

隣地境界線 隣地境界線

隣
地
境
界
線

横断溝(グレーチング）

ｷｭｰﾋﾞｸﾙｷｭｰﾋﾞｸﾙ



NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804)

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

給排水衛生設備屋外配管図（現況）156740

M-06
S=1/200

R06.03

以降既設公設桝へ

汚水タンク:解体撤去
（1900ｘ1600ｘ2280H)

既設管：100VP,40HIVP　残置とする。

200　以降既設側溝に接続

隣
地
境
界
線

150

75

4025

100100

15
0

200100

100

10
0

25

20

4
0

15
0

40

15
0

150

4
0

100

1
00

100

2
5 1
0050

10
0

正門へ至る

（柔剣道場）

対象建築物

犬走り

犬走り

犬走り

配置図  S=1:200

プール

市　
道

X1

X5

Y8Y1

植込み

植込み

菜園

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

ポンプ室

歩道

アスファルト舗装

アスファルト舗装

土のまま

Ｎ



NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804)

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図S=1/200　　1/500

156740

M-07

M

M

TVC-50

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

TVC-50

50

CV65×2
GV65×2

女子便所 男子便所

TVC-50

7
0
0

4
5
0
0

1FL

2FSL

4
3
0
0

DP
1

1
DT

75VP

40HI

量水器：40m/m

(柔剣道場用）

既設汚水桝：700Φｘ1700H

量水器：75m/m

(ﾌﾟｰﾙ、更衣室棟用）

汚水中継槽用通気管：50VP
軒天下部にて解放

75VP

40HI

GV32（B5-1）GV25（B5-1）

給排水衛生設備　配管系統図　　S＝NS

ポンプ制御盤

注 記 ： 外 部 桝 は 塩 ビ 製 小 口 径 桝 (鋳 鉄 製 蓋 ） 、

　 　 　 建 物 貫 通 部 は 既 設 位 置 を 利 用

100

40

65

30

100
50

100

給排水衛生設備屋外配管図　配管系統図【改修】

200
以降既設側溝に接続

100

100

20

100

1
00502
5

40、150、150

40、100、150

汚水ポンプ中継槽

25

25、100、150

正門へ至る

（柔剣道場）

対象建築物

犬走り

犬走り

犬走り

配置図  S=1:200

市　
道

プール

X1

X5

Y8Y1

植込み

植込み

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既存間知ブロック擁壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

ポンプ室

隣
地
境
界
線

歩道

アスファルト舗装

土のまま

Ｎ



設　計 縮　尺
工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

設計年月日

図面名称

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

ＮＯＢ．建築設計企画室
A1075(0304)

上野　悦夫
NO.一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号 給排水衛生設備　1階平面詳細図（現況）
M-08

156740

女子シャワー用サーモ付ミキシングバルブ　25A

男子シャワー用サーモ付ミキシングバルブ　32A

減圧弁　40

電気温水器

4040

機械室

SB-1200 106H SB-800 780H

SB-800 730H

給湯ポンプ

SA-600　600H

SA-600 490H

SV25 VC-1

屋内露出配管

460L　1φ100V3KW

屋内露出配管

SB-1200 1170H

20

Ｔ5A-50　×2

75

目皿　D-75

T14AA-50 ×2

20

50

75

100

50

1
0
0

1
0
0

20

4040

20

2032

COA-100

COA-75 75 75

50

50

100 20

20

20

25 100

100

100

100

100

100

200　以降既設側溝に接続

竪樋100

ポンプピット　撤去

RC製1900ｘ1600ｘ2280H

汚水水中ポンプ　撤去

65Φｘ1.5ｋWx2台

RA-1000 870H RA-600 600H RA-500 500H

目皿 D-100

目皿 D-100

COB-75

T5BF-50

COB-100

T5A-50

残置、金物、水栓等すべて撤去

汚水桝、雨水桝　すべて撤去

COB-50

T-5B50

COB-100

COB-100

COA-75

T5A-50

安全弁32

RA 400　400H

150

100

150 150 100

10
0

1
00

COA75
75

既存配管は全て撤去

S=1/50

R06.03

足洗場

UP

男子

シャワー室

管理室（1）

廊下（1）

廊下（2）
ホール

器具庫

倉庫

シャワー室
女子

階段玄関

男子更衣室

男子便所

ピット

ピット

女子便所

女子更衣室

1
8
6
0

5
0
0
0

2
5
0
0
0

5
0
0
0

1
4
0

3
1
4
0

1200

400035002500
135135

5
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0
0

2
1
8
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1
2
0
0

3500 2500
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16000

40001300
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5
0
0

2
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0

2
3
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0

2
4
6
0

2
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3
1
4
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5
0
0
0

Y6

Y7

Y8

Y5

X1 X3 X4 X5X2

Y8

Y7

Y6

Y5



（配管完了後､止水処理を施工）

基礎貫通部は既存穴を利用すること。

既存土間解体、復旧は建築工事とし

配管用掘削、埋め戻しは本工事

100-150：H＝600

100-150：H＝500

150-200：H＝870

100-150：H＝870

150-200：H＝500

100-150：H＝730

150-200：H＝1000

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ用水中ｹｰﾌﾞﾙは本工事
管路は電気工事

斜線部分のｺﾝｸﾘｰﾄ解体、復旧は建築工事　

30

40

25

25

FJ100

FJ50

蓋：鋳鉄製MH600Φ
FJ継手用点検桝：600ｘ600

FJ25

蓋：鋳鉄製MH600Φ
FJ継手用点検桝：600ｘ600

FJ
10
0

100

75
75

20 25

20

20

50

1

11

25

COA-50

COA-100

COA-100

25

40

40

40

COA50

50
20

50 50

75 75
75 75

COA80

COA50

COA100

COA100

40

50 50

100

40

20 20

20

20

20

25

25

32

1
0
0

1
0
0

1
0
0

100

D-100

GV25（B5-1）

100

1
0
0

FJ
32

GV32（B5-1）

F
J5
0

5
0

40

5050TVC

50TVC

150-200：H＝600

150150

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ中継槽

汚水水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

150-200：H＝700 150 100 100

ポンプ制御盤

20（外部露出配管）
SUSﾗｯｷﾝｸﾞ工事共

GV20（B5-1）

D-100

40

200　既設側溝に接続

2
0
0

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称
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記号 仕　　　　　様

電動機

相 電圧(V)
数量

設置
場所

参考型番

換　気　扇

機　器　名

天井用換気扇：低騒音サニタリー用

１００Φｘ１５０ｍ3／ｈｘ３０Ｐａｘ３５．５ｄＢ

１ １００ １３．０

容量(W)

男子便所、女子便所､ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

器具庫、物入

５

ＳＵＳ製深形フード、天吊金具　　他付属品一式

換　気　扇

換　気　扇

ＳＵＳ製深形フード、天吊金具　　他付属品一式

天井用換気扇：低騒音インテリア格子タイプ １ １００ ２０．０ ４

１００Φｘ１８０ｍ3／ｈｘ３０Ｐａｘ２８．５ｄＢ

ＶＤ－１５ＺＸＰ13－Ｃ

ＶＤ－１５Ｚ13

１階男子更衣室、女子更衣室

２階男子更衣室、女子更衣室

壁付換気扇：格子タイプ

２５０Φｘ６９０ｍ3／ｈｘ１０Ｐａｘ３２．０ｄＢ

１ １００ ２０．０ ＥＸー２５ＥＫ9－Ｃ倉庫１

ＳＵＳウェザカバー、木枠、防虫網　　他付属品一式

換　気　扇 １ １００

ＳＵＳウェザカバー、木枠、防虫網　　他付属品一式

ＥＦ－２

ＥＦ－１

ＥＦ－３

ＥＦ－４ １階柔道場ｘ２

換　気　扇 １ １００

ＳＵＳウェザカバー、木枠、防虫網　　他付属品一式

ＥＦ－５

壁付有圧換気扇：低騒音形

壁付有圧換気扇：低騒音形

ＥＷＦー３０ＢＳＡ２

ＥＷＦー３５ＣＳＡ２

３００Φｘ１６８０ｍ3／ｈｘ１０Ｐａｘ３９．５ｄＢ

２階剣道場ｘ２

３５０Φｘ３０００ｍ3／ｈｘ１０Ｐａｘ３９．０ｄＢ

５０

１００

２

２

NO.

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
設計年月日

設　計

工事名称

図面名称

縮　尺

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(2804) 156740

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

換気設備　機器表
M-11

NO SCALE

R06.03



天井扇：250Φ撤去

天井扇：100Φ撤去

天井扇：100Φ×4（撤去）

天井扇：100Φ×2（撤去）

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日
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工事名称

一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号A1075(0304)

土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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天井扇：100Φ撤去 天井扇：100Φ撤去
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304) 換気設備　２階平面図（現況）

２階平面図（現況）　S=1/100
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（更新）
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

物入

物入

1階平面図【改修】　S=1/100

換気設備　1階平面図【改修】
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A1075(0304)

２階平面図【改修】　S=1/100

換気設備　2階平面図【改修】
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消火器：ABC10型（収納ｽﾀﾝﾄﾞ共）

歩行距離20m毎に設置

凡　例　：

ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図

A1075(0304)

物入

物入

1階平面図【改修】　S=1/100

S=1/100

消火設備　1階平面図【改修】一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号
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消火器：ABC10型（収納ｽﾀﾝﾄﾞ共）

歩行距離20m毎に設置

凡　例　：

L=
20
m

L=
20
m
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〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称 土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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消火設備　2階平面図【改修】一級建築士事務所　茨城県知事登録　　　　　　　　一級建築士第号　　　　　号
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認定証紙貼付位置
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パッケージ型消火設備
品番 部　　品　　名 個数 材　　　質 備　　　　　　考
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消火薬剤貯蔵タンク

加圧用ガス容器

加圧チューブ組立品

連結チューブ組立品

ホ－ス

ノズル

銘板

格納箱

表示灯

端子台

圧力調整器

ポリカ－ボネ－ト樹脂

SECC

ポリエステルフィルム

C3604B

塩化ビニル

STH70

第三種浸潤剤等入り水　８１Ｌ

内容積 ３.４Ｌ(１４.７ＭＰａ at35℃)

調整圧力値：０.８ＭＰａ

長さ：２５m

クロームメッキ

扉裏面に配置

標準日塗工 A22-90B

２Ｐ (扉裏面に配置）

アンカーボルト取付状態例

・

・

・

・

・

・

・

認定番号

有効放射時間

放射距離

２３５秒（at２０℃）

ＰＧ－０５１号

約２００kg

１９.８Ｌ／min

１３～２０ m

使用温度範囲 －１０℃～＋４０℃

型式記号　 ＹＰＳ－８０ＣＲ

放射量

総質量

　(一財)日本消防設備安全センター認定品
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ＮＯＢ．建築設計企画室

〒300-0036　土浦市大和町3-15-1002　TEL0298-24-2482

上野　悦夫
NO.

設　計 縮　尺

設計年月日

図面名称

工事名称
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土浦第二中学校柔剣道場棟長寿命化改良工事設計図
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消火設備　パッケージ型消火栓詳細図

正面図　S=1/10 断面図　S=1/10

M-18
156740 R06.03


